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は じ め に 


この た び は 、 パ ナ ソ ニッ ク M S X 2 十 パソ コン 「F S 一 A 1 WX』 を お 貢 
い 求 めい た だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 

本 書 は FS 一 A 1WX の 「 日 本 語 (英文 ) ワー プロ 」 「 ア ドレ ス 」「 ネ ー 
ムカ ー ド 」 「AV ラ ベル 」 の 各 ソ フト を お 使い いた だ く た め の 解説 書 に な っ 
て いま す 。 

ご 使用 前 に 必ず 同 梱 の 取扱 説明 書 の 「 第 1 章 準備 」 一 「 第 3 章 内 蔵 ソ 
フト 」 を お 読み くだ さい 。 


…ー バ ユニ 
(全球 / 4 ト ア 】 


全 付 属 の シス テム ディ スク は 絶対 に 初期 化 (フォ ー マ ッ ト ) し な いで く 
だ さい 。 初期 化す る と ソフ ト が 使え な く な り ま す 。 


@ 本 ソフ ト で は 連射 速度 調整 つま み を 「OFF」 の 位置 に し | PAUSE | ボタ 
ン は 絶対 に 押さ な いで くだ さい 、。 


⑯ こ の 説明 書 の 内 容 は 改良 の た め 予 告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 


記 つ 4 は アス キー の 商標 で す 。 


的 な 操作 
書 
レス ・ ネ ー ム カー ド 機 能 1 ろ いろ 


AV ラベ ル 機 能 い ろ い ろ 


ご ん な ご と が で きま す ::: omiosrrsninzsstas ss se 


キー の 名 前 と 働き ……… 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 準 備 …‥ ド トー トー… 
スタ ー ト の し か た / ノ 終わ りか た ーー…ー… 
入力 方 法 の 切り 替え か た ……… ド ーーーー…ー… 


文字 の 修正 と 入力 …・ 


履正 の し か た eo 
ひら が な の 生 oertenrrko on 
才女 浪 ナ の 入 eee eraes teseesitssssessass 


第 2 章 は が き を 書 こ う 


(ワー プロ ) 


ワー プロ を スタ ー ト する ドド トド ーーーー…ー 
書き か た を 決め る (書式 設定 ) ・……………・……… 
文字 を 入力 する ーーー トー トム ドド ドー トー 


レイ アウ ト す る 


宮 学 症 内 導く ぐす る て 4 何 朋 ) ーッ me いか 


文字 を 太く する (太字 ) ・ 


白 抜き 文字 に する ( 白 抜 ) ……ーーー…ー…ー… 
文字 の 配置 を 散 え る … ド ドー ドド eee ee 
行 の 先頭 を 揃え る (インデント) ……… 


イラ スト を 入れ る 


フロ ッ ピー ディ スク を 初期 化す る ……………… 
サン プル の 図形 を 呼び 出す ……ーーー…ー 
図形 を 催 正 ea 
導 書 の 中 だ 央 れる ドド < の ee 
レイ アウ ト を 確認 する ………… ドー…ー… 


は が き に 印刷 する 
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本 書 の 読み か た 上 ト バ ん レナ ホ バ ーー ム ー ド ーー ドー 


第 1 章 基本 的 な 操作 


基本 的 な 用 語 に つい て 一 ド ぬ (トバ (ポー ドー ドー ドド ーー 
こん な 機器 が 使え ます ……………………ー… 


7 ーー 
に src 7 レス ツィ ャ 『『 エキ ザー バテ キャ ドキ 


ロー マ 字 で 入力 


漢字 の 入力 (1 回 で 変換 で きる と き ) 
漢字 の 入力 (1 回 で 変換 で き な い と き ) 
うま ぐ 漢 字 を 書く た め に (文節 縮め 伸ばし )… 
変換 速度 を 速く する (文節 区 切り 記号 )………… 
見 分 け に くい 記号 の 入力 ・ バ ーーー…ー… 
練習 し て みよ うー ドー ドー ドド に に ドド ーーー 
マウ ス 、 ジ ョ イ パ ッ ド を 使う と き は ………… 


Coffee Break 上 ーーー ーー 


用 紙 を セッ ト す る ドド ーー ーー 


使っ て いる プリ ンタ に 合わ せる 


印刷 の し か た を 決め る ・… 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 する ーー… 


(アド レス ) 


アド レス に 住所 カー ド を 入力 する ………………… 
差出 人 カー ド を 入力 する 上 …… ド ドー…ー・ 


一 覧 表 を 見 る …… 


カー ド を さがす (検索 )………・・・…・… ・ 


は が き の 表 を 印刷 する 


用 紙 を セッ ト す る ーーー… 
印刷 の し か た を 決め る …… ド ドド ドド ーーー…ー 
印刷 を 開始 する ……ーー ト ぃ ムー ドド ーー ーーー 
ディ スク に 保存 する … 上 ドド ハト ドル トーー バ ーーー 


(入出 力 セ レク ト )………… 
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第 3 章 ワー プロ 機能 いろ いろ 


すぐ に 使え る 便利 な メニ ュー (機能 メニ ュー) ひと 続き の 文字 を 削除 する (文字 列 削 除 )………・128 
機能 の 選び か た em 84 四角 く 囲 ん だ 範囲 を 削除 する (領域 削除 )………130 
便利 な カー ソル の 動か し か た 1 ペー ジ まる ご と 削除 する ( 頁 削 除 )…………・132 
ペー ジ 内 で の 移動 ……… い ドー 87 文字 を 行 の 中 心 、 右 端 、 左 端 に 寄せ る 
の 入 カ (セン タリ ング 、 石 寄せ 、 左 寄せ )…136 
同じ 文字 を 続け て 入力 する と き は (前 入力 )…… 89 さがし た 文字 を 別 の 文字 に 換え る (置換 )………140 
漢字 の 読み か わか ら な いと き は (区 点 入力 )……・ 90 行 の 先頭 を 揃え る (イン デン ト )…………………144 
記号 や 自分 で 作っ た 文字 を 入力 する タプ 位置 を 設定 / 解 除 する (タブ 設定 / 解 除 )…・146 
(記号 、 外 字 入 力 ) …… 92 文字 を 目立た せる (文字 修 人 ) 
入出 力 機器 の 設定 と 画面 調整 (入出 力 セレ クト ) 文字 を 白 抜 、 斜 体 、 太 字 に する (強調 )……………148 
プリ ンタ の 機種 や マウ ス を 設定 する …………・ 94 文字 を 回 転 させ る (回 転 )…………………………150 
操作 方 法 を 変え る (操作 設定 に 計 なか ける (細か の) nn 152 
操作 設定 の し か た ーー 96 下線 を 引く (下線 )… RCCCCPCEP ま で ます ます まま 7(| 
レイ アウ ト を 見 る (表示 モー ド )……………… 98 白 抜 、 作 体 、 太 字 を 取り 消す (強調 衣 除 )ー……・156 
縦 方 向 に 文字 を 入力 する (文字 入力 方 向 ) ……・ 99 回 転 、 網 かけ 、 下 線 を 取り 消す (文字 修 節 解 除 )‥158 
変換 キー を 押さ ず に 変換 する (名 読点 変換 )…100 文字 修飾 を すべ て 取り 消す (文字 修飾 人 解除) …160 
数 字 を 揃え る (デシ マル タプ)…………………101 文字 の 大 き さ を 変え る (文字 サイ ズ ) 
文書 を 分 類 名 で 呼び 出す (分 類 名 )……………・102 文字 を 半角 に 変え る (半角 )………………………162 
画面 の 「・」 を 消す (制御 スペ ー ス )…………103 文字 を 全角 に 変え る (全角 )ー……………………164 
操作 ガイ ド を 見 な が ら 入 力 する (操作 レベ ル )104 文字 を 横 何 角 、 縦 倍角 、 4 倍角 に する 
書き か た を 決め る (書式 設定 ) ( 横 何 角 、 縦 全角 、4 倍角 ) ‥166 
書式 の 決め か た …………… ド ーー"106 上 添字 、 正 字 を 書く (上 滅 字 、 下 添字 )………168 
使う 用 紙 の 種類 を 決め る (用 紙 )… ……108 けい 線 を ひく (けい 線 ) 
使う 用 紙 の 方 向 を 決め る (用 紙 方 向 )………110 文字 の 上 、 間 に けい 線 を ひく 
行頭 / 行 末 に 「。」 や 「(」 が ある と き ( 打 則 処理 ) 112 (文字 上 、 文 字 間 けい 線 )・‥190 
1 行 に 入る 文字 数 を 変え る (文字 間隔 )……・113 けい 線 を 消す … tm ……172 
1 ペー ジ に 入る 行 数 を 変え る (行間 隔 )………・114 他 の ペー ジ を 見 な が ら 入力 する (画面 分 割 ) 
用 紙 の 上 下 左右 に 余白 を と る 画面 分 割 の 特徴 … ERROR! 
(上 下 余 白 、 を 余白 ) ‥115 操作 設定 と 組み 合わ せ て 使う と た …………………176 
編集 する (編集 ) 文字 や 記号 を 作る (外字 ) 
四角 く 囲ん だ 範囲 を 複写 する (領域 複 写 )……・118 外字 作成 の ポイ ント 
1 ペー ジ ま る ご と 複写 する ( 綱 複写 )…………120 点 で 作る (パパ ターン 作成 )… バ ーーーーーー 
ひと 続き の 文字 を 移動 する (文字 列 移 動 )・…・122 作っ た 文字 を 裏返す ( 裏 返 )…・……・…………・ 
四角 く 囲ん だ 範囲 を 移動 する (領域 移動 )・……124 直線 を 引く (直線 )……………… ドド ーー 


1 ペー ジ ま る ご と 移動 する ( 員 移 動 )・………‥…126 白 と 黒 を 反転 させ る (反転 )…・……………ーー 


作っ た 文字 を 回 転 さ せる (回 転 )・…………………:187 ディ スク か ら 文 書 を 呼び 出す (呼出 )…………・242 
部 分 や 全体 を 消す (消去 )……・・・… ド ドー 188 ディ スク 内 の 文書 を 消す (削除 )…………………246 
交 字 を 呼び 出 ず ( 誠 字 大 ) で merrtevow189 新しい フロ ッ ピー ディ スク を 使う と き は 
部 分 を 別 の 位置 に 複写 する (複写 )……………・190 (初期 化 )…‥250 
記号 を 呼び 出す (記号 )……・・・……… い 192 文書 を 印刷 する (EH 刷 ) 
参照 し た 文字 を 利用 する (転送 )・…‥…・‥………194 プリ ンタ に つい て 一 ーーーーーーー252 
作っ た 文字 を 登録 する (登録 )・…………………196 縦 書き と 横書き wed3 ok さがる 36 の 
よく 使う 語句 を 登録 する (ユー ザー 辞書 ) ペー ーー "254 
語句 を 登録 する (単語 登録 )…………… 198 印刷 する ペー ジ 、 部 数 を 指定 する ……………・256 
登録 され た 語句 を 表示 する (単語 表示 )・………200 ペー ジ を 入れ る か 、 入 れ な いか ( 買 付 位置 ) ‥257 
登録 され た 語句 を 消す (単語 削除 、 辞 書 初 期 化 ) 202 文字 を な め ら か に 印刷 する (スム ー ジ ング )…258 
枠 だ け を 作成 、 修 正す る 文字 の 形 を 指定 する (書体 )・・…・・…………259 
枠 を 作成 する ( 枠 作成 )・・…・・・・ーーーー…204 縦 書き か 、 横 書き か (印刷 方 向 ) …‥…・・‥……260 
枠 を 修正 する ( 要 修 正 )…・…………・…………206 各 ペ ー ジ の 最初 に 同じ 文章 を 印刷 する 
要 を 消去 する ( 枠 消去 )……………………………208 (ヘッ ダ )…261 
図形 枠 を 作成 する 行 印 刷 の し か た ( 行 印刷 )……・…………………262 
図形 桁 と は ‥……… で ーー mmm nn 210 文字 の 大 き さ を 指定 する (文字 サイ ズ ) ROSE 264 
図形 要 使 用 時 の 注意 … mrrrnrrr211 ね ら っ た と ころ に 印刷 する (ね らい 打ち )…・・265 
図形 枠 の 作成 の し か た (図形 枠 作成 )・・……・212 ね らい 打ち の し か た …………… ド ーー ドド 266 
自由 に 線 を 描く (| )…・…… ド ーーーー214 印刷 を 途中 で 止め た いと き ‥…・ー…ーー268 
直線 を 描く (|])・……ーー バ ーー バーーーー215 シス テム 手帳 の リフ ィ ル を 作る 
四角 形 を 描く ([ ロ |)・・……ー・ バ ーー バー ドー216 リフ ィ ル 書式 の 決め か た …‥ーー…270 
円 、 だ 円 を 描く ( 加 | ) 7 リフ ィ ル の タイ プー ドー ドー ドーー 272 
図形 を 消す ([2| )…・… ド ーー バー ドーーーー218 リフ ィ ル デー タ 使 用 上 の 注意 …‥‥…・・・……274 
細か い 部 分 を 修正 する (|S| )…………………219 リフ ィ ル 用 紙 に 印刷 する ………ー……ー………276 
縮小 、 拡 大 し て 複写 する ( 固 ) ……………220 見 開き で 印刷 する (印刷 面 )……………………:278 
図形 を ディ スク に 保存 する ( 峰 )……………・222 英文 ワー プロ 
図形 を ディ スク か ら 呼 び 出す ( 陣 )…………-224 英文 ワー プロ の 始め か た …………………… 280 
イメ ー ジ スキ ャ ナ で 読み 込む ( [ 賠 )…‥…・……226 英文 行 に つい て ーー バー ーー281 
文字 を 入力 する ( 国 |)…・………… ド ーーーー227 英文 ワー プロ の 特徴 ……ー・ ド ーーー282 
文書 に 図形 を 入れ る ( 還 )………………………228 英文 ワー プロ 使用 上 の 注意 ・…‥…・・‥・………283 
図形 枠 を 修正 する 文字 入力 の し か た 一 ーー ババ ーーー 284 
図形 枠 の 位置 を 修正 する …・‥…・・・・・……230 欧文 文字 を 入力 する (記号 )・…・ ーー…286 
図形 を 修正 する ‥…‥・ ド ドド ドー ドー 232 均等 に 単語 を 割り 付け る (均等 割付 )‥…‥・‥・・288 
図形 修正 時 の 注意 …‥…・・・ーーーー235 アン ダー ライ ン を 引く (下線 )・…‥…・‥………290 
図形 枠 の 消長 ・・‥・…ーーーーーーーーー236 その 他 の 機能 (アク セ サ リ ー) 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う (ファ イル ) 電卓 で 計算 する (電卓 ) …………………………292 
保存 時 の 文書 形式 に つい て ………………………238 時 計 、 カ レン ダー を 見 る (時 計 、 カ レン ダー)…294 
呼び 出し 時 の 文書 形式 に つい て …………………239 時 刻 と 日 付 の 合わ せ か た (時 刻 、 日 付設 定 ) 296 
ディ スク に 文書 を 保存 する (保存 )・……………240 


第 4 章 アド レス 、 ネ ー ム カー ド 機 能 い ろ い ろ 


アド レス 、 ネ ー ム カー ド と は カー ド を 保存 する (保存 )・‥…・・……………320 
アド レス 、 ネ ー ム カー ド の 使い か た …・………300 カー ド を 呼び 出す (呼出 )……・ーーーーー322 

カー ド を 入力 する ディ スク 内 の ファ イル を 消す (削除 )・・…・……324 
頂 目 に 入力 する seeeraerrrnnnropsvsssmsn302 新しい フロ ッ ピー ディ スク を 使う と き は 

カー ド を 修正 する (初期 化 )…326 
修正 の し か た … ド ーー ドーーーー ーー304 カー ド の 一 覧 表 を 見 る (一 覧 表 ) 

差出 和信 カ ー ド を 入力 する 一 覧 表 の 出し か た …・ーーーーーーーーー328 
入力 の し か 7 だ の い res* errtswrerreewkysxsa0 印刷 する (印刷 ) 

記号 を 入力 する (記号 ) 印刷 の し か た バー で の こい の 380 
記号 や 外字 を 入力 する (記号 、 外 字 ) ……………308 使う 用 紙 を 決め る (型式 )…・…・・… 332 
読み の わか ら な い 漢 字 を 入力 する (区 点 入力 )…‥310 書体 を 変え る (書体 ) う ・………・…… い 334 

カー ド を 編集 する (編集 ) 様 か 殿 か 御中 か (敬称 )ー‥…・・・・…・………335 
カー ド を さがす (検索 )・…・・・・・ーー…312 印刷 する カー ド を 指定 する (カー ド )…‥…‥……336 
カー ド を 複写 する (複写 )・・…………ー………314 さがし た カー ド を 印刷 する (検索 )…・・………337 
カー ド を 消す ( 削 際 )… や ウー で ド の の serv816 入出 力 機器 の 設定 と 画面 調整 (入出 力 セレ クト ) 
全部 の カー ド を 消す ( 全 デ ー タ 消去 )・…………318 プリ ンタ の 機種 め ママ ウス を 設定 する ‥………‥…・338 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う (ファ イル ) Coffee Break……ーーーーーーーーーーーーーー340 


第 5 章 AV ラベ ル 機 能 い ろ い ろ 


AV ラベ ル と は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う (ファ イル ) 
AV ラベ ル の 終わ りか た ……………… mtrt947 ディ スク 内 の ファ イル を 消す (削除 )・……・……・368 
カー ド を 入力 する 新しい フロ ッ ピー ディ スク を 使う と き は 
カー ド を 編集 する (編集 ) カー ド の 一 覧 表 を 見 る (一 覧 表 ) 
カー ド を 複写 する (複写 )・……・………………・352 印刷 する (印刷 ) 
全部 の カー ド を 消す ( 全 デ ー タ 消去 )・……‥……356 使う 用 紙 を 決め る (型式 )・・……・…・………376 
カー ド を 修正 する 印刷 する カー ド を 指定 する (カー ド )………・……378 
修正 の し か た ーー ドド ーーー ーー 358 さがし た カー ド を 印刷 する (検索 )‥‥・・379 
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ー ヽ 
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外字 や ユー ザー 辞書 を うま く 使う に は …………… 390 
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漢字 コー ド 表 の 見 か た …… 〇 改 … ビ ドド ーー 398 


J 1S 第 1 水準 漢字 コー ド 表 … 司 …@…………… 399 
J 1S 第 2 水準 漢字 コー ド 表 ………… ド …… の の …… 405 
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機能 きぐ Seeeeeeeeeeenkessdas204SSmusmdesocstos 416 


こん な こと が で きま す 


F S 一 A 1 WX を 使っ た サン プル で す 。 こ の サン プル の 作り か た は 本 書 の 「 第 2 章 は が き を 書 こ 
う 」 で 詳し く 説 明 し て いま す 。 


(ワー プロ で 作成 ) (アド レス で 作成 ) 
4 倍角 太字 白 抜 


皿 も 選 人 
和 よ は _ 間 
六 。 ろ い し 〒 
吉光 
お ち 痛 で 9 ま 肖 
を Si 辿 5 誠 | 
_ 條 は 四 還 ソ 骨 
まな を 5 ら 8 い 上 
* ま 富 2 本 9 こ 

し 妥 2 本 短 
1 全 y 0 
9 Il さ - 0 
あ の ー 

枠 す い 0 


書式 : 用 紙 ニ セッ ター、 用 紙 方 向 三 横 方 向 印刷 : 型式 セッ ター 縦 書 、 敬称 三 様 
印刷 : 印刷 方 向 三 縦 書き 


※ 印 刷 結 果 は 、 操 作 の し か た や プリ ンタ の 機種 に より 多少 異な る 場合 が あり ます 。 (上 記 の 
サン プル は プリ ンタ に 当社 製 F S 一 P K 1 を 使用 ) 


本 書 の 読み か た 


本 書 は F S 一 A 1 WX に 内 蔵 の 「 ワ ー プ ロ 」「 ア ドレ ス 」 「 ネ ー ム カー ド 」「AV ラ ベル 」 の 各 
ソフ ト の ま 引 き 書 に な っ て いま す 。 
本 書 を 読む 前 に 取扱 説明 書 の 「 第 1 章 準備 」 一 「 第 3 章 内 蔵 ソ フト 」 を お 読 みく だ さい 。 

に ) 「 第 1 章 基本 的 な 操作 」 で は 、 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル に 共通 の 項目 (スタ ー ト の し か た 、 文 字 の 
入力 の し か た 等 ) に つい て 説明 し ます 。 必 ず お 謗 み くだ さい 。 


@「 第 2 章 は が き を 書 こ う 」 で は 、 


ワー プロ と アド レス を 使っ て 、 年 賀 状 の 作成 を 例 に わか りや すく 説明 し て いま す 。 実際 に 操 
作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


@「 第 3 章 ワー プロ 機能 いろ いろ 」 「 第 4 章 アド レス 、 ネ ー ム カー ド 機 能 い ろ い ろ 」 「 第 5 章 
AV ラベ ル 機 能 い ろ る いろ 」 で は 、 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル で 使え る 機能 こつ いて それ ぞ れ 解説 し て い 
ます 。 こ の 章 は こま っ た と き や 、 こ ん な こと が し た いと いう 場合 に 、 辞書 と し て お 使い くだ 
さい 。 

@「 第 6 章 サン プル 集 」 で は 、 


よく 使う 文例 を 集め て いま す 。 文例 に は 使わ れ て いる 機能 や 書式 の 設定 値 を 記載 し て いま す 
す の で 参考 に し て くだ さい 。 


人 @ [付録] で は 、 


漢字 の コー ド 表 等 が あり ます 。 必要 な と き に お 読み くだ さい 。 


@ 表 記 上 の 約束 
第 3 章 一 第 5 章 は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 


信 お こと わり 
画面 の 表記 と 色 は 、 便 宜 上 実物 と 異な る 場合 が あり ます 。 


この ペー ジ で 説明 し て いる 機能 を 
視覚 的 に 表し て いま す 


1 バー ツ まる こと 削 す 4( 嗣 記 
ツ 


1 ペー ジ ま る ご と (けい 好 . 要 図形 符 お よび 瑞 文 を きむ) 人 4 に 本 
削除 し ます - > く 3s る > [実生 
4 


ト 3 
| 講 際 する ペー シ を 指定 する ここ の 機能 の 
SFT を 放し な か ら て 吉行 ョ 
ーー ーーー ニー… は | 操作 手順 
朋 際 する 2 


実生 
この 機能 を 選ぶ た 有 2 
め に 必要 な 操作 | ea al 
| (\ り | 9 。 WMWlm | 
| 
還 ほぞ ・ ma eerr m 。 
| fs | 


注意 事項 や 補足 説明 は 下部 に [ メ モ )] や 訪 四 租 罰 と し て まとめ て いま す 
主計 証 : 特に 注意 し て ほし いこ と の 説明 を し て いま す 。 必 ず お 読み くだ さい 。 
| メ モ |: 説明 の 補足 で す 。 参 考 に お 読み くだ さい 。 


@ キ ー の 表記 
に また は 内 


層 ) また は 


Woundamental Operation 


| 第 1 章 / 基 本 的 な 操作 


ルル 


基本 的 な 採 作 


この 章 で は 、 文字 の 入力 方 法 を 中 心 に ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム 
カー ド 、AV ラ ベル に 共通 な 基本 操作 を 説明 し ます 。 
機器 を 操作 し な が ら わ か る まで 何 度 で も 繰り 返し 練習 し て くだ さい 。 


基本 的 な 用 語 に つい て 


基本 的 な 用 語 に つい て 


本 書 の 説明 の 中 で 聞き 慣れ な い 用 語 が で て きま す が 、 ワ ー プ ロ や パソ コン を 使う 上 で 必要 で すか ら 


次 の 用 語 だ け は 覚え て くだ さい 。 
カー ソル : 画面 上 で 次 に 文字 を 入力 する 位置 を し め カー ソル 
す マ ー ク 。 け い 線 や 図形 を か く と き の 
や く 、 各 メ ニュ ー の 中 の 還 証 計 | も あけ まし て お めで 


カー ソル の 一 種 で す 。 


確 定 : 漢字 に 変換 し た 場合 、 同 じ 読み の 漢字 が 候補 と し て いく つか 表示 され ます 。 こ の 
うち の ひと つ に 決定 する こと を 「 確 定 す る ] と いい ます 。 
確定 に は 一部分 ずつ 確定 する 「 部 分 確定 」 と 変換 し た 文章 を 一 度 に 全部 確定 する 
「 全 体 確定 ] が あり ます 。 


無 変換 (確定 ) : 入力 し た 文字 (ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 数 字 ) を 漢字 に 変換 せ ず に 確定 する こと 
で す 。 


人 入 カカ : パソ コン や ワー プロ に 何 か 情 報 を 与え る こと 。 ワ ー プ ロ の 場合 大 きく キー を 押す 
動作 (キー 入力 ) と 文字 を 確定 する 動作 と に 分 けら れ ま す が 、 本 書 で は 入力 と 呼 
ぶ 場 合 文字 を 確定 する こと を いい ます 。 


こん な 機器 が 使え ます 


こん な 機器 が 使え ます 


推奨 機種 : 当社 製 熱転写 2 4 ドッ ト 漢 字 プリ ンタ FSS 一 PK 1 (近日 発売) 


MS X 仕 様 の 2 4 ドッ ト 漢 字 プ リン タ は ほとん ど 使 用 で き 
ます が 、F S 一 PK 1 を お 使い いた だ きま す と ワー プロ ソ 
フト の 機能 が 最大 限 に 利用 で きま す 。F SーPK 1 以外 の 
プリ ンタ で は 、 使 えな い 機 能 が あり ます の で ご 注意 くだ さ 
に 。 《 ゆ た 8 2 ペー ジ ) 


マウ ス 推奨 機種 : 当社 製 MS X 用 マウ ス FS 一 JM 1 一 H 


マウ ス を 使え ば 機能 の 選択 も 矢印 を あわ せ て ボタ ン を 押す だ け 。 文字 入力 以外 は すべ て マウ ス で 
操作 で きま す 。 特 に カー ソル の 移動 が ぐん と 速く な り 、 け い 線 を ひく と き や イ ラス ト の 修正 に 威 
力 を 発揮 し ます 。 マ ウス を 使用 する と き は 、 本 書 の 説明 を 次 の よう に 置き 換え て くだ さい 。 
[実行 キー 一 トリ ガー ボタ ン A ま た は トリ ガー(1 ) 
[ 取消) キー 一 トリ ガー ボタ ン B ま た は トリ ガー(I) 


推奨 機種 : 当社 製 ジョ イ パ ッ ド FS-JS2 2 0 


連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド FS 一 JSZ222 


マウ ス と 同様 に 使え ます 。 特 に ゲー ム に 慣れ て いる か た は 、 ゲ ー ム 感覚 で ワー プロ を 使っ て いた 
だ け ま す 。 キ ー の 対応 も マウ ス と 同様 で す 。 


4 8 ドッ ト 毛 筆 書 体 カー トリ ッ ジ 当社 製 FSSR02 3 


ワー プロ や アド レス 、 ネ ー ム カー ド で は が き の 宛 名 、 文 書 印刷 に 毛筆 の 書体 が 使え ます 。 


ys MM- つ 状 


キー の 名 前 と 働き 


標準 的 な キー の 使い 方 は 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 ここ で は ワー プロ 等 で ちがっ た 働き を する キ 
ー を まとめ て いま す 。 一 度 に 覚え な く て も 、 困っ た と き 、 忘れ た と き に 見 返し て くだ さい 。 ① 


軸 軸 骨 国 | 
TH 
内 


画 | 加 | 剛 | 較 | 開 | 

/ ハ / ハ 8 

1 巡 
0 


z 引 ks 
Z つ 
ーー ネン 


① ST0OP キ ー : ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル の 各 ソ フト の 終了 。 

② ファ ンク ショ ン キー : 画面 下 に 表示 され て いる 名 機能 を 選ぶ 。 

③⑧ E SC キー : 名 機 能 を 終了 ・ 中 断 し 、 編 集 画面 に も どす 。 図形 編集 時 は 取消 キー と 同 
了 様 の 働き 。 

④ TAB キ ー : あら か じゅ 設定 され た タプ 位置 へ カー ソル を 移動 。 

⑨ CTRL キ ー : @ の ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 の 切り 替え 。 

⑥ CAP S キ ー : 英 大 文字 と 英 小文字 の 切り 替え 。 

⑦② GRAPH キ ー : 全角 と 半角 の 切り 替え 。 

⑧ 取消 キー : 名 操 作 を 取り 消し て ひと つ 前 の 操作 に も どす 。 ま た は メッ セー ジ 

に 対し て 「 い いえ 」 と 答え る 。 (内 蔵 ソフ ト で の み 有 効 で す ) 
⑨ SPACE キ ー : 漢字 に 変換 する 。 空 白 を 入力 する 。 候補 の 漢字 を 次 に 切り 替え る 。 


[し SHIFT [SPACE ] で 前 候補 表示 。 図 形 編 集 時 は 実行 キー と 同じ 働き 。 


明和 


国 
) よ 


L の : : 

じ し 引 トヨ 
> ね に 】 mr 
ソル シー シー レル 


⑩ HOME キ ー : 機能 メニ ュー の 一 覧 表示 。 

⑪ SE L E CT キー : ロー マ 字 入力 と か な 入力 の 切り 替え 。 

⑫ RETURN キ ー  : 行 を 変え る (改行 ) 。 部 分 確定 を する 。 文 節 区 切り 記号 の 入力 。 
[SHIFT ] 十 [| で ペー ジ を 変え る ( 改 頁 )。 

⑬ S H 1 F T キ ー : こ の キー を 押し な が ら 他 の キー を 押す と いろ いろ な 働き を する 。 

⑭ PAUSE ボ タン : ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル で は 絶対 に 押さ な いで 
くだ さい 。 (ゲー ム 専 用 の ボタ ン ) 


⑲ か な キー : ひら が な と カタ カナ の 切り 替え 。 
⑯ 実行 キー : 主体 確定 を する 。 選 択 時 の 決定 。 メ ッ セ ー ジ に 対し て 「 は い ]」 と 千 え る 。 
(内 蔵 ソフ ト で の み 有 効 で す ) 


※ 十 [SPACE ] は SHIFT ] キー を 押し な が ら [SPACE ] キ ー を 押す こと で す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 準備 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 準備 


実際 の 操作 に 入る 前 に フロ ッ ピー ディ スク に つい て 説明 し ます 。 


シス テム ディ スク と 文書 ディ スク 


| 本 機 に は 2 枚 の フロ ッ ピー ディ スク (以下 ディ スク と 書き ます ) が 付 
属さ れ て いま す 。 こ の 中 に は ワー プロ 、 ア ドレ ス 等 を 動か し た り E 刷 
| する た め の プ ログ ラム や デー タ が 入っ て いま す 。 

。 この ディ スク を シス テム ディ スク と 呼び ます 。 


本 書 の 説明 で は 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 」 
と 書か れ ね て いる ほう を シス テム ディ ス 
ク と し て 使い ます 。 も う 一 枚 の 「 シ ス 
テム ディ スク 2 」 に つい て は 取扱 説明 
書 で 詳し く 説 明 し て いま す 。 
(取扱 説明 書 79 ペ ー ジ ) 


。 ワー プロ 等 で 作っ た 文書 は 文書 専用 の 
ディ スク に 保存 し ます 。 
この ディ スク を 文書 ディ スク と 呼び 、 
市 販 さ れ て いる ディ スク ( 何 も 保存 さ 
。 れ て いな い 新 し い デ ィ ス ク で 生 デ ィ ス 
ク ま た は ブラ ンク ディ スク と 呼ば れ て 
いる も の ) を 初期 化 (フォ ー マ ッ ト ) し 
て 使い ます 。 
当社 製 AFーMF2DD11 
(3.5 イ ンチ 2DD 
タイ プ ブ ) 


新しい ディ スク を 使う 前 に 


買っ た ば か り の 何 も 保 存 さ れ て いな い デ ィ ス ク は その まま で は 使え ませ ん 。 必 ず 初 期 化 (フォ ー マ 
ッ ト ) と いう 操作 が 必要 で す 。 初 期 化 の 方 法 は 5 5 ペー ジ 、2 5 0 ペー ジ で 説明 し て いま す 。 す で 
に プロ グラ ム や デー タ が 保存 され て いる ディ スク を 初期 化 を する と ディ スク に どん な も の が 保存 さ 
れ て いて も すべ て 消さ れ て し まい ます か ら 、 シ ステ ム デ ィ ス ク や 大 切な 文書 ディ スク は 初期 化し な 
いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


@ シス テム ディ スク や ぜ や 大 切な 文書 ディ スク は 、 ま ちがっ て 初期 化し て し まわ な いよ うに 、 ラ イ 
ト プ ロ テク ト (書き 込み 禁止 ) を し て お きま す 。 ディ スク に つい て いる ライ ト プ ロ テク ト タ 
ブ を 穴 が 見 える 方 向 に スラ イド させ る だ け で 、 カ セッ ト テ ー プ の ツメ と 同じ よう な 働き を し 、 
初期 化 や 削除 の まち が い を 防ぐ こと が で きま す 。 ( 必 取 扱 説明 書 ) 


シス テム ディ スク が 壊れ る と 取り 返し が つき ませ ん 。 フ ロッ ピー 
ディ スク は 磁石 を 近づけ た り 、 曲 げた りす る と 壊れ て し まい ます 。 
も し も と いう 場合 に 備え て シス テム ディ スク の 予備 を 作っ て お き 
ます 。 
方 法 は 、 
1 . 文書 ディ スク と 同様 に 新しい ディ スク を 購入 する 。 
明り 拓 の 5 の の 
3 . シス テム ディ スク の 内 容 を コピ ー す る 。 ( 必 取 扱 説明 
書 「 第 4 章 デ ィ ス クツ ー ル 」) この と き コ ピー 元 が シ 
ステ ム デ ィ ス ク 、 コ ピー 先 が 新 し い デ ィ ス ク で す 。 
ワー プロ を 使う と き は 新しく コピ ー し た ほう の シス テム ディ 
スク を 使い 、 元 の ほう (オリ ジ ナ ル ) は 保管 し て お きま し ょ 
つ 。 
この よう に シス テム ディ スク 等 の 予備 を コピ ー し て お く こ と を 
「 シ ステ ム の バッ クア ッ プ を と る 」 と 呼び ます 。 


の 3! 


ここ まで の 操作 を まとめ る と 次 の よう に な り ま す 。 


オリ ジ ナ ル 保管 する 
シス テム | 1 1 1 1 1 1 II 
ディ スク シス テム ディ スク を コピ ー す る 邊 
四 
新しい ディ スク を の 枚 用 意 する コピ ー さ れ た 
(販売 店 等 で ご 購入 くだ さい ) ディ スク コピ ー し た _ 
シス テム ディ スク を 使う 
回 較 [正四 四 ーー 衣 
初期 化す る N さき 
|M ! II 】 文書 保存 用 に 
文書 ディ スク 
@ シス テム ディ スク 2 の バッ クア ッ プ も と っ て お きま し ょ う 。 そ ぞ の 場合 に は も う 1 枚 新 し い 


ディ スク を 用 意 し ます 。 


スタ ー ト の し か た / 終 わり か た 


取扱 説明 書 の 第 1 章 、 第 2 章 を 参考 に 
し て テレ ビ と 本 体 、 プ リン タ な どの 周 
辺 機器 を 接続 する 。 


内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 入 」 に 、 
連射 速度 調整 つま み を 「OFF」 に する 。 


電源 スイ ッ チ ( 下 の 記 還 琶 動 ) を 
入れ る 。 

MS X の タイ トル 画面 が 表示 され た 後 、 し ば ら 
くし て メイ ン メ ニュ ー 画 面 が 表示 され ます . 


各 ソ フト に 対応 する 番号 を 数 字 キー 
(また は テン キー) で 入力 する 。 
(例え ば ワー プロ ・ 初 級 を 選ぶ 場合 
は 2 ] を 押す 。) 


二 計 “お 買い 上 げ 後 は じ め て 電源 を 入れ る と き に は 、 メ イン メニ ュ ー 画 面 が 出る まで [ ESC ) を 押し 
に 当 な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ て くだ さい 。 (取扱 説明 書 「 第 2 章 基 本 」) 


終わ りか た 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ドー トゥ トゥ に ゥ に ゥ に ゥ に ゥ に ゥ に ゥ に ゥ に て に ・・ 
AV ラベ ル の 編集 画面 で 、[STOP ] を 
押す 。 


標準 
まう 3E FPS F4 = ミ F5.。 。 STOP. =HOME 
編集 修飾 人 印刷 記号 ぬ 終了 た 


保存 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
文書 を 保存 し ます か 7 
[実行 ] : は い [取消 : い いえ 
ワー プロ の 場合 


を 押す . | 旭 員 | | 


終了 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
ワー ブロ を 終了 し ます 


※ [ 実行 を 押す と フロ ッ ピー ディ スク へ 保存 よろ し いで すか 7? 
する 操作 (252 ペ ー ジ ) に 移り ます 。 [実行 ] : は い [ 取 測 : い い ぇ 


を 押す 。 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 に も どり ます 。 


※([ 取消 ) を 押す と 編集 画面 に も どり ます . 


[ ESC ] を 押す と 編集 画面 に も どり ます . 


ご 注意 @ 電源 スイ ッ チ を 切る と き は 必ず メイ ン メ ニュ ー 画 面 の 状態 で 切っ て くだ さい 。 ワ ー プ ロ 等 
の 編集 画面 の 状態 で 切る と 、 ユ ー ザ ー 辞 書 や 学習 辞書 な ど 一 部 消え て し まう も の が あり ま 
す 。 


画面 の みか た 


ファ ンク ショ ン 表 示 
(対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー の 機能 ) 


ファ ンク ショ ン 表 示 
(対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー の 機能 


ワー プロ ・ 初 級 、 ワ ー プ ロ ・ 標 準 で 文字 を 入力 し た り 、 編集 し た りす る 画面 を 編集 画面 と 呼び ます 。 


| 和 和 36 行 f 直 4 4 細 
内 


ロマ 字 / か な [SELECT] か な / カ ナ 


_ 時 座 (BS) ニニ - 守 舞 A (INSJ 
IRO カー ソル 位置 表示 


入力 モー ド 表 示 


カー ソル 位置 表示 


細 集 他 竹 人 印刷 記 骨 久 療 了 た ュー R か な 拝 人 削除 
(ワー プロ ・ 標 準 編集 画面 ) 


入力 モー ド 表 示 


記 記 記 証 。 * テレ ビ に よっ て 画面 の 端 が 切れ る こと が あり ます 。 ぞ の 場合 に は 取扱 説明 書 また は 本 書 の 
= 入出 カレ クト (94 ペ ー ジ ) を 参照 し て 画面 の 位置 を 調整 し て くだ さい 。 
* マウ ス 、 ジ ョ イ パ ッ ド を 接続 し た と き に は 画面 が 一 部 変わ り ま す 。 ( 必 37 ペ ー ジ ) 


敵 大 / 英 小 [CAPS] 全角 半角 [GRAPH ヽ ヽ 記 
区 (SPACE] 区 り (RETUHMU / ガイ ダン ス ( 各 キ ー の 機能 説明 ) 
字 削 除 [D 


アド レス 、 ネ ー ム カー ド 


アド レス と ネー ムカ ー ド は 項目 の 種類 が ちがう だ け で 、 操作 は 共通 で す 。 本 書 で は アド レス を 
用 いて 説明 し て いま す 。 
アド レス は 住所 録 の 整理 に 、 ネ ー ム カー ド は 名 刺 の 整理 に 使う と 便利 で す 。 


入力 し た カー ド の 総数 
表示 され て いる 
カー ド の 番号 


ファ ンク ショ ン 表 示 


(対応 する ファ ンク ショ 入力 モー ド 表 示 


ン キ ー の 機能 
表示 され て いる 
カー ド の 番号 
入力 し た カー ド の 総数 
レー ーー 
rs 
ll 
| | 
ファ ンク ショ ン 表 示 
(対応 する ファ ンク ショ 入力 モー ド 表 示 


ン キ ー の 機能 織 印刷 修 前 次 区 訂 7 R が 4 人 姜 
(ネー ey ド 編 集 画 面 ) 


A V フ ベル 


数 の 多く な っ た カセ ッ ト テ ー プ や ビデ オ テ ー プ 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 管理 に お 使い くだ さ 

い 。 

入力 し た カー ド の 総数 
表示 され て いる カー ド の 番号 


ファ ンク ショ ン 表 示 


(対応 する ファ ンク ショ 和信 力 モー ド 表 示 
ン キ ー の 機能 ) | 論 層 前 欠 評 7 HR24 人 了 | 
(ビデ オラ ベル 編集 画面 ) 
PEP: で IPZOC [ [zg。 

氏 。 〈《{〔{〔| seAMM _ ん 《、| 

ト -  。  .』】 

| 。 . 

Nm 

し 

| 。 | 


N 人 財力 覧 記 維 7 R が な 拓 人 前 際 | 


| 人 中 2 放 7 RA 地 人 本 
(フロ ッ ピー ラベ ル 編 集 画 面 ) 


※ ビ デオ ラベ ル は 1 枚 の カー ド か ら テ ー プ の 背面 に 
貼る ラベ ル (ラベ ルム A) と 側面 に 貼る ラベ ル ( ラ 
ベル B) が 印刷 で きま す 。 (377 ペ ー ジ ) 


※ 力 セッ トラ ベル は A 面 と B 面 の カー ド を 1 枚 の ラ 
ベル に 印刷 し ます 。 (②377 ペ ー ジ ) 


MM 人 財力 覧 記 ダ 殺 了 7 。 R か な 反 人 削除 
(カセ ッ ト ラ ベル 日 面 編集 画面 ) 


人 力 方 法 の 切り 替え か た 


ワー プロ で 文字 を 入力 する 際 、 入 力 の 方 法 (か な 入力 、 ロ ーママ ・・・・・・・・・・・・ 
入力 ) と 入力 する 文字 の 種類 (ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 文字 ) 
に よっ て モー ド を 切り 替え ます 。 

モー ド に つい て は 画面 右 下 に 表示 され る の で 、 切 り 替 えた と き 
に は 確認 し て くだ さい 、。 

か な 入力 、 ロ ー マ 字 入力 の どちら の 場合 で も 文字 の 種類 を 打 
ち 分 ける に は 次 の よう に し て モー ド を 切り 替え ます 。 


た ェ R か な 挿 人 削除 


ひら が な モー ド カタ カナ モー ド 
SHIFT 時 SHIFT 時 
回 | | 
い 回 調 8 い ー ロ | 
E 。 問 ー い 上 い ー イ 


LCAPS ) 


た 
3 お な 
英 大 文字 モー ド 英 小文字 モー ド 
SHIFT 時 
品 | 
閥 選 (0 co 人 天 


% ワー プロ で は キー 上 の 右上 に 書か れ て いる グラ フィ ッ ク 文 字 は 入力 で きま せん 。 
% 口 ( SHIFT 時 ) は 「 [ SHIFT ] を 押し な が ら こ の キー を 押す と き 」 の 意味 


修正 の し か た 


まち が えて 入力 し た 文字 は 次 の いずれ か の 方 法 で 修正 し ます 。 


上 か ら 書 く 

証 拓 約 | あい か え お 
Lー 

カー ソル の 

ー 字 前 を 消 あい うえ お お 


あい うか ぇ お 


3 あい うえ お 
画面 右 下 の モー ド 表 示 


を 押し な が ら 
上 書か な 全 LINS ) 挿入 か な 全 
に 


=* 


再び (SHIFT ] を 押し な が ら INS) で 上 書 モ ー ド に な り ま す 。 


ひら が な の 入力 
で 画面 右 下 の 入力 モー ド 表 示 
あけ まし て お めで と う を 「 か な 」 に し ます 。 


、 あ ( け ) ( ま ) し) (て と 押上 
ぁ け まし て | 


Eye N_ ュ HH 


( 無 変換 ) また は を 押す 。 
ぁ け まし て 


で 空白 を 入力 する 。 
あけ まし て _ 
L 


点 ゆり (て て) C) 人 つ | 
ぁ け まし て 59 で と う | 


( 無 変換 ) また は を 押す 。 
あぁ け まし て お ぉ めで と う 


で 行 を 変え る 。 


カタ カナ の 入力 


' | か な | で 画面 下 の 入力 モー ド 表 示 
メリ ー ク リス マス 移 季 味 濾 2 ま 9 


(方 法 1 ) 
め ] ( り ] に 
[ ま ) [ す ) と 押す 。 
メリ ー ク リス マ 和 | 
※ 8 
[Wa [ F2 ] ( 無 変換 ) また は [ 実行 ] を 押す 。 
リー クリ スマ ス 


(方 法 2 ) 


画面 右 下 の 入力 モー ド 表 示 が 「 か な 」 
の 状態 (前 ペー ジ ) で 、 


め ) 〔 り ] 回 ビリ 志 に 3 (りり) は) | 承り く りす ます 
ま ) ー 
= e 関 

[FT ] (カナ 変換 ) を 押す 。 


メリ ー ク リス マス 
で 行 を 変え る 。 
モ 外来 語 な ど は 上 記 の 方 法 以外 に 漢字 に 変換 する 方 法 (② プ 30 ペ ー ジ ) で カタ カナ に 変換 で きま 
2 


例 ) (は ](" そこ) (ん ] ぱ (SPAcE) ⑦ パソ コン 


英 数 字 の 入力 


[ CAPS ] で 画面 右 下 の 入力 モー ド 表 


1st. Jan. 1989 示 を 「 英 小 」 に し ます 。 


[・」 と 押す 。 
SLI_ 


※(-Ja 閲 


※ ぞ の まま キー を 押せ は 小文字 。 


を 押し な が ら [J] を 押す 。 


ls1.』| 
※[ SHIFT を 押し な が ら で は 大 文字 。 


し 


A) NN し) ロ ) (9 
[8 [9) と 押す 。 


※ 数 字 は 文字 キー の 一 番 上 の 列 で も テン キー で 
も 人 入力 で きま す 。 


lst.Jan.1989| 


( 無 変換 ) を 押す 。 
1St. Jan. 1989_ 


@ 画 面 右 下 の モ ー ド 表示 が 「 英 大 」 の と き 、 を 押し な が ら で は 小文字 に な り ま す 。 
@「 英 大 ] 「 英 小 」 の モー ド に か か わら ず 、 文 字 キ ー の 一 番 上 の 列 は その まま で は 数 字 、 
[SHIFT ] を 押し な が ら で は 記号 (キー 上 の 数 字 の 上 に 書か れ て いる 記号 ) が 入力 され ます 。 


虹 
本 
的 
た ト 
操 


作 


半角 数 字 の 入力 


通常 の 大 き さ の 文字 を 全角 、 そ 


MSX ル コル の 半分 の 幅 の 文字 を 半角 と いい 


ます 。 カ タカ ナ と 英 数 字 の み ギ 


角 で 入力 で きま す 。 


生計 


[ CAPS ] で 画面 右 下 の モ ー ド 表示 を 
「 英 大 」 に し 、[GRAPH] で 「 半 ] 
(半角 ) に する 。 


〔M と 押し 、 
( 無 変 換 ) また は [ 実行 ] を 押す 。 


半角 で 「MSX」 と 書か れ ま す 。 


[ か な ) で 画面 右 下 の モ ー ド 表示 を 
「 か な 」 に し 、 [は ) 〔”」 
と 押す 。 


※( Ja 開 


(カタ カナ ) を 押す 。 
半角 の カタ カナ で 書か れ ま す 。 


操作 が 終わ れ ば [ GRAPH で 「 全 」 
(全角 ) に も ど し て お きま す 。 


[ 財 で 行 を 変え る 。 


@ 漢字 を 半角 に する 場合 は 1656 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


ee 


ee ee ee 


坦 % 終了 た ェ R か な 挿 人 削 際 


MSX_ 


MSX ば そこ < ん 


MS リコ ンー 


8 に Ed に 


ロー マ 字 で 入力 


〔AJ [KJ 〔E〕 〔M)〔A] (Ss) (人) (E) ウ あけ まし て 


SELECT を 押す 。 ( 敵 半 、) 提 数 ! 提 生還 年 , 演 還 | 人 江 肖 開設: 授 衝 ) 提 ま 加 還 7 7 館 生 "7 間 節 提 還 較 全国: 
ロー マ 字 モー ド と か な モー ド が 押す た びに 切り キ そ 人 上 くに トゥ トゥ に ゥ に ゥ に ゥ に ゥ に ゥ に ゥ に に ・・ 
替わり ます 。 | 
[ で 行 を 変え る 。 


% ロー マ 字 入力 と か な 入力 の 特徴 は 次 の よう に な っ て いま す 。 ど ちら が 良い と いっ た こと 
は あり ませ ん の で 、 好 き な ほ う で 入力 し て くだ さい 、。 

短 届 所 3 際 
覚え る キー が 少な いた め 、 プ ライ | キー を 押す 回 数 が 多く な る 。 
ンド タッ チ (キー ボー ド を 見 な い | 例 ) あ さ 
で 入力 する ) し や すい 。 五 十 音 を ロー マ 字 ASAS3 回 ) 
書く た め に 必要 な キー は 約 2 0 種 か な あさ (2 回 ) 
類 。 


キー を 押す 回 数 が 少な い 。 | 使う キー の 種類 が あい た め キ ー 
つづ りか た が 単純 。 の 位置 を 覚え る の に 時 間 が か か 
る 。 


か な 入力 


本 機 の キー ボー ド は 
JIS 配 列 を 使っ て いま 
す 。 


$ ロー マ 字 の つづ りか た (この 他 は 393 ペ ー ジ 「 ロ ー マ 字 ・ か な 変換 表 」 を ご 覧 くだ さい ) 
ロー マ 字 入力 の と き 次 の よう な つづ り に は 注意 し て くだ さい 、。 


「 ん 」=( NIIN] 「 し ゃ 』 -[S](Yj[A] ま な ほ [S][H]【Aj 
「 き =[ P][A) が -[Gj[A] rw」 -[X][YJUUJ 
「 ほ っ と 」=[ Bl [Al[Tj(TJ(O」 


Eesti 川 は ココ 電 


作 


画 20 


漢字 の 入力 (1 回 で 変換 で きる と き ) 


| か な | で 画面 右 下 の 入力 モー ド 表 示 


護 賀 新 年 を 「 か な 」 に し ます 。 
漢字 に 変換 する と き は 必ず この モー ド 
に し ます 。 
漢字 の 読み を 入力 
(ん ) (か か) し 男 し ] (ん 
と 押す ほん が し ん ね 4 
L 


LSPACE | (変換 ) を 押す 。 


[ 実行 | を 押す 。 


護 仙 親 年 


TI 


メ モモ @% | 、2 の よう に パッ ク が 黄色 や 緑色 に な っ て いる 状態 を 「 未 確定 状態 」 と 呼び 、 こ の 状態 で 
は まだ 文字 は 書か れ て いま せん 。 3 の 操作 を 「 確 定 す る 」 と 呼び 、 こ の 状態 で 文字 が 入力 さ 
れ た こと に な り ま す 。 特 に 3 の 場合 、 一 度 に 全部 を 確定 し た の で 「 全 体 確定 ] と 呼び ます 。 


漢字 の 読み を 入力 し ます 。 


(変換 ) を 押す 。 


(次 候補 ) を 押す 。 


画面 下部 に 候補 文字 が 表示 され ます 。 


を 押す 。 


「 新 年 」 が 確定 され ます 。 


漢字 の 入力 (1 回 で 変換 で き な い と き ) 


新 年 明け まし て 


| か な | で 画面 右 下 の 入 力 モー ド 表 示 
を 「 か な 」 に し ます 。 


[LA ん あけ まし て | 


方 法 2 


(次 候補 ) を 押す 。 


画面 下部 に 「 あ け ま 」 の 候補 文字 が 表示 さ 


れ ま す 。 1 開け ま P 空け ま B 明け ま 


[ SPACE を 1 回 押す 。 | 


候補 文字 表示 欄 の 国 放 良 が 「3 明け ま 」 ま 


で 移動 し 、 入 力 し た 位置 に も 「 明 け ま し て 」 新年 用 


が 表示 され ます 。 


で 「 明 け ま し て 」 を 確定 する 。 
新年 け まし て _ 


e 4 、7 の よう に 文章 の 一 部 分 を 確定 する こと を 「 部 分 確定 」 と 呼び ます 。 
部 分 確定 の 方 法 
表示 され た 候補 文字 に 対応 する 番号 で 選ぶ 。 
[SPACE ] を 押し て 目的 の 文字 まで 四 計 。 | を 移動 させ 、【 で 確定 。 


e 文字 の さがし か た 
: 次 の 候補 文字 に mn| 導 移動 
を 押し な が ら [ SPACE ] : ひと つ 前 の 候補 文字 に 目 還 em を 移動 。 
: 次 の 候補 文字 群 (最大 5 個 ずつ ) 
: ひと つ 前 の 候補 文字 群 (最大 5 個 ずつ ) 
注 ) 候 補 文 字 群 : 画面 下部 に 一 度 に 表示 され る 最大 5 個 の 候補 文字 


e 候補 文字 の 横 に 表示 され て いる 「2/3」 等 の 表示 は | 二 m| が どの 位置 か を 表し て いま 
す 。 (た と えば 4/15 は 「 候 補 文 字 が 全体 で 1 5 あり 、 そ の 中 の 4 番目] と いう 意味 で す ) 

e 本 機 に は 学習 機能 が ある た め 、 一 度 確定 し た 候補 は 次 回 か ら は 先 に 表示 され る よう に な り ま 
す 。 (前 に ちがっ た 文字 で 確定 し て いる と き に は 、 上 記 の 操作 に な ら な い 場 合 が あり ます ) 


うま く 漢 字 を 書く た め に (文節 縮め / 伸 ば し ) 


SPACE | を 何 回 も 押す と 目的 の 文字 は 表示 され ます が 、 も っ と 早く 表示 させ る こと が で きま す 。 
(文節 縮め ) (文節 伸ばし ) 


os 有一 HH 


ま ) (みほ ) に ) に ) ) (は) き ) e) (の ) 


『 = こ で g き も の を | | 


SPACE | (変換 ) SPACE | (変換 ) 『 
「 お み まい 」 と 文節 を 判断 し た 「 こ こ で は きも の を 」 と 文節 を 判断 し た 


|( 文 節 縮 め ) # 区 ( 文 節 伸 ば し ) 
「 お みまい 」 に 修正 する 「 こ こ で は きも の を 」 に 修正 する 


( 無 変換 ) (全体 確定 ) 


| に に で B き 9 を | 
[| (部 分 確定 ) 


ei 


変換 速度 を 速く する (文節 区 切り 記号 
入力 する と き に 文節 を あら か じ め 決め て お く と 変換 の スピ ー ド が 上 が り ま す 。 


に ) に ) で ) (は ) 同 と 押す 。 


暫 迷 8KcMEl 半 半 


[の ) [を ] と 押す 。 
ここ で は | きも の を | 


(変換 ) を 押す 。 


で 全体 確定 する 。 


ここ で は 着物 を 


| e SARSSANL 「 | 」 も 他 の 文字 と 同様 に [BS] [DEL] で 消す 
で きま 


ey 


見 分 け に くい 記号 の 入力 


⑯ か な 入力 の と き 


| | を 押し な が ら 


く 男 


を 押し な が ら 


(UM 
「 《 3 
| 和 左 中 か っ こ 
回 
3 
読点 


| | を 押し な が ら 


(MM 
「 を 9 
| 了 左 カ ギ か っ こ 


| を 押し な が ら 


Et 
S 。 3 
。 ね 読点 


( 了 
「 (C「) 
[ ” | | を カギ か っ こ 


を 押し な が ら 
右 中 か っ こ 


| を 押し な が ら 


> 内 


本 ( 
。 る | | ビリ オド 、 小数 点 


PH| を 押し な が ら 


を 押し な が ら 


? 昌 
8 ( ・ う 
ン め 中 点 


) ( 


遇 (C」) 
] む 石 カ ギ か っ こ 


を 押し な が ら 


< 耳 
< 《 な 3 
。 ね コン マ 


Eyesl 川 は 一 世 


練習 し て みよ う 


SS ー 本 機 で は か ん た ん な 文字 の 入力 
ンー 2 練習 が で き ます 。 


2 行 上 と 3 行 目 に 表示 し て いる ガイ ド に 従って キー 和 人力 し て くだ さい 。 ー ら 
正しい 場合 、、 ガ イド の 文字 が 緑色 に な り ます 。 ( フ プロ レッ スン ) 


| ESC+ー キー ボー ド を 上 スミ) を 雪 は 本 肝 で す 。 レッ スン は か な 入力 ロー マ 字 入力 
| | 具 1 行 1 衝 の 順に 進み ます 。 


※ こ の 操作 を する と 外字 や 学習 機能 が 消え て 
し まい ます 。 外 字 を 作成 し た 場合 に は ディ 
スク に 保存 し て お きま し ょ う 。 (384 ペ ー 
ジ ) 


シス テム ディ スク 1 を セッ ト し 、 メ イ 
ニョ ロー で | 8 ワー プロ * し ゅ ス SS 
ン 」 を 選ぶ 。 


画面 に 右 の よう な メッ セー ジ が 表示 さ || 娘 時 認 


れる の で 、 を 押す 。 1 字 と 学 習 辞 書 を クリ ア し ます 
よろ し いで すか ? 
1 ニー こし < * N 、 風 e ヽ \ ラ 
※[ 取消 ) を 押す と メイ ン メ ニュ ー に も どり ます 。 [実行 : は い [ 取 削 : い いえ 
面 が 右 の よう に な る の で [ 徹 乱 栓 fh 縛 際 記 
で スタ ー ト する 。 AN 
この 後 、 画 面 に 表示 され る 通り に キー を 押 正しい 場 人 は 、 ガ イド の 文字 が 緑色 に な り ます 。 


し ます 。 押 され た キー が 正しけれ ば キー 表 ESC. キ ー (キー ボー ド 左 上 スミ ) を 押せ は 謎 開始 で す 
示 の 色 が 変わ り 、 ま ちがっ た キー は 無視 し pi - ーー 
ます 。 


練習 が 終わ っ た ら [ STOP ]) で メイ ン メ 
ニュ ー に も どす 。 


| 葵 人 還 記 只 終 了 た R か な 搬 人 削除 


e [ESC) で ロー マ 字 入力 の 練習 に 進み 、 ロ ー マ 字 入力 の 練習 中 に [ESC ] を 押す と 終了 画面 
に 進み ます 。 


マウ ス 、 ツ ショ イ パ ッ ド を 使う と き は 


マウ ス や ジョ イ パ ッ ド を 使う と き に は ます 次 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


電源 を 切っ た 状態 で マウ ス (ジョ イ パ 
ッ ド ) を PORT( ポ ー ト ) 1 に 接続 
する 。 


size 川間 


メイ ン メ ニュ ー ま た は 各 ソ フト の 中 の 
「 入 出力 セレ クト 」 で 、「 入 力 デ バイ IDEDRZA 


6 の 項目 を 「 マウ ス 」 (「 パ ッ ド 」 ) | 回 症 呈 証 *- が ー ド マウ 2 バッド 
定 する プリ ンタ ー 絹本 PWI PO 光紀 22 
に 設定 [SHIFT) [カー ソル |] で 画面 位置 計 


これ で 準備 完了 で す 。 


操作 の 基本 


本 書 で は 、 キ ー ボ ー ド を 使う 場合 を 説明 し て いま す 。 マ ウス 、 ジ ョ イ パ ッ ド の 明 本 的 な 操作 を 


まとめ て お きま す 。 
@ カ ー ソ ル の 移動 、 メ ニュ ー 中 の 人 @ 各 操作 の 実行 、 取 消し 、ESC 
人 90 画面 に 表示 され る メニ ュー (ウィ ンド ゥ ) 


マウ ス を 動か す 。 の ESC、 取 消 の 位置 に 矢 Eh の カー ソル を 
移動 させ て トリ ガー ボタ ン A (1) 
ジョ イ パ ッ ド : を 押す 生計 
中 上 | |gsc 茹 測 


文字 入力 時 の カー ソル _ は マウ ス で 見 を 
動か し 、 ト リガ ー ボ タン A (1 ) を 押す と 
その 位置 に 移動 し ます 。 


人 @ 機 能 の 選択 


ファ ンク ショ ン キ ー 矢印 の カー ソル を 操作 名 に 人 台 
ン 哨 わせ て トリ ガー ボタ ン A (1) 


喜 到 信 


e 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド (当社 製 FS-JS222) を お 使い の と き は 、 ジ ョ イ パ ッ ド に つい て い 
る 「 連 射 速度 調整 つま み 」 を 一 番 左 に スラ イド させ 、 連 射 機能 を 切っ て お 使い くだ さい 。 


人 画面 の スク ロー ル (切り 替え ) 


メア ジウ クジ ション キ ー 画面 上 部 表示 に 矢 El の カー ソル を 
ン つう 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1 ) 
(文頭 ) (文末 ) 


人 @ フ ファンクション 表示 (画面 下部 ) の 切り 替え 
只 画面 下部 の | 1 ン 3 | に 矢車 の カー ソル を 
合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1 ) 
人 @ 図 形 作 成 、 編 集中 
[ SPACE ] う トリ ガー ボタ ン A (1) 
うき トリ ガー ポタ ン B (T) 


@ 挿 入 と 削除 @ 数 値 の 増減 
画面 石 下 の 表示 に 矢 EI の カー ソル マー ク に 矢 EH の カー ソル を 合わ せ て 
を 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1) トリ ガー ボタ ン A (1) 
(増加 ) 中 ESC| 取消 | 実行 | 人 4| ャ 
ん 終了 た ュー R か な 搬 人 削除 cl 
(削除 ) ー (減少 ) 増加 減少 
@ そ の 他 
STOP |( 終 了 ) 画面 右 下 の 表示 に 矢 EI の カー ソル を 含 わ せ て 


トリ ガー ボタ ン A (1 ) 


HOME |( メ ニュ ー) 2 
SELECT |( ロ ー マ 字 ・ か な 入力 切り 替え ) 人 印刷 記号 終了 た ェ R か な 挿 人 削除 


([ (( 
避 (o77ee 7eor ん た 呪 


本 機 の ワー プロ で は MS 一 DOS 形 式 の ファ イル (テキ スト ファ イル ) を 呼び 出し 、 保 存 で きる の 


で 、 


衝 ジ ャ スト シス テム 製 の ワー プロ ソフ ト 「 一 太郎 」 の 文書 が 扱え ます 。 


この と き 少 し だ け 操 作 が 必要 に な る の で 説明 し て お きま す 。 


① 


メデ ィ ア の 変換 

「 一 太郎 」 が 動く パソ コン は た いて い 5 イン チ か 3 . 5 イン チ (2HD) の フロ ッ ピー ディ ス 
ク が つい て いま す が 、 本 機 で は 3 . 5 イン チ (2 DD) し か 使え ませ ん の で 、 ま ず 3 . 5 イン チ 
(2 DD) の ディ スク に 変換 し て くだ さい 。 (増設 の フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ が 必要 な 場 
合 や 、 そ の まま で 使え る 場合 が あり ます の で 「 一 太郎 」 を 動か す パ ソコ ン の 取扱 説明 書 を ご 覧 
くだ さい ) 


拡張 子 の 変更 

「 一 太郎 」 で 保存 し た 文書 は 「X※※※ メ メメ メメ . JXW」 と いう 拡張 子 が つけ られ ます 。 
この 拡張 子 を BAS 1C の NAME また は ディ スク ツー ル の R E N AME (ファ イル 名 変更 ) 
で 「X メ XXX メ XX. TX 征 」 に 変更 し ます 。 


ワー プロ の 「 テ キス ト 」 モー ド で 呼び 出し ます 。 
※ 拡 大 文字 や けい 線 等 で 呼び 出せ な いも の が あり ます 。 


本 機 …ー「 一 太郎 」 の 場合 に は この 逆 の 操作 (③ は 「 保 存 」 ) を し て くだ さい 。 


「 一 


太郎 」 の 他 に も MS 一 DO S の ファ イル が 作成 で きる ワー プロ ソフ ト で は 同じ よう に 使え る も 


の が あり ます 。 


MS 一 DOS は マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 で す 


Write a PostcarQ 


第 の 章 / は が き を 書 こ う 


etsns 軍 ITD 民 


は が き を な を 書 こう 


この 章 で は 、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス を 使っ て は が き の 書 きか た を 年 賀 状 を 例 に 説明 し て い 
ます 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


操作 に 必要 な も の (あら か じ め ご 用 意 くだ さい ) 
人 @ 新 し い フ ロッ ピー ディ スク (別売 の 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 推奨 品 : AF-MF2DD11) 
信 プ リン タタ (MSX 仕 様 漢 字 プ リン タ これ か ら お 求め に な る か た は FS-PK1 (当社 製 近日 発売 ) 
を お 求め くだ さい 。 お 手持 ちの FS-PW1( 当 社 製 ) FS-P400( 当 社 製 ) 
HBP-F1(S O N Y 製 ) で も お 使い いた だ け ま す 。) 
念 付属 の 「 は が き セ ッ タ ー」 
@ 官 措 は が き (た めし に 印刷 する 場合 に は 官製 は が き の 大 き さ に 切っ た 紙 : 熱転写 用 紙 な ど は が きよ り 
薄い 紙 を ご 使用 くだ さい 。) 


く ご 注意 > 
当社 製 FS-P400 の プリ ンタ で は セッ ター を 使用 で きま せん 。 
この 凍 の 操作 を する 場合 、43 ペ ー ジ の 書式 設定 を 次 の よう に し て 、 は が き を 直接 プリ ンタ に セッ ト し て 
Eh 刷 し て くだ さい 。 

用 紙 : ハ ガキ 

用 抵 方 向 : 横 方 向 

文字 間隔 : 4 ドッ ト (数 値 を 変え る 場合 は ( 増 )、 ( 減 ) を 使い ます 。) 


行間 隔 :12 ド ッ ト 


彼 36 征 机 M 4 格 
ロー マ 字 / か な [SELECT) か な / カ ナ [な] 

李 大 / 牙 [CAPS] 全角 半角 [GRAPH] 
漠 折 [SPACE) 文 箇 K 切 り [RETURN] 入 衣 周 [取消 
前 字 削 除 〔B S] ー 和 振 人 [INS] 削除 【D EL 


電源 スイ ッ チ を 入れ る 前 に 


・ 本 体 、 テ レビ 、 プ リン タ の 接続 を 確認 する 。 
wrti9V2 を 5 4 | ・ 本 体 の 「 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 」 を 「 人 」 、 
EEEEEEEEEEEHEHEEEEEEE 「 連 射 速度 調整 つま み 」 を 「 OFF」 に する 。 
昌和 人 了 ・ プ リン タ の 「 印 字 ピ ッ チ 切 換 ス イッ チ 」 を 「1/180」 に する 。 
・ プ リン タ に FS-PW1 を お 使い の か た は 、 
「 内 蔵 ソフ ト 切 換 スイ ッ チ 」 を 「 切 」 に する 。 


編集 修飾 7 印刷 記号 4 終了 た ェ R か な 近 人 削 際 


電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


MS X の タイ トル 画面 に 続い て 内 蔵 ソ フト の メ 
イン メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


付属 ) | シス テム ディ スク 1] を 
セッ ト す る 。 


Cd 二 寺 時 で ゞ 行 和 遇 山 
(2] で 「 ワ ー プ ブロ ・ 初 披 」 を 選ぶ 。 
APS] 全角 半角 [GRAPH] 


甘 大 / 科 小 〔 
漢 了 変 換 [SPACE] 文科 区 切り 人 入 取 消 [取消 | 
INS 


編集 画面 が 表示 され ます 。 講和 際 [BS] 。 - 午 人 - 和 除 (DELU) 


| 


@ こ の 先 に 進む 前 に 
この 先 の 説明 で も し 操作 を まち が っ た 場合 に は 次 の よう に し ます 。 

[ 取消 ] を 押す 。 : 操作 が ひと つ 前 に も どり ます 。 
[ESC ] を 押す 。 : 操作 を 中 断 し 、 編 集 画面 まで も どり ます 。 


書き か た を 決め る (書式 設定 


2 計上 書式 設定 で は 、 こ れ か ら 文 字 を 書く 用 紙 の 
6 B4 A4 B5 / 許 原 策 人 縮 大 き さ (サイ ズ ) 、 文字 と 文字 と の 間隔 、 8 
総 庁 。 杜 同 桁 数 41 格 行 と 行 の 間隔 、 用 紙 の 回 り に 取る 余白 ( パ 
する  L な ぃ (人 碑 56 ンチ 欠 を あけ る た め ) 等 を 決め ます 。 
則っ 何 も 設 定 し な いと き は A 4 サイ ズ の 用 紙 
ッ ト 【9- 取 け ココ 
左 人 日 4 桁 ( 0-14) 右 人 日 4 桁 ( 14) (297/210mm) に 設定 され て いま す 。 


上 谷 白 0 行 (0-10) 下 交 0 行 (OO 


(機能 切替 ) で 画面 下部 の 表 ファ ンク ショ ン 表 示 


示 (ファ ンク ショ ン 表 示 ) を 3/3 に 
し ます 。 


書式 吾 人 人 ウナ 


(書式 ) を 押す 。 


テ B4 A4 B5 / 放 も を 原 病 リル 制 7 
書式 設定 の 画面 が 表示 され ます 。 3 


縦 方 向 。 横 訪 千 桁 数 41 桁 

林 呈 名 理 す る し な い (最大 56 袖 
巡 間 馬 。 4 ドル (063 行 数 365 行 
行間 隔 20 ド (8-29 (最大 行 数 5 0 征 

を 余 日 4 桁 (0-14 克 日 4 桁 (0-14) 
上 余 日 0 行 (10) 下 父 白 0 行 (0-0) 


(用 紙 の 大 き さ ) 

区 で | を 「 用 紙 ]」 の 項目 の 全員 数 0 貞 

| セッ ター」 に 合わ せる 。 B4 A4 B5 / カ キ セ 委 原生 
医 方 向 横 語 桁 数 41 桁 
す る し な い (最大 析 数 56 橋 

M( 囚 ) で 四国 証 衣 を | 用 紙 方 書式 変 

向 ] の 項目 に 合わ せる 。 証 江 3 


B4 A4 B5 / 放 坊 
用 誠 編 同 枝 請 格 


ュー コー ニー ュー ルー 


@ は が き を 印刷 する 場合 に は 「 は が き 」 (は が き を 直接 プリ ンタ に セッ ト す る ) より も 
「 セ ッ タ ー」 を 使う ほう が 文字 数 も 多く 書け 、 バ ラン ス よ ぐ く 印 刷 で きま す 。 
@ けい 線 等 を 先 に 書い た 場合 、 書 式 を 変更 で き な い と き が あり ます 。 


es TOY 選 


禁則 稚 理 す る L な い (人 城 


図 で | _ を 「 横 方 向 ] に 合わ せ 


O 
この と き 「 禁 則 」 の 項目 も 同時 に 「 し な い 」 に 
な り ま す 。 


[ 実行 | を 押す 。 


認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


まち が い が な いか 確認 し 、 
(は い ) を 押す 。 


これ で 書式 の 設定 は 終わ り で す 。 


3 、5 の 操作 等 で 設定 を 変え る と 、 画 面 の 右 の 白い 
部 分 の 数 値 も 変わ り ます 。 


用 紙 B4 A4 B5 / ガ が 
障 騙 則 紡 千 欄 誠 
状 則 処 理 す る しない 


この 設定 で よろ し いで すか ? 
書式 登録 人 則 カ 操作 69F 5 


1 具 


B5 /7 キ を 原稿 リル 劉 7 
横 方 生 桁 数 31 桁 


し な い (最大 析 数 36 机 
( 0-63) 行 数 12 行 
( 829 (最大 行 散 17 衛 
4 桁 4 桁 ( 0-14) 


(0-14 日 
(0-10) 下 日 


0 行 0 行 ((-10) 


あけ まし て 日 

お めで と うろ 回 年 賀 状 に 書く 文字 だ け を 入力 し 
ご ざい ます 邊 まし ょ うう 。 レ イア ウト 等 は 後 で 
回 修正 し ます 。 

間 文字 入力 の 基本 的 な 操作 は 第 1 
旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 遇 | 章 で 説明 し て いま す の で 、 こ こ 
1 で は 省き ます 。 

昭和 六 十 四 年 元旦 


吉 ( あ ] ( け ] ( ま ] [し] 〔 て ] と 押し 、 ぁ け まし て ・・・・・ バ バド トー 
[F2 」 ( 無 変 換 ) で 確定 する 。 


行 を 変え る 。 ぁ り まし て 時 ・・ バ | 


生殖 すでに に で と て | 

行 を 変え 、「 ご ざい ます 」 と 入力 

し | で 行 を 変え る 。 お めで と うし し いい し しい 
ご ざい ます 和則 ・・・・・・・・・ に に で こい 

※ か な モー ド で 「 い 」 は 半 で す 。 YO SED 

[ を 2 回 押す 。 SU ます 関し し し ゃ ゃ rr sar rel 


空白 行 が 2 行 あ きま す 。 


由 「 お めで と う 」 と 入力 し 、k| で EE L て 団 ・・・・・・・・ に に に 


@ 4 で 画面 表示 は 4 行 な の で 、 上 の 2 行 が 上 へ 移動 (スク ロー ル ) し て 見 えな く な り ま す 。 


( ゅ 


す 


※ か な 入力 で 「 ゅ 」 は [ SHIFT ] を 押し な が ら 
で 「 旧 年 」 を 確定 する 。 


(文節 縮め ) を 1 回 押し て 文節 を 
縮め る 。 . 


で 「 中 は 」 を 確定 する 。 


( 無 変換 ) で 「 い ろ い ろ と 」 を 
確定 する 。 


| お 世話 に な り ま し た 。」 と 入力 し た 


後 、 


で 行 を 変え る 。 


※ か な 入力 で 「。」 は SHIFT ] を 押し な が ら | 六 


旧知 江 色 々 て | 


Bl 
ご ざい ます 還 ・・ バ ババ に にし し し し し | 
8 お お 
呈す すす すす マサ イサ すす イキ すす キャ で 
| geWeu2u3 と 四 
3 も 
すす です すす ジー サド ドド 


[本 年 も よろ し く お 願い いた し ます 。 | 日 ・ 
を 入力 し 、 kd で 行 を 変え る 。 上 年 は いろ いろ と お 人 医 に な り まし た 。 昌 ・ 


本 年 も よろ し 〈 く お願い いた し ます 。 同 ・・・・ 


旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 回 ・ 
本 年 も よろ し く お 原 いい た し ます 。 加 ・・・・ 


を 押す 。 
空白 行 が 1 行 あき ます 。 


(6) 斬 Bu2 い 2 とお 8 語 に な かり まし た 。 軸 ・ 
[ん ] と 押し (SPACE ] (変換 ) を 押す | を も ょ よろしく お 願い いた し ます 。 回 ・・・ 


で 「 昭 和 」 を 確定 する 。 上 年 hiiu2 い 2 と お 他 語 に # り まし た 。 日 
本 年 も よろ し く お 原 いい た し ます 。 回 ・・・・ 


(次 候補 ) で 次 の 候補 文字 
を 表示 させ る 。 


(6 4 久本 は | 六 失 四半 大 四 回 


@ 渓 数 字 を 入力 する 場合 、 読 み を 入力 (「 ろ くじ ゅ う よ ん 」 等 ) する より も 数 字 (「6 4 」 等 ) を 
入力 する ほう が 簡単 に 変換 で きま す 。 


ー 生 庄 


で 「 六 十 四 」 を 確定 する 。 上 御中 は いろ いろ と お 主 に な り ま し た 。 昌 ・| 
本 年 も よろ し く お願い いた し ます 。 同 ・・・・ 


※ [ 2 jc も 確 で きき ます 。 
丁半 較 ドド ドド ドド ドド に 


SPACE 」 (次 候補 ) で 「 ね ん 」 の 次 | 旧 年 は い 2 いろ と お ぉ 世話 に な り まし た 。 同 ・ 
財 時 SW 0 2 「 年 」 を 確定 森 年 も よろ し く お願い いた し ます 。 回 ・ sss 


※ | 2 ] で も 確定 で きま す 。 昭和 十 四 年 ・・・・・ ッ し し いし し 


SPACE ] で スペ ー ス (空白 ) を 1 字 
入力 する 。 本 年 も よろ し く お 願 いい た し ます 。 同 ・・・・ 


9 「 元 旦 」 を 入力 し て 文字 入力 は 終わ り | 昌 年 はい 2 い 2 と お 世話 に な り まし た 。 還 ・ 


昭和 太 十 四 年 ・・・・・・・・・・・ し し し 


Mi 森 年 も よろ し く お願い いた し ます 。 回 ・・・・ 


昭和 六 十 四 年 元 日 ・・・・・・・・ し し し ・ | 
し ー 


@1 7 、1 9 で 、 候 補 の 漢字 が 文章 中 に 表示 され て いる 場合 に は 説明 の よう に [| で 確定 し ます が 、 
そう で な い 場 合 (この 場合 に は 「 控 」 等 ) に は 対応 する 番号 (この 場合 5 ) を 押す か 、 文 章 中 に 表 
示さ れる まで  [ SPACE ] を 押し て [| で 確定 し ます 。 


文字 を 大 きく する (4 倍角 ) 
る り まし て H 間 還 時 


お めで と 2 う 1l 
ご ざい ます ロ 


征 ゃ ヽ 吉 に DP 
LCTRLJ を 2 帳 押 し て ファ ンク ショ ン 守 人 i 上 和 和 げ 


(サイ ズ ) を 押す 。 
文字 サイ ズ の メニ ュー が 表示 され ます 。 


罰 ) で 敵意 「 4 信 角 」 
に 合わ せる 。 


[ 実行 ] を 押す 。 


範囲 を 指定 する 操作 に 移り ます 。 


KIM 国 図 で カー ソル を 「 あ 」 7 TOURETEPDTTPY ] 
こ 合わ せる 。 (始点 位置 ) 6 eps 


ご ざい ます 還 ・・・ バ ババ バッ 


[ 実行 ] を 押し た 後 
で カー ソル を 「 す 」 に 合わ せる 。 


を 押す 。 


水色 で 囲ま れ た 範囲 内 の 文字 が 4 倍 
角 に な り ま す 。 


あぁ け ま し て 一 ………… 
お めで と う H…… 


[ ESC ] で も と の 編集 画面 に も どす 。 


文字 を 大 くす る (太子) 


あぁ け ま し て H 文字 の 線 を 太く し て 強調 し ます 。 

お ぉ おめでとう 

し CTRL ] を 2 回 押し て ファ ンク ショ ン ヒュ ーー ョ ーー ローー セ ーー 
表示 を 1 3 に する 。 編集 修飾 ア 人 印 刷 記 引 呆 終 了 


(修飾 ) を 押す 。 
文字 修飾 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


MA で 四 語 = 「 強 調 ] に 合 
せ [ 実行 ] を 押す 。 


強調 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


還 詞 記 を 「 太 字 」 に 合わ せ 、 
を 押す 。 
範囲 を 指定 する 操作 に な り ま す 。 


[ 4 倍角 」 と 同様 に 「 あ 」 に 合わ せ て 
[実行 )、「 す 」 に 合わ せ て [実行 を |「 あ け ま し て H 
押す 。 


文字 が 太く な り ま す 。 お めで と う ロ Low hb で まる る 1 


白 抜 き 文字 に する ( 白 抜 ) 


2 ( 紀 9 し そ 』 文字 を 曰く 抜い て 強調 し ます 。 


る めで とう 』 


で 還 還 還 較 を 「 白 拡 」 
こ 合 わせ る 。 


[ 実行 ] で 範囲 を 指定 する 操作 に な る 
の で 、「 あ 」 に 合わ せ て ([ 実行 ]、 

「 す 」 に 合わ せ て [ 実行 | を 押す 。 
白 抜 き 文字 に な り ま す 。 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どす 。 


あけ まし て m 
お めで と う 


文字 の 配置 を 整え る 


ここ で は スペ ー ス (空白 ) を 挿 


0 詞 し で 入 し て み ま し ょ う 。 
る めで と う i 


Retesx TO 由 


で カー ソル を 「 お 」 


に 合わ せる 。 人 幼 衣 し て 』 
0 和信 湖 めで と う 』 


[ INS ] ( 1 字 挿 入 ) を 8 回 押す 。 ] 


全角 の スペ ー ス (空白 ) が 8 個 畠 入 され ます 。 維人 鐘 誤 し そ を 』・・ 


人 [ DEL 」 で も ど し _- 強め や で 


で カー ソル を 「 ご 」 


に あわ せ [ INS ] を 1 6 回 押す 。 坦 め や あう 。 . 
こざ 
に 


Pa 「 昭 ] に 合わ せ て [INS | を 2 回 | 1Ma い ろ い ろ と お 旧 話 に な り ま | 
本 年 も よろ し く お 願 いい た し ます 。 [ 


メ モ @ | の よう に 縦 何 角 や 4 倍角 を 指定 し て いる 行 は 通常 の 2 行 分 を 使い ます 。 ぞ の 場合 の 
カー ソル 位置 表示 は 2 行 毎 に 表示 され ます 。 


区 


1 
字 


行 の 先頭 を 揃え る (イン デン ト ) 


行 の 左端 の 位置 を 変更 する こと 
閥 0 デン トコ を び ます 。 


カー ソル の ある 行 以 降 が 設定 さ 


れ ま す 。 


(編集 ) を 押す 。 


編集 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


還 雇 譲 を 「 イン デン ト 」 に 合わ せ て 
[ 実行 ] を 押す 。 


左端 位置 を 指定 する 操作 に な り ま す 。 


で カー ソル を 「 中 」 
こ 合 わせ る 。 


[ 実行 を 押す 。 


カー ソル の ある 位置 より 後 の 行 の 左端 が 3 桁 目 
に 揃い ます 。 


[ ESC ) で 編集 画面 に も ど し ま す 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 ノ 3 に な っ て 
いる こと を 確認 する 。 


編集 修 信 ア 人 印刷 記 由 呈 総 了 た 


較 中 内 ろ いろ と お 世話 に な り まし た 。 貼 
本 も よろ し く お 原 いい た し ます 。 回 ・・・ 


旧 年 中 は いろ いろ と お 世 医 に な り まし た 。 
森 年 ちよ ろ し く お 願 いい た し ます 。 還 ・・ 


ER 


文書 の 中 に イラ スト や 地図 な ど 
の 図形 を 和信 れ る こと が で きま す 。 
図形 は 1 文書 に 1 つ だ け 入 れる 
こと が で きま す 。 

この 操作 に は 文書 (また は 図形 
専用 ) ディ スク が 必要 で す 。 
別売 り の 2DD タ イプ の 新しい フロ ッ 
ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 初期 化す る 


別売 り の 新しい フロ ッ ピー ディ スク は 初期 化 (フォ ー マ ッ ト ) し な く て は 使え ませ ん 。 こ の 操作 は フロ ッ ピー ディ 
スク 1 枚 に 1 度 行え ば よい も の な の で 、 次 か ら は この 操作 は する 必要 は あり ませ ん 。 す で に 初期 化 さ れ た ディ スク 
を 使う と き は 57 ペ ー ジ に 進ん で くだ さい 。 

付属 の 2 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 ノ 3 に な っ て 
いる こと を 確認 する 。 


V( 1 内 GtOW 慎 


(ファ イル ) を 押す 。 
ファ イル 管理 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


MM 内 で 軒 証 虹 を 「 デ イィ スク 初期 
化 処理 」 に 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 


時 | 新規 | 


処理 | 追 加 


記 記 “付属 の 2 枚 の フロ ソ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 初期 化す る と ワー プロ や 付属 ソフ ト の プロ グラ ム や 
デー タ が 消え て し まい 、 使 えな く な り ます の で 、 絶 対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


シス テム ディ スク を 取り 出し て 、 新 し 
い フ ロッ ピー ディ スク に 入れ 替え る 。 


ディ スク を 確認 し て [ 実行 」 を 押す 。 
「 し ば らく お 待ち くだ さい 」 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 


約 3 一 4 分 する と メッ セー ジ が 消え 、 初 期 化 が 
完 ず し ます 。 


[ESC ) で 編集 画面 に も どす 。 


プロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を も と の シス テム 
ディ スク に 入れ 替え る 。 


sd に 4 に に 


シス テム ディ スク 1 


サン ブル の 図形 を 呼び 出す 


サン プル と し て シス テム ディ ス 
ク 1 に 保存 され て いる 図形 を 呼 
び 出 し ます 。 


RY ITD 直 


[ CTRL ] を 1 回 押し て ファ ンク ショ ン 
表示 を 2 ノ 3 に する 。 


( 枠 ・ 図 ) を 押す 。 
枠 ・ 図 の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


で 還 計 を 「 図 形 枠 作成 」 
に 合わ せ て シス テム ディ スク 1 を セッ ト 
する 。 


シス テム ディ スク 1 が セッ ト さ れ て い 
る こと を 確認 し 、[ 実行 を 押す 。 


図形 編集 画面 に 変わ り ます 。 


で 矢印 の カー ソル を 上 か ら 8 
番目 の に 合わ せる 。 


[ SPACE で 保存 か 呼び 出し か の メニ 
ュー が 表示 され る の で 、 較 | で 矢印 の 
カー ソル を 右側 の 限 | (呼出 : LOAD) 


こ 合わ せる 。 
SPACE | を 押す 。 


ディ スク の 中 の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


SPACE を 押す 。 


「 SAMPLE01.DOT 」 の 図形 が 呼び 出さ れ ま す 。 


@ ワー プロ の 中 で は 操作 を 選ん で 決め る と き に [実行 ]、 操 作 を 1 つも どす と き に 
を 押し て いま し た が 、 図形 編集 で は と に な り ま す 。 


1 


図形 を 修正 する 


書式 設定 で は が き を 横 に 使う こ 
と を 設定 し まし た 。 (や 43 ペ ー 
ジ ) 呼び 出し た 図形 その まま で 
は うま く ぐ く 印 刷 で き な い の で 、 向 
き と 大 き さ を 修正 し ます 。 


eans9 ITD 由 


矢印 の カー ソル を 上 か ら 7 番目 の [| 
こ 合 わせ る 。 


[SPACE で 範囲 を 指定 する 操作 に 変 | 所 | 
え 、 [MI 避 で 矢印 の カー ソル を SS_。 


図形 の 左上 に 移動 させ 、 [ SPACE ] を 
押す 。 


矢印 の カー ソル を 図形 の 右 下 に 移動 さ 
せ 、 四 角 く 囲み [ SPACE を 押す 。 


※ 図 形 が は み だ さ な いよ うに 囲ん で くだ さい 。 還 


@ 囲み か た を 失敗 し た と き は [ STOP ] で 2 か ら や り 直 し ます 。 
@ カー ソル を 速く 動か す に は を 押し な が ら 内 図 較 


画面 の あい て いる 位置 に カー ソル を 移 | 
動 さ せ [ SPACE ] を 押す 。 


葉 


絵 と 四角 が 重なっ て も か まい ませ ん 。 


を 押し な が ら 区 を 右 に 


1 0 回 、 同 じ よ うに [ SHIFT ] を 押し 
な が ら 内 | を 5 回 押し て 四角 を 描く 。 
これ で 印刷 し た と き に 約 2 X 2 cm の 四角 に な り 
ます 。 


し SPACE を 押す 。 


図形 が 左向き に な り 、 大 き さ も 修正 され ます 。 


を 押す 。 


メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


@ 図 形 の 大 き さ は この 後 、「 文 書 の 中 に 入れ る 」 の と ころ で 画面 上 に ます 目 が 表示 され ます 。 こ の 
ます 目 で 大 き さ を 決め ます か ら 、 こ こ で は だ いた い の 大 き さ で けっ こう で す 。 


aa 


文書 の 中 に 入れ る 


矢印 の カー ソル を 一 番 下 の | に 合 
せる 。 


O 


[ SPACE ] で 文書 に 入れ る 範囲 を 選ぶ 
画面 に な る の で 矢印 の カー ソル を 
(部 分 ) に 合わ せる 。 


[ SPACE ] を 押す と 画面 に ます 目 が 表 
示さ れ ま す 。 印刷 され た と きこ の ます 
目 の 一 辺 が 1 cm に な り ま すか ら 、 修正 
され た 図形 を 2 X 2 cm の 四角 で 囲む よ 
うに 、 矢 印 の カー ソル を 図形 の 左上 に 
移動 させ [ SPACE を 押す 。 


修正 の と き と 同 じ よ うに 、 矢 印 の カー 
ソル を 図形 の 右 下 ま で 移動 させ 四角 で 
囲む 。 


を 押し て か ら 55 ペ ー ジ で 
初期 化し た 文書 ディ スク を セッ ト す 


軸 


| 二 ーー 。 党 、ーj 


@ 2 2 qm で 囲む と き 図 形 が は みだし て し まう 場合 、 を 押し て 59 ペ ー ジ の 操作 か ら 


や り 直 し 、 小さ く 修正 し て くだ さい 。 


Eden 用 HTDY 選 


1 
! 
9 
0 


[SPACE ] で 図形 の 名 前 を 入力 する 画 
面 に な る の で 、「SAMPLE0 1 
と 入力 する 。 

※ 図 形 の 名 前 (ファ イル 名 ) は 8 文字 以下 の 英 
数 字 で 入力 し ます 。 


SPACE | を 押す 。 枠 の 指定 画面 に 
な る の で 図 で | 放 「 右 枠 ] 
に 合わ せる 。 


し 実行 ) を 押す 。 
編集 画面 に 戻り 、 入 れ よ うと し て いる 図形 の 大 
き さ が 枠 で 表示 され ます .。 


で 68 行 目 に 一 番 上 が くる よう に 
合わ せる 。 


[ 実行 | を 押す 。 

四角 く 囲 まれ た 部 分 が 塗り つぶ され ます 。 

これ で 図形 が 文書 中 に 入り まし た 。 
シス テム ディ スク 1 に 入れ 替え て お き 
ます 。 


SAMPLE0O1 _ 


eo eo eo eo eo ee ee eo ee 6 ee ee ee 


ee ee ee ee ee eo ee ee ee ee 


レイ アリ ウト を 確認 する 


= 5 ( 下 還 生 書式 設定 で 、 は が き 等 を 指定 し た と 

mm き に 、 全 体 の レイ アウ ト を 表示 させ 

に に に に に に に に し に に に に に て 印刷 する 前 に イメ ー ジ を つか むこ 
RG | と が で きま す 。 


[ CTRL ] を 1 回 押し 、 フ ァ ン クシ ョ ン 表 
三 ー し FT PF2 PF3  F ぜ 4 55 有 srop 
9/ nM Me 和夫 人 出力 吉 作 9 終了 


(操作 ) を 押す 。 


操作 設定 画面 が 表示 され ます 。 


Teenss HTD 直 


も 示 縮 小 
文字 入力 訪 向 横向 
休 読 点 変 換 し な い 
デシ マル タブ し な い 


で 「 表 示 モ ー ド 」 の 項目 の s 
[| 降 「 レ イア ウト 」 に 合わ せる 。 1 本 準 


衝 方 
する 
する 


で 確認 の メッ セー ジ が 表示 され 
る の で 、 も う 一 度 [ 実行 ] を 押す 。 


画面 に レイ アウ ト が 表示 され ます 。 


⑯ レ イア ウト を 表示 させ て いる と き に は 文字 入力 は で きま す が 確 認 で きま せん 。 も う 一 度 操作 設 
定 の 画面 で 「 表 示 モ ー ド 」 の 項目 を 「 標 準 」 また は 「 縮 小 ]」 に し て くだ さい 。 ワ ー プ ロ 標準 で は 
レイ アウ ト を 表示 し な が ら 文 字 を 入力 する こと が で きま す 。 (⑤③174 ペ ー ジ ) 


は が き に 印刷 する 


印刷 する 前 に 付属 の 「 は が き セ 

ツ 多 ご 』 に は が き を セッ ト し て 

か ら プ リン タ に セッ ト し ます 。 

※ プ リン タ の 接続 を 確認 し て 、 プ リン 
タ の 電源 スイ ッ チ を 入れ て お いて く 
だ さい 、。 

※ プ リン タ の 「 印 字 ピ ッ チ 切替 スイ ッ 
チ 」 は 1/1 8 0 に セッ ト し ます 。 


裏表 を まち が えな いよ うに (この 場合 
は 裏面 が 見 える よう に ) 「 は が き セ ッ 
ター」 に は が き を セッ ト す る 。 


※ は が き は 官製 は が き を ご 使用 くだ さい 。 そ の 
他 の は が き で は か すれ た りつ まっ た りす る こ 
と が あり ます 。 

※ た めし に 印刷 し て みる 場合 に は 薄い 紙 ( 薄 す 
ぎる と セッ ター に うま く セ ッ ト で きま せん ) 
を は が き の 大 き さ に 切っ て お 使い くだ さい 。 


は が き セ ッ タ ー に 書か れ て いる 矢印 

の 方 向 に プリ ンタ に 入れ 、「 本 文 を 
印刷 する 際 は 、 ご この ・・」 と 書か れ て 
いる 線 を ペー パー カッ ター の 先端 に 合 
わせ る 。 


※ セ ッ ト の し か た 等 プリ ンタ の 取扱 説明 書 を 参 
照 し て くだ さい 。 


@ プリ ンタ に FS-P400 を お 使い の か た は 直接 は が き を プリ ンタ に 
セッ ト し ます 。 プ リン タ の 取扱 説明 書 を よく お 読み くだ さい 。 


使っ つて いる プリ ンタ に 合わ せる (入出 力 セ レク ト ) 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 3 ノ 3 に な っ て ' 
いる こと を 確か め る 。 


才 江 き 雪 人 出力 多 作 7949 
(入出 力 ) を 押し 、 | 7 セレ 2 ト | 
で 四国 思 を 「 プ リン ター 選 


に 人 力 デパ バス 園 キ ー ボ ー ド 細 軸 8 
択 」 に 合わ せる 。 陣 922 刀 中 PWiP 


[SHIFT] † [カー ソル ] で 


で [ | を 使用 する プリ ン 

タタ 名 に 合わ せる 。 ボー ド に パッ ド 
4| PW]  P40OO カン 1 カン 2 

PK1 :FS-PK1 (当社 製 推奨 品 近日 発売) 5 

PW1 :FS-PW1 (当社 製 ) 了 十 [カー ソル ] で 画面 位 置 調整 

P 4 0 0 :FS-P400 (当社 製 

プリ ンタ ー 1 : HBP-F1 (SONY 製 ) 

プリ ンタ ー 2 : 将来 の 発売 予定 機種 で 使い ます 


[実行 ] で 確認 の メッ セー ジ が 表示 され 
EE 正しけれ ば も う 一 度 [ 実行 ] を 中 人 区 人 グリ | 
編集 画面 に も どり ます 。 


この 二 で よろ し いで すか 7 


e 接 続 さ れ て いる プリ ンタ と 設定 が ちがう 場合 に は 、 印 刷 位置 が ずれ て し まっ た り 、 全 く 印 刷 さ れ 
な い 場 合 が あり ます の で 、 正 し く 設 定 し て くだ さい 。 


5 NTD 由 


V( 1 内 RtOk は 


是 05 


印刷 の し か た を 決め る 


[ CTRL を 1 回 押し て ファ ンク ショ ン 
表示 を 1 ノ 3 に する 。 


下線 カ | 記 4 区 了 


(印刷 ) で 「 印 刷 」 の メニ ュー 
が 表示 され る の で 、 | 降 「 全 文 
印刷 」 に 合わ せる 。 


[ 実行 ] で 「 全 文 印刷 ] の 画面 が 表示 


され る の で で 時 二 人 「 ス | 世 隊 綱 【 1) 肢 引 ( 
を 「 す る 」 に 合わ せる 。 NO 

※ ス ムー ジン グ を 「 す る 」 に 設定 する と 印刷 に ググ / す る し な い 

時 間 が か か り ま す が き れい に 印刷 で きま す 。 ak 欠 


ii 朋 量 ma gi 
[ 量 原 | 如き 編 き 
ヘッ ダ 名 

Ay2 作 軒 


て 議 を 紀 
合わ せ 図 で を 「 縦 書き 」 
記す 移 。 

無 た 中 


プリ ンタ の 「 電 源 ラ ンプ 」 「 印 字 可 の 
ラン プ 」 (オン ライ ン ラ ンプ ) を 確 
“ ⑯ つ 


点灯 し て いな いと き は プリ ンタ の 「 リ セッ トス 
イッ チ 」 (オン ライ ンス イッ チ ) を 押し ます 。 


] 


[ 実行 ] を 押す 。 


し ば らく た っ て か ら 石 の よう な メッ セー ジ が 


1 BN 較 衣 間 間 還 還 


図形 デー タ の ディ スク を セッ ト し て 
[実行] キー を 押し て くだ さい 


表示 され ます 。 
図形 の と き に 使っ た 文書 デイ スク に 入 
れ 替 える 。 


[ 実行 ] を 押す 。 


し ば らく し て 、 右 の よう な メッ セー ジ が 表示 さ 
れる の で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 に 入れ 替え て く 
だ さい 。 


し 実行 ) を 押す 。 
し ば らく し て 印 和 刷 が 開始 され 、 約 2 分 で 印刷 が 
終わ り ます 。 


| 05 隊 雪 il 
シス テム ティ ス 2 1 を セッ ト し て 
術 キー を 押し て くだ さい 


印刷 が うま く で きた ら [ ESC ] で 編集 画 
面 に も どす 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 3 ン 3 で [F4) 
(操作 ) を 押し 、「 表 示 モ ー ド 」 を 


a p ー 縮 小 
| 標準] に も ど し 行 | を 2 回 
て 方向 機 有 総和 
句読点 変換 し な い 麻 調 細 謗 
ご シッ マ ル タ ) 7 


違 「O 醤 


は 
が 


RtOL 


V( ! 購 


@ 全角 以外 の 文字 (半角 、 4 倍角 等 ) や 文字 修飾 の か か っ た 文字 を 印刷 する 場合 、 シ ステ ム デ ィ 
スク 1 か ら フ ォ ン ト (文字 の パタ ー ン ) を 呼び 出す た め 、 印 刷 に 時 間 が か か り ま す 。 
@ 用 紙 の 厚 さ や か た さ に より 図形 に 白い 線 が 入る こと が あり ます 。 この 場合 に は 図形 を で きる だ 
け 用 紙 の 上 側 に 取り 込ん で くだ さい 、。 


@ 印刷 を 途中 で 止め た いと き は を 押し ます 。 


[ CTRL ] を 押し て ファ ンク ショ ン 表 示 
を 1 ノ 3 に する 。 


アカ 人 和信 
ァイル ) を 押す 。 il 


RU 2 ァ 7 が 表示 され ます 。 


MM で 還 還 証 訂 を 「 保 存 処理 」 に 
合わ せ [ 実行 | を 押す 。 
ファ イル タイ プ の 選択 画面 が 表示 され ます 。 


隅 全 邊 


Eo 


ルリ | 


MA で 還 還 人 記 を 「 標 準 フ ァイル 」 
に 合わ せ 、 [ 実行 ) を 押す 。 


文書 名 の 入力 画面 に な かり ます 。 


ET 計 計 


MM で 軒 証 時 「 フ ァイル 名 」 に 合 
わせ る 。 | 保存 価 準 
文書 名 を 8 文字 以下 の 英 数 字 ま た は 力 | 人 ム 六 る : 
タカ ナ で 入力 する 。 

この 場合 に は 「T E ST」 と し て お きま す 。 


e ロー マ 字 入力 の と き は 文書 名 を カタ カナ で 入力 で きま せん 。 [ SELECT ] の 後 [ か な ] で 、「 か な 」 
モー ド に し て 入力 し て くだ さい 。 


文書 ディ スク に 入れ 替え る 。 


[ 実行 ] を 押す 。 


保存 が 開始 され 、「 処 理 終了 」 と 表示 され た 後 

編集 画面 に も どり ます 。 

※ 文 書 を 呼び 出す と き は 242 ペ ー ジ を ご 覧 くだ 
さい 。 


@ 7 の 操作 の と き 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され た 場合 に は 、 
「 同 じ フ ァイル 名 が 存在 し て いま す 」 : 同じ 名 前 で すでに 文書 が 保存 され て いま す 。 


NM 
・ で も と の 文書 の 内 容 が 新しい 文書 に 書き 替え られ ます 。 
・ で 文書 名 の 入力 操作 に も どり ます 。 


「 書 き 込み 禁止 を 解除 し て くだ さい 」 : 第 1 章 と 取扱 説明 書 で 説明 し て いる よう に 、 デ ィ ス ク 
の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ が 禁止 の 状態 に な か っ て いま す 。 


2 
・ 保存 し て も よい ディ スク で あれ ば 、 ラ イト プロ テク ト を 解除 し て 入れ 
直し 、[ 実行 ] を 押し ます 。 
・ シ ステ ム デ ィ ス ク 等 ディ スク を まち が えた 場合 に は [ 取消 ] で 文書 名 の 
入力 操作 まで も どり ます 。 


「 デ ィ ス ク を 確か め て くだ さい 」 ・ フロ ッ ピー ディ スク が セッ ト さ れ て いま せん 。 


2 
・ フ ロッ ピー ディ スク を セッ ト し て くだ さい 、。 
・ セ ッ ト し て いて も この メッ セー ジ が で る 場合 。 デ ィ ス ク を 初期 化し ま 
し た か 。 し て いな い 場 合 は 55 ペ ー ジ を 参照 し て 初期 化し て くだ さい 。 
M S X 以外 の パソ コン で 初期 化し た フロ ッ ピー ディ スク は 使え ませ ん 。 


Ret は TOD 電 


ワー ブロ を 終了 する 


編集 画面 で [STOP | (終了 ) を 押す 。 
文書 を 保存 する か どう か の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


人 有 層 記号 | 還 縮 了 ッ 


| 0 
文書 を 保存 し ます か ? 
[実利 * は い [ 馬 削 : い い ぇ 


先ほど 文書 は 保存 し た の で ( 取消 ) 時 | | 
(いい え ) を 押す 。 ワー プロ を 終了 し ます 

ワー プロ を 終了 し て よい か どう か の メッ セー ジ よろ し いで すか ? 
1 [ 術 : は い [ 取 纏 : ぃ え 


(は い ) を 押す 。 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 に も どり ます 。 


ご 注意 @ この 終了 の 操作 を し て メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 電源 を 切る と 、 入 出力 セレ クト (65 ペ ー ジ ) 
操作 設定 (63 ペ ー ジ ) 、 ロ ー マ 字 入力 な どの 入力 モー ド の 設定 等 が 、 次 に 電源 スイ ッ チ 
を 入れ た と きも 記憶 され て いま す 。 メイ ン メ ニュ ー 画 面 以 外 (編集 画面 等 ) で 電源 を 
切る と 、 こ れ ら は は じ め て 電源 スイ ッ チ を 入れ た と き の 状 態 (初期 状態 また は デフ ォ ル 
ト 値 ) に も どり ます 。 電 源 ス イッ チ は 必ず メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 切っ て くだ さい 、。 


陸中 ーー 


7 ドル に 住所 カー ド を 人 入力 する 


中 
小 放 固 (9908 
2 0 0 人 上 洲 7 


O 


大 | 固 9 ウ ン 〇 
田 市 当 寺 人 7ー20 一 73 


駐 球 固 仙 MM 国 5 
類 机 KK 析 還 13-13 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 で [ 4 ) を 押す 。 
アド レス の 編集 画面 が 表示 され ます 。 
この 画面 で 住所 ・ 氏 名 等 を 人 力 し ます 。 


(フリ ガ ナ の 入力 ) 
「 カ ナ 」 の 項目 に 「 サ サキ 」 と 確定 し 


た 後 [ SPACE ] を 押し て 一 字 空白 を あ 
ける 。 


「 コ ジロ ウ 」 と 確定 し [| を 押す 。 


(名 前 の 入力 ) 

同様 に 「 名 前 ] の 項目 に | 佐々木] 、 
ー 字 空白 を あけ た 後 小次郎 」 と 入力 

し 、[| を 押す 。 


う が バ ラン ス よ く 印 刷 で きる 場合 が あり ます 。 


宛先 の 住所 を 登録 し て 、 年賀 状 
の 表側 を 印刷 し まし ょ う 。 文字 
の 入力 の し か た や 修正 の し か た 
は ワー プロ と 同じ で すか ら こ こ 
で は 省略 し ます 。 


は 
が 
き 
| アド レス |2z イ 愉 : | か 
芽 。 == = や |ls 


ファ イル 名 
カナ | ササ キ コタ ロウ 
者 | = = | 


〒 


アド pg: 臣 
本 コソ ロリ 


全 | 條 本 小 % 
加 。 | 


メス モ | フリガナ は 後 で 探し や すく する た め に 入力 し ます 。 
@「 名 前 」 の 項目 で 姓 と 名 の 間 に 空 白 を 人 れ て いま す が 、 姓 2 文字 、 名 2 文字 等 空白 を あけ な い ほ 


3L 


| 


(郵便 番号 の 入力 ) 
「〒」 の 項目 に 「571] と 入力 し 、 
を 押す 。 


カナ | ササ キ コジ ロリ 
名 前 | 佐々 木 小次郎 


※ 郵 便 番 号 等 半角 で 入力 する 場所 で は 自動 的 に 半角 Gi 人 
モー ド に な り ま す 。 
(電話 番号 の 入力 ) 6 75 
「 全 」 の 項目 に 「06-908-1151」 と 入 5NN0022N 人 20 


力 し 、 を 押す 。 ーー 


人 人 06-908-1151 


(住所 の 入力 ) 


ファ イル 名 : 
7 3265 
人 

』 
住所 | 大 阪 府 門 貞 市 門真 OO 六 _ 


「 住 所 」 の 項目 に 「 大 阪 府 門真 市 門真 
ー 〇 〇 六 」 と 入力 する 。 (読み は 「 お 
お さか ふか ど ま し か ど ま 」 ) 

※ は が き に 縦 に 印刷 する の で 数 字 は 漢 数 字 で 入 
力 し て お きま し ょ う 。 


[ SPACE ) を 押し て 空白 を 一 字 あけ 、 
「 岩 流 島 マン ショ ンー 一 〇 」 と 入力 し 、 


分 [06-OO8- 
を 押す 。 06 MO 
住所 の 途中 に 空白 を 入れ る と 印刷 し た と き そ の 位 中 邊 市 門真 OO 信 厳 流 島 マ ン ツ ョ ンーー リ 


置 で 行 が 変わ り ます 。 0 年 5B5H 請 較 | 隔 衣 | 較 詳 
「 本 生日 」 の 項目 に 「 昭 和 2 0 年 5 月 」 = 


5 日 」 と 入力 し 、[』l| を 押す 。 』 
住所 | 大 阪 府 門真 市 門真 一 ( 〇 六 
誕生 | 昭和 2 0 年 5 月 5 日 


e 電 話 番号 の 頂 目 は 1 3 桁 し か 入力 で きま せん 。 市 外 局 番 な ど 長 い 番 号 も あり ます か ら で き る だ け 
短く 入力 し て お きま し ょ う 。 ((O6)908-1151 よ り も 06-908-1151 の ほう が 1 桁 短い ) 
e は が き に 住所 を 印刷 する と き 、 先 頭 か ら 数 えて 最初 の 空白 で 行 が 変わ り 、 2 行 目 は 後 詰め で 
印刷 され ます 。 た だ し 全体 が 13 文 字 以内 の 場合 や 空白 の 後に 14 文 字 以 上 ある 場合 は 、 通 常 の 
空白 と し て 印刷 され ます 。 


(区 の 入力 ) 


「 区 1 」「 区 2 」 「 区 3 」 は 半角 で 自 

貼 に お 使い くだ さい 。 検索 する と き に 

便利 な 記号 を 入力 し て お いて も いい で 

し よう 。 

入力 し た ら [ を 押し て カー ソル を 「 メ 
モ 」 まで 進め る 。 


(メモ の 入力 ) 


「 メ モ 」 も 自由 に 使え 、「 区 」 と ち が 
っ て 全角 ( 党 字 等) が 使え ます 。 
山 ここ で は 「 剣 道 2 段 」 と 入力 する 。 


(カー ド の 登録 ) 


これ で カー ド が 一 枚 入 力 で きま し た の 
ES (次 ) で 登録 する 。 

新しい カー ド (まだ な に も 入力 され て いな い カ 

ー ド ) が 表示 され ます 。 


同様 に し て 2 枚 目 、 3 枚 目 の カー ド を 
入力 する 。 


※ 1 枚 の カー ド の 最後 に 必ず (次 ) を 押 
し て 登録 を 忘れ な いよ うに し て くだ さい 。 


二 5 ラ 2s 当 "画面 に 各 頂 目 を 入力 し た だ け で は パソ コン は 何 も 覚え て いま せん 。 パソ コン (メモ リ と 呼ぶ 記憶 | 
場所 ) に カー ド の 内 容 を 覚え させ て お く こ と を 「 登 録 」 と 呼び 、 (次 ) を 押す こと で 登録 


され ます 。 


住所 | 大 阪 府 門 貞 市 門真 一 
誕生 | 昭和 2 0 年 5 月 5 日 


2 


喘 工 | HHTH4U 十 り 月 マロ ] 
メモ | 勉 首 2 段 


編集 印刷 ア 伯 前 次 


@ 頂 目 に 何 も 入力 し て いな い カ ー ド (空白 の カー ド ) は 登録 で きま せん 。 


X 
貼 


入力 し て いる カー ド が 何 枚 目 か (カー ド No) と 全体 の カー ド 枚 数 が 画面 右上 に 表示 され ます 。 


OO 六 


Wiki ITD 由 


中 3 


差出 人 カー ド を 人 入力 する 


差出 人 0 の) 

の カー ド を 入力 し 

差出 和信 カ ー ド は 1 2 イル 

に 1 枚 登 録 で きま 

※ フ ァイル : アド レス * 言 う フ ァイル 
と は フロ ッ ピー ディ スク 
に 保存 する 単位 で 、 1 フ 
ァイル の 中 に 何 枚 か ( 最 
大 1 4 6 枚 ) の カー ド が 
NoDE(0YESIC 応 


斗 さ 軒 


ト つ の つの | mm に 皇 ヨ Hmt 二 穫 ト ント 


ー ニ ーー ビー いっ の - の ご 
に 23 半 中 
難 遍 宮 テ 


で つ 1 1 Sa で ペー) 加計 生 吾 


LCTRLJ で ファ ンク ショ ン 表 示 を 
クノ タク 選 し ます 。 


[ F2 ] (差出 人 ) を 押す 。 


差出 人 の 入力 画面 に な り ま す 。 4 
※ 宛 先 を 入力 する と き と 同 じ よ う で す が 、 差出 神 | 。 | 
人 の 場合 に は 「 カ ナ 」、「 誕 生 」、「 区 1. > al[ 


2 . 3 」「 メ モ 」 は 入力 で きま せん 。 


「 名 前 | 「〒| 「 全 | 「 住 所 に 入力 | 硫 L 0 0 0 1 {tnt〔0W ひ 
する 。 鏡 | | 
※ 差 出入 の 「 住 所 」 に 空白 を 入れ て も 印刷 時 に HT dl 
行 は 変わ り ま せん 。 | 
住所 | 
1 メ 皇 | 


入力 し 終わ れ ば [FT )( カ ー ド ) を 押す 。 
住所 カー ド の 入力 画面 に も どり ます 。 

※ 修 正す る と きも 同じ よう に [ F2 ] (差出 人 ) 

で 呼び 出し て 修正 し ます 。 


@「 住 所 」 の 頂 目 に 漢 数 字 を 使い まし た が 、 一 覧 表 、 タ ッ ク シ ー ル 、 リ フィ ル に 印刷 する 場合 に は 
英 数 字 の ほう が 見 や すく な り ま す 。 ( 書 き に 英 数 字 を 使う と 1 (数 字 の 1 ) と | (ハイ フン ) 
が 見 分 け に くく な り ま す 。) 


ア 


ドレ ス | ファ イル 中: | ヵ - No:00/ カ ー ド 孝 :003 


0O 


佐々 木 小 交 固 09908-115| 


大 阪 府 門 貞 市 門真 一 0 0 六 厳 流 島 マン ショ ンー 一 0 


御 | 家 康 回 06834-5990 
欧 田 市 津 加 7 一 2 0 一 7 3 
上 き 記 賠 00345-702| 
大 阪 市 北 区 桶 1-13-1 3 


同 外 | 
団 10 


団 57 


ーーーー」 
博 H-Y 妨 全 
ー て sm 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 2 ノ 2 に な っ て 


R か な 挿 人 肖 


いる こと を 確認 する 。 


※ な っ て いな いと き は [ CTRL 


(一 覧 ) を 押す 。 


画面 に 一 覧 表 が 表示 され ます 。 
※ 4 枚 以 上 の カー ド を 入力 し た と き 
( 1 画面 に 表示 し きれ な いと き ) 
は で 切り 替え る こと が で 


きま す 。 


際 [ ESC 編集 画面 に も どす 。 


@ 集 画面 に も ど し た と き 、 


登録 し た カー ド を 画面 に 一 覧 表 
の 形 で 表示 させ ます 。 
1 画面 に 4 枚 ず つ カ ー ド が 表示 


され ます 。 


002 
003 


004| 


0OI| 佐々 木 小 婦 賠 099815| 同 外 | 
大 阪 府 門 貞 市 門真 一 0 0 六 厳 流 島 マン ショ ンー 一 0 


御家 康 回 0834-5950 
欧 田 市 津野 合 7-2 0 一 7 3 
豊 E 秀 吉 、 固 (00345-7021 


大 阪 市 交 梅 1 3-1 3 


_W 超人 出力 ー 覧 記 邊 終了 


カー ド N:001 カー ド 数 :003 


110 


T〒| 567 


一 覧 表 の 画面 の 一 番 上 に 表示 され て いた カー ド が 表示 され ます 。 
この 場合 に は 1 枚 目 (No 1 ) の カー ド が 表示 され ます 。 


に 19 


Vi( ! 央 GtOK 


カー ド を さがす 検索 ) 


カー ド が 少な い 場 合 に は 

前) (次 ) で 一 枚 ず 
つ 切り 替え て 探せ ます が 、 多 い 
と き に は 「 検 索 」 を 使い ます 。 


| 1 ES 


表示 を 1/ 2 に し ます 。 


鋼 了 
押 全 1 


還 まう 計 


| 練 還 層 カル 前 
(編集 ) を 押す 。 


編集 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


全 デ ー タ 清 
愉 で 還 還 叶 を 「」 に ゎ | ガレ ーーー 
人) を 提 す 緒 し | 
探す 条件 を 入力 する 画面 が 表示 され ます 。 # | | 還 


+ 
住所 
で カー ソル を 「 名 前 」 の 項目 | 』 ナ 
に 移動 させ 、「 徳 川 ] と 入力 する 。 名 |[ 御 』。 | 
T| | 


例 と し て 「 名 前 」 に 徳川 と いう 文字 の ある カー ド を っ 園 


ー 
さがし ます 。 住所 


[ 実行 」 を 押す 。 


探す 方 向 の 指定 画面 に な かり ます 。 
意味 は 、 現 在 表示 され て いる カー ド か ら 
[区 | : 後方 向 に (No の 大 きい ほう に ) 


間 : 前 方 向 に (No の 小さ い ほう に ) 


機 索 の 向き 指し て くだ さい 
条件 條 FE 前 炊 り 終了 


(次 ) を 押す 。 


「 名 前 」 の 項目 に 「 武 田 」 と いう 文字 が ある 生生 

カー ド が 表示 され ます 。 前 件 家康 | 

※ 他 に も カー ド が ある と き は [F5 (次 ) - 
[ F4 ] (前 ) を 押す と 続け て 探せ ます 。 


人 陣 馬 本 99-9 
[ ESC ] で 編集 画面 に も どす 。 


@ 一 度 設定 し た 条件 は 「 全 デー タ 削 除 」 や 新しい ファ イル を 呼び 出す まで 残っ て いま す 。 
e 複数 の 項目 を 条件 に する こと が で きま す 。 例 えば 「 名 前 : 武 、 住 所 : 大 阪 ] と 入力 する と 、 名 前 
に 「 武 」 の 字 が つき 、 か つ 住 所 に 「 大 阪 ]」 と いう 字 の ある カー ド が 表示 され ます 。 


Weiss ITD 直 


は が き の 表 を 印刷 する 


は が き の 表 ( 犯 名 ) の 印刷 で す 。 


※ ワ ー プ ロ と 同様 に は が き は 官製 は が き を ご 
使用 くだ さい 。 た めし に 印刷 する 場合 に は 
は が きよ り 薄 い 紙 (あま り 薄 すぎ て も セッ 
ター に セッ ト で きま せん ) を は が き の 大 き 
さ に 切っ て お 使い くだ さい 。 


用 紙 を セッ ト す る 


ワー プロ と 同様 に し て (6 4 ペー ジ ) | 副 s = 
「 は が き セ ッ タ ー」 に は が き を セッ ト | 衣 受 
する 。 人 


表面 で すか ら 裏 表 と 向き を 間違え な いよ うに し 
まし ょ う 。 


「 は が き セ ッ タ ー」 に 書か れ て いる 矢 
印 の 方 向 に プリ ンタ に 入れ 、「 住 所 ・ 
宛名 を 印字 する 際 は 、 ご この 位置 決め ・・」 
と 書か れ た 線 を ペー パー カッ ター の 先 
端 に 合わ せる 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 2 に な っ て 
いる こと を 確か め る 。 


※ な っ て いな いと き は LCTRL 


(印刷 ) を 押す 。 


印刷 の し か た を 決め る 画面 が 表示 され ます 。 


で 「 形 式 」 の 項目 の | | 
を 「 セ ッ タ ー 縦 書 」 に 合わ せる 。 


「 敬 称 ] に 、 
を 「 様 」 に 合わ せる 。 


を 「 カ ー ド 」 に 、 

1 を | 終了 No」 に 合わ せる 。 
ここ で は カー ド No001 の み を 印刷 する の で 

開始 \ は その まま に し て お きま す 。 


印刷 の し か た を 決め る 


@ 検 索 ( 〇 76 ペ ー ジ ) し た カー ド を 印刷 する 場合 に も カー ド No で 指定 し ます 。 
ド No を ひか えて お き 、 印 刷 する 際 に No で 指定 し ます 。) 


F5 "STOI 


次 2 終了 


| 昌江 人 前 


一 覧 表 / キ 講 / キ 材 セ : 
セッ ター 村 書 タク ルル リフ 仙山 リ 
明 朝 体 縮 小 


es TOD 由 


- 覧 表 / の + 緒 / ガ キ 購 ty 緒 
7 ター 横 書 タッ グッ ー ル リフ 人 ル ( 両 リフ ル ( 用 
肢体 

セッ ター 機 革 グッ ー ル リフ 修 ( 両 リ 
明 朝 体 

未 設定 欄 殿 御 


開始 00| 終了 003 
書 体 明 彰 体 
散 称 迷 様 殿 御 
也 款 醒 Nw 0O| 約 7w 003 


し な い 2 


(検索 し た と き に カー 


[0][0) 1 と 入力 する 。 書体 晒 


これ で 印刷 する カー ド が 1 枚 目 (No001) の カー |. 拉 称 耕 綻 様 殿 御 中 


ド で ある こと が 設定 で きま し た 。 
厩 因 量 WO 約 Me 00 
検 束 し な い す る 


印刷 を 開始 する 


「 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 」 が セッ ト さ れ 
て いる か が 確認 し 、 入 つて いな けれ ば 
セッ ト す る 。 


プリ ンタ の 「 印字 可 ラ ンプ 」 (オン ラ 

イン ラン プ ) が 点灯 し て いる か 確認 する 。 < か @\ ユ 
点灯 し て いな いと き は プリ ンタ の 「 リ セッ トス 7 
イッ チ 」 (オン ライ ンス イッ チ ) を 押し ます 。 才 


準備 が で きれ ば [ 実行 ] を 押す 。 


印刷 が スタ ー ト し 、 約 1 分 で 印刷 が 終わ り ま す 。 


印刷 が 終わ っ た ら [ ESC ] で 編集 画面 に 
も どす 。 


e 官製 は が き の 郵 便 番号 枠 に は バラ ツキ が あり ます 。 ペ ー パ ー カ ッ タ ー の 先端 を 基準 に 位置 を 上 下 
に 調整 し て くだ さい 。 


ィ ス ク に 保存 する 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 ノ 2 に な っ て 
いる こと を 確認 する 。 1 


| 挫 旭 ア 還 2 


※ な っ て いな いと き は [CTRL 


(ファ イル ) で ファ イル の メ 
ニュ ー が 表示 され る の で 、 で 
還 六 診 記 を 「 保 存 処 理 」 に 合わ せる 。 


cr 


イス ク 滞 


'「 ! 購 RhOS 人 MOE 


[ 実行 ] を 押す と ファ イル 名 の 入力 画面 
が 表示 され る の で 、 フ ァイル 名 を 「 J 
USHO」 と 入力 する 。 


※ フ ァイル 名 は 8 文字 以下 の 英 数 字 で 入力 し ま 
す 。 


| 保 在 (7 ド 2) 


ファ イル 名 : JUSHO 


っ 


文書 ディ スク に 入れ 替え る 。 ジ る 守 ー 


[ 実行 ] を 押す 。 


和香 ー ジ が 
表示 され ま 

メッ セー えれ は 人 人 は 寺子 し 、 編集 画面 
に も どり ます 。 


この 後 、 ワ ー プ ロ と 同様 に LSTOP | を 

押し 、 保 存 の 確認 メッ セー ジ に [ 取消 
(いい え ) 、 終 了 の 確認 メッ セー ジ に 

[ 実行 ] (は い ) を 押す と メイ ン メ ニュ ー 

画面 に も どり 、 操作 は すべ て 終わ り で す 。 


WorQ Processor Functions 


第 づ 章 /「 フ ワー プロ 機能 いろ いろ 


] 


すぐ に 使え る 便利 な メニ ュー 機能 メニ ュー 


機能 の 選び か た 


F S 一 A 1 WX が 持っ て いる 機能 を 選ぶ に は 、 各 機能 別に 説明 し て いる [ F1 ] F5 ] を 押し て 選ぶ 
方法 の 他 に 、 下 の 表 の よう に すべ て の 機能 を まとめ て 表示 させ 、 そ の 中 か ら 内 図 を 使っ て 選 
ぶ こ と も で きま す 。 


還 
| | の | 
革 換 | 画 和央 | 科 期 化 日 本 語 


英文 ワー プロ 用 メニ ュー 


この 機能 メニ ュー か ら 選 ぶ 方 法 に は 、[F1 ] [F5 ) を 押し て 選ぶ 方 法 と 比べ て 次 の よう な 特徴 が あ 
り ま す 。 あ な た の 使い や すい 方 法 で 選ん で くだ さい 。 


1 で 機能 を 切り 替え る 必要 が な い 。 
2 どの よう な 機能 が ある の か 、 一 目 で 見 る こと が で きる 。 
3 編集 、 修 飾 、 サ イズ 、 フ ァイル で は 、 使 いた い 機 能 を 一 度 の 操作 で 選ぶ こと が で きる 。 


[ 取消 また は [ ESC ] を 押す と 編集 画面 に も どり ます 。 


メニ ュー を 選ぶ 


※ 黄 色 の カー ソル は 、 ー [F5 ] で 選ん だ き と 同じ メニ ュー が 表示 され ます 。 
※ 水 色 の カー ソル は 、 直 接 その 機能 の 操作 に 進む こと が で きま す 。 
[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 修飾 の 解除 は 上 の メニ ュー に 表示 され ませ ん 。 


@ 修飾 の 解除 を 選び た いと き は 、 ま ず 「 修 飾 」 を 選び 、 ぞ それから 出 て くる メニ ュー で 「 解 除 」 を 選 
ん で くだ さい 、。 


assimNERN 目 川 は CO 由 


便利 な カー ソル の 動か し か た 


\ー ジ を 越え る 移動 


(SHiFT を 押し な が ら [ F1 ] 一 [ F4 を 押す こと に より 、 次 の よう な 
カー ソル の 移動 が で きま す 。 


⑯ 。 (ページ 


⑯ (SHIFT ) を 押し な が ら [F1] (文頭) 


1 ペー ジ の 1 行 、1 桁 目 に カー ソル 


@ [SHIFT ] を 押し な が ら (W (前 
1 つ 前 の ペー ジ の 1 行 、1 桁 目 に 
カー ソル が 移動 し ます 。 


[SHIFT を 押し な が ら (次 頁 ) 
次 の ペー ジ の 1 行 1 桁 目 に カー ソル 
が 移動 し ます 。 


⑳ [SHIFT ] を 押し な が ら [F4] (文末 ) 
最終 ペー ジ の 最後 の 文字 の 次 の 桁 に 
カー ソル が 移動 し ます 。 


カー ソル を 移動 で き な い 場所 (けい 線 、 枠 、 図 形 枠 作成 時 の 陣 を 除く ) 
・ 枠 、 図 形 梓 の 中 、 イ ン デ ント の 中 。 
・ 縦 何 角 (4 倍角 ) を 指定 し た 行 に 、 全 角 文 字 を 入力 し た と き に で きる 上 の 空白 。 


\ー ン 内 で の 移動 


LsHiFT を 押し な が ら を 押す こと に より 、 次 の よ 
うな カー ソル の 移動 が で きま す 。 


[SHIFT] を 押し な が ら (前 画面 ) 
上 方 (文頭 方 向 ) の 前 画面 の 同じ 位 
置 に カー ソル が 移動 し ます 。 

※ 前 ペー ジ へ は 移動 で きま せん 。 


@ (SHIFT ] を 押し な が ら (次 画面 ) 
下方 ( 文 未 方 向 ) の 次 画面 の 同じ 位 
置 に カー ソル が 移動 し ます 。 

次 ペー ジ へ は 移動 で きま せん 。 


⑳ [SHIFT を 押し な が ら 回 (行頭 ) 
その 行 の 1 桁 目 に カー ソル が 移動 し 


⑳ [SHIFT を 押し な が ら 回 (行末 ) 
の に の 
し ま 


Oo 


Nm ュー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ツ 


いら いら 穂 工 ロリー Ei 


を 押す と 、 次 の タプ 設定 位置 に カー ソル を 移動 させ る こと 
が で きま す 。 


TAB TAB TAB 
恒 革 ーー 革 ーー 還 カー ツル RE 
タプ 設定 時 に 表示 され ます 。 


@ タブ の 設定 位置 は 、 自 由 に 決め る こと が で きま す (⑤146 ペ ー ジ ) 。 


文字 の 入力 


文字 の 人 入力 の 種類 


文字 の 入力 の し か た に は 、 第 1 章 、 第 2 章 で 入力 し た 方 法 の 他 に 
次 の 入力 方 法 が あり ます 。 


・ 区 点 入 力 (⑦ 9 0 ペー ジ ) 
ぞ それぞれ の 文字 に つけ られ た 区 点 コ ー ド (⑤ つ 3 9 8 一 411) 
を 使っ て 、 文 字 を 人 入力 し ます 。 


・ 記 号 入力 ( ツ 9 2 ペー ジ ) 
F S 一 A 1 WX の 持つ た くさ ん の 記号 を 入力 す る こ と が で きま 
ま 。 


・ 外 字 入力 ( 必 9 2 ペー ジ ) 
あな た が 自由 に 作成 し た 文字 や 記号 を 人 力 す る こと が で きま す 。 


・ 前 入力 ( ツ 次 ペー ジ ) 
直前 に 入力 し た 文字 を 再び 入力 する こと が で きま す 。 同 じ 文 字 
を た くさ ん 続け て 入力 する と き に 便利 で す 。 


凡 子 を 締 け (人力 9 る と き は 前 人 力 


ひと つ 前 の 操作 で 変換 し た 文字 の 読み を し SHIFT ] を 押し な が ら 
[ F5 ) を 押す こと に より 簡単 に 入力 で きま す 。 


例え ば 下 の よ うに 同じ 文字 を 続け て 入力 する と き な ど に 便利 で す 。 


臨時 列車 リス ト 臨時 列車 リス ト 
東京 発 新 大 阪 行き ひか り 1 . 東京 発 新 大 阪 行き ひか り 245 号 e 
東京 発 新 大 阪 行き ひか り 2 . 東京 発 新 大 阪 行き ひか り 151 号 に 
東京 発 新 大 阪 行き ひか り 3 . 東京 発 新 大 阪 行き ひか り 87 号 
まず 前 入力 機能 を 使っ て 同じ NN 
文章 を まとめ て 入力 し て お きま す 。 入力 し 完成 させ ます 。 f 
用 
ロ 
機 
6 
を っ 
前 入力 の し か た い 
前 入力 の 準備 
東京 発 新 大 阪 行き Ko また は 
(RETURN) 
「 と うき ょ う は つ し ん お お さか ゆき 」 
を 入力 し て 一 度 に 変換 し ます 。 カー ソル を 入力 し た い 場 所 へ 移動 し ます 。 
前 $ こ な う 
前 入力 を お こ な う 臨時 列車 リス ト 
SHIFT | を 押し な が ら 東京 発 新 大 阪 行き 


直前 に 入力 し た 文字 が 再 入力 され ます 。 


@ 上 記 操作 を 繰り 返す こと に より 、 い くつ で も 続け て 再 入力 が お こ な え ます 。 
e 前 入力 の 機能 で 呼び 出せ る の は 、 漢 字 に 変換 する 前 に 入力 し た 文字 (読み ) で す 。 
漢字 を 入力 する と き は 、 も う 一 度 変換 の 操作 を し て くだ さい 。 


着 の 読 が が わか ら な いと き は (区 中 人 力 


漢字 の 読み が わか ら な いと き や 、 候 補 文 字 と し て 出 て こない と き 
は 、 そ ぞ それぞれ の 漢字 の 区 点 コ ー ド ( 只 3 9 8 ペー ジ ) を 使っ て 
人 力 ず る ご こ で が で きま 9 


た と えば 「 算 ] (第 2 水準 漢字 ) の 読み が わか ら な いと き は 、 


・ 第 2 水準 漢字 コー ド 表 ( 必 4 0 5 ペー ジー) で 部 首 が 「 竹 ] の 欄 を 調べ 
ます 。 

・ 左 か ら 8 番目 に 「 党 」 が あり ます の で 、 区 点 を 調べ る と 、 区 が 「6 8」 、 
点 が 「 0 8 」 と いう こと が わか り ま す 。 

この 区 点 コ ー ド 使っ て 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


「 記 号 」 を 選ぶ 


※ あ ら か じ め 入 力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


2 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


00 議 較 


区 点 コ ー ド を 入力 する 


4 
由 ーー 


区 点 を 選ぶ 


KC 


区 を 入力 する 


準 | 区 点 を 入力 し て くだ さい 
吉 修 島 人 印刷 記 % 了 2 


R か な 


点 を 入力 する 


| 標準 | 区 点 を 入力 し て くだ さい 68 区 8 点 ” 実行 


拓 集 修作 ア 人 印刷 記号 4 終了 た H か な 


文章 中 に 入力 する 選ん だ 文字 の 番号 ノ 入 力 し た 区 の 全文 字数 


実行 


編集 修飾 人 印刷 記号 2 終了 た エ R か な 
入力 し た い 文 字 の うし ろ が 水色 に な っ て いる の を 確認 する 


同じ 区 に 続け て 入力 し た い 文 字 が ある と き 


(前 候補 群 ) 
2 _ うー kO の < 了 実行 


(次 候補 群 ) 


文字 を 選ぶ 
ESC | で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 区 点 コ ー ド は 必ず 両方 人 力 し て くだ さい 。 

@ 漢字 だ け で な く 、 記号 も 入力 する こと が で きま す 。 

@ 6 、7 で [ SHIFT ] を 押し な が ら [ SELECT ] を 押す と 編集 画面 の カー ソル を 移動 する モー ド に 切り 
替わり ます 。 も と の モー ド (入力 し た い 文 字 を 選ぶ モー ド ) に も どす と き は 、 も う 一 度 [SHIFT ] 
を 押し な が ら [ SELECT ] を 押し て くだ さい 、。 


siimNNES 還 川 は OO 相 


記 5 や 誰 で 作っ た X 字 を 人 力 9 る 記紀 外力 


F S 一 A 1 WX の 持つ た くさ ん の 記号 や 、 自 分 で 作っ た 文字 
(外字 ) を 入力 する こと が で きま す 。 
区 次 交 今週 の 予定 次 次 次 


ー 洋 子 ⑲= ーー ⑲- お 母さん 忌 = 


還 


旨 本 ワ 軸 (水曜 日 まで ) 
生計 E ャ イ アン ツ 練 習 (4 時 ー6 時 ) 


※ 入 力 で きる 記号 に つい て は 「 記 号 一 覧 表 ] ( 層 3 9 2 ペー ジ ) を ご らん くだ さい 。 
外字 の 作成 方 法 は 「 文 字 や 記号 を 作る 」 ( 必 1 7 8 ペー ジ ) を ご らん くだ さい 。 


「 記 号 , を 選ぶ 


@ 英文 ワー プロ で は 、 欧 文 記号 の 一 部 し か 入力 で きま せん 。 


記号 を 入力 する 


記号 の 種類 を 選ぶ 


Ke 「 


に と 


候補 群 を 選ぶ 


ーッ ー " ーー 村 17166 上 書 か , 時 2 
| 揚 集 修作 人 印刷 記 % 終 7 了 た エ R カ な 4 挿 人 崩 「 ン ] CX 休 科 ) 


記号 を 選び 入力 する 


OH 人 56 


編集 他 節 人 印刷 記号 4 終了 た ェ R か な 


KO の < 9 


ひら ひい ン 融 華 ロコ ー コ 


| ESC | 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ 4 、5 で [ SHIFT ] を 押し な が ら [ SELECT ] を 押す と 編集 画面 の カー ソル を 移動 する モー ド に 切り 
替わり ます 。 も と の モー ド (入力 し た い 文 字 を 選ぶ モー ド ) に も どす と き は 、 も う 一 度 


を 押し な が ら [ SELECT ] を 押し て くだ さい 。 


入出 力 機器 の 設定 と 画面 調整 (入出 力 セレクト) 


フリン 20 林 や マウ ス を 設定 する 


接続 し て いる マウ ス や プリ ンタ の 種類 を 設定 し ます 。 


ー ド ママ 大 パッ ド 


PKI PWI P400 ルル 4 カル 2 


[ SHIFT ] を 押し な が ら 内 較 較 | 図 を 押す と 、 画面 の 位置 が 調整 で きま す 。 画面 の 一 部 が 切れ 
て いる と き に お 使い くだ さい 。 


入出 力 」 を 選ぶ 


終了 
IDHDtt2 ト | 


上 衣 導 因 | キ - ボ ー ド マウ ス パッ ド 


(Al 。 マツ フ プリンター 還 PWI PO 光紀 消 多 
[SHIFT] 十 [カー ソル ] で 画面 位置 調整 


@ この 操作 は メイ ン メ ニュ ー、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル すべ て に あり ます 。 
どこ か で 一 度 設定 する と 、 記憶 され て いま す の で 使う た びに 設定 する 必要 は あり ませ ん 。 
た だ し 本 体 に 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、「 終 了 」 の 操作 を せ ず に メイ ン メ ニュ ー 画 面 
以外 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 、 最 後 の 設定 内 容 は 記憶 され て いま せん 。 


項目 を 設定 する 


入力 機器 を 設定 
( 例 : マウ ス の 場合 ) 


IEEI に へり 
KO の @) ーー プリ ンタ ー 選 択 。 了 KI PW1 P40O カル 1 カンタ 2 才 


[SH IF T] 十 [カー ソル ] で 画 大 位置 調整 


MA aaNN ウス 2 后 2 ド 
居 用 計 閥 W Pi RW 光 殺 2 多 
[SHI FT] † [カー ソル ] で 画面 位 置 調整 


プリ ンタ を 設定 


loo 靖 


峰 


Mg 
この 琉 定 で よろ し いで すか ? 8 
っ | 対 符 和則 六 7 み t9- 5 終了 ロ 
E 編集 画面 へ 能 
い 
ろ 
い 
設定 内 容 ろ 
[入力 デバ イス 」 キー ボー ド  : キー ボー ド の み を 使う と き 
マウ ス ・ マウ ス と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JM1-(H),FS-JM820 等 ) 
パッ ド ・ ジ ョ イ パ ッ ド と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JS220,FS-JS222 等 ) 
「 プ リン ター 選択 」 PK 1 :FS 一 PK1 (当社 製 、 推 奨 品 、 近 日 発売 ) 
PW 1 ・F S 一 PW 1 (当社 製 ) 


P400 :FS 一 P400 (当社 製 ) 
プリ シン ター1 : HEFーF 1 (SDNY 製 ) 
プリ ンタ ー2 : 将来 発売 する 機種 で 使用 し ます 。 


@FS 一 P 4 0 0 で は 付属 の は が き セ ッ タ ー は 使え ませ ん 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC 


操作 方 法 を 変え る (操作 設定 ) 


近 作 設定 の し か た 


ESー ム ん SR 2 RE と が で きま すん 


行 数 36 行 橋 数 41 格 由 | 和 数 36 行 # 4 格 
eiW 寺 補 の 導 ま きる な る が 秋 閲 記 天 8 ャ s な ロー マ 字 / か な [SELECT] か な / カ ナ [か な ] 
] 基 / 菩 中 [CAPS] 全角 半角 [GRAPH) 

2 )8、! 浅 定理 ) 二 ) 生 (あっ きま いま し 0120E EE) 漢字 変換 [SPACE] 文節 区 切り [RETURN] 入力 取消 [取消 
et 前 削除 (BS) 一宮 舞 人 [INS] 一 晴 除 (DEU 
本 

| 床 作 カ 人 昌 記 只 4 閉 了 た ェ B か 4 拓 人 削除 | | 株 人 ア 昌信 4 藤 7 だ: H か な 搬 人 


例 : 操作 レベ ル を 初級 に 設定 し た 場合 


「 探 作 (を 選ぶ 


- 


EAN 
文字 入力 育 
名 読点 変換 
(操作 ) デ ツ マル タブ 
分 類 名 
制御 スペ ー ス 
操作 レベ ル 


項目 を 設定 する 


操作 を 設定 する 
各 操 作 の 内 容 お よび 
設定 方 法 は 次 ペー ジ 以 後 で ンー 
6@ る 2 説明 し て いま す 。 。 実生 


@ 表示 モー ド 、 文 字 入 力 方 向 な どの 設定 に つい て は 次 ペー ジ 以 降 を ご らん くだ さい 。 


い ど いら 酷 華 ロコ ー コ WTWEii 


レイ アウ ト を 見 る (表示 モー ド ) 


囚 以 で 青い 軒 生 | を 「 表 示 モ ー ド 」 に あわ せ 、 
還 罰 で 表示 モー ド を 選び ます 。 


| TE 3 


縮小 標準 
文字 入力 方向 横 語 細 語 
句読点 変換 し な WW する 
デ ッ ツマ ルル タプ 。 かい する 
分 類 名 乾 表 示 表 不 
制御 スペース 表示 非 表示 
操作 レベ ル 標準 初級 


画面 に 表示 され る 文字 を 縮小 し て 広い 範囲 で 編集 し た り 、 レ イア ウト を 見 た りす る こと が で きま す 。 
標準 縮小 
数 11 行 直 3 橋 隊 任 申 。 時 証 W| 税 11 行 相 3 本 員 細 机 


くま いま まま | 体 み が 終わ っ た ら 受 験 シー ズン 到来 だ ね 凡 ・・・・・・・・・ 


| 
> ロ いて も 、 笑 っ て も あと 2 ヶ月 人身 ュー トー・・ 
休み が 坪 わ っ た ら 受 験 シー ズン 到来 だ ね 。[・・・・・・・・・ | 蘭 い て も 、 笑 ヶ月 回 
最後 の 追い 込み た い へ ん だ ろう けど 、 な ん た っ て 鍵 康 が 1 番 。 


泣い て も 、 笑 っ て も あと 2 ヶ月 [| ・・・・・・・・・・・・ 正月 ぐら い は 体 を や すま せ て 、 化 の 乾い に 備え よう . 回 ・・・・・ 
最後 の 追い 込み た い へ ん だ ろう けど 、 な ん た っ て 鍵 康 が 1 番 . 和 

人 還 還 還 間 CczrrrrcxczzismirgE 
正月 ぐら い は 体 を や すま せ て 、 後 の 昔 い に 備え よう . 同 ・・・・ 7 に か っ ミラ トト 


本 倫 ア ル 層 記 。 村 7 た エ R か な 反 人 前 


3 考 了 た +R カ 2 地 人 前 


| 本 欠 カ 層 記 」 


8 行 X91 桁 の 文字 を 表示 文字 を 縮小 し て 11 行 X42 
し ます 。 桁 の 文字 を 表示 し ます 。 


TTFTFHHTFFFFFF いる ペー ジ の レ 


イイ ゴー トー 王 9 を 表示 し ま す 。 


@ 縮小 モー ド で は 、 文字 修飾 の 「 白 抜 」、「 太 字 」、「 斜 体 」、「 回 転 」 、「 網 か け 」 は すべ て 
文字 の パッ ク を 青く する こと で 表示 され ます 。 


@ レイ アウ トモ ー ド で も 入力 や 編集 を 行う こと が で きま す (文字 は 較 で し か 表 さ れ ま せん ) 。 


縦 方 向 に 文字 を 入力 する (文字 入力 方 向 ) 


で 青い 国 還 を 「 文 字 入力 方 向 ] に あわ せ 、 
で 「 縦 方 向 ] か 「 横 方 向 ] を 選び ます 。 


表示 モー ド 縮小 標準 


馬 間 箇 向 絶 


何 読点 変換 "し な い する 


デシ マル タブ しない する 


分 類 名 電 表 示 表 不 
制御 スペ ー ス 表示 非 表 示 
操作 レベ ル 標準 初級 


spimNERNI CO 相 


横 方 向 縦 方 向 


3 | 東京 営業 所 出張 
! 


@ 縦 方 向 を 設定 する と 、 キ ー ボ ー ド か ら 文 字 を 入力 し て いる と き は 横向 き に 表示 され て いき ます が 、 
確定 する と 縦 向 き に な り ます 。 
還 記 計 請 英文 ワー プロ で は 縦 方 向 に 設定 で きま せん 。 
e 縦 方 向 で 入力 する と き 、 長音 ^-^ や か っ こ ^ () 、「」 “な ど は 横向 き の ま ま に な っ て いま す 。 


変換 キー を 押さ ず に 変換 する (名 読点 変換 ) 


IM で 青い 還 請 を 「 名 読点 変換 ] に あわ せ 、 
国 図 で 「 し な い 」 か 「 す る 」 を 選び ます 。 


[ 和 茜 | | 
表示 モー ド 縮小 標準 
文字 人 力 方 同 横 方 同 縦 廊 向 
陳 是 [| fs 
デン マル タブ しない する 
分 類 名 電 表 示 表 不 
制御 スペ ー ス 表示 非 表示 
操作 レベ ル 標準 初級 


「 す る 」 に 設定 する と 、 名 読点 を 入力 する だ け で 自動 的 に 変換 が 行わ れ ま す 。 
( 例 ) 入力 状態 「 す る 」 に 設定 し た と き 


く と うてん へ ん か ん は 


@ 英文 ワー プロ で は 、「 す る 」、「 し な い 」 ど ちら に 設定 し て も 名 読点 を 入力 する と 自動 的 に 確定 
され ます 。 


数 字 を 揃え る (デシ マル タフ) 


AM で 青い 司 軒 を 「 デ シマ ル タ ブ 」 に あわ せ 、 
還 還 で 「 し な い 」 か 「 す る 」 を 選び ます 。 


[ 表 | 
表示 モー ド 縮小 標準 
文字 人 力 方 同 横 方 同 絶 誠 


人 変 換 ” し な い す ビ ョ 
| デシ マル タ | 9 に 
分 類 名 井 表 示 表 不 
制御 スペ ー ス 表示 井 表 示 | 
操作 レベ ル 標準 初 攻 折 
機 
台 ヒ 
デシ マル タブ を 「 す る 」 に 設定 する と 、 小 数 点 を 含む 数 字 を タブ 設定 位置 (146 ペ ー ジ ) に 揃え る | 
こと が で きま す 。 ろ 
( 
の 65 36. 1 2 ろ 
数 字 を 入力 する 126. 4_ 
U 確定 する 
「 す る | に 設定 し て ある 場合 [し な い 」| に 設定 し て ある 場合 
小数 点 が タブ 設定 位置 に 揃い ます 。 入力 位置 に その まま 確定 され ます 。 


e 小数 点 を 含ま な い 数 字 は 、 カ ー ソ ル 位 置 へ その まま 入力 され ます 。 
@ 2 つ 以 上 の タブ が 設定 され て いる と き は 、 小 数 点 が 最も 近い タブ 位置 に 揃い ます 。 


| 規 職 定 

表示 モー ド 縮小 
文字 入力 方 同 横 方 向 
句読点 変換 し な い 
デン マル タブ し な い 
院 放 | # 
制御 スペ ー ス 表示 
操作 レベ ル 標準 


また 、 保 存 文書 一 覧 表 の ( 


| 新 彰 申 休 滑 
ファ イル 名 : | | 0017003 


川 lOOO UE 0 
)1988.07.25 
)1988.07.18 


JUSHO1- ア ( 
MUSASHI ( 
MUSASHI2 ( 


囚 以 で 青い 置 還 | を 「 分 類 名 」 に あわ せ 、 
国 図 で 「 非 表示 」 か 「 表 示 」 を 選び ます 。 


ファ イル 名 : 


文書 を 分 類 名 で 呼び 出す (分 類 名 ) 


分 類 名 を 「 表 示 ] に 設定 する と 、 文 書 を ファ イル か ら 呼 び 出す と き 、 分 類 名 を 入力 し て その 分 類 名 
を 持つ ファ イル の 一 覧 表 を 表示 させ る こと が で きま す 。 
) 内 に 分 類 名 が 表示 され ます 。 


JUSHO1- ア 
MUSASHI 
MUSASHI2 


)1988.07.28 
)1988.07.25 
)1988.07.18 


@ 分 類 名 を 「 表 示 」 に 設定 する と 、 文 書 を 呼び 出す と き に 多少 時 間 が か か り ま す 。 


で 青い 置 請 | を 「 制 御 ス ペー ス 」 に あわ せ 、 
還 図 で 「 表 示 」 か 「 非 表示 」 を 選び ます 。 


表示 モー ド 
文字 人 力 方 向 
句読点 変換 し な い 
テッ マル 2 タ 7 。 し あい 
分 類 名 表示 
操作 レベ ル 標 準 


制御 スペ ー ス 「 非 表示 ] に する と 、 一 文字 分 の スペ ー ス を 表す 「・」| が 表示 され ませ ん 。 


@ 「 表 示 」 、「 非 表示 」 ど ちら に 設定 し て も 、 文 字 の 入力 方 法 や 編集 方 法 な ど に 違い は あり ませ ん 。 


表示 _ 人 非 表 示 
役 36 行 4 4 生還 員 旧 8 昌 欄 WI f 役 3 征 相 4 和 


標 | 5 


| 馬 倫 カル 昌 評 了 た = R カ な 押 人 前 h | | 舞 人 衝 7 全 記 終 7 た R か 6 拓 人 半 際 | 
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いとい と 鼓 藻 ロ ユー 


操作 ガイ ド を 見 な が ら 入力 する (操作 レベ ル ) 


AM で 青い 還 証 | を 「 操 作 レ ベル 」 に あわ せ 、 
SE 


上 
表示 モー ド 
文字 人 力 方向 
句読点 変換 し な い 
し な い 

電 表示 

表 不 


デシ マル タブ 
分 類 名 

制御 スペ ー ス 
壮 携 依 | 標 準 


操作 レベ ル を 「 初 級 ] に 設定 する と 、 


な り ま す 。 
ーー ーー 標準 ーー 
日 -WP| 牧 36 行 引 4 衝 |A 和 買 1] 有 候 


Le 四葉 | 
半 整 寺 カ 拉 作 に 終了 た ェ R カ な 人 本 


| 


1 


画面 上 部 に 操作 ガイ ド が 表示 され 、 編 集 画面 が 4 行 X30 桁 に 


初級 (日 本 語 ワ ー プ ロ ) 
徴 36 行 板 4 格 A4 縦 
ロー マ 字 / か な [SELECT] か な / カ ナ [か な ] 

英 大 / 英 小 [CAPS] 全角 半角 [GRAPH] 
漢字 変換 [SPACE) 文節 切り [RETURN] 入力 取 消 [取消 
前 字 削 除 [BS] ー 字 挿 人 [INS] ー 字 削除 [DEL] 

1 頁 | 行 | 桁 | 


日 本 諾 WP 


中 較 証 較 器 人 y| 
試 を 人 拉 作 9 聞 人 了 た デ た R カ な 皇 人 削除 


@ 操作 ガイ ド が 表示 され る こと 以外 は 、「 初 級 ] も 「 標 準 」 も 操作 方 法 に 違い は あり ませ ん 。 


操作 ガイ ド に 表示 され る 操作 は 、 次 の 通り で す 。 
代 日 本 語 ワ ー プ ロ の 場合 
日 本 語 WP| 短 36 生 相 4| 格 |A 維 
ロー マ 字 / か な [SELECT] か な / カ ナ [か な ] 
美 大 / 英 小 [CAPS] 全角 半角 [GRAPH] 
漢字 変換 [SPACE] 文 委 多 切り [RETURN] 入力 取消 [取消 
削 字 削除 BS] ー 字 挿 人 [INS] ー 字 削除 [DEL] 


] 具 1 行 1 桁 


2 第 
0 づ 

所 

上 午 浅 で の ee の:P 0 の や で HE 

上 生む の まき まま 2 あき ジジ ーー ンコ で 

博 が 4 ロ 

計 人 出力 作 k-| 叶 傘 了 た ュー FR かな 提 人 前 馬 

ろ 

@ 英 文 ワー プロ の 場合 の 


英文 WP 行 数 36 行 桁 数 41 格 A4 和 紙 
美 太 英 小 【CAPS) 


黄 祭 分 和 カ 参 孤 湖 。 詩 電 (BS 
SCFFSCNS 
1 頁 1 行 1 枯 


DE 
DE 
PE 


家 上 書 英 小 半 
STOP HOME SEL INS DEL 


款 き 録 の 操作 サリ - 終了 た ェ R か な 挿 人 削除 


書き か た を 決め る (書式 設定 ) 


書式 の 決め か た 


用 紙 に 合っ た 書式 を 決め る こと が で きま す 。 


| 六 | 人 時 


B4 A4 5 所 セテ 馬 
肝 底 加 縦 訂 模 語 桁 数 41 桁 
禁則 肌 理 す る し な い (最大 楓 56 袖 
文字 間隔 4 ドッ (0.63) 行 数 36 行 
行間 隔 20 ド ッ ト (8-28 (最大 行 数 50 征 
左右 余 日 左 余 日 4 桁 (0-14) 右 余白 4 桁 (0-14) 
上 下條 日 上 祭日 0 行 (0-10) 下 余 日 0 行 (0-10) 


書式 」 を 選ぶ 


用 紙 を 設定 する と 、 初 期 値 の 
行 数 と 桁 数 が 表示 され ます 。 
全 頂 目 決定 後 を 押す 
と 、 設定 し た 書式 の 行 数 と 桁 


数 が 表示 され ます 。 


> | 対 幸 AM カ 基 人 放 t99- 》 終了 
II 
B4 A 4 B5 77 キ ty 原本 リル 綱 7 
* み | 懇 謝 紗 向 杜 語 格 雪 41 格 
(書式 ) 禁 骨 処理 す る し な い (最大 頂 数 56 机 


文字 間 馬 4 ドッ (0-63) 行 数 36 行 
行間 則 20 ドル (8-28) (最大 行 数 50 征 

左右 人 日 左 余 日 4 桁 (0-14) 右 余 提 4 桁 (0-14) 
上 下 余 日 上 余 日 0 行 (0-10 下 余 邊 0 行 (00 


@ ひと つ 前 の 操作 に 戻る と き は 、 操作 を 中 止 す る と き は 


@ 電源 を 入れ た と き は 、 上 の 書式 設定 に な っ て いま す 。 こ の まま で よけれ ば [ ESC ] を 押す か 、 
を 2 回 押し て くだ さい 。 編 集 画面 に 戻る こと が で きま す 。 


山 


項目 を 設定 する 


各 項 目 を 設定 する 
と 〔pgL 


[NSJ で 頂 目 を 設定 し ます .。 
( 各 頂 目 の 内 容 と 設定 方 法 は 、 次 ペー ジ 以 降 で 説明 ) 
決定 する 
IA 実生 
う | 雷 至 介 ヵ 次 区 9- 5 】 
人 @ 書 式 変更 時 の 注意 


一 度 文字 や けい 線 な ど を 入力 し た 後 で 書式 を 設定 し 直す と き は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


・ よ り 小 さ な 用 紙 ( 例 : A4 必 B5) に 変更 する 場合 、 け い 線 や 図形 桁 が 入力 され て いる と 、 書 


式 変更 で き な い こと が あり ます 。 


・ 行 の 終わ り に マー ク が 入力 され て いな いと き は 、 後 の 文章 が 続け て その 行 に 入力 され ます 。 
けい 線 が 入力 され て いる と き は 、 け い 線 と 文字 の 位置 関係 が ずれ て し まい ます の で 、 書 式 変更 


後 修正 を 行っ て くだ さい 。 


・ リ フィ ル ま た は 縮小 リフ ィ ル に 変更 する と き 、 リ フィ ル デ ー タ を 使用 する と 文書 が すべ て 削除 


され ます 。 


WaT は TO 


間 


全 貞 数 


B 5 


使う 用 紙 の 種類 を 決め る (用 紙 ) 


で 青い 還 還 を 「 用 紙 」 に あわ せ 、 
加 必 で 用 紙 の 種類 を 選び ます 。 


7 カキ セッ 多 - 原 栓 リル 劉 7 


用 困 絶 病 枝 語 |] 格 数 
林 則 名 理 す る し な い 了 民 大 挫 
文字 間 合 4 ドル (0-63) 行 数 
行間 隔 20 ド 小 (828) 【 最 大 行 数 
た 右 祭日 を 余 日 4 桁 (0-14) 右 祭日 4 桁 (0-14 
上 全日 上 全日 0 行 (0-10) 下 全日 0 行 (0-10) 


B 4 、 


A 4 、 
ル ) の 8 種類 の 中 か ら 印 刷 に 使う 用 紙 を 指定 


B 5 、 


ハガキ 、 セ ッ タ ー (は が き セ ッ タ ー) 
し ます 。 


リフ ィ ル 、 縮 リフ (縮小 リフ ィ 


人 @ 各 用 紙 を 設定 し た と き 選 択 で きる 数 値 の 範囲 


に 0^<69( 10^63( 10^39( 4 


RU (日 本 語 ワ ー プ ロ ) ーー す 。 


計 還 : 衣 語 は SE2se 


0^18( 4 


0^18( の 1 0^ 4 の 


行 に 隔 | 8^ 28(20) 
| 左右 余白 | 0^ 14( 2) 


0^ 


8^ 28(20) 


8^ 28(20) 
0<14( わ 


14( 4) 


8^ 28(20)| 8^ 28(20)| 8^ 68(63) 
0^ 5(0)10^ 5 0) 


0^ 


[ 守 細 | 0^10( 0) 


10( 0)|0<10( 0) 


7< 56(41) 


7< 48(34) 


0< 5 0)10< 5( 0) 
7<。 23(19)| 7< 23(19) 


76(57) 


6< 73(51) 


6< 63(42) 


63(45) 
0< 


1< 50(36) 


15< 41(29) 
0<> 8( ④ 


8( 


7< 28(23) | 7< 26(23) 


9< 24(17) 1< 27(19) 


0<> 8( ④⑭ 


※ 文 字 間 隔 、 行 間隔 の 単位 は 


行 了 ほ 隔 | 8- 28(20) 


8< 28(20) 


| 8。 28(20) 


間 0。 14( 9|0 


0<14( 4) 


0^14( ④ 


ドッ ト (1 ドット = 0.141 
mm) 


8。28(20) 


8<。 28(20) 


横 | 上 下 余白 | | 上 下 余白 0<10( 0|0< 


10( 0)|0^ 10( 0) 


※ 余 白 の 単位 は 文字 ( 1 文字 


| 桁 数 7-917⑭ 


B3^ 73(55) 


< 6145) 


24 ド ッ ト =3.4m) 
※( ) 内 の 数 値 は 初期 値 ( 電 


プロ の 場合 で す 。 


13<38(27) 112^36(25) 


8^ 30(21) 


@ 英文 ワー プロ で は 用 紙 方 向 を 「 横 方 向 」( 


@ 英文 ワー プロ で も 文字 間隔 や 奈 白 を 変え る こと に より 桁 数 も 変わ り ま す が 、 
桁 数 表示 は 和文 (日 本 語 ワ ー プ ロ ) で の 表示 の た め 、 実 際 は それ より 多く 入力 で きま す 。 


0^ 50)10^ 5K0) 
源 ス イッ チ を 入れ た と き の 


0<37(31) 9*36(31) 
3< 13( 9)| 5<17(12) 
値 ) 。 


で き な い た め 、 表 の 「 横 」 の 「 桁 数 」 は 日 本 語 ワ ー 


こ 設定 


書式 の 画面 で の 


⑱@ は が き を 印刷 する と き は 、 は が き セ ッ タ ー の 使用 を お すす めし ます 。 よ り 多 く の 文 字 が 、 き れい 
に 印刷 で きま す 。 


まく プ 日 ボ ショ チル は ly 層 、 Fn DE 町 還 9 ど 放 凡 6eE 菩 に 
て くだ さい 。 
・ プ ロボ ポー ショ ナル ピッ チ : 文字 間 を 0 に 設定 し 、 英文 ワー プロ で 入力 し て くだ さい 。 
・ エ リー トピ ッ チ : 文字 間 を 7 に 設定 し 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 半角 で 入力 し て くだ さい 。 
(この 人 人 、 均 大 付け 機能 な ど 英 文 ワ ー ブ ロ の 機能 は 使え ませ 
ん 。 


人 @ 原 稿 、 リ フィ ル 、 縮 リフ で は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


※ 原 稿 ……… 指定 の 原稿 用 紙 を お 使い くだ さい 。 他 の 原 稿 用 紙 で は きれ い に 印 刷 で き な い こと が 
あり ます 。 ま た 、 文 字 サ イズ の 変更 を 行う と 、 マ ス 目 に きち ん と 印刷 する こと が で 
きま せん 。 

指定 原稿 用 紙 一 一 一 コク ヨ 製 ケー20, ケ -70 


※ リ フィ ル … 別売 の リフ ィ ル 用 紙 を ご 利用 くだ さい 。 
縮 り リフ 品番 CFPP931RF (部 転 写 リフ ィ ル 用 紙 ) 
CFPP931RFS (感熱 リフ ィ ル 用 紙 ) 


※ 原 稿 、 リ フィ ル 、 縮 リフ で は 用 紙 を 横 方 向 に 使う > こと は で きま せん 。 


@ 別売 の ロー ル 紙 を ご 使用 の 場合 は 、「A 4 」 に 設定 し て くだ さい 。 
@ は が き セ ッ タ ー は 、 下 記 の プリ ンタ で は 使用 で きま せん 。 
当社 製 生 S 二 B440050O 


ひど いと 壁 藻 ロ ユー コ 還 中 


使う 用 紙 の 方 向 を 決め る (用 紙 方 向 ) 


IM で 青い 還 較 | を 「 用 紙 方 向 」 に あわ せ 、 
国 還 で 「 縦 方 向 」 か 「 横 方 向 」 を 選び ます 。 
EEE 細 上 

B4 A4 B5 /7 キ セ 和 原 往 上 編 7 
障 参 則 紡 千枝 語 格 数 41 枚 
代 帳 理 す る  【L な い (最大 貫 56 和 


文字 間 合 。 4 ドッ (63) 行 数 36 行 
行間 了 同 20 ド (8-28) (最大 行 数 50 征 
友 右 余 日 を 祭日 4 桁 (0-14) 右 償 日 4 桁 (0-14) 
上 人 ト 祭 日 上 全日 0 行 ((F10) 下 全日 0 行 (0-10 


用 紙 使い の 方 向 を 設定 し ます 。 
当社 製 漢字 プリ ンタ FS 一 PK1 以外 は 横 方 向 に 印刷 で きま せん 。 


用 紙 方 向 「 縦 ] 用 紙 方 向 「 横 」 
現在 、 ワ ソー プロ の 主流 は 


~ 避 午 
~ 芝 散 


… 還 届 \ 
可 ヶ 閣 Y こ いい 吐 


本 > ヶ 次 半 Y こ いい 


NNI 
3 
ロ 
S 
財 
名 
記 
W 


@ 英文 行 を 含む 文書 、 原 知 、 リ フィ ル 、 縮 リフ は 横 方 向 に 設定 で きま せん 。 
= @ 「 横 方 向 」 に 設定 し た 場合 、 禁 則 処 理 は 行え ませ ん 。 


人 印刷 時 の 横書き 、 縦 書き と 組み 合わ せる と 次 の よう に な り ま す 。 


本 > 部 さこ いい 呼 


LX 


本 > ヶ 次 人 V こ いい 呼 


用 紙 方 向 「 縦 | 
eee il 
現在 、 ワ ー プ ロ の 主流 は 生生 ee 
多 機能 、 大 画面 …・…・ 忌 枝 翌 ^ 素 峰 固 ………・ 内 
Pu ーー 
リ 
ン 
タ 
挿 
入 
方 
向 
[横書き 」 「 縦 書き 」 
用 紙 方 向 「 横 」 
ーー ー 
落 記 能 現 
矯 村 * 在 | 含 
sy で 
壮 画 ワ | 
国 面 | | ン 
! 団 3 ミ プ | る 
す 5 司 ロ | 和 
ざ の 1 え 
財 天 | 方 
守 は | 由 
W 多 
半生 中 生 才 し 
[横書き] 継 書 


@ 当社 製 漢字 プリ ンタ FS 一 PK1 以外 は 横 方 向 に 印刷 で きま せん 。 
@ 上 図 は 用 紙 方 向 と 横書き 、 縦 書き の 組み 合わ せ の み 説 明 し た も の で 、 上 下 、 を 石 の 奈 白 や 印 
刷 面積 と 用 紙 の 割合 は 正確 で は あり ませ ん 。 


ひど いら 本 菩 ロリー コ 還 ei 


きゃ 


行頭 / 行 末 に 「 。 」 や 「 ( 」 が ある と き (禁則 処理 ) 


囚 尺 で 青い 議 罰 を 「 禁 則 処 理 」 に あわ せ 、 
回 図 で 「 す る 」 か 「 し な い 」 を 選び ます 。 


| 寺 ま | 全 暴 1 貞 

用 紙 B4 A4 B5 の キ セ 和 を 原 丁 ル 幼 7 
用 紙 方 同 縦横 語 | 桁 数 41 桁 
半 失 還 け 4| ない | 介 和 蔵 56 机 


文字 間 向 。 4 ド 小 (0-63) 行 数 36 行 
行間 同 20 ド 小 (8-28 (最大 行 数 50 行 
右 泉 日 左 余 日 4 桁 (0-14) 右 欠 日 4 桁 (0-14) 
上 祭日 上 祭日 0 行 (0-10) 下 全日 0 行 (0-10) 


禁則 処理 と は 、 行 の 最初 また は 終わ り に 禁則 文字 が 入力 され た 場合 に 、 前 の 行 の 終わ り ま た は 次 の 
行 の 頭 に 自動 的 に 禁則 文字 を 移動 させ る 処理 の こと で す 。 禁則 処 理 を 「 す る 」 に 設定 する と 、 禁 則 
文字 を 行 の 終わ り に 移動 させ る た め の 禁 則 領 域 が 行末 に 設け られ ます 。 そ の た め 禁 則 処 理 を し な い 
と き と 比 べ 、 1 桁 多 く な り ま す 。 


人 @ 行 頭 禁則 文字 ( 行 の 頭 に 入力 で き な い 文字 ) 


es ぁ 。 まま 」 1 】 あま *』 』 


信行 未 禁則 文字 ( 行 の 終わ り に 入力 で き な い 文字 ) 


* すき 8 共 を [ W.【 


最近 、 自 動車 の 色 が と て も カラ フル に な っ て きた 
か っ て 自動 車 は 白 が 主流 で あり 、 特 に ハイ ソ カ ー 
と 呼ば れる 車 の 中 に は 3/4 以 上 が 白 と いう 車種 


@ 用 紙 方 向 で 「 横 方 向 」 を 設定 する と 禁則 処理 は 設定 で きま せん 。 


1 行 に 入る 文字 数 を 変え る (文字 間隔 ) 


囚 で 青い 較 を 「 文 字 間 隔 」 に あわ せ 、[INS」(1 ドット 創 ) 
(1 ドッ ト 減 少 ) で 文字 間隔 を 設定 し ます 。 


2 人 
B4 A4 す 7 キ セッ 原 入 リル 綱 )7 

隊 縦横 方 生 桁 数 41 桁 

人 する し ね がい (最大 56 机 

区 字 間 隔 | = 4 ド (063 行 数 36 行 

生 20 ド (8-28) (最大 行 数 50 利 

な 有余 日 左 余 日 4 桁 (0-14) 日 4 桁 (-14 

上 下 全日 上 余 日 0 行 (0-10 下谷 0 行 (0-10 


文字 と 文字 の 間隔 を 設定 し ます 。 1 ドッ ト 単 位 で 設定 する こと が で きま す 。 


0 ドッ ト (最小 文字 間隔 ) 
オリ エン ト 急 行 


ひど いと 配 藻 ロー コ ti 


4 ドッ ト (標準 文字 間隔 ) 
オリ エン ト 急 行 


12 ド ッ ト (半角 あき ) 
オリ エン ト 和 急行 


24 ド ッ ト (全角 あき ) 
オリ エン ト 人 急行 


48 ド ッ ト (倍角 あき ) 
草 りり 生 必 ド 坦 痢 


63 ド ッ ト (A 4 用 紙 縦 方 向 で の 最大 文字 間隔 ) 
オ リ ン ト 急 行 


@ B 4 縮小 印刷 を する 場合 、 文 字 間 隔 は 偶数 ドッ ト に 設定 し て くだ さい 。 (奇数 の 場合 、 右 ペー ジ 
の 右端 が 印刷 され な いこ と が あり ます 。 
@ リフ ァイル 、 縮 リフ (縮小 リフ ァイル ) 用 紙 の 文字 間隔 は 増減 で きま せん 。 
@ 原稿 用 紙 の 文字 間隔 を 増減 し て も 1 行 に 入る 文字 数 は 変わ り ま せん 。 
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1 ペー ジ に 入る 行 数 を 変え る (行間 隔 ) 
和 負 で 青い | | を 「 行 間隔 ]」 に あわ せ 、 (1 ドッ ト 増 加 ) 
DEL | (1 ドッ ト 減 少 ) で 行間 隔 を 設定 し ます 。 

|| 寺 交 更 | 全員 数 1 頁 
B4 A4 B5 / 放 セ 委 原 靖 上 化 細 7 


用 絶 和 総記 杜 語 桁 数 41 桁 
林 則 夫 理 する しない (最大 枯 56 机 


文字 間 同 4 ドル (0-63) 行 数 36 行 

『 間 賠 20 ド (8-28) (最大 行 数 50 各 

左 余 日 4 桁 ( 4 桁 (0-14) 
( 0 行 (0-10 


行 と 行 の 間隔 を 設定 し ます 。 1 ドッ ト 単 位 で 設定 する こと が で きま す 。 


行間 隔 8 ドッ ト 行間 隔 20 ド ッ ト 行間 隔 28 ド ッ ト 

(最小 行間 隔 ) (標準 行間 隔 ) (B 4 、A 4 、 ハ ガキ セ 
オリ エン ト 和 急行 に オリ エン トト 急行 に / ター で の 最大 行間 隔 ) 
系 っ て き ミステリー 乗っ て ミス テリ ー 中間 8 下 机 隔 机 
の 世界 に 浸り た い の 世界 に 浸り た い 乗っ て ミス テリ ー 


の 世界 に 浸り た い 


@ リ ファ イル 、 縮 リフ (縮小 リフ ァイル ) 用 紙 の 行間 隔 は 増減 で きま せん 。 


@ 原稿 用 紙 の 行間 隔 を 増減 し て も 行 数 は 変わ り ま せん 。 


用 紙 の 上 下 左右 に 余白 を と る (上 下 奈 白 、 左 右 余白 ) 


囚 尺 で 青い を 「 左 右 余 白 」 また は 「 上 下 余白 」 に あわ 

せ 、 加 図 で 「 を 余白 」 か 「 右 奈 白 ] また は 「 上 奈 白 」 か 「 下 

奈 白 」 を 選び ます 。 

(INS ] [1 逢 ( 生 LDEL] [1 桁 ( 行 ) 増加 ] で 上 下 を 右 
の 余白 を 設定 し ます 


x 4 ドル (0-63) 行 数 35 行 
行間 同 20 ド 小 (8-28 


) (最大 行 数 50 征 
友 有 朱 目 | | 誠人 日 | 4 桁 (0-14) 右 失 日 4 桁 (0-14 
上 下 余 日 上 余 日 0 行 (0-10) 下 余白 0 行 (0-10) 


用 紙上 下 左右 の 余白 部 分 (印刷 し た く な い 部 分 ) を 設定 する こと が で きま す 。 


ひど いひ と 王 切 ロコ ー コ Wei 


に ーーーーーー- 状 瑞 杏 選 型 吾 憶 注 --ーーーー 


トーーーー 文章 印刷 可能 領域 ----- コ 


e 設定 値 を 変え な く て も 、 文字 間隔 や 行間 隔 を 変え る と 、 そ の 分 だ け 余 白 の 大 き さ が 変わ っ て きま 
す 。 
@ 原稿 、 リ ファ イル 、 縮 リフ (縮小 リフ ァイル ) 用 紙 の 上 下 左右 余白 は 増減 で きま せん 。 
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編集 する (編集 ) 


0C 寺 OX6 彼 "9 る 1 馬 


ひと 続き の 文章 (文字 列 ) を 他 の 場所 に 複写 (挿入 ) 
し ます 。 連続 し て いく つ で も 複写 する こと が で きま す 。 


理論 好き な 僕達 の 楽し み は 理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ ズ と クラ シッ ク の 理論 ジャ ズ の 理論 と クラ シッ ク 
の 違い に つい て 話し あう こ の 理論 の 違い に つい て 話し 
だ 。 あう こも だ 。 


編集 」 を 選ぶ 


| [GraL] ゅ | ト 株 カル 層 誤 4 終了 


@ けい 線 、 梓 、 図 形 枠 の 複写 は で きま せん 。 


ー ジ で 約 8 ペー ジ の 目安 に な り ま す 。 た だ し 下線 、 白 抜 な ど 文字 強調 が ある と ペー ジ 数 は 減り ま 
す 。 


@ 10 ペ ー ジ を 越え る 場合 や 1 文書 容量 を 越え る 場合 は 複写 で きま せん 。 1 文書 容量 は 1000 文 字 1 ペ 


文字 列 複写 の 手順 


叶 | 実行 


複写 する 文字 列 を _- 2 
指定 する (どこ か ら ?) | 理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ ズ と クラ シッ ク の 理論 


2 es こ ュー 叶 | 実行 
G@ る 5 22 


複写 する 文字 列 を 
指定 する (どこ まで ?) | 理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ ズ と クラ シッ ク の 理論 


の 違い に つい て 話し あぁ うさ | ” 〔 生 
っ * | と な 


複写 先 を 指定 し 
複写 する (どこ に ? ) 


RERPsaS EE 科 回 上 は OOD 直 


理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ ズ と クラ シッ ク の 理論 

の 違い (WO いて 話 し あう こ 
6@ る 5 き | と だ 。 


※ 連 続 し て 複写 する と き は 、 こ の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


(ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


% ひと つ 前 の 操作 に 戻る と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


四角 くん た 着用 6 す する 個 上 5 


四角 く 範 囲 (領域 ) を 指定 し 、 他 の 場所 に その まま 複写 (挿入 ) 
し ます 。 連続 し て いく つ で も コピ ー す る こと が で きま す 。 


| 策 | 普通 | | 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 、 英 文 行 の 複写 は で きま せん 。 
@ 2 ペー ジ 以 上 に また が っ て の 領域 の 指定 お よび 複写 は で きま せん 。 


@ 10 ペ ー ジ を 越え る 場合 や 、 1 文書 容量 を 越え る 場合 は 領域 複写 で きま せん 。 1 文書 容量 は 1000 文 
字 / ノ ページ で 8 ペー ジ を 目安 に し て くだ さい 。 た だ し 、 下 線 、 白 抜き な ど 文 字 強 調 が ある と ペー 


ジ 数 は 減り ます 。 


- 1 


硫 域 複写 の 手順 


複写 する 範囲 を 
指定 する (どこ か ら ? ) 


に 実行 


複写 する 男 囲 を 
指定 する (どこ まで ? ) 


複写 先 を 指定 し 
複写 する (どこ に ? ) 


※ 連 続 し て 複写 する と き は この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 
し ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


evesiimNESN 還 上 OO 直 


| バーツ まる こと 後 写 9 る ( 後 


1 ペー ジ ま る ご と 、 指定 し た 複写 先 の ペー ジ の 前 に 複写 (挿入 ) 
し ます 。 連続 で いく つ で も 複写 で きま す 。 


握手 に 慣れ た 西洋 人 に は | | 撮 手 に 慣れ た 西洋 人 に は | 複写 
「 謙 訓 昔 の シネ マ が 好き だ 。 「 謙 訓 音 の シネ マ が 好き だ 。 

いえ 何 年 た と うと 色あせ る いえ | 何 年 カニ ーー ュー ニニ ーー 

頭 の ] こと が な いそ の 理由 は … 頭 の こと 用 ロッ ッッ 


何 年 た と うと 色あせ る 
こと が な いそ の 理由 は … 


編集 」 を 選ぶ 


証 - 


記 庄 計 ミ 。 ぐ 元 の ペー ジ と 合わ せ て 1 0 ペー ジ 以 上 と な る と き は 、 最後 の ペー ジ が 削除 され ます 。 
e 視 写 元 の 図形 枠 は 、 複 写 先 で は 通常 の 枠 に 変わ り ます 。 


頁 複 写 の 手順 


複写 を 選ぶ 
時 実行 
に 
叶 
G@S97 
頁 を 選ぶ 
補 実行 
的 * 
複写 する ペー ジ を 指定 する (どこ を ? ) 
__ の シネ マ が 好き だ 。 
し SHIFT を 押し な が ら 何 年 た と うと 色あせ る 実行 


(前 頁 ) か 芝 
(次 頁 ) 


こと が な いそ の 理由 は … 


カー ソル を その ペー ジ ( ど こ で も よい ) に 表示 させ る 。 
複写 先 の ペー ジ を 指定 する (ご こ ヘ 7) 


[ SHIFT を 押し な が ら 岩手 に 慣れ た 西洋 人 に は 
(前 頁 ) か 「 議 譲 の 美徳 」 の 象徴 と ー 
前 貞 ) カ | いえ る わが 国 の お じ ぎ だ は 実行 

(次 頁 ) 本 


※ 連 続 し て 複写 する と き は この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


い ご ひい ン 穂 華 ロ ユー コ WE 


0 と 続き の 双子 を 移動 9 る (X 了 列 症 


ひと 続き の 文章 を 他 の 場所 に 移動 (挿入 ) し ます 。 
文章 が 移動 し た あと は 、 自 動 的 に 後 の 文章 を 詰め て いき ます 。 


握手 に 慣れ た 西洋 に は 、| 「 謙 譲 の 美徳 ] の 象徴 と も 

「 謙 譲 の 美徳 ] の 象徴 と も いえ る わが 国 の お じ ぎ だ が 
いえ る わが 国 の お じ ぎ だ が 握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 、 
頭 の 下げ すぎ は 卑屈 に 見 え 頭 の 下げ すぎ は 卑屈 に 見 え 
て し 素 久 a て し まう 。 


編集 」 を 選ぶ 


引 遇 


EN の IE299 半 許 39ES7SSS 


失 人 カ 昌 


ーー 


記 


ョ 本 生前 


| 補 還 了 較 細 細 旨 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 の 移動 は で きま せん 。 


- 乙 


文字 列 移動 の 手順 


移動 を 選ぶ 


つく ゅ 


文字 列 を 選ぶ 


マフ 
my 


移動 する 文字 列 を 
指定 する (どこ か ら ? ) 


み [実行 


握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 、 


CS + 1 議 議 の 美徳 の 象徴 と も | ゅ [実生 


eteti imNESS 目 川 (OO 相 


移動 する 文字 列 を 
指定 する (どこ まで ? ) _- 


謙譲 の 美徳 」 の 象徴 と 
6@ る 5 | 謙譲 」 所 に 


移動 先 を 指定 し | 
移動 する (どこ に ?) ーー 
頭 の 下げ すぎ は 皿 民 に 見 え | 、 = 
> 
[ マ 」 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 〕 


皿 朋 く 義 ん た 部 閉 を 移動 する ( 請 基 移動 


四角 く 範 囲 (領域 ) を 指定 し 、 他 の 場所 に その まま 移動 
(上 書き ) し ます 。 
移動 し た あと は 空白 (スペ ー ス ) に な り ま す 。 


電車 時 刻 表 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 、 英 文 行 の 移動 は で きま せん 。 
で @ 2 ペー ジ 以 上 に また が っ て 領域 の 指定 お よび 移動 は で きま せん 。 
@ 移動 先 に ある 文字 は 削除 され ます 。 


12 壮 還 還 


領域 移動 の 手順 


ュ | 実生 
洋 款 に ウ 
* う [実行 四 
に 
旦 
移動 する 範囲 を 指定 明 
する (どこ か ら ? ) 
2 ニ 1 
必 実行 還 
Nー/ 
C の <@? に 
ろ 
移動 する 範囲 を 指定 
する (どこ まで ? ) 
う [実生 
KC て 
移動 先 を 指定 し 
/ 移動 する (どこ に ? ) 
レフ 実行 
KC くう 9 
[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


メ  〒 モ | 。@ ひ と つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


1 ツ 


まる こと 移入 する (本 


1 ペー ジ ま る ご と (けい 線 や 図形 枠 、 英 文 行 な ど も 含め て ) 
移動 を お こない ます 。 

移動 先 の ペー ジ の 前 に 移動 (挿入 ) され ます 。 

握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 


「 叶 オー スト ラリ ア 人 の 「 


オー スト ラリ ア 人 の 
こ (| ユ ー モ ア の セン ス は 
ー | | 子供 の よう に 純粋 で 、 

イタ ズラ が 好ま れ ま す 。 


4 F! 


骨 記 


ンー 
9 間 間 の SEORI 計 
ゃ 
NN 


LCTRL] 号 2 終了 


1 
編集 ) 


と 


貞 移 動 の 手順 


(前 頁 ) か 
(次 頁 ) 


こと が な いそ の 理由 は … 


移動 先 の ペー ジ を 指定 し 移動 する (と こ へ っ ) 


握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 


「 謙 譲 の 美徳 ] の 象徴 と em 実行 


[ SHIFT を 押し な が ら 


(前 頁 ) か 
(次 頁 ) 


いえ る わが 国 の お じ ぎ だ 
頭 の 下げ すぎ は 卑屈 に 見 
て し まう 。 


移動 を 選ぶ 
5 叶 に 実行 
頁 を 選ぶ 
2 叶 叶 実行 
移動 する ペー ジ を 指定 する (どこ を ?) 
[ SHIFT ] を 押し な が ら 昔 の シネ マ が 好き だ 。 ピー 
時 | 何 年 た と うと 色あせ る g 員 実行 


カー ソル を その ペー ジ (どこ で も よい ) に 表示 させ る 。 


(ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


カー ソル を その ペー ジ (どこ で も よい ) に 表示 させ る 。 


いら ひい ン 柄 蘭 ロ ユー Ei 


0 と 続き OX〒 を 削除 する ( 務 削 隊 ) 


ひと 続き の 文章 (文字 列 ) を 削除 し ます 。 
削除 し た あと は 、 後 の 文章 が 自動 的 に 詰め られ ます 。 


オー スト ラリ ア 人 の オー スト ラリ ア 人 の 
ユー モア の セン ス は ユー モア の セン ス は 


EE エン 6 子供 の よう に 純粋 で 、 
ウィ ッ ト に 富ん だ イ イタ ズラ が 好ま れ ま す 。 
タ ズ ラ が 好ま れ ま す 。 


編集 」 を 選ぶ 


p > | 藤 信 カル 還 


し 
人 


全文 削 倫 
20MINNE 


捕 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 の 削除 は で きま せん 。 


本 本 ーーーー ーー ーーーーーー 


文字 列 削除 の 手順 


[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


ey 実行 
中 
文字 列 を 選ぶ 
ゆ 実行 
9 3 
削除 する 文字 列 を 
F 指定 する (どこ か ら ? ) 時 遇 演 夫 
4 ぷっ ー ッ ー 
タ ズラ うっ [実行 
6 る 2 ー タ ズ ラ が 好ま れ ま す 。 
削除 する 文字 列 を 
指定 する (どこ まで ? ) 72 に 7 
ウィ ッ ト に 富ん だ | 参 っ [実生 
タ ズ ラ が 好ま れ ま す 。 
文字 列 を 削除 する 
Le に 。 [ 琶 滴 を WW す と 5 の 
指定 範囲 を 削除 し ます * 電電 
よろ し いで すか ? 操作 に も どり ます 。 
[実行 ]〔 は い [ 取 削 : い いえ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


ひら ひら 豆 ロ ユー コ ti 


田 月 く 閉 ん た 部 半 を 削除 する (大 匠 肖 人 


四角 く 指 定 し た 範囲 を 削除 し ます 。 
削 際 し た あと は 空白 (スペ ー ス ) に な り ま す 。 


編集 を 選ぶ 


押 う | 編集 偽 和信 カル 還 層 且 4 終了 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 、 英 文 は 削除 で きま せん 。 
で @ 2 ペー ジ 以 上 に また が っ て 削除 する こと は で きま せん 。 


130 


領域 削除 の 手順 


削除 を 選ぶ 


KO ゅ 


ビ 2 実行 


領域 を 選ぶ 


> くき 
( マ ) 


ラー 


削除 する 範囲 を 指定 
する (どこ か ら ? ) 


いい と 巧 工 ロ ユー コト ii 


削除 する 範囲 を 指定 
する (どこ まで ? ) 


き 実行 


削除 する 
| 人 
指定 範囲 を 削除 し ます [取消 を 押す と 5 の 


よろ し いで すか ? 操作 に も どり ます 。 
[実行 ] : は い 【[ 生 削い い ぇ 


に Eia に 
() 
YY 
ト 2 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる に は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


本 


| バツ まる こと 削る ( 員 人 


1 ペー ジ ま る ご と (けい 線 、 枠 、 図 形 梓 お よび 英文 を 含む ) 
削除 し ます 。 


2 1 世紀 まで に は 、 音声 入 


それ し て も 、 こ こ 数 年 の 著 


し い 進 | 皇 、 ワーズ ロ の 主流 は 多 
、 大 画面 


2 1 世紀 まで に は 、 音声 入 


現在 、 ワ ソー プロ の 主流 は 多 
画面 


編集 」 を 選ぶ 


計 
50096S ま SS 5 


貞 削 除 の 手順 


叶 実行 
うみ [実行 
削除 する ペー ジ を 指定 する 
を 押し な が ら それ し て も 、 こ こ 数 年 の 著 
+ う [寄生 


(前 真 ) か 
馬 上 


[取消 を 押す と 5 の 
操作 に も どり ます 。 


処 共 認 

指定 され た 頁 を 削除 し ます 
よろ し いで すか ? 
[ 肥 滑 : い いえ 


> [実行 ) 


m 
回 q 


其 征 は い 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


削除 する ペー ジ で あれ ば カー ソル 位置 は どこ で も よい 。 


isimNESAI CD 


全 ペ ー ン 削除 する ( 全 又 削除 ) 


ワー プロ で 編集 中 の 文章 を すべ て (けい 線 、 枠 、 
図形 枠 、 英 文 行 も 含む ) 削除 し ます 。 


編集 」 を 選ぶ 


晴 | 藤 修飾 カ 伯 印刷 記号 レ 欠 7 


全文 削除 の 手順 


うき [実行 


削除 する 


呈 編集 画面 に ちどり ます 。 


編集 中 の 文書 を 削除 し ます 
よろ し いで すか ? 
[実行 〔 は い [ 取 測 : い い ぇ 


pemNERSI 者 CD 直 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


文字 を 行 の 中 心 、 右 端 、 左 端 に せ る 


(中 ン タリ ング 右寄せ 、 左 寄せ ) 


その 行 に ある 文字 を 行 の 中 心 、 右 端 、 ま た は 左端 の いずれ か に 
寄せ る こと が で きま す 。 


2 ジグ ク / 


PARTYI 


T) 3 月 20 日 プ PM5 : 00 
P) PANA ク ラブ ハウ ス 


T) 3 月 20 日 プ PM5 :00 
P) PANA ク ラブ ハウ ス 


得意 料理 を 持ち 寄っ て | 


得意 料理 を 持ち 寄っ て ね 


編集 を 選ぶ 


。 っ | 綿 カ ル 因 


揃え の 手順 


ま は - ー 
セン タリ ング 、 右 寄せ 
左寄せ の どれ か を 選ぶ 
に 実行 第 
 ー ゴ 
( 例 : セン タリ ング の 場合 ) 1 
揃え を 実行 する 『 
プ 
男 
機 
用 
座 PARTY! 呈 実行 2 
(C) 
ろ 
カー ソル を 揃え る 行 (その 行 な ら 
どこ で も よい ) に 移動 させ る 。 
※ 他 に も 同じ よう に 揃え た い 行 が ある 場合 は 
この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 
し ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


< 下 泊 は 寄せ られ ます が 、 け い 線 は 寄せ られ ませ ん 。 


@ けい 線 の 間 で の セン タリ ング 、 寄 せ 等 (プロ ッ ク 編 集 ) は で きま せん 。 


文書 中 の 文字 を さがす 検索 ) 


その 昔 、 た ま ご の 好き な 王様 
が いま し た 。 た ま ご さ え あ れ 
ば 大 満足 で 、 朝 も た ま ご 、 昼 
名 た た 上下 ど 、 夜 も た ま ご 。 と う 
どう た ま ど に な が ゃ た らき 。 


「 た ま ご 」 を 検索 する と ・・・ 


文書 中 に ある 特定 の 文字 列 を さがし だ し ます 。 


その 昔 、 た ま ご の 好き な 王様 
が いま し た 。 たま さえ あれ 
ば 大 満足 で 、 朝 も た ま ご 、 昼 
も た ま ご 、 夜 も た ま ご 。 と う 
と うた ま ご に な っ た と さ 。 


カー ソル が 「 た ま ご 」 の 先頭 に 表示 され ます 。 
検索 を 続け る と 、 次 々 と 「 た ま ご 」 に カー ソル が 
移動 し ます 。 


「 編集 」 を 選ぶ 


@ 文書 中 に な い 文 字 を 検索 し よう と する と 「 文 字 列 が 見 つか り ま せん 」 と メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 こ れ は 何 か キ ー を 押す と 消え ます 。 


2 


検索 の 手順 


検索 を 選ぶ 
Ko ゅ 
検索 方 向 を 選ぶ 
9 〆/ ヽ 
KO * う 矯 
白い カー ソル を 合わ せる 9 
量 
検索 文字 を 入力 し (最大 12 文 字 ) 
検索 を 開始 する M 
で サ ji ー、 検索 方 向 に 向かっ て 、 も っ と も 近い 
検索 っ 実行 | 打 字 に カー ソル が 表示 され ます 。 | 昌 
た ま ど ご 計 
検索 し た い 文 字 を 入力 し ます 。 は 
検索 を 続け る 最後 の 検索 文字 に カー ソル が っ 
移動 し た あと [ 実行 で 


その 昔 、 た ま ご の 好き な 王様 行 ] さっ 27 っ か の 3 で ん 
が いま し た 。 た ま ご さ え あ れ +[ 行 )- -[ 実行 ] * 文字 列 が 見 つか り ま せん 


カー ソル が 移動 し ます 。 この 表示 は 消え ます 。 


検索 方 向 を 逆 に する (4 で 指定 し た 方 向 と 逆 む き に 検索 を 行う ) 


KO っ | X 層 軸 | 9( 間 行 )… 
[ 次 | を 選ぶ と 方 向 が 元 に も どり ます 。 
検索 を 中 止 す る (3 の 画面 に も どる ) 


[O+ は TTF 還 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 
e 文章 の 意味 や 文字 サイ ズ 、 文 字 の 修飾 に 関係 な く 指定 し た 文字 と すべ て 一 致す る も の が 検索 さ 


れ ま す 。 


で が し た X 字 を 別 の X 字 に 稚 2 る ( 革 


文書 中 の 指定 し た 文字 列 を さがし だ し 、 他 の 指定 し た 文字 別に 置き 換え ます 。 
( 例 ) た ま ご を トマ ト に 置き 換え る 


その 昔 、 た ま ご の 好き な 王様 その 昔 、 ト マト の 好き な 王様 
が いま し た 。 た ま ご さ え あ れ が いま し た 。 トマ トト さえ あれ 。| 
ば 大 満足 で 、 朝 も た ま ご 、 恒 | 陸 。| ば 大 満足 で 、 朝 も トマ H、 昼 
も た ま ご 、 夜 も た ま ご 。 と う も トマ ト 、 夜 も トマ ト 。 と う 
と うた ま ご に な っ た と さ 。 と う ト マト に な っ た と さ 。 


「 編 集 を 選ぶ 


ーー 


記号 23 終了 


と 】 


ガイ 5 明 


@ 文書 中 に な い 文 字 を 検索 ・ 置 換 し よう と する と 、「 文 字 列 が 見 つか り ま せん 」 と 表示 さ 
れ ま す 。 
e 置換 文字 を 未 入力 の まま 置換 を 行う と 、 検 索 し た 文字 列 は 削除 され ます 。 


置換 の 手順 


実行 
検索 方 向 を 選ぶ 
名 
ぅ 名 
検索 カ 叶 
・ 
全 置 換 を 選ぶ 
3】 + っ [本 


※ 次 ペー ジ に 続き ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は |[ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


SssimNERNI CD 直 


部 
の ゆ ) 
文 
字 
列 
を 
置 
換 
す 
る 
と 
さ 
は 
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文 林 方 向 に 全 置換 し ます 本 実生 
よろ し いで すか ? 
[実行 ] : は い [ 屋 削 : い い ぇ 


置換 し た い 文 字 を 検索 する 

行 eee ジー 回 図 財 尽 キー で [ 前 人 選ぶ と 
実生 "4 で 検索 し た 方 向 と 逆 の 方 向 に 

検索 する こと が で きま す 。 

置換 し た い 文 字 に カー ソル が 

表示 され る まで 何 度 か 押す 
置換 する 

ーー 
KC く ) ョ 2 に 実行 
続け て 置換 する と き は 


その 昔 、 た ま ご の 好き な 王様 
が いま し た 。 ト マト さえ あれ 
ば 大 満足 で 、 朝 も た ま ご 、 昼 
も た ま ご 、 夜 も た ま ご 。 と う ョ ノ 実行 
と うた ま ご に な っ た と さ 。 

置換 し た 文字 列 の 次 の 文字 列 に カー ソル が 表示 され て いま す 。 


[次 また は | 前 を 選ぶ 


く @S@7 2 


| 次 放 選 ぶ と 4 で 選ん だ 
検索 方 向 に 検索 を 行い ます 。 
[前 放 選 ぶ と 4 で 選ん だ 
検索 方 向 と 逆 の 方 向 に 
検索 を 行い ます 。 


@ 最 後 の 文字 列 に カー ソル が 表示 され て いる と き に 、 で 「 文 字 列 が 見 つか り ま せ 
ん 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ の メッ セー ジ は 何 か キ ー を 押す と 消え ます 。 


中 止 を 選ぶ 


KC ゅ | * 
2 の 画面 に ちどり ます 。 


(ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


esmNERI 者 CO 由 


行先 頭 を 拉 え る イン テン ト 


共 行 の 先頭 を 指定 し た 桁 に 合わ せま す 。 
カー ソル の ある 行か ら 下 の 行 の 先頭 を 一 度 に 揃え る こと が で きま す 。 


川 | しれ は 浅 の クラ ブ 
| トウ ス で の 出来 事 


| 川 | で あぁ っ た 。 私 は い 


それ は 潜 の クラ ブ ハ ウ ス で 

の 出来 事 で あっ た 。 私 はい 
つも の と お り の 時 間 に 朝 食 

を 済ま せ 、 砂 浜 に 出かけ た 。 
海 は 静か で 、 い つも と か わ 4 
りな い 朝 の よう に 思え た 。 


RES 


@ 画面 に 出 て くる イン デン トマ ー ク 則 は 印刷 され ませ ん 。 


Mg それ は 汐 の クラ ブ ハ ウス で 
3 の 出来 軸 で あっ た 。 私 は い 計 
KC つ くず | つも の と | お ぉ り の 時 間 に 朝食 | ゆ 【 天 符 
を 済ま せ 、 砂浜 に 出かけ た 。 


水色 の 部 分 に 設定 され ます 。 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


い ど いら と 穂 華 ロコ ー コ WE 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
000NNR2G、UNBIL85 2 細 以 9 ボン トド が 
欠 さ れ ま す 。 


クノ 位 置 眉 / 朋 除 す る 2 ノ 設 定 解 


タプ 位置 ( TAB] キー で カー ソル を 移動 させ る と き の 位置 ) の 設 
定 と 解除 を お こない ます 。 


| 人 策 ア 昌 剛 記号 終 7 た デ HR か な 覆 人 削除 | 
タプ 位置 は あら か じ め 1 、6 、11、16…… に 設定 され て いま す 。 


編集 」 を 選ぶ 


5 2 
解 位 
る す 


タブ 位置 の 設定 / 解 除 の 手順 


タブ を 選ぶ 思 
・ 


全文 削 3 実行 


0 SB 


設定 ・ 解除 を 選ぶ 


ED 第 

9 

ト - ゴ 

章 

タブ 位置 を 設定 設定 し た い 桁 に カー ソル を 合わ せる ? 

・ 解除 する 

っ | キー キーー ョ ーー ョ ーー .、 ロ 

KC> つ 』  「 急 | カー ソル を 移動 し (RET) M 仙 に 

※ 複 数 の タブ を 設定 解除 する と き は この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 | 

8 | 短 較 襲 | 上 
ー デー タ の き 録 を し ます ー 
ッ ょ 2Lu で す ヵ ? | 【( 天 生 


[実行 ] : は い [ 取 測 いい ぇ 


の し ます 。 


4 で 全 解 除 を 選ぶ 上 る ろ し いで すか 7 


仁和 : は ぃ ( 滑 
+ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は 
@ 全 解 除 を 行う と あら か じ め 設 定 され て いる タブ 位置 も 解除 され ます 。 


し ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


MM 


ー 本 較 


文字 を 目立た せる (文字 修飾) 


メチ を 日 折 、 対 体 入 子 に する 看 調 


文字 に 変化 を つけ て 目立た せま す 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 中 | つい アァ グッ プ ・ マー ワ グ 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 


修飾, を 選ぶ 


放 王 店 


3 伯 | 


印刷 記 4 欠 7 


。 ひと つ 前 の 提 作 に も どる と き は [取消 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 】 


@ 拡大 文字 を 白 抜 き し て 印刷 する と 、 見 に くく な る も の が あり ます 。 


強調 の 手順 


ョ ノ うき 実行 
種類 を 選ぶ 
へ き 中 [実行 第 
に 
旦 
範囲 の 指定 の, 
(どこ か ら ? ) 
行 男 
3 ッ 「 ハ ー ド ボイル ド 」 + ( 表 和 機 
K の こ @〉 ー 
5 
いい 
範囲 の 指定 ろ 
(こま で?) 
ey | 「 ハ ー ド ボイル ド 」 g 実行 
KO ペッ 
マ J 
[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


語詞 “ 外 字 、 半 角 文 字 を 白 抜き に する と 、 見 に くく な る も の が あり ます 。 
文字 問 けい 線 (1 7 0 ペー ジ ) で か こん で 斜体 を か ける と 最後 の 文字 が 株 に 重なり ます 。 
e 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 
他 の 文字 修 節 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 
e 消し た いと き は 「 調 解除 」 (1 5 6 ペー ジ ) 
e 文字 間隔 が 猿 い と き に 斜体 を か ける と 、 前 後 の 文字 と 重なる こと が あり ます 。 


文字 を 回 転 させ る (回 転 ) 


文字 を を に 9 0 度 回 転 さ せま す 。 


[ハー ド ボ イ ルド | と いえ ば 「 ハ ー ド ボイル ド ] と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を つい 前 議 時 較 隊 ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 | 意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 


修飾 」 を 選ぶ 


Wh っ | 編 條 人 7 固 


記号 23 終了 


+ 
(修飾 ) 
圭 盾 到 = 罰 )%()、| 、 一 な ど を 回 転 す る と お か し く な り ま す 。 ( 例 : じ | ロ ) 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 0 
e 他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 


回 転 の 手順 


回 転 を 選ぶ 
2 叶 っ [実生 
9 0 度 を 選ぶ 
2 っ [実生 
範囲 の 指定 ウ 
(どこ か ら ? ) H 
フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ ェ ー 折 
Pe し 2 実行 機 
KO】 ゅ 
5 
い 
範囲 の 指定 | ろ 
(どこ に まで?) 
っ | 古 軸 議 記 マー ロウ | ゅ [実生 
2 
Ko ペタ 
[ESC ) で 編集 画面 に ちどり ます 。 


ご 注意 @ 名 読点 ・ 記 号 ・ だ く 音 ・ 半 だ く 音 ・ よ う 音 な ど は 、 位 置 が 不 自然 に な り ま す 。 
コ @ 綱 体 を か け て 回 転 させ る と 、 文 字 が 右 さ が り に な り ま す 。 
@ 回 転 文 字 を 縦 書き (2 6 0 ペー ジ ) する と 1 8 0 度 回 転 し ます 。 
@ 2 回 以上 指定 し て も 9 0 度 以上 回 転 し ませ ん 。 


e 消し た いと き は 「 文 字 修 解 除 」 (1 5 8 ペー ジ ) 


駐 字 に を か ける ( 網 か け ) 


指定 範囲 の 文字 に 網 を か け ま す 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」] と いえ ば 
4% フィ サ リッチ < マー 馬立 多 つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 


思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 


+ | 本 倫 カ 届 記 4 人 ア 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e 他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 
e 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 


修飾 」 を 選ぶ 
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繝 か け の 手順 


網 か け を 選ぶ 
記 


N_/ 
= 
マン] 


| 尊 内 | | 


強 調 


網 の 濃 さ を 選ぶ 
避 * 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ?) 


ハー ド ボ イ ルド 実行 


範囲 の 指定 
(どこ まで 7 ) 
=y ハー ド ボ イ ルド 2 実行 
KO 
3 
[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ 斜体 に し た 文字 に 網 を か け 印 刷 す る と 、 指 定 範 囲 の 隣 の 文字 に も 網 が か か る こと が あり ます 。 


@ 縦 倍角 (4 倍角 を 含む ) の 文字 が ある 行 で 網 か け す る と 、 網 か け を 指定 し た 範囲 で どの 大 き さ の 


文字 に も 縦 倍角 の 高 さ の 網 が か か り ま す 。 
@ 文字 を 削除 、 訂 正 し た 場合 、 そ の 部 分 の 網 は 消え ます 。 
@ 消し た いと き は 「 文 字 修 飾 解除 」 (や 1 5 8 ペー ジ ) 


KeiimNER] 人 CO 直 
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下線 を 引く (下線 ) 


文字 に アン ダー ライ ン を 引き ます 。 


「 ハ ー ド ボイル ド | と いえ ば [ハー ド ボ イ ルド | と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を うい ディ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 意味 は 「 固 ゆで 卵 | で ある 。 


修飾 」 を 選ぶ 


EDF 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 〕 
@ 他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 


下線 を ひく 手順 


由 2 実行 
F 実行 第 
づ 
章 
範囲 の 指定 ? 
(どこ か ら ?) 本 本 プ 
中 | フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ ひみ 。 [実行 機 
較 い 
い 
範囲 の 指定 ろ 

(どこ まで ?) 


2Z2202 alM 


3 
KO 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


還 記 | “ 下 板 を ひい た 文 を 縦 書き (や 2 6 0 ページ) に する と 、 線 は 文字 の 右側 で な く 在 側 に 
つき ます 。 


@ 下線 を ひい た 文字 を 削除 ・ 訂 正 し た 場合 、 そ の 部 分 の 下線 は 消え ます 。 

@ 英文 ワー プロ の 下線 は 2 9 0 ペー ジ を ご らん くだ さい 。 

@ 消し た いと き は 「 文 字 修飾 解除 ] (や 1 5 8 ペー ジ ) 

@ 和 型 体 に し た 文字 に 下線 を ひき 印刷 する と 、 指 定 範囲 の 隣 の 文字 に も 下線 が か か る こと が あり ます 。 


日 放 、 体 人 子 を 取り 消す (8 調 衣 


白 抜き ・ 仙 体 ・ 太 字 を 指定 範囲 だ け 一 度 に 取り 消し ます 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


| 一世 宮 イル ド 」 と いえ ば 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 めで 卵 」| で ある 。 


白 抜き 


修飾 」 を 選ぶ 


前 >| 茶 内 カ 昌 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は |[ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


強調 を 取り 消す 手順 


解除 を 選ぶ 


2 っ ゅ 


男 囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


< 
KS * 


「 ハ ー ド ポイ ルド 」 と いえ ば 


男 囲 の 指定 
(どこ まで ? ) 


ココ L 2 意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。| 
KO 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


実行 


実行 


実 


ラー 


行 


びら ひい C 穂 華 ロ ユー コト 


暫 、 拉 が け 下 級 を 取り 消す (人 逢 拉 


回 転 ・ 網 か け ・ 下 線 を それ ぞ れ に つい て 指定 二 囲 だ け 取 り 消 し ます 。 


-「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


| % ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
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修飾 を 取り 消す 手順 
回 転 を 例 に あげ ます 。 
HE 内 | 
「 へ 中 強 調 字 実行 
ー/ 


解除 を 選ぶ 
き " 実行 第 
づ 
に と 
時 
ワ 
範囲 の 指定 ー 
(どこ か ら ?) 2 機 
2 意味 は 「 固 @ 圭 」 で ある 。 っ う [実行 能 
範囲 の 指定 
(どこ まで ? ) 二 
回 意味 は 「 固 @ じ 記 | で ある 。 ュ > (東生 
ceo> 間 還 還 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


[ メ モ j @ 網 か け ・ 下 線 の 取り 消し も 操作 は 同じ で す 。 
_ 英文 ワー プロ の 下線 を 取り 消す こと は で きま せん 。 


X 務 修 節 を 9 バ て 肌 り 消す ( メ 務 條 全角 


指定 し た 範囲 の 白 抜き ・ 斜 体 ・ 太 字 ・ 回 転 ・ 網 か け ・ 下 線 の す 
べ て を 一 度 に 取り 消し ます 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


「 バ ハー 記 宗 イ 上 記 」 と いえ ば 
つい ファ グッ ジ "・ マ アー グ を に さ 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


3 STOP 
1 8 


TK 
さ 


記 ち 23 


』 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
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修飾 を 全 解除 する 手順 に 


解 際 を 選ぶ 


守 実行 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


に 
6@ る 2 


「 ハ ー ド イル ド 」 と いえ ば | 


男 囲 の 指定 
(どこ まで ?) 


| 意味 は 「 固 ゆで 独 」 で ある 。 実行 


ssssimNN| 上 CO 直 


[ ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 


文字 の 大 き さ を 変え る (文字 サイ ズ ) 


文字 を 半角 に 変え る (半角 ) 


どん な 大 き さ の 文字 も 、 標 準 ( 全 用 ) 文字 の 幅 1 / 2 の 大 き さ に し ます 。 


し だ アコ ニニ バン ッ と る ネン ンー 


独 炎 包 ルル ツゲ 「 


赤 は 水色 の メレ ン ゲ 


「 サ イズ 」 を 選ぶ 


Isz| 


に ss で 


[ メ モ |  % ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や あめ る と き は [ ESC 


半角 に 変え る 手順 


半角 を 選ぶ 
マン 
と 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


ma 
6@ る 5 


範囲 の 指定 
(どこ まで ? ) 


に 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


棋 倍角 


ssiiimNERKI 川 は CO 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 
@ カタ カナ の だ く 音 や 半 だ く 音 を 半角 に する と 、1 文字 が 2 文字 分 に な り ま す 。 ( ガー が ) 


ーー 証 


文字 を 全角 に 変え る (全角 ) 


サイ ズ を 変更 し た 文字 を 、 標 準 ( 全 朋 ) 文字 の 大 き さ に も ど し ま す 。 


St キラ に < 包 の っ っ < エー ニーク 
放 六 似 ル ツゲ | 8 は 介 の メレ ング | 


赤 は 水色 の メレ ン ゲ 


「 サ イズ dl を 選ぶ 


SI: 
UE + | 敵 六 枠 図 % 


Uli 
誤 | 誤 
半 | 判 | 豆 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 】 


全角 に 変え る 手順 


全角 を 選ぶ 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


範囲 の 指定 
(どこ まで ?) 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


実行 


ラー 


っ しほ ド 反 の つ メ テン クジ | き [実行 


NssiiimNERNI 者 は OO 由 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 
@ 半角 の だ く 音 、 半 だ く 音 を 全角 に し て も 1 文字 に な り ま せん 。 


メチ を 本 全角. 絆 信 H 朋 、4 信 角 に する 柄 倍 角 、 拉 倍角 、4 倍 角 


どん な 大 き さ の 文字 も 、 横 倍角 、 縦 倍 朋 、 4 倍 朋 に な り ま す 。 


0 タ 球 《 ラ に どう エー ニー ダグ“ 


横 倍角 
late クビ に mem | 因 ル 
4 悦 角 


大 は 水色 の メレ ンダ ズ | 


' サ イズ 」 を 選ぶ 


lg] 


っ 人 座 衣 
4 倍 骨 
3 敵 りほ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ] 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


1 王 議 間 障 NN 


倍角 に する 手順 


サイ ズ を 選ぶ 
ご マフ 
ey 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


3 
KC 
範 囲 の 指定 


(こと お で 7 


恋 は 水色 の メレ ン ゲ に 実行 


うき 恋 は 水色 の メレ ング 実生 


issmNERI 者 は CO 湊 


[ ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


e 4 倍角 以上 の 文字 は 、 行 印刷 (2 6 2 ペー ジ ) で 指定 し ます 。 
@ 空白 は 倍角 に で きま せん 。 


具 子 ト 池 を 書く 上 添字 ト ※ 了 / 


X* 十 Y! (上 添字 ) や HO ( 下 添 字 ) に 使い ます 。 


H2O H。O 


「 サ イズ 」 を 選ぶ 


ド [GTRL] + | カズ! 珠 画 着 


mg] 


回 
2 
避 | 叶 
8 


計 : 
昌 
押 証 


| | Fr 
郭 | 丈 
T 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e 英文 ワー プロ で は 使え ませ ん 。 


@ 縦 倍角 の ある 行 で も 、 全 角 の み の 行 で も 、 上 添字 と 下 添字 は 同じ 桁 位置 に 入力 で きま せ 


ん 。( 例 : XS3 は で き な い 。 X2。 か XX。3) 
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下 添字 を 選ぶ 
> [ 還 
範囲 の 指定 
(どこ か ら ) 
実行 
実行 
(この 場合 に は 動か さ な く て よい ) 
下 添 字 - (印刷 ) 
書式 設定 ( 心 1 0 6 ペー ジ ) で 
いっ て ん と っ 行間 隔 を 小さ くす る 。 いっ て ん と っ な 
ー 占 突破 (この 場合 8 ドッ ト ) ュ 一 点 突 破 
2 行 に わけ て 入力 する 
で 編集 画面 に ちどり ます 。 
@ すべ て の 文字 を 添 字 に で きま す 。 


添え 字 を 書く 手順 


いら いら 悪 華 ロ ルー コト 


けい 緑 を ひく (けい 線 ) 


メチ 0 上 財 に けい 幸 を ひく ( 信 宇 、 字 間 ル 維 


文字 を か こん だ り 、 表 を つく る と き な ど に 使い ます 。 


こ ひ こう き 雲 | ・| 文字 上 けい 線 


ゴゴ . | 文字 間 け い 線 


| 
(けい ) ー 


| 前 | 


| % ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 人 中 で 操作 を や め る と き は (ESG ) 


@ けい 線 は 1 ペー ジ に 1 1 3 本 まで ひく こと が で き 


けい 線 を 引く 手順 


文字 上 けい 線 を 例 に あげ ます 。 
文字 上 けい 線 を 選ぶ 
 。 - 還 
線 の 種類 を 選ぶ 
… 実行 
範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 
> 
※ 文 字 間 けい 線 は 史 (三角 ) の カー ソル が で ます 。 
範 囲 の 指定 
(どこ まで ? ) 
こ 
の 


始点 が 同じ で あれ ば 、 こ の 操作 を 繰り 返す 。( 始 点 を 変え る と き は [ 取消 ] ) 
[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 行 印刷 を ( 心 262 ペ ー ジ ) を 指定 する と 、 けい 線 は 印刷 され ませ ん 。 
英文 ワー プロ の けい 線 と 日 本 語 ワ ー プ ロ の けい 線 は 、 い っ し ょ に 使う と ズレ ます 。. 
表 な どの 中 に は 英文 行 は 作ら な いで くだ さい 。 


X 
中 


* 英文 ワー プロ の 入力 不可 能 エ リア (画面 右端 の グレ ー で 表示 され た 領域 ) に ひい た けい 線 は 印刷 


刷 さ れ ま せん 。 


ひど いと 柄 芋 ロ コー 旧い 


けい 線 を 消す 


始点 と 終点 を 指定 し て 、 け い 線 を 消し ます 。 


「 け い 線 」 を 選ぶ 


(けい 線 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ けい 辺 を ひく と き と 同 じ よ うに 、 消 し は じ め の 位置 が 同じ で あれ ば 、 終 わり の 位置 を 変 
える だ け で 連続 し て 線 を 消せ ます 。 ' 


けい 線 を 消す 手順 | 


文字 上 けい 線 を 例 に あげ ます 。 


文字 上 けい 線 を 選ぶ 
 * 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ?) 


っ [実行 


範囲 の 指定 
(どこ まで ? ) 


[へ 」 


始点 が 同じ で あれ ば 、 こ の 操作 を 繰り 返す 。( 始 点 を 変え る と き は [ 取消  ) 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


e 縦 の けい 線 は 、 半 角 文 字 が ある 場合 、 文 字 上 か 文字 問 か わか り に くく な る こと が あり 
W ます の で ご 注意 くだ さい 。 


e 文字 上 ・ 文 字 間 けい 線 は 同時 に 消せ ませ ん 。 別々 に 消し て くだ さい 。 
@[ 実行 ] を 押し て も 消え た よう に 見 えま せん が 、 カー ソル キー で 位置 を ずら す と 消え た こと 


- が 確認 で きま す 。 


eiimNERNI 者 は OO 拓 


他 の ペー ジ を 見 な が ら 入力 する (画面 分 割 ) 


画 画 分 割 の 特徴 


一 


画面 を 上 下 に 分 割 し 、 同 じ 文 書 の 他 の 部 分 を 見 な が ら 入 力 ・ 編 集 を 
お こ な う こと が で きま す 。 


OhKWKWKtkmwsmKw 
サイ ズル 立 画面 2 制 英文 枠 図 % 


| リズ 上 画商 X 禁 還 只 了 た エー か 6 提 人 前 了 | 
上 下 そ れ ぞ れ に 同じ 文書 の ちがう ペー ジ を 
表示 で きま す 。 


画面 分 割 に つい て 


・ 上 段 、 下 段 ど ちら で も 入力 ・ 編 集 す る こと が で きま す 。 

・ ど ちら か の 段 で 入力 ・ 編 集 す る と 、 も う 一 方 の 段 で も 同様 に 入力 ・ 編 集 さ れ た 画面 に な り ま す 。 

・ 上 下 そ れ ぞ れ 同 じ 文 書 の 違う ペー ジ ( 行 ) を 表示 する こと が で きま す 。 

・[LSHIFT ) を 押し な が ら [ SELECT ] を 押す こと に より 、 編集 画面 (カー ソル の 表示 され て いる 段 ) を 切 
り 替 えま す 。 

マウ ス を 使用 し て いる 場合 に は 直接 、 上 段 、 下 段 に 馬 を 移動 させ て トリ ガー ボタ ン A(1 ) を 押し て 
切り 替え ます 。 

・ 各 種 機能 は 、 画 面 が 分 割 さ れ て いな いと き と 同 じ よ うに 使用 で きま す 。 

・ 標 準 画面 だ に け で な く 、 レ イア ウト 、 縮 小 画面 も 分 割 す る こと が で きま す 。 

また 画面 分 割 後 、 上 段 、 下 段 で 操作 設定 を 行う と 別々 の 画面 (標準 、 縮 小 、 レ イア ウト ) に 設定 する 
こと が で きま す 。 


@ 初級 モー ド で は 、 分 割 する こと が で きま せん 。 
@ 分 割 画面 で は 、 下 段 の ほう が 1 行 多 く 表示 され ます の で 、 下 段 を 入力 ・ 編 集 画面 に 
する ほう が 、 よ り 使 い 易く な り ま す 。 


面 分 割 を 選ぶ 


画面 を 分 割 す る に は 


LCTRL] ゅ 


LF3) 
(画面 分 割 ) 


カー ソル を 移動 させ る に は 
_ 徹 向 相 4 細 机 6 枯 請 


サイ ズ けし 線 画面 人 浪 敵 枠 図 史 終了 た エ R か な 挿 人 削 際 


※ 同 じ 操 作 で 逆 方 向 に も 移動 で きま す 。 


サイ ズル 浪 画面 割 央 


御 図 終了 


を 押し な が ら 


を 避 


※ カ ー ソ ル の ある 段 が 入力 ・ 編 集 画面 と な り ま す 。 


@ も う 一 度 、 


サイ 泊 画 大 枠 図 包 装 了 た ェ R か な 振 人 前 


(画面 分 割 ) を 押す と 、 標 準 画面 (分割 前 の 画面 ) に も どり ます 。 


い ン 柄 護 ロ コー コト 


い 


10 


| 


採 作 設 と 組み 合わ せ て 使う と 


操作 設定 と 組み 合わ せる と 、 上 段 に レイ アウ ト を 表示 し 、 下 段 
で 入力 する 等 の いろ いろ な 組み 合わ せ を 作る こと が で きま す 。 


標準 標準 縮小 標準 レイ アウ トノ 標準 
大 病 緒 4 


| 
| 体 み が 藤 わっ た ら 受 職 シ ー ズ ン 到 氷 だ ね 。 加 ・・・・・・・・・・ | | 


| 林 は 
| ガス 線画 天文 要 国共 了 た ュ - H か な 捕 人 前 際 | 


es 畠 和 M/ 縛 が レイ アウ トノ 縮 小 


と テテ イド ミー キオ テナー ま 2 還 FPPPRREEPPEPPEEPRRYPHEPE | トー ゴー | 
| | 


本 | 
SO3CRR3 HH] / SS RSC の SC 2 ーー 
| 時 本 9 人 | 相 で に に で の | に に ゃ で | | 四 E ] に で くつ ] ピ | | 
回 5 SM gs 2AfS 9 0 Ssk22、 trayeOE SrSaNa 間 e tst ss eps ゃ sms tws savel 前 較 ya ym の arae wma arweeg RSE 
| 休み が 終わ っ た ら 受 職 シ ー ズ ン 某 だ ね お 。 司 ・・・・・・・・ー・ | 体 み が 終わ っ た ら 受 職 シ ー ズ ン 侍 康 だ お 。 司 ・・・・・・・ーー | 体 み が 続 わっ た ら 受 験 シー ズン 到 だ ね 。・・・・・・ー・ー・ | 


| 普 い て 6、 笑 っ て も あと 2 ヶ月 。 還 ・・・・・・ ト トド | 普 い て 6、 舌 っ て も あと 2 ヶ月 。 還 ・・・・・・ ト トト トト | ] | 議 い て も 、 先 っ て も あと 2 ヶ月 。 四 ・・・・・・・・ し し し ・・ 


| 標 ー | 禁 E 
| ナス 画 和え 人 。 革 7 た > R が な 提 人 前 際 | | スリ 泊 画 衣 如 内 7 た R か な 提 人 前 | サ 伯 画 滑 和 衝 還 。 諾 7 た > H か 6 角 人 8 


標準 プレ イア ウト 縮小 プレ イア ウト 
- 科 3 生 緒 4 和 


トー | に ヨコ 


| 桂 間 - 3 - 調 
| サイ 線画 大 瑞 枠 較 終了 た ュー R か な 拓 人 削除 | | サス 線画 天文 要 較 凌 了 た ュー か な 反 人 前 


RS 前 ペー ジ を 参照 し て 、 あ ら か じ め 表 示 を 変え た い ほ う の 段 に 
ー ソ ル を 移動 させ て お いて くだ さい 。 
きど の 人 CU 


操作 を 選ぶ 


9 - 
Pu 


Il 


4 
4 
2 
| 


縮小 標準 ルイ 小 


に 地軸 横 方 同 縦 亡 和 
(操作 ) 句読点 変換 し な い 司 請 主 る 
デジ マル タブ し なかい 四 馬 る 


分 類 名 非 表示 表 未 
制御 スペ ー ス 表示 非 表示 
操作 レベ ル 標準 初級 


ひご いら 柄 華 ロ \ー コ Ei 


表示 モー ド を 選ぶ 


うー 横 銘 弟 衣 
青い カー ソル を 合わ せる 句読点 変換 


mW [ 
| 乏 小 


地 入 希 構 希 基 天 ゆ 
人 読点 変換 し な い 還 馬 3 


表示 モー ド の 種類 を 
変え る 


KO 


白い カー ソル を 合わ せる 


準 | 設定 (よろ し 9 が? ウ 本 


を き 電 人 則 提 作 90- % 終了 た ュー R か な 搬 人 | 


@ 表示 モー ド は 、 画 面 分 割 し て いる と き に は カー ソル の 表示 され て いる 段 の み 変わ り ま す 。 
@ 操作 設定 ( 層 9 6 ペー ジ ) も 参照 し て くだ さい 。 


@ 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


アセ 9 リー 


号 を 作っ て 登録 し まし ょ う 。 


に 
登録 を 選ぶ 


SM 
Q 
IT で 
構 
9 
由 
G 
い 
で JJ 
85SN 
+ コ 
ろ 
揚 
9 
TE 
1J 
出 
皿 
1J 
中 
く 
人 レ 
G 
に 
3| 
※ 
ミ す 
で J 


じ 


せ た だ た り し て オリ ンカ ル の や 


記号 を 作る (外字 ) 


ゃ ば 
に こ 
ご 
中 
太 


文字 や 


が い 


外字 作成 の 手順 


外字 登録 を 選ぶ 


ら 


外字 を 作成 する 


中 誕生 針 反 転 東 逝 復 号 | な 5 入力 
2 


これ ら の 機能 を 使っ て 作成 し ます 。 (説明 は 次 ペー ジ 以 降 ) 


e 外字 の 編集 画 


AE 


らら 酸 蘭 ロ コー コ 同 CO 親 


参照 欄 : ここ に 
参照 し た い 文 字 
を 表示 させ ます 。 
「 転 送 」 を 使う 
と 、 一 部 分 を 利 
用 する こと も で 
きま す 。 


外字 を 作成 し ま 
す 。 


機能 選択 欄 仙 EBIESIFSY を Pa | 文字 入力 


外字 を 作成 し た ら 必ず 登録 し ます 。( 必 1 9 6 ペー ジ ) 


|。 “外字 は 1 文書 に つき 最高 4 0 文字 まで 登録 で きま す 。 
文書 を 保存 する と 、 そ の と き 登 録 し た 外字 も いっ し ょ に 保存 され ます 。 
文書 中 へ の 外字 の 入力 の し か た は 9 2 ペー ジ を ご らん くだ さい 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は ば [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


本 詳 


外字 作成 の ポイ ント 


外字 の 作成 は いろ いろ な 方 法 が あり ます が 、 こ こ で 2 ~ 3 代表 的 な 
作り か た を 紹介 し ます の で 、 参考 に し て くだ さい 。 


① 点 の み で 作る 。 ( 必 1 8 2 ペー ジ ) 
マス 目 ひ と つ ひ と つ に 点 を 描い て 外字 を 作成 し ます 。 


振 | 


FTTH 


編集 
方 眼 紙 な ど 下絵 通り に 点 を 描く 

記号 を 作成 する の に 向い て いま す 。 バ ラン ス を と る の が 難し い の で 、 方 眼 紙 に 下 

絵 を 描い て か ら 作成 する と うま くい きま す 。 


⑯ も と に な る 文字 や 記号 を 呼び 出し て 外字 を 作成 する 。( 必 192 ペ ー ジ ) 
FS 一 A 1WX が 持っ て いる 文字 や 記号 を も と に 修正 し て 作成 し ます 。 
例 点 で 修正 する 


加 Bssmi 四国 
記号 を 呼び 出し ます 。 あな た の 顔 に 


c 号 を 組み 合わ せ て 作る 。( 補 194 ペ ー ジ ) 


ロ 


⑬ 2 つ 以 上 の 文字 や 


号 を 組み 合わ せ て 作り ます 。 


ロ 号 と 、 参 照 欄 に 呼び 出し た 文字 や 


シャ ル を 作っ て みよ 


も と に な る 文字 や 
( 例 ) あな た の イ 


(中 島 常行 の 場合 ) 


つ 。 


Q っ nQ 


ュー 


Pa 
参照 杜 【 


ーー 


名 字 の 頭 文字 を 同じ よう !【 
呼び 出し ます 。 


頭 文字 を 半角 の 英 大 文字 で 


名 前 の 


出 昌 上 引い ー ト ロ 誤 記 っ 


編集 に 呼び 出し ます 。 


名 字 を 編集 欄 に 転送 し ます 。 


点 で 作る (パタ ー ン 作成 ) 


2 4X2 4 コ の マス 目 を ひと つ ひ と つ 点 を 描く こと に より 、 外 字 を 


作成 し ます 。 
オリ ジ ナ ル の 外字 を 作成 する の は も ちろ ん 、 作 成 し た 外字 の 修正 を 
お こ な う の に 有効 で す 。 


編集 欄 
※ マ ウス を 使用 する と 、 操 作 が より 科 単 に な り ま す 。 


| パタ ー ン 作成 の 手順 


外字 作成 の 状態 に する 。 
[SHIFT ] を 押し な が ら 
[ SELECT ) を 押す " 

編集 欄 に カー ソル が 表示 され る 。 
点 を 描く 
| へ 」 p 

KO SHIFT を の の ※ 押 し 続け る と 、 カ ー ソ ルキ ー の 

に 中 押し な が ら 方 向 へ 、 次 々 と 点 を 描き ます 。 


点 を 描く マス 目 に 
カー ソル を 合わ せる 


点 を 消す と き は 


NG 次 々 と 消し て いき ます 。 
や 押し な が ら の ⑨ こ @〉 和音 


消す 点 に カー ソル を 
合わ せる 


[取消 で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 第 
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ヒー ゴ 
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% マウ ス を 接続 する と き は 必ず 電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら お こ な っ て くだ さい 、。 
% マウ ス を 接続 し た と き は 「 プ リン タ の 機種 や マウ ス を 設定 する 」 (や 9 4 ペー ジ ) 
を 参照 し て 、 入 力 デバ イス を 「 マ ウス 」 に 設定 し て くだ さい 。 


作っ た 文字 を 埋 返 す ( 埋 返 ) 


編集 欄 の 文字 を 左右 逆 に 裏返し ます 。 ( 鏡 に 写し た と き と 同 じ 状態 
に する 。) 


中 ECIE 和 引き 
ECILSIHE 


続け て [実行 」 で も と に も どり ます 。 


・m・ 際 


[ 実行 ] を 押す ご と に 初め の 状態 と 
裏返し の 状態 が 切り 替わり ます 。 


全 


。 1 で 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は [ 取消 ) を 押し ます 。 
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編集 欄 の 曰 い 部 分 を 黒 に 、 黒 い 部 分 を 白 に 反転 し ます 。 


を 押す た びに 
切り 替わり ます 。 


e 機能 選択 杉 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は [ 取消 を 押し ます .。 


作っ た 双 チ を 回 さ せる (回 断 ) 


e 


続け て [ 実行 ] で さら に 9 0 度 ず つ 左 に 回 転 し ます 。 


e 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は を 押し ます 。 


eimNERNI CO 泊 


肖 去 ) 
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/ 
カー ソル で 指定 し た 範囲 の 点 を 、 一 度 に 消す こと が で きま す 。 
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慌 
江 
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消去 を 選ぶ 


実行 


に 


実行 
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こと か 
KO 


消去 する 男 囲 (左上 
の 角 ) を 指定 する 


( ど 


H 


こま で ? ) 


ミン 


消去 する 男 囲 ( 右 下 
の 角 ) を 指定 する 


( ど 


KC 


2 久 


[取消 ] で 機能 選択 状態 ( 


(2 


も どり ます 。 


ュー 


な いと き は [取消] を 押し ます 。 


* さ れ て いた 


示 


こ カ ー ソ ル が 表 


e 1 で 機能 選択 欄 ( 


@ 編集 欄 の み 消 去 で きま す 。 


文字 を 呼び 出す (文字 入力 


F S 一 A 1 WX が 持っ て いる 文字 を も と に し て 、 外 字 を 作成 する こ 
の 0 あま 98 
文字 は 編集 欄 で も 、 参 照 欄 で も 呼び 出す こと が で きま す 。 


節 変換 
読め: 外 _ 4 


文字 入力 の し か た 


シス テム ディ スク 1 を 
セッ ト す る シス テム ディ スク 1 
編集 また は 参照 の 


きき ) 
ンー 
文字 入力 を 選ぶ 


[ 避 和 _ 
6992 の 5 草 HHESml 


sesmNERRI OO 央 


文字 を 入力 し 
| っ 


モ @ すでに 編集 欄 に 文字 や 記号 が 作成 また は 呼び 出さ れ て いる 場合 、 削 除 し て か ら 呼 び 出し て く 
だ さい 。 前 の 文字 や 記号 と か さ な っ て し まい ます 。 

e 参照 欄 は 、 別 の 文字 や 記号 を 呼び 出す と 、 新 し く 書 き 替 えら れ ま す 。 

@ 3 で 文節 で の 入力 も で きま す が 、 呼 び 出せ る の は 最初 の 文字 の み で す 。 


I 
ペペ ー 
岬 


c 号 の 一 部 分 を 同じ 編集 欄 の 中 に 複写 し ます 。 


ーー 
9 
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すう 遇 

内 
| を 人 で ミ 
ーー 還 料 s 向 Ws 6 
= き [ol WO 5 
hs W "= 9 1 
で 関し P 
EE 『 


(おこ まで?) 


3 
| 
KO 則 


男 囲 を 指定 する 


| = 


複写 する 場所 を 指定 
する (どこ へ ? ) 


m 
KS2 則 
ある る 7 左上 を 指定 する 。 


[取消 で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 


ひど ひら 本 華 ロ コー コト 


2 
実行 


p 号 を も と に し て 、 外字 を 作成 し ます 。 


補 
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NN で 
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に 較 
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[1 [の ヨ 還 
ー 計 ま に 
区 NN 
LM NE 還 MA キ 
を Mi 0 Wi に 全 
ら 困 ま 5 
信 葉 6 
EF 回 還 導 ト 3 
1 区 へ Hi 4 < 
1⑳) ] 聞 提 電電 提 拉 拓 寺 提 Ne 上 M 
の 叩 
敵 回 に 
『r 


| 


記号 の 種類 を 選ぶ 


6@ 絹 + [実生 
候補 群 を 選ぶ 

| ぁ 思 な を sa 用 2 
呼び 出す 記号 を 選ぶ 


k ウ < く ツ っ e の G @ @ @ @ @ IP 実行 


tsmNENI| 風 は OO 由 


e 記号 の 他 に も 、 区 点 コ ー ド に よる 入力 や 外字 の 呼び 出し も で きま す 。 
@ 記号 の 一 覧 表 は 3 9 2 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


参 軌 し に 双子 を 利用 する (転送 


参照 欄 に 呼び 出し た 文字 や 記号 の 一 部 また は 全部 を 編集 欄 に 転送 す 
る こと が で きま す 。 


rH 


要 集 


※ 操 作 の 前 に 1 8 8 ペー ジ を 参照 し て 、 編 集 欄 の いら な い 部 分 を 消去 し ます 。 


転送 の し か た 


転送 を 選ぶ 
の -。 | 時 料 争 反 寺 
+ | 中 聞 み | 環 天 m li っ 
転送 する 範囲 (左上 
の 舟 ) を 指定 する 
(どこ か ら ? ) っ さ 実行 


e 編集 欄 に 転送 され た 文字 や 記号 は 、 す で に 入力 され て いる 文字 と 重なっ て 表示 され ます 。 
* 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は [ 取消 ] を 押し て くだ さい 。 


転送 する 範囲 ( 右 下 
の 角 ) を 指定 する 章 
(どこ まで ? ) 内 “ 時 ーー ey 実行 
lfs 
転送 先 (左上 の 角 ) を 
指定 する (どこ へ ?) 
っ う [実行 ) 
6@27 FT 
| し て お いて くだ さい 
[ 取消 で 機能 選択 状態 に ちどり ます 。 尽 


いひ どい と 豆 工 ロー コト 


作 つ た 又 字 を 登録 する (登録) 


外字 の 作成 が 終わ っ た ら 、F S 一 A 1 WX に 登録 し て お きま し ょ う 。 
F SーA 1 WX に は 、4 0 個 の 外字 を 登録 する こと が で きま す 。 


中 


| 登録 の し か た 


登録 を 選ぶ 


ロー 登録 する 位置 を 選ぶ 


IM 


HOME 


カー ソル の ある と ころ に 登録 され ます 。 


の を 使う と 外字 が 5 個 ずつ 切り 替わり ます 。 


※ 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は [取消 を 押し て くだ さい 。 


@ 外字 の 使い か た は 「 記 号 や 自分 で 作っ た 文字 を 入力 する 」 ( ツ 9 2 ペー ジ ) を 
参照 し て くだ さい 。 
@ 文書 を 保存 する と 外字 も その ディ スク に 保存 され ます 。 別 の ファ イル を 呼び 出す と 外字 の 内 容 が 
変わ る と き が あり ます 。 


_195 園 


機能 選択 の 状態 で 
処 認 


外 子 編集 を 終了 し ます ンー 
* ょ 2Lu で 9 か) | うき 【 表 和 
実行]: は い 【 取 湖 : い いえ 


いとい と ン 鼓 藻 ロ ユー コ 


よく 使 つ 語句 を 登録 する (ユー ザー 辞書 ) 


語句 を 登録 する (単語 登録 


あな た が よく 使う 語句 や 文章 を 登録 し て お きま し ょ う 。 
2 0 文字 以内 の 文章 を 単語 感覚 で 使う こと が で きま す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う 
と き は 必ず 初期 化 と いう 作 隊 
業 を し な いと いけ ませ ん 。 
これ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


TRACK 


表記 初期 人 
読み ツ ョ キ カ ' 


※ 文 章 に 5 文字 、 読 み に 6 文字 使用 し た と し て 、 約 1 4 0 の 文章 が 登録 で きま す 。 


「 登 録 」 を 選ぶ 


@ ユー ザー 辞書 の 使い か た 
一 度 登録 し た 語句 は 、 登録 し た と き の 読み を 入力 し 、 を 押す と 候補 文字 の 1 
つと し て 表示 され ます 。( 場 合 に よっ て は 、 候補 文字 と し て 画面 下段 に 表示 され ます 。 
この と き 先 頭 の 3 文字 し か 表示 され ませ ん .。) 
@ 文書 を 文書 ディ スク に 保存 する と 、 ユ ー ザ ー 辞 書 も その ディ スク に 保存 され ます 。 別 の 
文書 を 呼び 出す と 、 ユ ー ザ ー 辞 書 の 内 容 が 変わ る と き が あり ます 。 


単語 登録 の 手順 
ユー ザー 辞書 を 選ぶ 
2 『 っ [実生 
単語 登録 を 選ぶ 
還 う [実生 
登録 する 単語 の ワ 
指定 (どこ か ら ? ) ウ う 
に 必ず 初期 化 と いう 叶 | 実行 機 
6@ る 2 に 
マ J ろ 
ろ 
い ハ 
登録 する 単語 の ろ 
指定 (どこ まで ? ) 
只 | 実行 
単語 登録 
表記 初期 化 叶 | 実行 
読 か み ツ ョ キ カ _ 
※ 読 み は 、 か な 入力 ・ カ タカ ナ 入 力 し か で きま せん 。 
(ロー マ 字 入力 は で きま せん 。) 
※ 読 み は カ タカ ナ で 表示 され ます 。 
※ 読 み は 1 5 文字 まで 入力 で きま す 。 
[ESC を 押す と 編集 画面 に も どり ます 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ 表記 は 20 文 字 ま で で す 。 
二 だ 3: 肖 文字 修飾 ( 白 抜き 、 下 線 な ど ) は すべ て 解除 され 、 添 字 、 半 角 、 拡 大 文字 は 全角 文字 に 変更 され 
て 登録 され ます 。 


@ 読み に 「 ァ 」 を 含む 文字 は 入力 し な いで くだ さい 、。 単語 削除 で きま せん 。 ( 例 : ファ クシ ミリ 


よく 使う 語句 を 登録 する (ユー ザー 辞書 ) 


登録 され た 語 介 を 表示 する ( 滞 表示 


登録 され て いる 単語 (文章) と その 読み を 、 画面 に 五 十 昔 順 に 表示 し ます 。 


初期 化 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
FS-A1WX 


登録 」 を 選ぶ 


ッッ | 競 き 登録 人 出力 操作 7t9 り - % 終了 


単語 表示 の 手順 
ゅ っ [実生 
単語 表示 を 選ぶ 
っ っ (本 門 
旦 
表示 の 見 か た 5 
| 
剛 表 示 軸 ロ 
0 0 1 / 0 0 3 | カー ソル が 表示 され て いる 後 
- 単語 の 番号 ノ 全 登録 数 
7 人 カー ソル が 最 下行 に ある と き MM ろ 
Me を 押す と 次 の 5 つが 表示 され 、1 い 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 行 目 で 稚 を 押す と 、 前 の 5 つが | つ 
FS-A1WX 表示 され ます 。 
[SHIFT ]】 を 押し な が ら [VI また は 


を 押す と 、5 つ ず つ 表 示 を 切り 替 
える こと が で きま す 。 


[ESC を 押す と 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消  、 途 中 で 操作 を や め る と き ば [ ESC ) 


~ー 恩 語 


号 録 され 


登録 し て ある 語句 を 削除 し ます 。 
辞書 初期 化 を 選ぶ と 、 登 録 し て ある 単語 を すべ て 削除 し ます 。 


に 語 介 を 消す (時 和 人 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク きま 
FS-A1WX 


登録 」 を 選ぶ 
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ユー ザー 辞書 を 選ぶ 


単 語 削 陰 


更 書 初 期 化 


削除 する 単語 を 選ぶ 


語 名 を 消す 手順 


う > [実行 ) 


※ 登 録 し て ある 単語 を 
すべ て 削除 する と き は 、 


初 化 


LAJ ツ ョ 
了 、 W FS-A1WX 


削除 し た い 単 語 が 表示 され て いな いと き は 、 
表示 され る まで を 押し て くだ さい 。 


削除 する 

[ 四 森 | | 
家 略 志 ノ ロッ ピー デイ スク 

読み フロ 


単語 を 削除 し て も よろ し いで すか ? 


[実行 ] : は い [生前 : い い ぇ 


叶 9E] | 
ユー ザー 辞書 を 初期 化し ます 
[実行 ] キー を 押し て くだ さい 


[ ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


=| ・ (5 


辞書 初期 化 を 選ん で くだ さい 。 


eeiiimNERNI CO 


枠 だ け を 作成 、 修 正す る 


神 を 作成 する ( 枠 作成) 


文書 中 に 、 何 も 入力 で き な い 領域 ( 枠 ) を 作成 し ます 。 印刷 後 、 資 
料 を 貼り 込ん だ り 、 イ ラス ト を 描い た りす る と き に 使う と 便利 で す 。 


RE @ 桁 は 1 ペー ジ に つき 1 つ し か 作成 で きま せん 。 
9 @ 左 枠 を 指定 し た 場合 、 右 端 が 禁則 領域 に か か っ て いる と 枠 が 作成 で きま せん 。 
@ 枠 を 1 行 目 か ら 最 終 行 まで 作成 する こと は で きま せん 。 必ず 文字 入力 行 を 2 行 残し て くだ さい 。 


枠 作成 の 手順 
枠 ・ 作 成 を 選ぶ 
的 
左 枠 か 右 枠 か を 選ぶ 
>< 本 
マ J 第 
づ 
ーー ゴ 
旦 
始点 を 決め る p 
(左上 角 ) | 
プ 
テ 棚 
能 
( ヽ 
ろ 
い 
枠 の 大 き さ を 決め る | ろ 


KC ゅ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め ゆる と き は [ ESC ] 


枠 を 修正 する ( 梓 修 正 ) 


作成 し た 梓 を 簡単 に 作り 直す こと が で きま す 。 
新た に 枠 を 作成 する と 、 そ の ペー ジ の 古い 枠 は 自動 的 に 消去 され ます 。 


※ 前 も っ て 修正 し た い 枠 の ある ペー ジヘ へ カー ソル を 移動 させ て お きま す 。 


梓 ・ 図 」 を 選ぶ 


( 枠 ・ 図 ) 


枠 修正 の 手順 


枠 ・ 修 正 を 選ぶ 


貞 語 』  」 


作 。 - 搬 ュ ニ 
了 SB 2063 ーー 
叶 [実行 第 
1 
F - ゴ 
硬 
新しい 枠 の 始点 ワ 
を 決め る 了 
+ 同 
8 
い ヽ 
い 
新しい 枠 の 大 き さ | あろ 
を 決め る 
還 ce 
S@ ミ @: 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


要 を 消去 する ( 枠 消去 ) 


文書 中 に 作成 し た 枠 を 消去 し ます 。 


枠 消 去 の 手順 [ 


枠 ・ 消 去 を 選ぶ 二村 時 。 
記 
作 | 修 Eu ィ ) 
消去 する 
Em エ m “ 
枠 を 消去 し ます うみ [実行 


よろ し いで すか ? 
[実行 | : は い [生前 : い い ぇ 


KsTmNEI 直 CO 直 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


図形 


図形 枠 を 作成 する 


枠 と は 


X で は 、 図 形 作 成 機能 を 使っ て 作成 し た 図形 や 、 付 属 ソ フト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 
ラス ト な どる を 文書 中 に 取り 込む こと が で きま す 。 
ト を 文書 中 に 取り 込む と 、 自 動 的 に 図形 枠 が 作成 され ます 。 


図形 作成 機能 を 使っ て 図 
形 を 作成 する 。 


* 図 形 を 描く と き 、[ SHIFT ] を 押し な が ら を 押す と 、 カ ー ソ ル は 速く 動き 
ます 。 


図形 枠 使用 時 の 注意 


借 図 形 の 取り 込み に つい て 
・ 取 り 込 め る 図形 は 、1 文書 に つき 1 つ で す 。 
・ 作 成 し た 図形 を その まま 取り 込ん で し まう と 、 そ の 図形 は 画面 上 に 表示 し た り 他 の 文書 に 取り 
込む こと が で き な く な り ま す 。 作成 し た 図形 を 再 利用 し た いと き は 、 作 成 し た 時 点 で 一 度 フ ロッ 
ピー ディ スク に 保存 し て くだ さい 。 


借 マ ウス の 使用 に つい て 
図形 を 作成 する と き に 、 マ ウス を 使用 する と 速く きれ い に 作 成す る こと が で きま す 。 マ ウス 使用 


時 の 操作 は 、 次 の よう に な り ま す 。 


ReEsTaN CO 湖 


較 参 ーーー ーー ょ 回 


@ と に つい て 
図形 作成 画面 で は 
: の か わり に 
・ の か わり に を 使用 し ます 。 


記 記 計 証 。 * マウ ス を 接続 する と き は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 「 切 」 に し て か ら 行 っ て くだ さい 。 


図形 析 り 作成 の し か た ( 関 化 析 作成 


自分 で 作っ た イラ スト ぜ や 図形 を 文書 中 に 図形 梓 と し て 取り 込み ます 。 


梓 ・ 図 」 を 選ぶ 


( 枠 ・ 図 ) 


2 | * 還 敵 証 | 


@ 図形 枠 は 、 1 文書 に つき ひと つ 作成 する こと が で きま す 。 


本 因 


図形 枠 作成 の 手順 


図形 枠 ・ 作 成 を 選ぶ 


| へ | 


シス テム ディ スク 1 
を セッ ト す る 


図形 を 作成 し 、 文 書 中 に 読み 込む 


ggIEll2lSI 回 [ 國 芝 | を 便 っ て ff 成 し ます 。 


次 に 2 2 8 ペー ジ を 参照 し 
| 記 で 六 書 中 に 図形 を 読み 込む 


※ 具 体 的 な 説明 は 次 ペー ジ か ら 


| | 
絆 
きき 機 ま 拓 大 


に 
| へ 」 
ノン 
KW る 2 ぐう) ※ 拡 大 を 選ぶ と 、 約 4 倍 の 大 き さ に な り ま す 。 
標準 は 印刷 時 72mmX59mm に な り ま す 。 


ひど ひ C 穂 華 ロ ユー コ li 


大 き さ を 決め る 


図形 枠 の 位置 を 
指定 する 


- 図形 枠 の 場所 と 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 」、 途中 で 操作 を や め る と き は ESC ] 


自由 に 線 を 描く ( 


カー ソル を 動か し た 通り に 線 を 描き ます 。 
自由 曲線 の 描き か た 
| | を 選ぶ 
な 休 ゅ 
描き 始め る 位置 に 
カー ソル を 動か す 民 
KO 
線 を 描く 


eg5 [CC 


[ESC ) で 機能 選択 状態 に ちどり ます 。 


@ と な りあ っ た カー ソル キー ( 例 : 避 と 、 と な ど ) を 同時 に 押す と 、 な な め の 
線 を ひく こと が で きま す 。 
@ 曲線 を ひ ぐ く 場合 は 、 マ ウス の 使用 を お すす めし ます 。 


直線 を 指 く ( 


指定 し た 2 点 の 間 に 直 線 を 描き ます 。 


ワ 
| 
直線 の 描き か た 
能 
[| を 情 ぶ 
ぴ 
2 * 際 っ 
ー | 
始め の 位置 を 指定 
する (どこ か ら ? ) 上 
叶 | SPACE 
終わ り の 位置 を 指定 
する (どこ まで ?) 
只 | SPACE 
KC て 
[ESC ] で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる に は [STOP ] 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 〕 


ー 誠 軒 


四角 形 を く ( | ) 


2 点 を 指定 し 、 そ れ を 対 角 と する 四角 形 を 描き ます 。 


回 


ー ロ 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


四角 形 の 描き か た 
| 口 | を 選ぶ SE 

ペペ L 2 SPACE 
四角 形 の 左上 の 角 の 回 
位置 の 指定 際 

2 SPACE 

四角 形 の 右 下 の 回 
角 の 位置 の 指定 | | 
KC て | K っ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ] 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
use 2 で カー ソル を 横 8 ドッ ト 、 縦 16 ド ッ ト ず つ 動 か すこ と が で き 


@ 村 ッ ト が 約 1 cm で す の で 作成 する 目安 に し て くだ さい 。 


円 、 だ 円 を 描く ( | ) 


円 の 中 心 と 幅 、 高 さ を 指定 し 、 円 (だ 円 ) を 描き ます 。 


避 


くつ 


第 
づ 
 ー ゴ 
硬 
ィ 
円 、 だ 円 の 描き か た 
能 
加 | を 選ぶ 和 ら 
同 9 
に 細 L 2 SPACE 
円 の 中 心 を 決め る 回 
(しら に に Y 1 
CC 2 只 | SPACE 
KW る 2 
円 ・ だ 円 を 描く 
横 縦 
SPACE 
KeXe: 記 愛 =( ・ 
中 心から の 大 き さ を 決め る 
始点 を 中 心 と し 、-- -- を 通る 円 また は だ 円 が 描か れ ま す 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


e 円 を 描き た いと き は 、 ECS 
SISMUMMSISIGE 図 囚 罰 加 で カー ソル を 横 8 ドッ ト 、 縦 16 ド ッ ト ず つ 動 か すこ と が で き 


@35 5 ツ リト が 約 1 m で す の で 作成 する 目安 に し て くだ さい 。 


ー 紀 紅 


図形 を 消す ( 


カー ソル を 消し ゴム が わり に し て 、 図 形 を 消す こと が で きま す 。 
カー ソル の 通っ た あと が 、 消 し ゴム を か けた よう に 消え て いき ます 。 
・ 消 える 幅 


消去 し ます 
図形 の 消し か た 


| 2| を 選ぶ 


「 へ | 
ミン に 2 
2 スペ 


ー 事 


消す 幅 を 選ぶ 
ヶ く に 2 SPACE 
ン | 


の 
| (人 LL を 選ん だ 場合 は 、 
この 時 点 で 消去 され ます 。) 


1 図形 を 消す 


に 
に さ 

間 

同 


(SPAE ) を 押し な が ら KC> て リ 
\ ン 


[ESC ] で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 


] 


* ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [STOP ) 途中 で 操作 を や め る と き は [ESC] 


細か い 部 分 を 修正 する ( | / 


図形 の 一 部 を 拡大 し て 、 ド ッ ト 単 位 で 修正 する こと が で きま す 。 


第 
づ 
 ー ゴ 
旦 
ワ 
ラ 
修正 の し か た p 
能 
[Q.| を 選ぶ 
い 
し 還 ゆ 「 
修正 する 場所 を 選ぶ 
KO くう 】 ゅ っ 
H] 
修正 する 
「 へ 」 
KC くう 】 2 


カー ソル を 白い 部 分 に 合わ せ た と き は 点 を 描き 、 黒 い 部 分 に 合わ せ た と き は 点 を 消し ます 。 
[ESC で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ], 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ [ SPACE ] を 押し な が ら [ 和 II 区] 図 を 押し つづ ける と 、 そ の 方 向 に 直線 的 に 点 を 描い て (消し て ) 


いき ます 。 


幅 小 撤 大 じ て 複 写 9 る ( [ 選 | / 


作成 また は 呼び 出し た 図形 の 一 部 (また は 全部 ) を 複写 する こと が 
で きま す 。 
複写 先 の 枠 の 取り か た に より 、 次 の よう な 複写 が 可能 で す 。 


※ 縦 横 の 比率 を 変え て 細長 くし た り 、 


平たく し た りす る こと も で きま す 。 始点 枠 の 取り か た 結果 


拡大 終点 


回 転 9 0 度 


回 転 1 8 0 度 


回 転 2 7 0 度 
@ 回 転 は 、 拡 大 ・ 縮 小 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 


注意 e 拡大 、 縮 小 の 比率 が 大 きす ぎ た り 小さ すぎ る と 、 線 が 切れ て し まっ た りつ ぶれ て し まい 
て 上京 また 


は 


を 選ぶ 
Ko" 


範囲 の 指定 (左上 角 ) 
(どこ か ら ? ) 


= 
KO 


ュー 
時 


$ 


皿 


= 


3 
6@ る 2 


複写 先 の 指定 
(どこ に ?) 


に 
KO 


枠 の 大 き さ と 方 向 
を 指定 する 


に 
6@ る 2 


[ESC ] で 機能 選択 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ] 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


複写 の し か た 「 


SPACE 


SPACE 


ひど いと 避 華 ロコ ー コ 生ま 


SPACE 


SPACE 


較 上 を ナイ 人 に 保 他 9 る ( | 回 | ) 


作成 また は イメ ー ジ スキ ャ ナ で 読み 取っ た 図形 を フロ ッ ピー ディ ス 
ク に 保存 し ます 。 


う [SPACE ) 


< スク 


> く < 。 = [に <! 
天 
文書 ディ スク を 
セッ ト す る 。 


久保 存する と き は 、 文 書 デ ィ ス ク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 解除 に し て お いて くだ さい 。 保存 の 作 
業 が 終わ れ ば 、 再 び ラ イト プロ テク ト を か け て お く こ と を お すす めし ます 。 


S AVE を 選ぶ SAVE/LOAD 


KO③ * に っ 


ファ イル 名 を 入力 する 
8 六 字 内 の 再 大 聞か 
カタ カナ で 入力 し ます 。 
(ロー マ 字 入力 は で きま せん 。) に SPACE 


SAMPLEI_ 


カー ソル を ファ イル 名 の な いと ころ へ 移動 させ て ファ イル 名 を 入力 する 


fI 


SrOK(Y 


は はぎ 図 の St 


SAMPLELDO 
C) SAMPLEZDOT 〔4) 
〆 m 4 に も どり ます 。 


ひら いい C 悪 華 ロ Nー コ ei 


書き 替え た い 図 形 の ファ イル 名 を 選び 保存 する 


OStQ で 養 尊 較 で で 着 


SAMPLEI.DOT 
字 [AMPLE2DOT SPACE 
2 
※ フ ァイル 名 は その まま で 
絵 だ けが 書き 替え られ ま 
[ESC ] で 機能 選択 画面 に も どり ます 。 す 。 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [STOP ] 、 途 中 で 操作 を や ゆる と き は [ESC ] 
フロッピー ディス ク は 初期 化 済 (2 5 0 ペー ジ ) の も の を 使用 し て くだ さい 。 
% ファ イル 名 を 入力 する と き 、 拡張 子 は 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 
(自動 8 に 「DOT」 と いう 拡張 子 が つき ます 。) 


@ 図形 の 書き 換え を お こ な う と 、 以 前 保存 され て いた 図形 は 削除 され ます 。 


義 を アイ 人 2 から FUH す ( | 回 | / 


フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 図形 を 呼び 出し ます 。 


は 
呼び 出す 図形 が 保存 さ 
れ て いる ディ スク を 謀 の 
セッ ト す る 。 ラ 
ク 


@ 呼び 出し を 実行 する と 、 画 面 に 表示 され て いた 図形 は 呼び 出し た 図形 に 書き 替え られ 、 消 えて し 
まい ます 。 


224 還 還 還 還 


LOAD を 選び SAVE/LOAD 
ディ スク 内 の 
図形 を 調べ る IEW 本 


y 
呼び 出し た い 図形 を 選び 呼び 出す 
SAMPLE] .DOT 
SAMPLE2 .DOT | 
5 っ | 中 織 っ 
※ 表 示さ れ た ファ イル で も 、 呼 び 


出せ な いこ と が あり ます 。 


[ESC で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 


※ 呼 び 出せ る 図形 に つい て 
・F S 一 A 1WX お よび 当社 製 ワ ー プ ロ パ ソコ ント F S 4 6 0 0F で 作成 保存 し た 図形 。 
・ 付 属 ソ フト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 で 作成 、 保 存 し た 図形 。 
・BAS1C の スク リー ン 2 , 5, 6, 7, 8 で 作成 し た 図形 を B S AVE で 保存 し た 場 
(この と き 必 ず 拡 張子 の 最後 に 、 ス クリ ー ン モー ド の 番号 を 付け て くだ さい 。 
例え ば 、 ス クリ ー ン モー ド 5 で 作成 し た 場合 メメ メメ メメ メ XX. SR5) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 〕 


@ カラ ー で 保存 され て いる 図形 や イラ スト は 、 呼 び 出 し た あと 、 自 動 的 に 白黒 に 変換 され ます 。 


いら ひ ン 穂 華 ロ ユー コ 人 | 四 中 


パー ソス キャ ナ で 基 が 和む ( [ 過 | ) 


当社 製 イ メー ジス キャ ナ F SーRS5 0 0 を お 持ち の か た は 、 イ ラ 
スト や 写真 な ど を 直接 読み 込む こと が で きま す 。 


・ 読み 込む 範囲 に つい て 


國 ・L 


※ ス キャ ナ の 部 分 
を 読み 込み ます 。 


軸 * ビ 


イラ スト や 写真 


読み 込み か た 


m m 物 SPACE 
記 叶 喘 
読み 込む 大 き さ SCAN MODE 
を 選ぶ 
RE 
玉 に 2 SPACE 
読み 込む 
4 3 
スキ ャ ナ を 読み 込み 部 分 に あて る 
[ESC ] で 機能 編集 画面 に も どり ます 。 読み 込み 開 地 スイ ッ チ を 押す 


色調 や 濃度 に よっ て は 、 う まく 読み 取れ な いこ と が あり ます 。 

@ イメ ー ジ スキ ャ ナ を 接続 する と き は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ て か ら お こ な っ て くだ さい 。 
@ イメ ー ジ スキ ャ ナ の 取扱 説明 書 も お 読み くだ さい 。 

e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ) 途中 で 操作 を や め る と き は | ESC 


文字 を 入力 する ( 


図形 の な か に 文字 や 記号 を 人 力 す る こと が で きま す 。 


乱 ! 幸 職 
カル 4 ・ 文字 サイ ズ に つい て 
和 和 1 2 ドッ ト 文 字 寺 【 層 族 
1 6 ドッ ト 文 字 楽し 地 迷 
% 9 
9 姜 


X ぅ 賠 っ (SPACE) 


人 力 方 法 罰 節 記号 人 カ 


入力 位置 を 指定 入力 し 、 確定 する 


文字 入力 は 、 日 本 語 ワー プロ と 同じ 連 文節 入力 複数 の 文節 を 一 度 
C の こる 〉 員 に 入力 で きる ) と 、 記 号 入力 ( 必 9 2 ペー ジ ) が お こ な え ます 。 


文字 サイ ズ 、 入 力 方 法 を 選ぶ 
ーー IX 較 敵 証 還 細 較 
KC ペタ ゅ っ | 了 二 琶 2 ie 中 [実行 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ] 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


ひらい ン 配 工 ロー コト 


駐 書 に 図形 を 入れ る ( | 思 ) 


作成 し た 図形 を 文書 中 に 入れ ます 。 


に 3 SPACE 
図形 を 保存 する 文書 
ディ スク を セッ ト す 6 
2 SPACE 


e 図形 が 用 紙 の 横幅 より 大 きい と 取り 込む こと は で きま せん 。 
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取り 込む 範囲 | は 図形 全体 を 


指定 する 
At | は 人 還 を 指定 
k ウ < し て 部 分 を 取り 込 s 珍 SPACE 
み ま す 。 
取り 込む 部 分 を 指定 する 


SPACE 


2 


いら いら ン 避 藻 ロコ ー コ Ti 


KC ッ 


KO 


SPACE 


す 


ーー 
文書 に 入れ る ファ 
イル 名 を 入力 する 


SPACE 


KOKURA2_ ュ 


8 文字 以内 の 英 大 文字 か カタ カナ で 入力 し ます 。 


コ 時 実行 


図形 枠 の 位置 を 
指定 する 


選 実行 
K@S@7 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 ] ま た は [| STOP ] 、 途 中 で 操作 を や め る と き は 

* ファ イル 名 に は 拡張 子 が 自動 的 に つき ます 。 

e 画面 に 表示 され る マス 目 は 、 印刷 し た と き に 1 マス が 1 X 1 om に な り ます 。 大 き さ の 目安 に 
し て くだ さい 。 複写 の 機能 を 使っ て 図形 の 大 き さ を 変え る こと も で きま す 。 (⑤ 〇 220 ペ ー ジ ) 
に 3 剛 )  ・ 図 形 枠 の 位置 指定 の さい 、 用 紙 の 上 2 行 、 下 2 行 は あけ て くだ さい 。 


図形 枠 を 修正 する 


図形 枠 の 位置 を 修正 する 


図形 枠 の 位置 と 大 き さ を 修正 する こと が で きま す 。 


位置 修正 の 手順 

図形 枠 プ 修正 を 選ぶ 

ュ う [実行 

位置 修正 を 選ぶ 

2 ュ 中 [実行 

項目 を 設定 する ー 
プ 

<@2: 本 うっ [実生 
用 
い ) 
ろ 
い ヽ 

位置 を 決め る ろ 

2 ュ 叶 [実行 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 ]、 操作 を 中 止 す る と き は [ ESC ) 


@ 図形 枠 の 大 き さ を 修正 する と 、 そ れ に 伴っ て 文字 が 送ら れ ます 。 
@ 図形 枠 位置 指定 の 際 、 用 紙 の 上 2 行 は あけ て お いて くだ さい 。 


図形 を 修正 する 


文書 中 に 取り 込ん だ 図形 を 修正 し ます 。 


( 枠 ・ 図 ) 


図形 枠 / 修 正 を 選ぶ 


図形 修正 の 手順 「 
RTD ミ 


ペン ンー 
に 2 に 2 実行 
図形 修正 を 選ぶ 
5 
の L 2 実行 
シス テム ディ ズ ク 
1 を セッ ト す る 
以 
図形 を 保存 し た 文書 
ディ スク を セッ ト す る 
に 2 SPACE 


図形 作成 機能 を 使っ て 修正 する 


図形 作成 機能 に つい て は P 2 1 0 一 2 2 9 を ご らん くだ さい 。 


固 
NN 
l 


ゝ 


次 ペー ジ に 続き ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


いら いら 豆 華 ロー コト 


文書 ディ スク を 
セッ ト す る 


_ 取り込む 範囲 を 指定 する 
KO つく | 


取り 込む 部 分 を 指定 する 


KO ゅ 
KC ゅ 


項目 を 設定 する 


位置 を 決め る 


の 補 


本 


中 


図形 修正 時 の 注意 


. 図形 を 修正 し た 後に | で 再度 文書 中 に 取り 込む と 元 の 図形 は 消え て し まい ます 。 
で 文書 中 に 取り 込ん だ 図形 は 他 の 文書 で は 利用 で きま せん 。 
図形 を 再度 利用 し た い 場 合 は 、 で 文書 ディ スク に 保存 し て お いて くだ さい 、。 


語 と [回 | の 違い と 操作 の 流れ 


で 取り 込ん だ 図形 は 現在 編集 中 の 文書 専用 の 図形 に な り ま す の で 、 他 の 文書 ファ イル で は 
呼び 出せ ませ ん 。 (この 図形 は ファ イル 名 ※ メ メメ メメ メ X. | MG で 文書 ディ スク に 保存 さ 
れ ま す 。 ) 


.| で 保存 CS AVE) し た デー タ は 、| 放 | の 呼び 出し (L OAD) で 他 の 文書 か ら も 呼び 出馬 ] 
せま す 。 (この 図形 は ファ イル 名 ベ X メ メメ メメ メメ X. DOT で 文書 ディ スク に 保存 され ます 。) 章 
( ワ 
図形 を 作成 』 
修正 する ロ 
機 
能 
い 
文書 ディ スク に ろ 
保存 する 2 

文書 に 取り 込む 

図形 枠 の 位置 


を 決め る 


@ 文書 ファ イル を 削除 し て も 、 図 形 の 入っ た ファ イル (XXXXXXXX. 1 MG) は 削除 され 
ませ ん 。 削除 し た 文書 ファ イル に 図形 が ある と き は 、 デ ィ ス クツ ー ル ( 必 90 ペ ー ジ ) 削除 し て 
くだ さい 。 


軒 


図形 枠 の 消去 


文書 中 に 作成 し た 枠 を 消去 し ます 。 


※ 前 も っ て 図形 梓 の ある ペー ジ に カー ソル を 移動 させ て お きま す 。 


「 析 ・ 較 を 選ぶ 


ュ | ゅ 條 けし 析 画 碧 2 割 英 枠 較 終了 


[wm 


( 枠 ・ 図 ) 


( メ モ ] 


図形 枠 消去 の 手順 


図形 枠 ン 消去 を 選ぶ 
アン 
* 
消去 する 
図形 梓 を 消去 し ます っ 


よろ し いで すか ? 
[実行 ) はい [生前 : い い ぇ 


・ 図形 枠 消去 上 の 注意 
この と き 、 図 形 を 別 フ ァイル と し て 保存 し て お か な いと 、 ぞ の 図形 は 二度と 
呼び 出せ な く な り ま す 。 (図形 の ファ イル は 残っ て いま す ) 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は 


実 


実行 


行 


RS CO 章 


信介 年 チ イ メン を 使う (ファ イル ) 


保存 時 の 双書 形式 に つい て 


保存 時 の 文書 形式 に つい て 


F S 一 A 1WX で 作成 し た 文書 は 、 他 の ワー プロ パソ コン や パソ コン 通信 な ど に その まま 使う こと 
が で きま す 。 こ の よう な 使い か た を する と き に は 、 文書 を 保存 する と き に その 目的 に あっ た ファ イ 
ル 形 式 で 保存 し な けれ ば な り ま せん 。 ご ここ で ファ イル 形式 に つい て 説明 し ます の で 、F S 一 A 1W 
X で 作成 し た 文書 を どん どん 活用 し て くだ さい 。 


ファ イル タイ ブ プ | 変 書 の 使用 目的 取り 消さ れる 機能 お よび 制限 事項 
標 |F S 一 A 1WX 専 用 文書 | = な し | 


準 書 
ワー コン | 当社 製 ワ ー プ ロ パ ソコ ン |・ 文 字 修飾 、 図 形 枯 は すべ て 取り 消さ れ ま す 。 
1 FS-4600F と 共用 する 文書 


由 


・ 枠 お よび けい 線 は 取り 消さ れる こと が あり ます 。 
(文字 聞け い 線 や FS-4600F,FS-PW1 等 の 最大 値 を 越え る 

も の ) 

・ サ イズ の 変更 に つい て は 、 カ タカ ナ 、 英 字 、 人 句読点 等 
の 半角 以外 は すべ て 取り 消さ れ 、 全 角 に な り ま す 。 

・ 欧 文 行 に つい て は すべ て 半角 文字 と な り 、 均 等 割付 も 
取り 消さ れ ま す 。 (欧文 記号 は カタ カナ に な り ま す ) 

・ 外 字 は 全角 の スペ ー ス (空白 ) に な り ま す 。 

・ 文 字 修飾 、 け い 線 、 枠 、 図 形 桁 は すべ て 取り 消さ れ ま 
す 。 

・ サ イズ の 変更 に つい て は 、 カ タカ ナ 、 英 字 、 名 読点 等 
の 半角 以外 は すべ て 取り 消さ れ ま す 。 

・ 欧 文 行 に つい て は すべ て 半角 文字 と な り 、 均 等 割り も 
取り 消さ れ ま す 。 (欧文 記号 は カタ カナ に な り ま す ) 

・ 外 字 は 全角 の スペ ー ス (空白 ) に な り ま す 。 


ワー コン | 当社 製 ワ ー プ ロ パ ソコ ン 
FS-4700F, FS-4500 お よび 
ワー プロ プリ ンタ FS-PW] 
と 共用 する 文書 


| 計 |-9 


テキ スト | パソ コン 通信 で 使用 する 
文書 


@ フ ァイル の 形式 に よっ て は 、 作 成 時 に 使用 し た 機能 が 取り 消さ れ て 保存 され る の で 注意 し て く 
ek 


@ テキ スト 形式 で 文書 を 保存 する と 、 デ ー タ の 最後 に EOF (テキ スト 終了 コー ド ) “1 A“ が 自 
動 的 に 付加 され ます 。 通 信用 の 文書 と し て 使用 され る 場合 に は 注意 し て くだ さい 。 
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呼び 出し 時 の 双書 形式 に つい て 


FS 一 A 1WX で は 、FS 一 A 1WX で 作成 し た 文書 だ け で な く 、 他 の ワー プロ パソ コン で 作成 し 


た 文書 や デー タベース ソフ ト の ファ イル な ども 呼び 出す こと が で きま す 。 


呼び 出せ る ファ イル 取り 消さ れる 機能 お よび 制限 事項 


文書 


・ 文 字 修飾 、 図 形 枠 は すべ て 取り 消さ れ ま す 

ワー コン 1 また は 2 で 保 |・ け い 線 お よび 枠 は 、 そ の 一 部 が 取り 消さ れる こと が あ 

存 し た 文書 お よび 当社 製 | り ま す 。 (最大 値 が 違う た め 、FS-A1WX の 最大 値 を 越す 
ワー コン | FS-4600F,FS-4700F,FS-4 | 分 に つい て は 取り 消さ れ ま す 。) 

500,FS-PW1 で 作成 、 保 存 | ・ サ イズ は 全角 文字 と カタ カナ 、 ひ ら が な 、 句 読点 等 の 

し た 文書 半角 文字 の み と な り ま す 。 
・ 外 字 は 全角 の スペ ー ス (空白 ) に な り ま す 。 
・ け い 線 は すべ て 取り 消さ れ ま す 。 


当社 製 エ ー ス ファ イル 
エー スカ ルク 
エー スグ ラフ 

で 作成 し た ファ イル 


テキ スト ファ イル で 保存 ・ テ キス ト フ ァイル 保存 時 と 同じ で す 。 
テキ スト | し た 文書 


びら ひと 豆 攻 ロ ユー コ Ii 


〇 
の 
に 


ご 注意 @ 英文 ワー プロ で は 、 用 紙 横 使い の 文書 は 呼び 出せ ませ ん 。 日 本 語 ワ ー プ ロ に 切り 替え て か ら 呼 び 
出し て くだ さい 。 


@ 編集 中 の 文書 の 書式 と 呼び 出す 文書 の 書式 が 違っ て いる と 、 追 加 呼 び 出 し で き な い こと が あり ま 
す 。 (編集 中 の 文書 の 桁 数 また は 行 数 以上 の 大 き さ の けい 線 や 枠 が ある 場合 な ど 。) 


@ すでに 図形 枠 の ある 文書 へ 、 図 形 枠 の ある 文書 を 追加 呼び 出し する と 、 呼 び 出し た 方 の 図形 枠 は 
た だ の 枠 に な り ま す (図形 が 取り 消さ れる ) 。 


@ テ キス ト フ ァイル で 想 ジ ャ スト シス テム 製 の ワー プロ ソフ ト 「 一 太郎 」 と 、 文 書 デ ー タ の 共有 が 


で きま す (39 ページ ) 。 


デア イ バク に 双書 を 保存 する (保存) 


文書 ディ スク に 作成 し た 文章 を 保存 し ます 。 
保 付す る ファ イル に は 4 つの ファ イル タイ プ が あり ます 。7 3 6 ペー ツジ を 参照 し て くだ さい 。 


文書 ディ スク 


※ 文 書 ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 
初期 化 (②2 5 0 ペー ジ ) 済 の 文書 ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 


「 フ ァイル 」 を 選ぶ 
WM っ | 倫 カル 還 咽 語 久 灯 7 


EC 


| 導 明 | 
名 衛 。 加 | 


削 除 処 理 


ディ スク 初期 化 調 


了 


(ファ イル ) 


記 


@ ファ イル 名 だ け で も 、 保存 する こと が で きま す 。 
@ すでに 同じ 名 前 の ファ イル 名 が 保存 され て いる と き は 、「 同 じ ファ イル 名 が 存在 し て いま す 」 と 


メッ セー ジ が 表示 され ます 。 その まま [実行 ] を 押す と 、 保 存 さ れ て いた 文書 が 消え 、 今 作成 


し た 文書 が 保存 され ます 。 


保存 の 手順 


只 実行 


陸 出 | 新 規 
所 
追 


0 
lf%27| | 


ファ イル タイ プ を 選ぶ 
団交 麻 み の 596 
以 e コ ググ Pf 用 


・ 
テキ スト ファ イル 
2 間谷 る 0 する 4 で ファ イル タイ プ を 「 標 準 フ ァイル 」 に 設定 し た 


ゅ O 


叶 [実行 


※ 4 文字 まで 入力 で きま す 。 


ファ イル 名 を 入力 する すべ て の ファ イル タイ プ で 必要 で す 。 


分 想 名 : 機能 っ の 

居 青 久 劉 |) KOKURA2_ 

CET 

8 文字 まで の 英字 、 数 字 ま た は カタ カナ で 入力 し ます 。 ロー マ 字 入力 は で きま せん 。 
注釈 を 入力 し 保存 する テキ スト ファ イル で は 入力 で きま せん 。 


7 赴 名 ・ 機 能 
ファ イル 名 : KOKURA2 に 2 


還 箱 諸 : 秩 輔 


※ 1 2 文字 まで 入力 で きま す 。 


[ESC ) で 編集 画面 に もど り ま す 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も ご る と き は [ 取消 ] 、 途 中 で 操作 を や め る と き は ESC ) 


@ 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ プ は 、 書 き 込み で きる 状態 に し て お いて くだ さい 。 


RE や NN CO 湊 


注釈 文 を 入力 し な いと き は 、 を 押す と 保存 され ます 。 


アイ 人 2 が ら X 計 を 時 ひ 員 9 ( 出 


文書 ディ スク か ら 、 保 存 し て ある 文書 を 呼び 出し ます 。 
呼び 出し を する ファ イル に は 4 つの タイ プ が あり ます 。 (⑤ 2 3 9 ペー ジ ) 


| 日 
5 補 
文書 ディ スク 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


雪 | 編集 修 節 ア 人 印刷 記号 % 終 了 


7 琶 | | 


* | 陳 
(ファ イル ) 


着 | 追加 
削 除 処 理 
ディ スク 初 全 化 因 


@ 新規 呼出 と 追加 呼出 
新規 呼出 …… 新 た に 文書 ファ イル を 呼び 出し ます 。 す で に 呼び 出さ れ て いる 文書 また は 


作成 中 の 文書 が ある 場合 、 そ れ ら は 削除 され て し まい ます 。 
追加 呼出 …… す で に 呼び 出さ れ て いる 文書 、 ま た は 作成 中 の 文書 の 文末 に 
続い て 呼び 出さ れ ま す 。 


242 國 


呼出 の 手順 上 


全 
き 
ア 
イ 
ル 
の 
中 
か 
ら 
叶 
@ 
出 
Mc 


新規 呼出 また は 
追加 呼出 を 選ぶ 
に 3 
ファ イル タイ プ を 選ぶ 
SO) * 
文書 ディ スク を 


還 出 
| 生 。 用 
削 除 処 理 
ディ スク 初期 化 旬 


lzg| 
2 


V プ ァ イル 


ファ イル 一 覧 表 の 表示 IE 人 状 | 


呼び 出し た い 


ファ イル を 選ぶ 


「 へ | 
ペー/ 


玉 


za: レ ーー 


001/009 


JUSHO1I- ア 7 ( 
MUSASHI  ( 
MUSASHI2 ( 
TEST4 ( 


2 トー 


順 中 OO た 
) 1988.07. 
) 1988.07. 
) 1988.07. 


002/009 


JUSHO1- ア 
MUSASHI 
MUSASHI2 


( ) 
人 K 才 移 0 
( ) 
TEST4 ( ) 


1988.07 
1988. 07. 
1988.07 
1988.07. 


字 [実行 
字 実行 
只 実行 


カー ソル 位置 の ファ イル 


グ 全 ファ イル 数 
ーー 


只 実行 


選び た い フ ァイル が 表示 され て いな いと き は [VI] を 押し 続け る 


※ 次 ペー ジ へ 続き ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は 
@ [ SHIFT ) を 押し な が ら [| また は 内 ] を 押す と 、 フ ァイル の 表示 が 5 つ ず つ 切 り 替わり ます 。 


249。 


いら ひら 穂 華 ロ !ー コ Ii 


呼び 出し た ファ イル を 注釈 文 、 ま た は 呼び 出し た 文書 で 、 
確認 する まち が いな いか 確認 する 


区 JReeroceeet 
分 類 名 : 機能 ーー 
ファ イル 名 : MUSASHI 


注 釈 文 : プリ ンタ ー 調 整 


必 晶 0 は 呈 


※ 分 類 名 は 「 操 作 設 定 ] ( 〇 102 ペ パージ ) で 分 類 名 を 「 表 示 」 に 設定 し た と きのみ 表示 され ます 。 
(標準 ファ イル の み 使 用 で きま す 。) 


分 類 名 別 一 覧 表 か ら の 呼び 出し 標準 ファ イル の み 使 用 で きま す 。 
前 の ペー ジ の 3 で 「 新 規 呼出 」 を 選ぶ 


| 


機能 


分 類 名 を 入力 し ます 。 


ファ イル を 選ぶ 


同 
じ 
分 
類 
名 
を 
持 
e 
の 
7/ 
イ 
ル 
) 
中 
か 
し 
呼 
8 
出 
す 


JOSH01- ア 儀 能 ) 1988.07.28 
「MUSASHI (機能 ) 1988.07.25 | 


肥 
MUSASHI2 (機能 1986.07.16 
選び た い フ ァイル が 表示 され て いな いと き は [| を 押し 続け る 


ぶ G ぞ いり 憶 蒲 ※ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
@ 分 類 名 の すべ て また は 初め の 何 文字 か を 入力 し 、 を 押す と その 文字 で 始ま る 分 類 名 の 
ファ イル が 表示 され ます 。 


ファ イル を 確認 する 


ら フ pxp 
給 の | 分類 名 : 機能 
3 ファ イル 名 : MUSASHI 字 [実行 
c 二 の 展 2 宰 | 注 秋 文 プリンター 調整 
中 持 
ファ イル 名 を 入力 する 拉 当 
| 新規 旨 岩 弟 に ) 
字 [実行 童 
71 才 : |MUSASHI_ 0 『 
PP 
ファ イル を 選ぶ 
に 
Pl ろ 
) 
| 


3 上 族 :[MUSASHI | 0017002 
レス PS 機能 HI 字 [実行 


MUSASHI2 人 機 能 ) 1988.07.16 


S 
の 6 
イ 
ル 
名 
7 
) 
び 
出 
す 


ファ イル を 確認 する 


INIINNINIII 
分 類 名 : 機能 
ファ イル 名 : MUSASHI 
注 釈 文 : プリ ンタ ー- 調 束 


うき [実行 


@ ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し 、[ 実行 ] を 押す と その 文字 で 始ま る ファ 
イル が 表示 され ます 。 


テイ バク 内 の 双書 を 消す 削除 ) 


文書 ディ スク に 保存 し て いる 不要 な 文書 (ファ イル ) を 削除 し ます 。 


9 本 | | 


ッ 


(ファ イル ) 


@ ファ イル の 削除 に は 、 フ ァイル 一 覧 表 か ら の ファ イル 選択 の 他 に 、 分 類 名 別 一 覧 表 か ら の 
ファ イル 選択 お よび ファ イル 名 を 指定 し 削除 する 方 法 が あり ます 。 


削除 の 手順 | 


ファ イル 名 : MUSASHI 
注 釈 文 : プリ ンタ ー 調 整 
実生 : は い 【 取 前 : い いえ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる に は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e を 押し な が ら [| また は 囚 | を 押す と 、 フ ァイル の 表示 が 5 つ ず つ 切 り 替 わり ます 。 


削除 処理 を 選ぶ 
2 中 ゅ [寄生 
削除 する ファ イル 
タイ プ を 選ぶ Io27 陣 証 較 | 
* ゅ 生 
。。 肌 
に ニコ 
旦 
ファ イル 一 覧 表 の 表示 W 
74 放り に ュ | 000/009 
JUSHO1- ア 7 ( 。 ) 1988.07.28 
実行 に MUSASHI (  ) 1988.07.25 人 
MUSASHI2 (  ) 1988.07.18 全 
TEST4 ( ) 1988.07.28 ' 
( ヽ 
昌 ファ イル 一 覧 表 | る 
削除 ア 除 人 標 渦 カー ソル 位置 の ファ イル ン 
間 中 6 フ イル 中 呈 ラン 
弧 フル 名 : | に | 002/009 
9 。 し 2 JusHO1-7 ( ) 1988.07.28 日 時 実行 
フ 覧 マ ] 
4 表 MUSASHI2 (  ) 1988.07.18 
イ の TEST4 (  ) 1988.07.28 
ル 品 
を か 
選 ら 
人 確認 の 上 削除 
蘭 Pom 
ji ・ 店 5 


※ 次 ペー ジ に 続く 


ーー 区 組 


分 類 名 別 一 覧 表 か ら の 呼び 出し 

※ 分 類 名 は 「 操 作 設定 」 (や 102 ペ ー ジ ) で 分 類 名 を 「 表 示 」 に 設定 し た と きのみ 表示 され ます 。 
(標準 ファ イル の み 使 用 で きま す 。) 

分 類 名 を 入力 し ます 


| 間 但 十 | 


W 落 送 選 隅 


び 二 ③ で いり 甘 慌 普 疾 再 で < 滞 


の 着 名 : 角 - ーー 
ファ イル 名 : 000/000 人 
ファ イル を 選ぶ 


標 
準 
ら 
ア 
イ 
ル 
の 
み 


の 類 名 | 

中 | フカ ガル 名 :| | 0027005 = 

COsHOT2 (0 失 1988072 | 
IMUSASHI 人 信 1988.07.25 


MUSASHI2 機能 1988.07.18 
選び た い フ ァイル が 表示 され て いな いと き は | を 押し 続け る 


ファ イル を 確認 する 

li 

分類 名 : 比 還 
ファ イル 名 : MUSASHI 虹 実行 


注 釈 文 プリンター 調整 
実行] はい [ 取 滑 : い いえ 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC ) 
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ファ イル 名 を 入力 する 
削除 ( 標 準 


有史 : [IMUSASHI_| 0 
ーー 


ファ イル を 選ぶ 


2 ゅ 


ファ イル を 確認 する 


本 | | 
分 類 名 機能 

ファ イル 名 : MUSASHI 

注 釈 文 : プリ ンタ ー 調 整 
[実生 : は い 【 取 測 いい ぇ 


| ON お 回 合 0 導 NN 
7 ァイル 独 :|IMUSASHI | 0017002 


IMUSASHI (機能 ) 1988.07.25 | 
MUSASHI2 人 機 能 ) 1986.07.18 


ノブ 
が 
イ 
ル 
名 
Te 
選 
き ) 
削 
除 
す 
る 


CO'C 吾 華 ロ コー IT 旧 


字 。 [実行 


新しい ノロ ッ ルー デス 2 を 使う と き は ( 其 化 


何 も 保 存 さ れ て いな い フ ロッ ピー ディ スク を 購入 後 は じ め て つか う 
と き は 、 ま ず 初 期 化 を 行っ て くだ さい 。 初 期 化 を 行わ な いと 文書 を 
保存 する こと は で きま せん 。 


新しい ディ スク 文書 ディ スク 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 
し 村 う | 編集 修 侯 人 ル 還 選 記 只 終了 


(ファ イル ) 


@ 初期 化 は 、 一 枚 の ディ スク に つき 、 一 度 お こ な え ば OK です 。 文書 を 保存 し て ある 
ディ スク や シス テム ディ スク な どの プロ グラ ム が 保存 され て いる ディ スク は 、 初 期 化 
・ し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 初期 化す る と デー タ が すべ て 消え て し まい ます 。 

e 初期 化 は 、B A S 1 C ま た は 付属 ソフ ト の 「 デ ィ ス クツ ー ル 」 で も 行う こと が で きま す 。 
た だ し M S X パソ コン 以外 の パソ コン で 初期 化し た も の は 使え ませ ん 。 

@ フロ ッ ピー ディ スク は 、3 . 5 イン チ 2 DD タイ プ の も の を ご 使用 くだ さい 。 

@ 初期 化す る フロ ッ ピー ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 、 書 き 込み で きる 状態 に 
し て お いて くだ さい 。 


初期 化 の 手順 


ディ スク 初期 化 
処理 を 選ぶ 


き 


2 DD ディ スク を 
セッ ト す る 


し 2 只 実行 


3. 5 イン チ 2 DD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ディ スク ドラ イプ に セッ ト す る 


初期 化 を お こ な う 


初期 化 に は 約 3 分 必要 で す 。 


ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


eesiimNNI CO 民 


久作 業 終了 後 も 4 の ディ スク 初期 化 の メッ セー ジ は 残り ます 。 
「 処 理 終 了 」 が 消え て いれ ば 、 初 期 化 で き て いま す 。 


借 初 期 化 は そう つう たびたび お こ な う も の で は あり ませ ん 。 
特に シス テム お よび 文書 ディス ク な ど は 、 内 容 が 消え て し まい ます 。 
絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


@ ディ スク の 初期 化 が 始ま っ た ら (IN USE ラ ンプ が 点灯 し た ら ) [ 取消 ] や ESC | を 
押し て も 中 止 さ れ ま せん 。 


隔 


文書 を 印刷 する (印刷 ) 


ブリ ンタ に つい て 


F S 一 A 1 WX は 、 入 出力 設定 で プリ ンタ の 種類 を 設定 する よう に な っ て いま す 。 も し 、 ま だ 一 度 
も プリ ンタ の 種類 の 設定 を お こ な っ て いな い 人 は 、 ま ず 94 ペ ー ジ の 「 入 出力 機器 の 設定 と 画面 調整 
(入出 力 セ レク ト ) 」 で プリ ンタ の 種類 を 設定 し て か ら 印刷 を お こなつ っ て くだ さい 。 


ワー プロ で 作成 し た 文字 を 印刷 する と き は 、 プ リン タ に よっ て 次 の よう な 制限 事項 が あり ます 。 


| 人 NOMPIIEAOW グ Me US 

A4,B4,B5 

蘭 講 8 上 ミー トー トー トーー 
用 紙 横 使い 

(行間 隔 ) ky ト ) | emky ト | ey seyt) |esk 


還っ |o |o |o 
| 修 委 1o |o |。 |1o 
ls 1。 1。 

〇 は 印刷 可能 X は 印刷 不可 能 


行 印 刷 の 
ね らい 打ち 


※ プ リン タ 1 は 、SONY 製 HBP 一 F 1 で 使用 し ます 。 
プリ ンタ 2 は 、 将 来 発売 予定 機種 で 使用 し ます 。 プ リン タ の 取扱 説明 書 で 確認 し て くだ さい 。 


@ 」 1S 第 2 水準 漢字 を 持っ て いな い プ リン タ (F S 一 PW 1 , F S 一 P 4 0 0 等 ) で は 、84 区 の 
漢字 ( 例 丁 迄 玉 ) は 、 画 面 に は 表示 され ます が 印刷 で きま せん (全角 以外 は 印刷 で きま す )。 


この 場合 に は 外字 と し て 登録 し て か ら お 使い くだ さい 。 


紋 書 き と 横書き 


F S 一 A 1 WX は 下図 の よう に 縦 書 き や 横 書き で 印刷 する こと が で きま す 。 


@ 書 式 設定 ( 1 1 0 ペー ジ ) で 用 紙 方 向 「 縦 方 向 ] を 設定 し て いる と き 
縦 書き 


「 来 *6 で や で ー」 記 28 昭 代 生 政 則 じ 言 で * 
環 や マ woS 公 生 ペー ホー や "の 回 蟹 % レ 
旭 圧 陣 際 で 2 ぐ GS” 再 也 悪 6 レレ 
悪 座 占 坦 父 や で レ つ が で MySP っ 2 民 で 
se6 ツ 蟹 で "本 選 世 語 稀 Q 林 "区 居 補 " 
極 交 じ の 弄 レ ン め で ーー ーー SO 
共 ” 下 叶 会 和 ロ ーー つや 伝来 が 6 で る "MG 
ュ っ JO WO で SN そり) 公 弄 りり で る) ロ へ へ 
ヘリ ーー 衝 来 WW で で 補 WW つ レ も で て で K さ 
" 紋 4 且 に ・・・・ 


詩 な ど 


横書き 


「 決 まっ た っ ! 」 私 は 思わ ず 大 声 で 叫ん だ 。 
愛す べき わが サッ カー チー ム は 、3 回 戦 ま 
で を 順調 に 勝ち 進ん だ も の の 、 準 決勝 まで 
き て 優勝 候補 に あたっ て し まっ た 。 そ れ で 
も みん な よく 戦っ た 。 残 り 時 間 あ と 5 分 。 
同点 だ 。 奇跡 で も 起き て くれ だ た ら ・・・・。 
あと 3 0 秒 。 相手 が シュ ー ト し た が 決ま ら 
な い 。 そ の と き 、 信 し られ な いこ と が 起こ 
っ た 。 ロ ング シュ ー ト が 決ま っ た の だ 。 そ 
し て ホイ ッ ス ル 、 試 合 終了 ・・・・。 


レポ ー ト 、 手紙 、 英 文 な ど 


人 @ 書 式 設定 ( 1 1 0 ページ) で 用 紙 方 向 「 横 方 向 ] を 設定 し て いる と き 


横書き 


「 決 まっ た っ ! 」 私 は 思わ ず 大 声 で 叫ん だ 。 愛す べき わが サッ カー チ 
ー ム は 、3 回 戦 ま で を 順調 に 勝ち 進ん だ も の の 、 準 決勝 まで き て 優勝 
候補 に あたっ て し まっ た 。 そ れ で も みん な よく 戦っ た 。 残り 時 間 あ と 
5 分 、 同 点 だ 。 奇跡 で も 起き て くれ た ら ・・・・。 あ と 30 秒 。 相手 
が シュ ー ト し た が 決ま ら な い 。 そ の と き 、 信 じ し ら れ な いこ と が 起こ っ 
た 。 ロ ング シュ ー ト が 決ま っ た の だ 。 そ し て ホイ ッ ス ル 、 試 合 終 了 ・ 


手紙 、 年 賀 状 な ど 


@ FS 一 PK 1 また は 「 プ リン タ 2 」 に 対応 する プリ ンタ 以外 は 、 用 紙 方 向 を 「 横 方 向 」 に 指定 する こと 


は で きま せん 。 


縦 書き 


「 表 6 や で 一 」 記 芋 昭信 生来 字 じ 言 ぐ 3" 畠 や 0 民 束 生 ポ ー 
ー さ 3 せ " の 回 般 m レ 和 在 属 り 草 心 畠 ぐ 補 の SGS” 逐 華 Y% じ し 事 各 
亜 電 唱和 飼 や で レ つ で 2) wwS レ ので Re6 ン 杉 で る | 写 避 肖 語 人 の 
m 不 "区 眉 補 * 李 給 じ つ の 麗 移 レ ウン る で ・・・・ | SmO 誰 * 想 叶 
全う ロ ーー つや 和 来 で MS っ JW  M の で で 作り や 室 馬 りり 
や HAS ロー ス 公 来 6 で GS we つ レ モ た で K さ / 注 4m 密 に ・ 


英文 、 ス ケ ジ ュ ー ル 表 な ど 


RNN CO 直 


ペー ン 単 位 で 印刷 する ( 全 双 印刷 


編集 中 の 文書 の 全 ペ ー ジ また は 指定 範囲 を ペー ジ 単 位 で Eh 刷 し ます 。 


問 


スム ー ジ ング 
書 体 
印刷 
ヘッ ダ 名 
へ ッ 2 置 


全 双 印刷 | 全員 数 2 貞 


還 蘭 軒 ( 1) 股 内 7 頁 ( 2] 有 剛 数 (1) 
上 人 人 


無 左 中 


右 ( 頁 番 号 初期 値 1) デッキ チェ ア に こし か け て 
し な い 日 光 浴 を し て いる 。 ソ ー ダ 
縮 小 叶 水 の サ ング ラス を か けた ら 
補 書 き 太陽 も 青く な っ た 。 

右 


「 印 刷 」 を 選ぶ 


MM き | 療 修飾 公印 刷 記号 % 終 了 


全文 印刷 の 手順 


全文 印刷 を 選ぶ 


き [実行 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 
印字 可 (オン ライ ン ) ラン プ : 点灯 づ 
を 確認 し ます 。 = 
ます 意 
各 項 目 を 設定 する ャ 
※ 各 頂 目 の 内 容 お よび 5 
KO て 設定 方 法 は 次 ペー ジ ロ 
ご] か ら 説 明 機 
能 
い 
ろ 
(人 1 
es ろ 
シス テム ディ スク 1 を 
セッ ト す る シス テム ディ スク 1 
ュ 
(印刷 開始 ) 


2 ペー ジ 以 上 ある 文書 の と き は 、 1 ペー ジ の 印刷 が 終わ る た びに 次 の よう に 表示 され ます 。 
ーー レー 


用 吊 用 紙 を セッ ト し て [実利 を 押し て くだ さい 
編集 修飾 ア 伯 印刷 記号 4 終了 た エ R か な 


新しい 用 紙 を Ds 
只 も ト し ます 潜 


* ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
e 印刷 を 中 断 す る と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで | SPACE ] を 押し て くだ さい 。 


*e その 後 [ 取消 を 押す と 項目 設定 画面 に も どり 、 を 押す と 印刷 が 再開 され ます 。 
図形 梓 が ある と き は | で [ 実行 ] を 押す と 、 図形 デー タ の ディ スク の セッ ト を 促す メッ セー ジ 


が 表示 され る の で 、 図 形 を 保存 し た ディ スク を セッ ト し を 押し ます 。 


印刷 する ペー ジ 、 部 数 を 指定 する 


囚 較 図 図 で 青い | | を 「 印 刷 開始 買 」、「 印 刷 終了 
中 ] 、[ 印 刷 部 数 ]」 の いずれ か に あわ せ 、 [ 1 ペー ジ (部 ) 


億 加 ] [ 1 ペー ジ (部 ) 減少 」 で 印刷 ペー ジ と 印刷 部 数 を 
設定 し ます 。 


] 


[[ 1) 明 肌 了 貞 ( 3] 晴 数 [1 
員 付 八 置 無 克 中 右 。 ( 綱 呈 碑 稚 1) 


EE 


[設定 例 ] 
人 @ 1 ペー ジ か ら 3 ペー ジ ま で 印刷 する と き 
印刷 開始 頁 [1] 印刷 終了 真 [3] 


@ 2 ペー ジ 目 だ け を 3 部 印刷 する と き 
印刷 開始 頁 [2] 印刷 終了 真 [2] 印刷 部 数 [3] 


囚 以 で 青い | を 「 員 付 位置 」 に あわ せ 、 還 狗 で 「 無 」 


か ペー ジ 付 の 位置 を 選び ます 。 ペ ー ジ 付 の 位置 を 選ん だ と き は 、 


NSJ(1 a 拓 0ODUpE) [DEL ] ( 1 つ 減 少 ) で ペー ジ 番 号 の 初期 値 
を 設定 し ま 


LSW ] 人 時 
I[ 1] 


中 4 
ーー 


2] 中 数 [1] 
無 左 路 ( 貞 番 初期 値 1) 


7 する し な い 


ペー ジ を どの 位置 に 入れ る か 、 そ れ と も 入れ な いか を 指定 し ます 。 


ペー ジ を 入れ る か 、 入 れ な いか ( 貞 付 位置 ) 


ひら ひら 穂 項 ロ ユー コ 上 中 


無 左 中 右 
-1- -1- -1- 
[設定 例 ] 
信 最 初 に 印刷 する ペー ジ を 5 に する と き 
( 頁 番号 初期 値 5 ) 


※ 1 一 99 ま で 設定 で き 、99 を 印刷 し た 次 の ペー ジ は 1 に も どり ます 。 


UM ペー ンク 


MM 和 で 青い 生計 を 「 ス ムー ジン グ 」 に あわ せ 、 
加 還 で 「 す る 」 か 「 し な い 」 を 選び ます 。 


( 貞 番 号 補 期 値 1) 


拡大 文字 を 印刷 する と き な ど に 文字 が ご つ ご つ し な いよ う 、 な め ら か に 印刷 し ます 。 


し な い 
ょ ン +『 
スム ー ジ ング 
する 


レン 


文字 の 形 を 指定 する (書体) 


| 囚 罰 で 青い 還 軒 を 「 書 体 」 に あわ せ 、 
図 四 で 書体 を 選び ます 。 「 


※ 毛 筆 カ ー ト リッ ジ 無 し スール グ す る し な い 


還 還 全開 体 籍 小 
印 務 訪 向 機 午 き 交 請 き 


※ 毛 筆 カ ー ト リッ ジ 差 し 込 スー シグ Pb 油 の し な い 
み 時 


半 還 本 | 8 拉 体 小 物 代 体 
還 訪 向 機 半 き 交 請 き 


] 


| 


文字 の 形 を 明 朝 体 で 印刷 する の か 、 縮 小 し て 4 ペー ジ を 1 枚 の 用 紙 に 印刷 する の か 、 ま た は 毛筆 体 


に する の か (毛筆 カー トリ ッ ジ 使用 時 の み ) を 指定 し ます 。 


= 当 王 ー4 一 


4 枚 の A4 一 1 枚 の A4 
4 枚 の B4 一 1 枚 の B4 
4 枚 の は が き 一 1 枚 の は が き 


ご 注意 @ 上 添字 、 下 添字 、 半 角 文 字 、 英 文 行 、 記 号 の 一 部 は 毛筆 書体 に な り ま せん 。 ( 〇 毛筆 書体 カー 


リッ ジ の 取扱 説明 書 ) 
@ 毛筆 カー トリ ッ ジ を 抜き 差し け する と き は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ て か ら 行 っ て くだ さい 。 


ひら ひら 豆 項 ロコ ー コ 上 


ト 


099 


縦 書き か 、 横 書き か (印刷 方 向 ) 


書 体 明 萌 体 縮小 
印刷 訪 生 | 横 上 書 き 
ny の 2 科 ] 


印刷 文字 の 縦 書き 、 横 書き を 指定 し ます 。 (詳し く は 必 2 5 7 ペー ジ ) 

ケー ヒラ 
文字 の 方 向 
民 凡 SR 宮 


横書き 


各 ペ ー ジ の 最初 に 同じ 文章 を 印刷 する (ヘッ ダ ) 


MM で 青い を 「 ヘ ッ ダ 位置 」 に あわ せ 、 
加 図 で 「 無 」 か ヘッ ダ を 入れ る 位置 を 選び ます 。 


印刷 方 生 横 和 構 き 紋 書 き 

^ ッ タ | | 
y 釣 置 無 左 中 夏 

※ ヘ ッ ダ 名 が 人 入力 され て いな いと き は 


0 | | を 「 ヘ ッ ダ 名 」 に あわ せ 、20 文 字 以 内 で 入 
し ます 。 


印刷 向 代 周夫 寺 き 
Ky 多 | 倒 革 


^y 釣 軒 


RNN CO 聞 


ペー ジ の 最初 に ヘッ ダ を 入れ る か 、 入 れる と すれ ば どの 位置 に 入れ る か を 指定 し ます 。 
左 右 


舞 中 
呈 企画 書 1 企画 書 1 企画 書 1 


@ ヘッ ダ 名 に は 記号 や 外字 を 直接 人 力 す る こと は で きま せん 。 編集 画面 で 使い た い 記号 、 外 字 を ユ 
ー ザ ー 辞 書 に 登録 し て その 読み を 入力 し て くだ さい 。 


行 印刷 の し か た ( 行 印刷 ) 


指定 し た 行 を 1 行 だ け 印刷 し ます 。 
文字 を 拡大 し た り 、 ね ら っ た 位置 に 印刷 する 「 ね らい 打ち 」 が で きま す 。 


誠二 量 』 


叶 | デッキ チェ ア に こし か け て 


シラン / 
書体 明 彰 体 

印刷 横書き 紋 書 き 
ね らい 打ち し な い 


行 印 刷 の 手順 


rmwsg な ma 
を xml に 
っ 全 文 印 で 


行 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 ピヨ 

= 吉 「 ペ ー ジ 単位 で 印刷 する 」 コ 

(254 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 トー 

草 

印刷 する 行 を 
0 日 光 浴 を し て いる 。 ソ ー ダ ー の 
に つ 。 * 氷 の サン グラ ス を か けた ら う [実生 機 
> 太陽 も 青く な っ た 。 了 
マ ] ろ 

(0 

各 項 目 を 設定 する | つ 


※ 頂 目 の 設定 は 次 ペー ジ か ら 


2 の る スム ー ジ ング 、 書 体 、 印 刷 方 向 は 


「 文 書 を 印刷 する 」 (2 5 4 ペー ジ ) 
を 参照 し て くだ さい 。 


シス テム デイ スク 1 を 


日 


セッ ト す る 
只 [実行 | (印刷 開始 ) 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 操作 を 中 止 する と き は [ ESC ] 


@ 毛筆 書体 カー トリ ッ ジ (別売 り 品番 FS 一 SR02 3) を 使う と 、 和 毛筆 書体 で 印刷 する こと が _ 
で きま す 。 


文字 の 大 き さ を 指定 する (文字 サイ ズ ) 


で 青い を 「 文 字 サ イズ 」 の 「 縦 」 ま た は 「 横 」 に あわ せ 、 
(0 ひと っ 増加 ) (ひと つ 減 少 ) で 倍率 を 設定 し ます 。 


Jl 細 計 議 細 細 還 還 細 半 
四 還 令 区 1 倍 (1<10) 
横 。 1 借 (le100 
- 光 グ 遇 凍 請 議 し な い 


書体 明 萌 体 
印刷 横書き 紋 書 き 
ね らい 打ち し な い する 


_ 文字 の 大 き さ を 縦 、 横 それ ぞ れ 1 一 10 倍 の 間 で 指定 で きま す 。 編集 中 に 文字 サイ ズ を 変え て いた 場 


合 は 、 そ の 大 き さ に ここ で 指定 する 倍率 を か けた も の に な り ま す 。 
文字 サイ ズ 縦 1 倍 、 横 1 倍 


( 例 ) 文字 サ イズ 縦 2 倍 、 横 2 倍 を 指定 


ビン 4 
2 FN 文字 
全角 文字 


2X2 王 4 倍角 文字 


- 如 |・| メ 


4 倍角 文字 


に 
4X2X 2 ニニ 16 倍角 文字 


@ 横 に 拡大 する と 、 用 紙 か ら は み で て し まう こと が あり ます 。 この 場合 、 は み で た 文字 は 印刷 され 
ませ ん 。 


ね ら っ た と ころ に 印刷 する (ね らい 打ち ) 


囚 罰 で 青い | | を 「 ね らい 打ち 」 に あわ せ 、 
国 了 較 で 「 す る 」 か 「 し な い 」 を 選び ます 。 


II mm 


六 字 サイ ズ 終 1 借 (1<10) 


横 1 位 (1<10) 
入 グ する し な い 
書体 明 朝 体 
印 巴 和 機 書き 纏 き 


し な い する 


※ 実 際 の 操作 方 法 は 、 次 ペー ジ で 説明 し ます 。 
国 軸 (カー ソル キー) で プリ ンタ の ヘッ ド を 左右 に 動か し 、 ね ら っ た 場所 に 印刷 する こと が で 
きま す 。 


いひ ご いら 酷 華 ロ ル ユー コト ii 


( 例 ) 帳票 な ど に 印刷 する と き 


請 求 杜 ( 


ね らい 打ち の し か た 


請 求 革 ・ 


ー 軒 堪 均 触 鑑 
人 っ 


「 印 刷 」 を 選ぶ 


| 1 有 


* 


(印刷 ) 


_ 邦 STOP 


| 細 代 ト 線 人 印刷 記 租 / 終 7 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


ご 注意 @ 当社 製 FS-PK1 以 外 の プリ ンタ で は 、 ね らい 打ち で きま せん 。 


ね らい 打ち の 手順 


行 印刷 を 選ぶ 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 
印字 可 (オン ライ ン ) ラン プ : 点灯 
を 確認 し ます 。 


各 項 目 を 設定 する 設定 の し か た は 2 6 2 一 2 6 5 ペー ジ を ご らん くだ さい 。 


※ ね らい 打ち は 、 必ず 「 す る 」 に ー 
KO 2 ” 才 し でき = 実行 


印刷 する 位置 を 決め る 
① 用 紙 送り ノブ で ② で E 開 始 位置 に 
上 下位 置 を 決め る 印字 ヘッ ド を 動か す 


m 加 阜 1o o . 只 回 


シス テム ディ スク 1 を セッ ト す る 


2 (印刷 開始 ) 


リン タ の E 角 字 ヘ ッ ド 


@ 印字 ヘッ ド の 移動 I 久 ……… 8 ドッ ト 単 位 
[ SHIFT ) を 押し な が ら 加 罰 …… 4 0 ドッ ト 単 位 
※ 1 ドッ ト は 0.141m で す 。 


sosesmNENI 措 は OO 相 


印刷 を 途中 で 止め た いと き 


全文 印刷 を 行う と き 、 指 定 し た 行 で 印刷 を いっ た ん 止め る こと が で 


きま す 。 
停止 後 、 [実行 ] を 押す と 印刷 が 再開 され ます 。 


| デッキ チェ ア に こし か け て 
日 光 浴 を し て いる 。 ソ ー タ | 玉 
水 の サ ング ラス を か けた ら 
太陽 も 青く な っ た 。 


デッキ チェ ア に こし か け て 
日 光 浴 を し て いる 。 ソ ー ダ 
水 の サ ング ラス を か けた ら 
太陽 も 青く な っ た 。 


停止 後 、 色 の 異な る リボ ンカ セッ ト に 交換 する と 、 カ ラフ ル な 印刷 が 行え ます 。 


「 印 刷 」 を 選ぶ 


@ 印 刷 を 終了 し て 編集 画面 に も どる と 、 停 止 位置 は 解除 し ます 。 


人 


カー ソル は 設定 する 行 な ら どの 桁 で も か 

まい ませ ん 。 
この 後 [ 取消 を 2 回 押し 、 全 文 印刷 ( 履 254 ペ ー ジ ) を 行う 。 
で 「 全 解除 ] を 選ぶ 
全て 触 ^ し て も いい で すか 】 
編集 修 節 ァ 人 印刷 記号 | 終了 


ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


王 」 @ ひと っ つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
@ 停止 行 は 1 ペー ジ に つき 1 0 か 所 まで 設定 で きま す 。 
e 用 抵 横 使い 、 縮 小 書体 で は 停止 印刷 で きま せん 。 


設定 / 解 除 を 選ぶ 
※ 停 止 行 を すべ て 解除 する 
2 = と き は 「 全 解除 」 を 選ん 
で くだ さい 、。 
停止 行 を 設定 | デッキ チェ ア に こし か け て 
親 除 ) する 昌光 浴 を し て いる 。 ソ ー ダ 
本 ゆ 
Ao 大 陽 も 青く な っ た 。 この 操作 を 繰り 返し て 何 回 で も 
カー ソル を 停止 設定 する 行 に 合わ せる 選 定 / 解 除 す る こと が で きま す 。 


どら C 融 護 ロ ユ ー コ IT 


シス テム 手帳 の リフ ィ ル を 作る 


リ フィ ル 書 式 の 決め か た 


FSーA 1 WX で は 、 別 売 の リフ ィ ル 用 紙 を 使っ て 、 シ ステ ム 手 帳 用 の リ 
フィ ル を 印刷 する こと が で きま す 。 


リフ ィ ル 


書式 」 を 選ぶ 


上 邊 上 


EEGN 症 INET 二 あ EIESIESSS SOP 
登録 人 出力 操作 72 セ 9 りー % 終了 


書式 


|| 赤 変 更 | 人 上 数 1 頁 
開 開 細 | B4 A4 B5 / 許 も を 原 策 ル 綱 7 
用 紙 訪 回 縦 庁 模 語 桁 数 41 桁 


了 | 鵜 MM する Lu 叙 大 織 56 各 
拉 同 。 4 ボ 小 (06) 行 数 36 生 
行間 同 20 ド 小 (820 。 叙 Af 二 50 各 
た 全日 な 4 頂 (010 人 日 4 格 (O 
ト 下 欠 有 上 人 0 行 (01O 下 引 0 行 (OUO 


感熱 用 紙 品番 CF-PP932RFS 


270 


n 
『 
『 


書式 の 決め か た 
IEEEEES 配 
用 『| B4 A4 B5 / 先 原 病 上 綱 7 


リ my 8 
s 用 編 誠 横 方 向 桁 数 41 桁 
禁則 処理 す る し な い (最大 頂 数 56 机 


「 用 紙 ] を 選ぶ 


リフ ィ ル また は 。 ] 再 
紳 リ フ を 選ぶ 、 り B5 7 許 ゃ た 馬 7 箇 7 二 
の 模 庁 逢 雪 2 本 7 [実行 第 
し な い 僚 大 2 本 ) 
ヒー ゴ 
旦 
登録 され て いる リフ ィ ル を 使う ィ 
プ 
穫 ロ 
| 標 玲 | リフ ィ ル デー タ を 使い ます か 7 * 人 
書式 登録 人 由 力 操作 77 も 9 り ナ - 4 宮 /fkkAS ま る や IO 
い ヽ 
リフ ィ ル の タイ プ を | リフ イル | 記 
設定 する [ 
ーー うっ [実行 
Nw_/ 
※ リ フィ ル の タイ プ に つい て は 
マ 次 ペー ジ を ご らん くだ さい 。 
シス テム ディ スク 1 
を セッ ト す る 。 


※「 リ フィ ル 用 ディ スク を 入れ て くだ さい 」 と 表示 され ます の で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 を セッ ト し 
ます 。 


書式 を 設定 し ます 。 
計 この 設定 で よろ し いで すか ? 


各 項 目 を 設定 する 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ リフ ィ ル デー タタ を 使用 し な い 場合 は リフ ィ ル サイ ズ の 用 紙 が 設定 され ます 。 用 途 に 合わ せ て 自由 


に けい 線 を ひき 、 オ リ ジ ナ ル な リフ ィ ル を 作る こと が で きま す 。 


リフ ィ ル の タイ プ 


あら か じ め シ ステ ム デ ィ ス ク 1 に は 、 下 の よう な フォ ー ム が 登録 され て いま す 。 ご これ ら を 呼び 出し 、 


文字 を 入力 し て 作成 し ます 。 
また 「 け い 線 」 で 修正 で きま す の で 、 オ リ ジ ナ ル の フォ ー ム も 作成 で きま す 。 


人 @ 議 事 録 
MEETING RECORD 
| 請 題 


便 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル 
に 


WEEKLY SCHEDULE 


_ 縮小 リフ ィ ル 


' 縮小 リフ ィ ル 


チェ ッ ク リ スト 


1S 


記 ーー 
1 ー _ ー 素 。 


縮小 リフ ィ ル 


' 縮小 リフ ィ ル 


入 m 所 NEEHeveX 


縮小 リフ ィ ル 


リノ イル デー タ 使 用 上 の 注意 


人 @ 図 形 枠 ・ 梓 に つい て | 
図形 枠 や 枠 も ワー プロ と 同じ よう に 作成 する こと が で きま す 。 た だ し 、 そ の まま で は けい 線 と 重 
な っ て し まい ます の で 、 枠 作成 後 重なっ て いる けい 線 を 削除 し て くだ さい 。 ( 心 172 ペ ー ジ ) 


人 @ 2 ペー ジ 以 上 に な る と き は 

リフ ィ ル デー タ は 1 ペー ジ 目 の み 設 定 さ れ ま す 。 2 ペー ジ 目 以降 も その デー タ を 使用 する と き は 、 
文字 を 入力 する 前 に ペー ジ 複 写 ( ウ 120 ペ ー ジ ) を 使っ て 必要 な ペー ジ 数 だ け リ フィ ル デ ー タ を 
複写 し て くだ さい 。 


英文 ワー プロ に つい て 
英文 ワー プロ で 印刷 する と 、 け い 線 が 横 方 向 に ずれ て し まい きれ い に 印 刷 す る こと が で きま せん 。 


信 用 紙 に つい て 
別売 の リフ ィ ル 用 紙 を 使用 し て くだ さい 。 
品番 CF 一 PP931RF (熱転写 用 紙 ) 
CF 一 PP932RFS (感熱 紙 ) 


@ 行 ED 出 に つい て 
操作 手順 は 「 生 単位 で 印刷 する ] と 同じ で す 。 
た だ し 、 横 に 拡大 する と 印刷 の 幅 が 大 きく な る た め 、 用 紙 か の ら は み だ す こと が あり ます (は み だ 
し た 文字 は 印刷 され ませ ん ) 。 


@ 行 を 変え る と き 
行 を 変え る と き は [| で は な く [V| で カー ソル を 移動 させ て くだ さい 。[| を 押す と 行 が 増え 、 
あら か じ め 入 力 さ れ て いる 文字 (議事 内 容 な ど ) が 下 の 行 に 送ら れ ま す 。 


念 図 形 桁 に つい て 


四 徐 を 取り 人 な むと き 「Al 」 を 設定 する と 「 拡 大 ] は で きま せん 。「 拡 大 」 を 婦 定 する と き は 、 
「 Prt 」 で 約 3.5cm の 図形 を 取り 込ん で くだ さい 

図形 を 取り 込む 位置 に 文字 が ある と 、 後に 送ら れ て 、 も と の フォ ー ム が くず れる こと が あり ま 
す 。 (月 間 ス ケ ジ ュ ー ル 等 ) 


@ 文 字 の 入力 に つい て 
文字 の 入力 方 法 は 、 通 常 の 日 本 語 ワ ー プ ロ と 変わ りあ り ま せん 。 各 項目 名 を 書き 替え た り 、 け い 


線 を 消し た りす る こと も で きま す 。 


MEETING RECORD 


四 還 
| 議 中 。 1  、 
| 目 時 。 ペペ 
ee 
| 四 雇 書 。 、 “で 


出席 者 
sshoepn 
ee 


sasimNERI 才 CO 蛋 


| 決定 事項 。 


議事 録 の リフ ィ ル デー タ 講演 会 の 記録 リフ ィ ル に 


@ 4 倍角 、 縦 倍角 を 使う と ペー ジ 内 に 収まら な く な り ま す 。 不要 な 行 を 削除 し て くだ さい 。 


ご 注意 


リフ ィ ル 用 紙 に 印刷 する 


WEEKLY SCHEDULE[ 10 月 | 
画 会 語 


ekWWlsN 頃 = = MT 
還 [ 1) 還 終 了 [ 1) 恩 数 ( 1) * 
酬 面 。 時 きた 「 JC 
スー ジグ る し な い ーー 
書 体 旧 彰 体 縮 小 - ーー 


印刷 方 和合 横書き 終 書 き 
日 


還 介 SSSS 


細 他 竹 アル 印 刷 記紀 21 


(E) * 


(印刷 ) 


人 印刷 に は 別売 の リフ ィ ル 用 紙 を ご 使用 くだ さい 。 
熱転写 用 紙 品番 CF-PP931RF 
感熱 用 紙 品番 CF-PP932RFS 


印刷 の 手順 


※ 行 印刷 を 選ん だ と き は 2 6 2 ペー ジ の 
「 行 印刷 の し か た 」 を ご らん くだ さい 。 


※ 停 止 設 定 は 2 6 8 ペー ジ の 「 印 刷 を 途中 
で 止め あたい と き 」 を ご らん くだ さい 。 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し ます 。 
(セッ ト 方 法 は プリ ンタ の 取扱 
説明 書 を ご らん くだ さい 。) 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 
印字 可 (オン ライ ン ) : 点灯 
を 確認 し ます 。 


各 項 目 を 設定 する 
※B 刷 面 (次 ペー ジ ) 以外 の 項目 に つい て は 、 


「 全 文 印 刷 」 (2 5 4 一 2 6 1 ペー ジ ) を 
KC> く ツ 参照 し て くだ さい 。 
C] 


シス テム ディ スク 1 を 
セッ ト す る 


中 [ 実行 ]( 印 刷 開始 ) 


ェ ラ クー 


外 吊 有 底 を セッ ト し て [ 居 行 を 押し て くだ さい 。 
福 集 修 節 7 人 印刷 記号 !% 引 了 た ェ R か 4 


新しい 用 紙 を ー 
セッ ト し ます .。 L 2 


| メ モ ) % ひ と つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ESC ) 
メモ @ 印刷 を 中 断 す る と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで | SPACE ] を 押し て くだ さい 。 そ の 後 [ 取消 を 
押す と 、 頂 目 設定 画面 に も どり 、 [ 実行 ) を 押す と 印刷 が 再開 され ます 。 


e 「 書 体 」 の 縮小 は 書式 設定 で 「 縮 リフ 」 に 設定 し た と きのみ で す 。 


いと どい と 棒 華 ロコ ー コ IL 


見 開き で 印刷 する (印刷 面 


[で 青い 寺 款 を 「 印 刷 面 」 に あわ せ 、 
| で 「 見 開き 」 か 「 左 」 を 選び ます 。 


恩 開 六 貞 | 1) 印刷 共 了 頁 [ 2] 半 必 記 数 [ 1] 
印 憧 上 馬 き た 


スム ー ツ ング す る し な い 
こつ HH 衣 体 ンー 


見 開き で 印刷 する か 、 左 ペー ジ だ け に 印刷 する か を 設定 し ます 。 


見 開き 


「 @ 1 ペー ジ 分 し か デー タ が な いと き は 「 見 開き 」 に 設定 で きま せん 。 


@ 石 ペー ジ だ け に 印刷 し た いと き は 

印刷 する ペー ジ の 前 に 空白 ( 何 も 入 力 さ れ て いな い ) ペー ジ を 設定 し て くだ さい 。 

「 印 刷 面 」 を 「 見 開き 」 に 設定 する と 、 左 は 空白 ペー ジ と な っ て 何 も 印 刷 さ れず 、 右 ペー ジ の み 
印刷 する こと が で きま す 。 ' 


印刷 し た い ペ ー ジ 
ーー ' 
1 
見 開 


空白 ペー ジ を 作る 


き 


いら ひい ン 酸 工 ロコ ー コ WE 


英文 ワー プロ 


英文 ワー プロ の 始め か た 


Dear Keiko, 

How have you been these days?2 工 hope you 
and yOu エ Fam1i]y ar Eine. T エ must say thank 
マ Ou FOr send1ing 。 Dp1cCurG. エ 'm 1ooking 
FOrward モ O SGeG1ng9 OU a98a1n. 


「 英 文 」 を 選ぶ 


ウ 


上 語 Nattehtethpni 


OPTHttWtPN | 


ーー 一 人 ーー コー で 4 ニーー5ー ニ ーー る TOPHO6 本 人 還 ーー 
等 線画 碧 人 割 日 本 枠 図 終了 た ュー R か な 肖 際 


身 文 行 に つい て 


英文 ワー プロ に し て 文字 を 入力 する と 、 そ の 行 が 自動 的 に 英文 行 に な り ま す 。 


@ な 


に も 入力 され て いな いと き 
還 


この 行 に 入力 する 


英文 ワー プロ に し 、 英 文 を 入力 


英文 行 


の 街 が 好き ・ ・ 


この 行 に 入力 する 
拓 | の >a み wee 


英文 ワー プロ に し 、 英 文 を 入力 


英 


私 は 


@ 英文 行 に 日 本 語 を 入力 し た と きも 、 自 動 的 に 同じ よう に な り ま す 。 


ひご ひと 柄 葉 ロコ ー コ Ei 


身 文 ワ ー ブ ロ の 特徴 


念 英文 専用 の 書体 で 印刷 し ます 
英文 ワー プロ 


日 本 語 ワ ー プ ロ 
IA happy new year! A happy new year! 


@ 和 文 、 英 文 混合 の 文書 が で きる 
英文 ワー プロ に し て 英文 を 入力 し た 行 だ けが 英文 行 と を り ま す 。 そ れ 以 外 の 行 は 日 本 語 行 の まま 
な の で 、 下 の よう な 和文 、 英 文 の 入り 交じっ た 文章 が 書け ます 。 

( 1 行 に 和文 と 英文 を いっ し ょ に 入力 する こと は で きま せん 。) 
次 の 文章 を 和訳 し な さい 


Ha らら yyOu been these daysS? エ hope 


@ 単 語 の 途中 で 改行 し ませ ん (オー トワ ー ド ラッ プア ラウ ント 機能 ) 
ひと つの 単語 が 2 行 に また が っ て し まう と き は 、 自 動 的 に 次 の 行 の 先頭 へ 先送り し ます 。 
日 本 語 ワ ー プ ロ 英文 ワー プロ 


Have you been tt Havye you been 
も hese dayS? 


候 行 の 長 さ を 揃え ます (均等 割り 付け 機能 必 288 ペ ー ジ ) 
オー トワ ー ド ラッ プア ラウ ンド 機能 に より 不揃い に な っ た 行 の 終わ り を 、 単 語 を 均等 に 配置 する 
こと に よっ て 揃え ます 。 
均等 割り 付け 前 


Have you been these days? 1 hope you and 


hese days2 


Our fam1ily are Eine. 1 must say thank you 
For Send1ng9 D1cC も ure. エ "m looking Eorward 


も 〇 SeGe1ng yoOu aga1in. 


「 す 
均等 割り 付け 後 


Have you been these days?2 T エ hope you and 


our Fami1ly are Fine. T must say モモ hank you 
EOF Send1ing pcCture. T'm 1ooking Forward 
も oO SeGeG1n9g yoOu aga1n. 
⑯ ド イツ 語 や フラ ンス 語 も 入力 で きま す (記号 入力 や 286 ペ ー ジ ) 
欧文 (記号 ) 入力 に より 、& や と いっ た 文字 が 入力 で きま す 。 


Ce dOCum ら Gn も 上 GS モ 上 reGm1S ぬ & モエ モ tre d'"infFEormation 


SOn COn も Gnu 己 モ 1G DFOdu ユ 上 dd@GC エ ユエ ユ 七 DGuVGn @ て と rG 


mod1f1eGS SanS DFGavV1S. 


身 又 ワー ブロ 使用 上 の 注意 


念 英 文 行 の 桁 数 に つい て 


英文 ワー プロ に する と 、 画面 上 の 桁 の 長 さ が 日 本 語 ワ ー プ ロ の 2/3 程 度 に な り ま す が 、 


日 本 語 ワー プロ と 同じ 長 さ に な り ま す 。 


画面 例 

Have you been these days? | hope you and 

your family are fine. | must say thank you 

for sending picture. |m looking forward 

LO seeing 70U a8alh. 

印刷 例 

Have you been these days?2 T hope you and 
Our fFEam1ly arG FineG. T must say モ thank you 
For sending picCture. T"m 1ooking forward 


も モ O SeGeG1in9g9 TOu a9a1n. 


人 @ 機 能 の 制約 に つい て 
英文 ワー プロ で は 、 次 の よう に 機能 が 制約 され ます 。 
・ 文 字 修飾 機能 ・ 下 線 人 以外 使用 で きま せん 。 
・ 文 字 サ イズ ・ 使用 で 
・ 記 号 、 外 字 入 力 の 前 (③286 ペ ー ジ ) 以外 は 使用 で きま せん 。 
・ 文字 登録 :・ 使用 で きま せん 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 に つい て 
英文 ワー プロ で は 次 の よう に な り ま す 。 


| 類 り ーー は 語 要 較 終 了 た ュー か か 1 識 | 
ーー ニー 一 に 2EH 


人 き 録 人 財力 摂 作り % 終了 た ュー R が な 桶 人 前 | 


印刷 する と 


ひど いと 本 藻 ロコ ー コ eki 


文字 入力 の し か た 


英文 ワー プロ で は 、 英 大 文字 モー ド お よび 英 小文字 モー ド で の み 入 力 で きま す 。 
この モー ド で 入力 で きる 文字 は 次 の 通り で す 。 


念 英 小文字 モー ド (CAP S ラ ンプ が 消え て いる 状態 ) 
1234567890-^Nqwertyuhop@[asdfghjk1: : ]2xCVbnm,./ 
キー 上 面 の 左下 に 書か れ て いる 英 小文字 、 数 字 、 英 記号 ( イ の 位置 の 文字 ) が 入力 され ます 。 


隆 


Le 8 と 6 


を 押し な が ら 入 力 する と き 
1 7 # 吊 % 改 /() ニ で て 1OWERTYUTOP' (ASDEFGHJKL 二 ※ ま )Z2XCVBNM く >2ー 


キー 上 面 の 左上 に 書か れ て いる 英 記号 と 英 大 文字 ( 口 の 位置 の 文字 ) が 入力 され ます 。 
ロ % 四 
9 


久 茨 大 文字 モー ド (CAP S ラ ンプ が 点灯 し て いる 状態 ) 
1234567890-^NOWERTYUTOP@[ASDEGHJKTL : : ] ZXCVBNM , ./ 


し SHIFT ] を 押し な が ら 入 力 する と き 
1 7 # 員 % 久 "( ) ニ で |qWerF モ tyu1op'{asdfgh]Jk ユ 十 ※) タ CVbnm く >? 


英 小 文字 モー ド の 場合 と 英字 の 大 文字 、 小 文字 が 反対 に な っ て いま す 。 


@ 英 小文字 モー ド と 英 大 文字 モー ド の 切り 替え 
英 小文字 モー ド 4ーーーーーーーー* 英 大 文字 モー ド 


※ そ の 他 に 、 欧 文 (記号 ) 文字 の 入力 が 可能 で す 。 (286 ペ ー ジ ) 
@ 入 力 し た 文字 を 確定 させ る に は 
し , に] , (実行 ) , いずれ か の キー を 押す と 確定 され ます 。 


[SPACE ] で 確定 する と 、 確 定 し た 文字 の 後に スペ ー ス (空白 ) が 1 桁 分 入力 され ます 。 
(部 分 確定 ) は 使え ませ ん 。 


還 央 0O 彰 


| 
プ 
男 
機 
能 
い 
ろ 
いい 
ろ 


欧文 文字 を 信 力 する (記号 ) 


ドイ ツ 語 や イタ リア 語 な ど で 使わ れ て いる 、 キ ー ボ ー ド に な い 文 字 


を 人 胃 の る と が 0 きよ ます よ 、 
「 Cer dQOCumGn 七 ら GS も て エ m1S & ぬ モエ モト エ ら 6 
「 dd "inmnEomat モ ion . SoOn COn も enu 6 も 1e 


PDFOdQU ユ dd@G ら C エ ユエ ユ 上 DG ら uVG ら n 上 人 馬 モ エエ G mod1ifF1ies 
SA&nS DFGaY18. 


※ あ ら か じ め 入 力 す る 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


「 記 号 」 を 選ぶ 


外線 カ 修 記 


許 5 


人 
編集 下線 人 還 層 記 4 休 了 た エ 


た た も に いと エエ 


@ 前 ペー ジ を 参照 し 、 英 文 ワ ー プ ロモ ー ド に し て か ら 操作 を お こ な っ て くだ さい 。 


欧文 文字 を 入力 する 


候補 群 を 選ぶ 
(前 候補 笑 ) | 標準 |C は @aaa ぁ ac@ せ er11X 
人 下線 ア 印刷 記号 角 了 た 
1 5 文字 ずつ 候補 文字 が 表示 され ます 。 
文字 を 選び 入力 する 


林 
9 
編集 下線 人 印刷 記号 3 終了 た エ 


水色 の カー ソル を 入力 する 文字 に 合わ せる 


Cu る 88&&c@ ほ erTtiA 


[ ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


sssNERNI 人 CO 由 


多 等 単語 を 廊 り 付け る ( 導 六 ) 


行 単 位 で 単語 を 均等 に 割り 付け る こと が で きま す 。 


Dear Keiko, 

How have you jbeen て these days?2 T エ hope you 
and your Family are Fine. エ must say thank 
you for senmding pcture. IT*m 1]1ooking 
Forward モ o see1tng you again. 


Dear Kerko, 
How have you been these days2 エ hope you 


and your Fam1ily are Fine. T エ must say thank 


OUu For sending  。Dp1cure. エ T'm 1ooking 


Forward モ o seeing you again. 


「 均 等 」 を 選ぶ 


どこ か ら ? 開始 行 に カー ソル を 移動 し 実行 


NPDRISESDSHROFASDORPBDESSSSTOPS SSEESS 


1 等 天主 較 2 終了 た R か な 


+ 


(均等 ) 


@ 英文 ワー プロ モー ド に し て か ら 操 作 を お こ な っ て くだ さい 。 


均等 割付 の 手順 


行 を 指定 する Dear Keiko, 
(どこ か ら ? ) How have you been thes 
na Our Fam1ily are FE ュ 
ツ yOu For Sending p1C こ モ u エ ョ 4 
Forward モ O 〇 SGG1mg9 OU ぬ a 
行 を 指定 する Dear Keiko, 
(どこ まで ?) How have you been th 
に 2 and your Fami1ly are Ei に 
OU eKoB Sending p1 ユ で 
人 夫 Foreard も 〇 O SeGeG1ng9 yoOu a 


陶 等 割付 使用 時 の 注意 点 
・ 加 (改行 ) を お こ な っ て いる 行 は 、 均 等 割付 で きま せん 。 
・ 均 等 割付 は 、 そ の 行 の 最初 の 文字 か ら 行 未 の 間 で お こ な わ れ ま す 。 
・ 途中 に 日 本 語 行 が ある 場合 は 、 そ の 行 を 無視 し て 均等 割付 を お こない ます 。 


均等 割付 指定 行 


Dear Keiko, 還 
How have you been 上 hese days? 工 hoOpG Ou 


途中 に 日 本 語 が 入力 され て いる と 、 そ の 行 は 無視 され ます 。 


実際 に 均等 割付 


and your Fami1y are Fine. T must say 村 の お こ な わ れる 


yoOu for sendinq D1Cture. ["m 1ooKing 行 
Fo と ward モ の O See1ingd YOu again. 還 

注 ) 画面 上 で は 日 本 語 も 均等 割付 され て いる よう に 見 えま す 。 
Dear RE 
How haye ッ you been these daySs?2 工 hopG yoOu 
途中 に 日 本 語 が 行 は 無 8 
and yoOu エ Fam1]ly areG FineG. T muSs Sa モ hank 
OU FoO エ Sending p1cEure. エリ m ookin ず 
FOrward 上 〇 S 己 Ge1nm す OUu again. 還 

均等 割付 され な い 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


etaNeI 者 OO 由 


アン ダー フイ ン を 引く (下線 ) 


入力 し た 文字 に 実線 、 太 線 、 波 線 の アン ダー ライ ン を ひき ます 。 


次 の 文章 の 波線 部 を 和訳 し な さい 。 
Dear Keiko, 

| HoOw hav 与 yoOu Deen 上 hesSeG dayS2 工 hODe yOu 
and OU Fam1ily are Eine. エ muS モ も Sa ア 
て hank OU Eor SGnd1ing9  p1c こ モ ure. エ *m 
1ooking Forward モ O SGe1tndg you a9da1n. 


( 例 ) 波線 を ひい た 場合 


「 下線 」 を 選ぶ 


[CTRL] 大 住 下 怒 フル 還 刷 剛 記号 Pa 


(下線 ) 


e 英文 ワー プロ モー ド に し て か ら 操 作 を お こ な っ て くだ さい 。 
e 下線 を 消す と き は 「 解 除 」 を 選ん で 同じ 操作 を お こ な っ て くだ さい 、。 
e 下線 を 引く と 、 行 の 終り の 単語 が 次 の 行 に 送ら れる こと が あり ます 。 
記 誠 所 : 凡 “英文 行 し か 下線 を 引け ませ ん (日 本 語 と 同時 に 引く こと は で きま せん ) 


下線 を 引く 手順 ' 


線 の 種類 を 選ぶ 
2 ゅ + (大和 
※ 下 線 を 消す と き に は 「 解 除 」 
を 選ん で くだ さい 。 
範囲 の 指定 (どこ か ら ? ) 
Dear Keiko 
ミア ン ェ ニコ 
" HOwW hav ら yOu be ユ 実行 
and YOuF FEam1ily 
範囲 の 指定 (だ ご まで 7?) 
エ h ーー 
KG se OpG yOu 実行 
に 補 T St say モ thank 
p1c こ も ure . エ *m 1ool 
[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


ひど いと 本 工 ロコ ー コ Ii 


その 他 の 機能 (アク セ サ リ ー) 


電 目 で 計算 する ( 電 唱 ) 


8 桁 ま で の 四則 演算 を お こない 、 答え を 編集 画面 に 人 力 す る こと が で きま す 。 


「 アク セ サ リ ー」 を 選ぶ 


EID0P 
Mi 2 も サ リー % 終 


アッ サリ ー 開 詳 因 


人 還 
時 刻 ・ 日 付設 定 


e 計算 結果 を 画面 に 入力 する と き は 、 あ ら か じ め 入 力 位 置 に カー ソル を 移動 させ て お いて 
SI 
e 計算 結果 を 表示 する 覧 の 一 桁 目 に 「E 」 が 表示 され た と き は 、 エ ラー が 生じ て いま す 。 も う 一 度 
計算 を や りな お し て くだ さい 。 


電 上 晶 の 使い か た 


see [zzt9-| | 
吹 時 計 ・ カ レン ダー うっ [素行 
時 刻 ・ 日 付設 定 
計算 を お こなつ 
普通 の 電卓 と 同じ よう に 計算 し て くだ さい 。 
(入力 し た キー は 画面 上 で 反転 表示 され ます 。) コ 
※ た だ し 、 一 部 の キー で 使い か た が 異な る も の が あり ます 。 (下記 参照 ) う 
ヒー ゴ 
紅 
・ 数 字 キ ー、 テン キー、 文字 キー の [ 二 ][](*)(](A](C] が 使用 で きま す .。 
・ 文字 キー の [ 十 ][* は [SHIFT を 押さ な く て も 入力 で きま す 。 プ 
・ のか わり に [, ] ま た は [ 実行 ] を 押し て も 、 答 え を だ すこ と が で きま す 。 機 
・AC は [ A] を 押し て くだ さい 。 能 
・ C は [C] を 押し て くだ さい 。 の 
いい 
ろ 
編集 画面 に 入力 する 
きえ を 出し た あと で 未定 状 態 で 
(実行 は VM 
り ポ ンカ s 20|17001 つの で で 
レー Bm ニー ニーーーー-』 


※ 計 算 前 に カー ソル を 入力 位置 に 移動 し て お きま し ょ う 。 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


@ *※ー ベ 、 ノ ーー 三 と 同じ で す 。 


時 トル ン 人 を ( 時 計 九 ツ 先 


ワー プロ に 人 力 し て いる 館 中 で 、 現在 の 時 刻 や 1 9 0 0 年 2 0 9 9 年 の 
カレ ンダ ー を 見 る こと が で きま す 。 


今日 は 1989 年 1 月 1 日 


印 5 朋 火 水 本 将 よ 
ドー あま sb 
ea 井出 太 必 証 /( 
14 15 16 17 16 19 8 
20 2h の 0 9 
92 30 01 


@ カレ ンダ ー に お いて 、 当 日 は 緑 、 日 曜 祝日 は 赤 で 表示 され ます 。 
@ カレ ンダ ー の 祝日 は 、 1 9 8 8 年 現在 の も の で す 。 
@ カレ ンダ ー の 表示 期間 は 、 1 9 0 0 年 1 月 一 2 0 9 9 年 1 2 月 で す 。 
@ 時 計 の 誤差 は 日 +10 秒 以内 で す 。 


六 SS ニー 


時 計 、 カ レン ダー の 出し か た 
時 計 ・ カ レン ダー を 選ぶ | アク セリ リー 関 還 語 請 
上 


2 計 に 2 実行 
き 刻 ・ 日 付設 定 
次 (前 ) の 月 の カレ ンダ ー を 見 る 
2 昌 ルル | | 
マ ] ゅ | 本 2:51:34 L_Z2:5:3 | 困 
1989 年 2 朋 前 の 月 1988 年 8 | に ! 
国語 月 康 火 症 水 年 木下 金 業 幸 日 月 火 水 木 金 土 | 本 - 
1 の b) | S 語 ll ) の ) | 話 fA 旦 
次 (前 ) の 月 の カレ ンダ ー を 見 る 和 
| SHIFT 」 SHIFT を 
ML 呈 が > | た トー ロ 
fZ] 5:34 1988 年 6 人 
、 1988 年 6 0 能 
0 症 エル を も で に 革 ルル も 9 
| の 人 4 ト り Q 
ろ 
[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


e 日 付 ・ 時 刻 が 実際 の も の と 違う と き は 
[ 取消 を 押し た あと 「 時 刻 ・ 日 付設 定 ]」 ( 〇 次 ペー ジ ) へ 進ん で 設定 し な お し て くだ さい 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


時 鹿 日 付 の 合わ せ か た (時 刻 日 人 設定 


時 計 と 日 付 を 正しく 設定 し な お し ます 。 


者 3609IE 計 SED まま 5 二 2SUOEN/ 
書式 登録 人 出力 操作 アー % 終了 


| アッセ サリ ー | 還 詳 


(アク セ サ リ ー) 時 計 w カレ ンダ ー 
時 刻 ・ 日 付設 定 
@ 時 計 と 時 刻 の 設定 は 、 メ イン メニ ュー の 「A 1 コッ ク ピ ッ ト 」 で も お こ な え ます 。 


時 刻 、 日 付設 定 の し か た 


合わ せ た い と ころ に カー ソル を 動か す 


KO * 


IM NO 凍 【 
9 8 9 振 仙 有 昨 


正しい 値 を 入力 する 
Es 
98 9 1 有 W 


※AM, PM は ぞ それぞれ [ A]、 [ P] を 入力 し て くだ さい 。 


2 
半 
ゴ 
ひど いい C 柄 菩 ロー 


[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e 日 付 の 設定 範囲 は 1980 年 1 月 一 2079 年 1 月 で す 。 


Address,WameCard Fumctions 


第 4 章 / ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 機 能 い ろ い ろ 


第 4 草 


科 能 いろ いろ 


アド レス 、 ネ ー ム カー ド と は 


7 ドレ スム カー ド の 似 が た 


個人 は アド レス 、 会 社 は ネー ムカ ー ド 


引っ 越し や 転勤 で 雑然 と な っ た アド レス 帳 や 名 刺 ホ ル ダ ー を 一括 管理 で きま す 。 

アド レス と ネー ムカ ー ド の 機能 は 同じ 。 ア ドレ ス に は 個人 の デー タ を ネー ムカ ー ド に は 会 社 関係 を 
入力 し や すい よう に 項目 が つく られ て いま すか ら 、 う まく 使い わけ て くだ さい 。 この 後 の 説明 で は 
アド レス だ け を 説明 し ます が 、 ネ ー ム カー ド に も 同じ よう に あて は まり ます 。 


操作 の 流れ 


まず 入力 が 必要 で す 。 ア ドレ ス で は 名 前 、 住 所 、 電話 番号 等 、 一 人 分 の デー タ を カー ド と 呼び 
ます 。 この カー ド を 何 枚 か 入力 し (最高 276 枚 ) 、 こ の カー ド の 集まり を ファ イル と 呼び ます 。 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する と き は ファ イル 単位 で 保存 し 、 ひ と つ ひ と つの ファ イル に は 名 
前 (ファ イル 名 ) を つけ ます 。 

文字 の 入力 、 修正 の し か た は ワー プロ と 同じ で す の で 第 1 章 を ご 覧 くだ さい 。 


登録 と 保存 
説明 の 中 で 「 登 録 」 と 「 保 存 」 が で て きま す が 、 登 録 は パソ コン 内 の メモ リ と いう 記憶 場所 に 
登録 する こと で 、「 保 存 」 は その 内 容 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 意味 で す 。 


で すか ら 、 入 力 し て 登録 し た カー ド は アド レス を 終了 し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し 
まい ます 。 入力 、 修正 し た カー ド (ファ イル ) は 必ず フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し て お きま 
し ょ う 。 


修 正 

引っ 越し や 転勤 で 住所 が 変わ っ た 場合 な ど に 修正 する 必要 が あり ます 。 そ の 場合 に は 修正 する 
カー ド の 入っ て いる ファ イル を 呼び 出し て 、 住所 等 を 修正 し た 後 同じ ファ イル 名 で 保存 し ます 。 
この 操作 を 難し く 言 えば ファ イル の 更新 と いい ます 。 別 の ファ イル 名 を つけ て 保存 する と 修正 
し た カー ド 以 外 同じ カー ド の 入っ て いる ファ イル が も う ひ と つ 作 られ 、 ど ちら が 新しい カー ド 
か が わか り に くく な り ま すか ら 、 必 要 な と き 以 外 は 同じ ファ イル 名 で 保存 し て くだ さい 。 


この 三 つ の 操作 の 繰り 返し で カー ド を 管理 し 、 必 要 な と き に 印刷 し ます 。 


[ 還 _ 画 | - 
一 覧 表 (A 4 サイ ズ ) 、 は が き (官製 は が き ) 、 タ ッ ク シ ー ル (CF-PP982T 別売 ) 、 シ ステ ム 
手帳 の 専用 リフ ィ ル 用 紙 (CF-PP931RF/CF-PP932RFS 別売 ) に 印刷 で きま すか ら 用 丈 に よっ て 
お 選び くだ さい 。 


[タッ クシ ー ル ] 「 ハ ガキ 」 


大 必 和 間 内 門真 1006 Il IO 東和 市 攻 属 5 6 3 
ハイ ツ 李 穫 才 2 2 2 


小次郎 様 織 田 信長 様 


開 


| | 回 回 


介 京 作 名 右折 組 6ー ミ コー6 02 00 東京 申 区 一 11 


秀 吉 様 徳 川 家康 様 


大 阪 府 門真 市 門真 1006 
放流 有島 マ ンション 1 10 


小次郎 様 


ーー の wm 填 


座 人 且 市 席 8- 9 スー コ 〒 00-00 奈 内 証人 町 1 6.66 
川島 ンション 910 


佐々 木 


信玄 様 柴 式 部 様 


佐 
友 
木 


赴 軸 
トー | 一 | ( 画 図 二 半 環 汗 


人 市 区 隊 町 トー クス ち 


暫 長 明 様 


ト つ の 1 2 に 生 雪 Hmt ご 氏 ご Ft 寺 叶 ント 


〒559-01 
大 阪 市 北 区 域 見 2-1-61 


ー ト ーーー い の ゆー の 〇 昌 


球 作 
藻 


1 


宮 本 武蔵 
号 06 672 1141 


< で つ 1 し ヽ て < 品 で ペー っ 還 m 室 年 舞 


(セッ ター 給 書 ) (セッ ター 横 書 ) 
「 一 覧 表 」 [「 リ フィル 」 


、 〒9i 大 還 PWR1O06 。 
し 1 ば モ ) 舞 鞍 4 附 
95 90FiI 


胃 生 : 昌 和 20 年 5 月 5 日 区 1: 。 区 2: 3 
オダ ノブ フナ が 〒IlHI0 大 京北 半 5- 6ー3 ハイ ツ 本 秋 在 222 


代田 人 は 長 【 は を] 東 席 : 諾 、 子 僕 3 人 
0 66-5555 


還 生 : 明 冶 4 年 10 月 29 日 区 1:I10 区 2:22 区 3:00 
トヨ トミ ヒデ ョ シ 〒Il9 旧名 古 区 線 6ー3ー6 


[ 業 ] 【 ノ モ 】 大 販 剛 ホ ー ル に て 知り 合う 
9499 0000 


民生 : 因 邊 22 年 1 月 23 昌 区 1:27 区 2:9| 3 
トク ガワ ウー イエ ヤス 〒⑩7.00 東京 中 央 区 1-1 1 
便 川 東 ば モ 】 暫 和 上 

222-999 


明生 : 大 正 2 月 28 日 区 1 区 2200 区 3 
タケダ シン ダン 〒71 、 大 時 本 市 詳 昌 92ー3 川中 島 マ ンション 910 
天田 人 は 【 ば を 】 凌 和 
0722-00 0001 


看 生 : 因 39 年 12 月 25 日 RI 2: 間 区 3: 禁 
ム う サキ シキ ブ 190 00 珍 大 市 業 島町 1666 
人 分 【 メ モ 】 駐 本 出生 不評 


き 
し * 握 1 2: 3 

カモ ノ チョ ウメ イ 〒22】 。 大 電工 人 田町 | 25 

て 【 プ メモ 】 衣 研 家 根 在 イ ンド 出 人 中 


ひら いひ C 配 敬 テー サテ ー・ で テマ に 


22 年 1 月 23 
全 |07899-5-0O00 区 122 区 29| 区 33 
ホー ル に て 知り 合う 


カー ド を 入力 する 


項目 に 入力 する 


EIDKHN_DOx を で : ンション ー- 〇 | 


紅 印刷 人 前 交 5 終 7  。 R か な 4 反 人 朋 | 論 層 カル 前 X, 村 7 BZ2 角 人 半 


スタ ー ト の し か た 


> 


(ネー ムカ ー ド の 場合 は (5 ) 


項目 に つい て 


(アド レス の 編集 画面) 

名 前 の 読み (全角 : 16 文 字 ) 厩 凍 訴 放 : HOOZ2RNEO6 

名 前 (全角 : 9 文字 ) 電 詳 生 
(半角 : 英 数 カナ : に コ 

郵便 番号 (| メ モ ) 


(半角 : 英 数 カナ : 6 文字 ) 還 308555 区 分 
4 役 5※5※5o5o5o5※ 5 還 |( 半 角 : 英 数 カナ : 各 2 文字 ) 
住所 (全角 : 2 6 文字 ) ee 


ea 
誕生 日 (全角 : 1 1 文字 ) | 馬 | -。 。 還 叶 敵 
メモ (全角 : 7 8 文字 ) 


細 印刷 人 前 次 。 結 7 。 HB か な 4 押 人 姜 際 | 


(ネー ムカ ー ド の 編集 画面 ) 


名 前 の 読み (全角 : 1 6 文字 )] 計 還 罰 1! る : HO み mH 導 00 東 | 個人 名 (全角: 9 文字 ) 

会 社名 (全角: 1.5 文 字 ) 一 還 [人 9 = 8 

所 属 部 署名 (全角: 1 5 文字) 恒 (半角 : 英 数 カナ : 1 3 文字 ) 
人 8 1 ーーー | (和英 痕 カ ナ : 1 3 文字 ) 
会 社 住所 (全角 : 2 6 文字 ン 証し ms o( ス モ ) 
メモ (全角 : 78 文 字 oo (半角 : 英 数 カナ : 6 文字 ) 


叉 印刷 人 前 次 / 半 了 。 H が 2 反 人 前 | 


(カー ソル の 移動) 

次 (前 ) の 項目 に 移動 させ る :[j ま た は [MIA 

項目 の 中 で の 横 の 移動 : 

(文字 の 入力 ) 

文字 の 入力 方 法 は ワー プロ と 同じ で す 。 第 1 章 と 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 
すべ て の 項目 の 入力 が 終わ れ ば 、 (次 ) で 登録 し ます 。 


ひど いら と 本 苑 テー キテ ー 基 ・ ツ で 生生 


@ は が き に 印刷 する 場合 、 郵 便 番号 の 項目 内 の 英字 、 カ タカ ナ は 印刷 され ませ ん 。 ま た 、4 文字 目 
も 印刷 され ませ ん 。 5 桁 の 場合 「 1 0 3 一 9 1 」 の よう に 4 文字 目 は ハイ フン を 入力 し て お きま 


記 康 
@ 全角 の 項目 に 半角 文字 、 半 角 の 項目 に 全角 文字 は 入力 で きま せん 。 


カー ド を 修正 する 


修正 の し か た 


巴 カ 化 前 次 57 。 HR か な 4 挿 人 削除 | 鱗 有 届 人 前 次 5 評 了 。 R か な 4 失 人 削除 | 


カー ド を めく ぐつ て 修正 し た い カ ー ド 
を 表示 する 場合 
(前 ) 


また は に 2 
[Fs) (次 ) 
カー ド N o. を 入力 し て 修正 する カー ド | 症 | _ _ 還 
を 表示 す る 場合 柱 集 印刷 人 前 次 終了 
| CTRL ] で ファ ンク ショ ン L 
| 
(PT] (No. ) カー ド No : 0 0 1 に 
( 例 : カー ド NO. 3 8 の 場合 [0][3] [8 ) と 押す ) 
% フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し て ある カー ド は 3 2 2 ペー ジ を 参照 し て 先 に 呼び 出し て お きま す 。 


修正 項目 に カー ソル を 移動 


2 (また は 品 ) = な | 大 阪 府 門真 市 門真 一 O( 〇 信 厳 流 島 マン ソ 
mnOn 邊 ヒ E 日 ヒロ 


修正 する 文字 に カー ソル を 移動 


KO 大 上 市 商 OO 大 農 流 島 マン シ 


Hm2 0 年 日 K ロ 


文字 を 入力 する ※ 挿 モード の と き は [ SHIFT を 押し な が ら [ INS ] で 上 書 モー ド に し ます 。 


文字 キー 人 大 阪 府 昌 市 和歌 山 5 3 6 つば め 2 
昭和 20 年 5 日 5 日 


他 に も 修正 する 項目 が あれ ば 同様 に 修正 し ます 。 


カー ド を 登録 する 
ファ ンク ショ ン 表 示 1 プ 2 で 


6 修正 し た カー ド が 登録 され 

6 き 次 の カー ド が 表示 され ます 。 

カー ド が すべ て 修正 で きれ ば 、 3 2 0 ペー ジ を 参照 し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し ます 。 
ディ スク か ら 呼 び 出 し て 修正 し た 場合 は 

・ 同 じ フ ァイル 名 で 保存 する と ファ イル の 中 が 書き 替え られ (更新 ) 、 別 の ブフ アイ ル 名 で 
保存 する と 、 も と の ファ イル は 修正 され ず 、 修正 され た 内 容 の 別 の フ ア ァイル が つく られ ます 。 


ひら いら 酷 藻 テ ー サ テー ・ で で に モ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は ( 取消  、 作 中 で 操作 を や め る と き は ESC 
@ ファ ンク ショ ン 表 示 は [ CTRL ] で 切り 替え ます 。 


差出 和信 カ ー ド を 入力 する 


人 力 の し か た 


| | 国 還 還 HH 
大 
差出 人 ー 6 
1 
9 々 L 
| 9| 木 邊 
「 うき 了 了 小 0 : 
は が き に 7 ッ 見 
印刷 する と ? 本 0 1 
1 1 0 
1 蔵 1 6 b 


| 


差出 人 」 を 選ぶ 


中 


NN 差出 人 人 出力 一 覧 記号 2 


(差出 人 人 カード の 入力 画面 ) 


カー ド 記 7 R が な 角 人 前 


@ 差出 人 が すでに 入力 され て いる 場合 は [ F2 ) で その カー ド が 表示 され ます 。 


名 前 の 入力 
文字 入力 
(全角 9 文字 以内 ) 


郵便 番号 の 入力 
数 字 (文字 ) 入力 
(半角 6 文字 以内 ) 


電話 番号 の 入力 
数 字 (文字 ) 入力 
(半角 1 3 文字 以内 ) 


住所 の 入力 
文字 入力 
(全角 2 6 文字 以内 ) 


編集 画面 へ も どす 


(カー ド ) 


2 垂 


@ 差出 人 カー ド で は 「 カ ナ 」、 


名 前 赴 本 起工 _ | 


T|559-01 


人 | 06-672-41_ " 


e ゆ 


住所 | 大 阪 市 住 江 区 浜 日 東 2 1 


字 編集 画面 へ 


「 誕 生 」 、「 区 1」 一 「 区 3 」、「 メ モ 」 に は 入力 で きま せん 。 
@ 一 覧 表 、 タ ッ ク シ ー ル 、 リ フィ ル で は 差出 和 人 カー ド は 印刷 で きま せん 。 


@ 差出 人 カー ド は ひと つの ファ イル に 一 枚 し か 入力 で きま せん 。 


@ 差出 人 カー ド だ け を 入力 する こと は で きま せん 。 あ ら か じ め 宛 名 の カー ド を 登録 (3 0 2 ペー 
ジ ) し て お く 必 要 が あり ます 。 


入力 の 手順 


画 


いひ ど いい ン 朽 燕 テ ー キ テー・N で に 


記載 を 入力 する ( 記号 ) 


記 王 や 外字 を 人 有力 9 する ( 記 訪 外 予 


あら か じ め 登 録 され て いる 特 折 文 字 な どの 記 号 や 、 ワー プロ で 作っ た 外字 を 人 力 する こと が 
で きま す 。 


許 | | 放 | = = | 


@ 操 作 の 前 に 、 入 力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


@ 郵便 番号 、 電 話 番号 、 区 1 一 区 3 、FAX の 項目 に は 記号 、 外 字 は 入力 で きま せん 。 


証 則 


記号 入力 の 手順 


記号 、 外字 の 
種類 を 選ぶ 


に 
C@ さ @ 


入力 する 文字 を 選ぶ 
(前 候補 群 ) 

(前 候補 ) (次 師 補 ) m 
(次 候補 群 ) 

確定 され ます 


レ 2 実行 


必 例 口 還 A マ マヤ ※ エ ーー 


N 差 則 人 入出 力 一 覧 記号 終了 


[実行 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


ひひ ン 生 敬 テー キテ ー 基 ・ ツ マー で 人 に 和 モ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e 外字 は ワー プロ で 作成 し ます 。 ( 必 1 7 8 ペー ジ ) 
e 入力 で きる 記号 は 、 3 9 2 ペー ジ 「 記 号 一 覧 表 」 を ご らん くだ さい 。 
e 外字 を カー ド の 中 に 入力 し た 場合 、 ワ ー プ ロ で 外字 を 修正 する と 、 カ ー ド の 中 の 外字 も 修正 され 


ます 。 


読 が の わが 5 な し 肖 子 を 人 力 9 る ( 区 点 人 力 


読み の わか ら な い 漢 字 を 区 点 コ ー ド で 呼び 出し て 入力 し ます 。 


胃 "上 還 隊 隊 | = =" | 
時”*”*”*※“=・「: 昌 


※ 操 作 の 前 に 、 入 力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


@ 文字 の 区 点 コ ー ド は 398 ペー ジー 411 ペー ジ の コー ド 表 を ご らん くだ さい 。 


OK(TON 寺 


| 続 
ド け 
Oo 
文 同 
字 じ 
を 区 
Na 


区 点 入 力 の 手順 


| 区 点 ] を 選ぶ 


区 コー ド の 入力 


区 点 | 区 点 を 入力 し て くだ さい 51 区 


数 字 キー > 
例 ) 押 集 印刷 カ 化 前 次 > 半 了 


点 コ ー ド の 入力 

数 キー 区 点 | 区 点 を 入力 し て くだ さい 51 区 5 点 
例 ) に ーー 

(また は [0 [5〕 ) 人 出力 一 覧 記号 “終了 
文字 の 確定 


選 咽 喧 只 庫 町 理 忠 喘 喧 喫 


No 差出 人 人 出力 一覧 記号 % 終 了 
区 コー ド の 同じ 漢字 が 表示 され ます 。 


(前 人 補 放 ) 
(前 人 補 ) C@ さ @ (次 侯 科 ) 。 中 
(次 師 補 本 
[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


> ( 計 生 > 難し 


いらいら 朽 燕 テ ー キ エール ・ テ 中 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


カー ド を 編集 する (編集 ) 


カー ド を さがす (検索 ) 


指定 し た 文字 を 含む お カー ド を さがし 、 画 面 に 表示 する こと を 「 検 索 
する 」 と いい ます 。 修正 し た い カ ー ド を さがす と き な ど に 便利 で す 。 


還 有 人 | イル : 防 Ro:OO が ド 狐 000 


| 昭和 4 3 年 7 月 1 5 日 


※ 表 示さ れ て いる 次 (また は 前 ) の カー ド か ら 検 索 が 始ま り ま す 。 す べ て の カー ド を 対象 に 検索 す 
る と き は あら か じ め 1 枚 目 の カー ド を 表示 。 


「 編集 」 を 選ぶ 


編集 印刷 カ 伯 前 次 2 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ 表示 され て いる 次 の カー ド か ら 検 索 が 始ま り ま す 。 す べ て の カー ド を 対象 に 検索 する と き は 、 
あら か じ め 一 枚 目 の カー ド を 表示 させ て か ら お こ な っ て くだ さい 。 
検索 条件 を 何 も 入力 し な いで 操作 する と 、 表 示さ れ て いる カー ド の 次 また は 前 の カー ド が 表示 
され ます 。 


検索 の 手順 " 


検 
索 
を 
け 
る 


は テー お召 


「 検 索 ] を 選ぶ 


検索 条件 の 入力 


2 カカ | 
了 舗 剛 し | 


楽 件 に な る 項目 へ カー ソル を 


移動 させ て 文字 入力 
検索 方 向 の 指定 PF 提議 
内 語 二 1 条件 に あう カー ド が 第 
Ii0 | (06)333-3333 表示 され ます 。 4 
また は 区 89-9-9 ==o。。 | 音 
因 f43*7l5B 凍 較 | 
LF4J ゅ En 
検索 方 向 の 指定 に 
(W) 目 6 的 の カー ド が 表示 され る まで 続け ます 。 ネ 
| 
また は ム 
_ ※ 条 件 に 一 致す る カー ド が な いと き に 「 一 致す る カー ド が あり ませ | カ 
(前 ) ん 」 と 表示 され ます 。 条件 を 変え て 検索 する と き は (条件) | ト 
で 条件 を 人 力 し な お し ます 。 機 
能 
い 
ろ 
い 


ーー、 布 


ョ 2 実行 


e 探し だ し た カー ド を 印刷 する 場合 の た め に 、 目 的 の カー ド NO. は ひか えて お いて くだ さい 。 

* (次 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 大 きい ほう に 、 (前 ) は 表示 
され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 小さ い ほ うに 検索 し ます 。 

e 検索 条件 で 複数 の 項目 を 入力 し た と き に は 、 す べ て 一 致し た カー ド が 表示 され ます 。 


@ スペ ー ス (空白 ) も 有効 で す 。 
( 介 必 Bi 還 と 央 衣 ク ます の) 


「A _B」 と 入力 し て も 、 


「ABC」 は 検索 で きま せん 。 


ーー 碗 是 


カー ド を 複写 する (複写 


指定 し た カー ド と 同じ カー ド を 、 い ちば ん あと に 追加 し ます 。 
よく 似 た 内 容 の カー ド を 人 入力 する と き に 便利 で す 。 


「 複写 」 を 選ぶ 
細 う | 編集 印刷 アカ 介 前 次 2 


は 
(編集 ) 肖 際 


* 差 出 人 カー ド の 内 容 は 複写 で きま せん 。 


_314 


複写 の 手順 


「 複写 ] を 選ぶ 


ら っ [実生 
EE: 開 
|》99 キ コジ ロウ 。 | 
Ez 愛 5 識 
っ [寄生 


カー ド NO0. : 012 ン 
カー トド 数: 0 11 


ET 最後 に 追加 され ます 。 
FTE 
oi 


この あと 、 項 目 を 修正 し て 新しい カー ド と し て 登録 し ます 。 


※4 で し F1) (No.) で カー ド を 表示 させ る に は 
③⑨ (CN 0.) を 押す 

② 数 字 キ ー で カー ド N oO. を 入力 する 

③ [実行 ] を 押す 


* ひと つ 前 の 近作 に も どる と き は [ 取消 ]、 放 で 提 作 を や め る と き は [ESG] 


いと いひ ン 避 藻 テー サテ ー 基 ・ 委 形 吾 


カー ド を 消す (削除 ) 


旧 定 し た カー ド を 消し ます 。 
ー 枚 消す と その カー ド 以 降 の カー ド N O. が くり 上 が り ま す 。 


9 


次 2 


削除 の 手順 


「 削 除 ] を 選ぶ 


6 ) (本 
削除 する カー ド を 表示 
| フイ 絡 : | 
[FtJNo.) 便 
また は 御 表 謀 = 
(前 ) 0 | (06)333-3333 字 実行 
s 
また は 昭和 4 3 年 7 月 1 5 日 
() ーーーーーーーーーーー 
確認 
キ 


削除 し て よろ し いで すか ? 


削除 後 4 に も どり ます 。 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


※ 4 で [F1 ] (No.) で カー ド を 表示 する 場合 
〇 (N 0 .) を 押す 
② 数 字 キ ー で カー ド N o. を 入力 する 


③ を 押す 


いひ ご いら 柄 藻 テー サテ ー・ で に 生 中 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
@ この 操作 で は 差出 人 カー ド は 削除 で きま せん 。 


全部 カード を 消す ( 全 ナ ー タ 消 友 


登録 され て いる カー ド を 差出 人 カー ド と と も に すべ て 消し ます 。 


「 編集 」 を 選ぶ 
ツ 編集 印刷 アカ 伯 前 次 


EE 還 二 四 


中 了 旨 CN | 
(編集 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は |[ ESC 


@ 文書 ディ スク に 保存 し た ファ イル の 削除 は 3 2 4 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


_ 3 回 


全 デ ー タ 消去 の 手順 


「 全 デー タ 消 去 」 を 選ぶ 


マリ 
に 2 e 
実行 
確認 1 
全 デ ー タ を 消去 し ます 。 y 実行 
よろ し いで すか ? 
[実行 ]: は い [生前 : い いえ 
5 実行 


カー ド が すべ て 消去 され 、 何 も 入力 され て 
いな い NO. 0 0 1 の カー ド が 表示 され ます 。 


編集 還 届 人 前 次 5 終了 R か な 挿 人 削除 


いら いら 穂 攻 テ ー サ テー ・ で に 圭 中 


記帳 凛 層 売 胃 イス ク を 使う (ファ アイル) 


カー ド を 保存 する (保存 ) 


登録 され て いる カー ド を ひと つの ファ イル と し て 文書 ディ スク に 保 
存 し ます 。 


文書 ディ スク 


この 機能 の 選び か た 


1 


BE 


了 
(ファ イル ) 


の 表 em 


ー: 注 意 詳 " 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 
2 @ 保存 する と き に は 必ず 初期 化し た フロ ッ ピー ディ スク (文書 ディ スク ) を ご 用 意 く だ さい 。 ( 


3 2 6 ペー ジ ) 
@ 保 存する と き は 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク トド タブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 保存 の 作業 が 


終わ れ ば 再び ライ ト プ ロ テク ト を か け て お く こ と を お すす めし ます 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は | ESC 


保存 処理 を 選ぶ 
SQ * 


ファ イル 名 の 入力 


I 保存 (アド レス ) 文書 ディ スク を セッ ト し 


= (の 字 ) キー で 


ファ ル 名 : に 。 | ファ イル 名 を 入力 する 


保存 開始 し ば らく し て 


yy 
拍 集 印刷 伯 前 火 


※ こ の 操作 で 保存 し た ファ イル に は 、 自 動 的 に 次 の よう な 拡張 子 (ファ イル 名 の あと に つけ られ た 
3 文字 。 フ ァイル の 区 別 な ど に 使う 。) が つけ られ ます 。 


・ ア ドレ ス ・X メ メメ メメ メメ. ADR 
ファ イル 名 

・ ネ ー ム カー ド : ※ メ メメ メメ メメ . NAM 
ファ イル 名 


拡張 子 は 付属 の B A S 1 C の ”F | L ES 命令 7 や 「 デ ィ ス クツ ー ル 」 で 見 る こと が で きま す 。 


いひ ごい ン 柄 苑 テ ー サ テー ・ で で に も 


@ ディ スク 内 に 同じ 名 前 の ファ イル が 保存 され て いる 場合 、「 同 じ フ ァイル 名 が 存在 し て いま す 」 
と 表示 され ます 。 を 押す と 新しい 内 容 に 書き 替え られ 、 で ファ イル 名 の 入力 に 
も どり ます 。 
@ AV ソラ ベル で 同じ ファ イル 名 で 保存 し て も 、 ち が う 拡 張子 が つけ られ る の で 、 別々 に 保存 され ま 
す 。 
@ ファ イル 名 は 8 文字 以内 の 英字 、 数 字 、 カ タカ ナ で 入力 し ます 。 (カタ カナ を 入力 する と き は 


ロー マ 字 入力 で は な く 、 か な 入力 し て くだ さい 。) 


カー ド を 呼出 す ( 呼 出 ) 


ファ イル 名 を 指定 し て 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら カ ー ド を 呼び 出し ます 。 


加 [ 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


1 ド 


絆 時 愉 アル 前 次 絡 了 7 


| 生出 処理 
( ファイル) 


削 除 処 理 


ディ スク 初期 化 名 


還 記 計 二 “呼出 は すべ て 「 新 規 呼出 」 で す 。「 追 加 呼 出 」 は で きま せん 。 呼 出 を お こ な う と 画面 に 表示 され 
て いる カー ド (登録 され て いる カー ド ) は 消え 、 新 し く 呼び 出し た カー ド が 表示 され ます 。 必要 

な カー ド は 必ず 保存 し て お いて くだ さい 。 

@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


呼出 の 手順 


呼出 処理 を 選ぶ 
に 
ゆ 


ファ イル 一 覧 を 表示 させ る 


呼 貼 (アド レス ) | 


書 デ ィ ス ク を レ 
27 イル 名 : | | 000/000 呈 し 2 


| | 


ァイル を 指定 する 
呼出 (アド レス ) | 呼出 (アドレス)| | 
2zf ル 名:[ | 0017005 > 274 才 | ※| 0027005 
JUSHO1- ア 7 (  ) 1988.07. JUSHO1-? ( ) 1988.07.28 
MUSASHI ( ) 1988.07. MUSASHI ( ) 1988』07。25 
呼出 開始 


実行 路 編集 画面 へ 
呼び 出さ れ た ファ イル の NO. 0 0 1 の カー ド が 表示 され ます 。 


ファ イル 一 覧 の みか た 
JUSHO1 ( ) 1988, 12,.25 
1 = 導 1| sg 


1 ヨ 
ファ イル 名 アド レス ・ ネ ー ム カー ド 保存 また は 
で は 分 類 名 を つけ る こと 更新 し た 日 付 
は で きま せん 。 


ひご いら 穂 和 テ ー キ テー・ で デマ に も 


@ アド レス で ネー ムカ ー ド の ファ イル を 、 ネ ー ム カー ド で アド レス の ファ イル を 呼び 出す こと は で 


きま せん 。 
@ 4 で ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し を 押す と その 文字 で 
始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます .。 


e を 押し な が ら [V| また は [人 | で 5 つ ず つ フ ァイル 表示 を 切り 替え る こと が で きま す 。 


テイ 人 ク 内 の ノ ァ イル を 消す 前 陣 


文書 ディ スク に 保存 され て いる 不要 な ファ イル を 削除 し ます 。 


el 
JUSHO1- ア JUSHO1- ア 
MUSASHI 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


上 > | 葵 本 7 介 前 X 


zz 


プ 8 
(ファ イル ) 5 付知 


削 除 処 理 
ディ スク 初期 化 


@ 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 


ファ イル 削除 の 手順 


estgr 。  』 ワ ァ ィ y 較 
保 存 処 理 ーー 
> く 隊 字 [実行 
畔 。 田 、 処 。 

ファ イル 一 覧 の 表示 

除 (アド レス ) デ ァ ー 
削 ドレ ス y al > 実行 
フ 27 イル 名 : | 。 | 000/7000 
ファ イル の 指定 
肖 了 (アド レス ) 
m フ 7 イ ル 名 : | | 0027002 贅 
CC] JUSHO1- ア (  ) 1988.07.28 
MUSASHI  ( ) 1988.07.25 
前 削除 完了 


Ii 


ファ イル 名 : MUSASHI 只 ( 実 行 ] 只 | zi: ビー 5 


| JUSHO1- ア ( ) 1988.07.28 


削 (アド レス ) 


[ 実 術 :* は い [ 取 洋 : ぃ ぃ 
| ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


い ど いと 豆 藻 テ ー キ テー ・A で テマ 上 邊 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@[ ESC | ほ を 押す まで 、 5 、6 が 繰り 返さ れ ま す の で 、 複 数 の ファ イル を 連続 し て 削除 で きま す 。 
@ 4 で ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し [実行 ] を 押す と 、 ぞ の 文字 で 
始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


新しい 7 フロッピー ディス 2 を 使う と き は ( 初 化 


市 販 さ れ て いる 何 も 保存 され て いな い デ ィ ス ク を は じ め て 使う と き 
は 、 必 ず 初 期 化 (フォ ー マ ッ ト ) が 必要 で す 。 一 度 初期 化す る と 以 


後 は 文書 ディ スク と し て 使え ます 。 
| ーー 1 
| 日 日 
DBN ゅ 抽 半 半 間 間 前 
新しい ディ スク 文書 ディ スク 


付属 の シス テム ディ スク 1 、 2 は 絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 
初期 化す る と 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ が すべ て 消え て し まい ます 。 


「 フ ァイル 」 を 選べ ぶ 
ュ |「 療 印刷 カ 伯 前 次 2 


ーー 
2 
(ファ イル ) 


削 除 処 5 
ディ スク 初期 健 


$3. 5 イン チ 2DD の フロ ッ ピー ディ スク を お 使い くだ さい 。 
@ 初期 化す る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 


初期 化 の 手順 


ディ スク 初期 化 ー ィ リル 
処理 を 選ぶ | ファ イル 較 較 ティ スク 害し 問 還 還 還 昌 
保 存 竹 理 1 化す る ティス 2 を ドラ イ 2 た に 近 人 L て 
中 | 畔 出 処 理 [実行 ) キー を 押し て くだ さい 


削 除 処 理 (2 DD フォ ー マ ッ ト ) 
初期 化 開始 


新しい フロ ッ ピー 
ディ スク を セッ ト す る 本 初期 化 に は 約 3 分 必要 で す 。 


[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


人 @ 作 業 終了 後 も 4 の ディ スク 初期 化 の メッ セー ジ は 残り ます 。 
「 処理 終了 」 が 消え て いれ ば 、 初 期 化 で き て いま す 。 


念 初期 化 は そつ うつ たびたび お こなつ も の で は あり ませ ん 。 
特に シス テム お よび 文書 ディ スク な ど は 、 内 容 が 消え て し まい ます 。 
絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
% フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 内 の ファ イル を すべ て 消し た いと き は 初期 化 を お こ な う と 一 度 に 消す こと が 
で きま す 。 
% 4 で 実行 し た と き は 、 処 理 が 終了 する まで 中 断 す る こと は で きま せん 。 


ひど いら 豆 敬 テー サテ ー 共 ・ で テモ 


02/ 


カー ド の 一 覧 表 を 見 る (一 覧 表 ) 


一 覧 表 の 出 し か た 


登録 され て いる カー ド を 一 覧 表 に し て 画面 に 表示 し ます 。 


大 阪和 貞 門 真 - 0 0 大 厳 注 島 マン ショ ンーー 
固 06834-5990 国 
3 


(035-702| 国 
大 阪 市 北 区 梅 有 1 一 1 3 一 1 3 


賠 06773-34| 


画面 切り 替え の 手順 


一 覧 表 の 表示 フイ 中: か - Re:00/ か - ト 謝 309 
佐々 木 小次郎 固 (0998-15| 国 57 
人 孤 門 上 門真 - 0 0 大 厳 注 島 マ ンション ーー0 
0| 御 赤 謙 固 (8345990 国 10 
に 了 田 市 津 寺 人 7ー2 0 一 7 3 
00⑪| 湯 苦 固 (0⑳35-72| 国 557 
(一 覧 ) 大 阪 市 交 梅田 1 3-1 3 
| 組 固 06773-3441 国 100-11 


(NO. ) : 指 定 し た カー ド NO. か ら 表 示し ます 。 
[ F2 ] (前 画面 ) : 4 枚 分 前 に ずら し ます 。 

[ F3 ] (1 ) : 1 枚 分 前 に ずら し ます 。 

[ F4 ] (! ) : 1 枚 分 次 に ずら し ます 。 

[ F5 ] (次 画面 ) : 4 枚 分 次 に ずら し ます 。 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


※ 2 で [ F1 | で カー ド を 表示 させ る に は 


① [F1 ](N o. ) を 押す 


② 数 字 キ ー で カー ド N o. を 入力 する 


③ [ 実行 ] を 押す 


ひご いら 柄 葉 テー キー ・ で デマ 前 旧 に も 中 


@ 一 覧 表 は 必ず NO. 0 0 1 か ら 表 示さ れ ま す 。 
@ 一 覧 表 か ら 編 集 画面 に も どっ た と き 、 一 覧 表 の 一 番 上 に 表示 され て いた カー ド が 表示 され ます 。 
e (1) 、 (!) は 囚 団 で も 同様 で す 。 
ゅ (前 画面 ) 、 [ F5 ] (次 画面 ) は を 押し な が ら 内 | また は [| で も 同様 で す 。 
@ [F5 ) で 画面 を 切り 替え る 場合 、 最 終 カー ド は 最 下段 に 表示 され る の で 、4 枚 分 ずれ な い 場 合 が 
あり ます .。 


印刷 する (印刷 ) 


印刷 の し か た 


登録 し た カー ド を 印刷 し ます 。 一覧 表 の 型式 や 、 は が き の 多 名 の E 
刷 、 タ ッ ク シ ー ル 、 リ フィ ル の 型式 で EU 刷 する こと が で きま す 。 


ゴ 5117 - 昌 日 
KN 一覧 表 /+ キ 緒 ガキ 析 ty ケ 緒 PD 


セッ 婦 - 機 緒 タール リフ ル ( 両 リフ 人 (用 
明 萌 体 縮 小 

末 設 定 様 殿 御中 
開始 N) 001 終了 No 012 

し な い の) 


CUE | 


迄 芝 斗 々 時 


< で つ 1 し ヾ ーー ヘー) Im 室 i 加 E 
ニ ト つ つの 1 mt ご 一 雪 mt ご 王 F 寺 叶 ー- 


ト | | ( 画 差 図 答 計 可 小 ご ご 


黄 


印刷 」 を 選ぶ 


衣 “・ 


型式 | 一 緊 / 縛 大林 も ケ 緒 
叶 セ ヶ - 剛 タタ 作付 
(印刷 ) 明 朝 体 縮 小 


未 設定 
開始 No 00| 終了 N0 012 
し な い す る 


浴 記 9 薄 亜 


印刷 の 手順 


項目 を 設定 する 


<@S@5 (設定 内 容 は 次 ペー ジ 以 降 を ご らん くだ さい 。 ) 


用 紙 の セッ ト (セッ ト の 方 法 は プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご らん くだ さい 。 ) 
プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 

玉 印字 可 ラ ンプ : 点灯 
を 確認 し ます 。 


シス テム ディ スク 1 タス アム テイ ス ダ 1 


を セッ ト す る 
っ 印刷 開始 


※ リ ボン カセ ッ ト を 交換 する と き 等 に 使い ます 。 


| 各 較 8| | 
隊 何 負 
孤 潤 : 中 上 


LSPACE」 只 


利 を 押し て くだ さい 。 
終了 。 R か な 


用 区 を セッ ト し て [ 
| 編集 鐘 カ 化 前 : 


っ 新しい 用 拓 叶 [ 実行 ) 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


% あら か じ め 人 出力 セレ クト (ツウ 3 3 8 ペー ジ ) で 、 接続 し て いる プリ ンタ を あわ せ て お いて 
くだ さい 


ひご ひと 本 敬 テー サテ ー・ ツ プー に で 中 


使う 用 紙 を 決め る ( 束 式 ) 


で 、 印 刷 す る 形 を 設定 し ます 。 


ー 覧 表 /+ 比 書 /7 キ 村上 セッ - 貫 
セッタ - 村 杜 タク グー リフ ル ( 両 リフ (用 
明 萌 体 縮小 


可 中 
に 


作用 りり 紙 (] リン タ へ の セッ ト の し か た 
5 ル 紙 用 弧 の 左端 を プリ ンタ の 一 番 左 端 の 位置 マー ク に 合 


ee -PP901SR 別売 ) わせ る 


ハガキ 縦 書 官製 は が き は が き を 横 に し て (左側 に 郵便 番号 が くる よう に ) 

入れ 、 は が き の 右 端 を プリ ンタ の 「 は が き 横 」 の 位 

置 に 合わ せる 。 は が き の 上 端 は ペー パー カッ ター の 

先端 に 合わ せる 。 
ハガキ 横 書 官製 は が き は が き を 縦 に し て (郵便 番号 の ほう か ら ) 入れ 、 は 

が き の 右 端 を プリ ンタ の 「 は が き 縦 」 の 位置 に 合 
セッ ター 十 官製 は が き 


せる 。 は が き の 先 端 は ペー パー カッ ター の 先端 に 合 
セッ ター 横 書 | セッ ター 十 官製 は が き 


わせ る 。 
は が き を セッ ター に 横向 き に セッ ト し て 、 プ リン タ 
に 入れ る 。 セ ッ ター の 左端 は プリ ンタ の 一 番 左端 の 
マー ク に 、 ペ ー パ ー カ ッ ター の 先端 に 「 住 所 、 宛名 
を …」 と 書か れ た 線 を 合わ せる 。 
は が き を セッ ター に 縦 向き に セッ ト し て 、 プ リン タ 
に 入れ る 。 セ ッ タ ー の 左端 は プリ ンタ の 一 番 左 端 の 
マー ク に 、 ペ ー パ ー カ ッ ター の 先端 に 「 住 所 、 多 名 
を …」 と 書か れ た 線 を 合わ せる 。 


タッ クシ ー ル | 別売 タッ クシ ー ル タッ クシ ー ル の 左端 を プリ ンタ の 一 番 左 端 の マー ク 
(CF-PP982T) に あわ せる 。 


リフ ィ ル 別売 リフ ィ ル 用 紙 リフ ィ ル 用 紙 の 左端 を プリ ンタ の 一 番 左端 の マー ク 
( 両 ) ( 片 ) | (CF-PP931RF 詩 転 写 式 ) | に あわ せる 。 
(CF-PP931RFS 感熱 式 ) 


FS-P400 (当社 製 ) 
の プリ ンタ を お 使い の か 
た は 、 セ ッ タ ー を 使う と 
つま っ て し まい ます の で 
お 使い に な ら な いで くだ 


@ 感熱 ロー ル 紙 を お 使い に な る と き は 、 リ ボン カセ ッ ト を は ず し て 印刷 で きま す 。 
(FS-P400 で は 使え ませ ん 。) 
@ 一 覧 表 を A 4 サイ ズ の 用 紙 に 印刷 する と き は 1 枚 に 9 枚 の カー ド が 印刷 で きま す 。 3 3 6 ペー ジ 
の 「 カ ー ド 」 の 項目 を 9 枚 ずつ に 分 け て 指定 し て くだ さい 。 
@ プリ ンタ へ の セッ ト の し か た (用 紙 の 位置 あお わせ ) に つい て は お 手持 ちの プリ ンタ の 取扱 説明 書 
を ご らん くだ さい 。 


[セッター 縦 書 ] [セッタ ー 横 書 ] 
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ニ ト つ の 1 2 に 王 ヨ mt 一 一 FL 寺 叶 ント 


1 トー | ー| ( 画 碁 較 寺 委 棋 ご 〇 ー の ununHl 
< で つ 1 し て < ma で ーー っ) 還 琶 年 所 


宮 本 難 蔵 
吾 06 672 1141 


ゆい どい の ン 喜 茹 テー テー 状 ・ 和 で 


書体 を 変え る (書体) 


で 青い 国 還 を 「 書 体 」 に あわ せ 、 
で 書体 を 選び ます 。 


ー 覧 表 の キ 緒 / の 区 も を ケ 緒 
セッ タ - 機 購 ター リル 人 出 7 人 用 
明 萌 体 縮 小 

開始 N 001 終了 No 012 


ハガキ 縦 書 
ハガキ 横 書 


〇 1 シー ト に 1 2 枚 の カー ド を 還 吊 


リフ ィ ル 〇 1 ペー ジ に 3 枚 の カー ド を 印刷 
( 両 ) ( 片 ) 


※ 別 売 の 4 8 ドッ ト 毛 筆 フ ォ ン トカ ー ト リッ ジ PFS-SR023 (当社 製 ) を 接続 する と 、 ハガキ 縦 書 
( 横 書 ) 、 セ ッ タ ー 縦 書 ( 横 書 ) の 場合 、「 毛 筆 」 が 選べ ます 。 


様 か 殿 か 件 中 か (敬称 ) 


[M| で 青い 下 因 を 「 人 敬称 」 に あわ せ 、 
で つけ る 敬称 を 選び ます 。 


一 覧 表 / キ 緒 /7 キ 村 給 セッ ケ 纏 
セッ ター 村 給 ター リフ ル ( 両 リフ 人 用 
明 萌 体 

未 設定 様 殿 御中 
開始 NN 001 終 TN 012 


8 
は 何 も EH 


い ど ひら 柄 藻 テー キテ ー・N で テリ 旧 に 寺 中 


@ ネー ムカ ー ド の 場合 、「 会 社名 」 の 頂 目 で は な く 「 名 前 」 の 項目 の あと に 敬称 が 印刷 され ます 。 
ES 「 御 中 」 を 選ぶ 場合 に 注意 し て くだ さい 。 会 社名 に 「 御 中 」 を つけ る 場合 に は 「 会 社名 」 の 項目 
は 空白 に し 、「 名 前 」 の 項目 に 会 社名 を 入力 し ます 。 


刷 す る カー ド を 折 す る カー ド ) 


MM で 青 OL | を 「 カ ー ド 」 に あわ せ 、 
民 | 以 で 開始 また は 終了 カー ド N 0. を 選び 数 字 キ ー で N0. を 入力 し ます 。 


か 様 殿 御中 


人 清志 す る 


開始 NO. と 終了 NO. を 同じ に する と 、 そ の カー ド だ けが 印刷 され ます 。 


あら か じ め カ ー ド N o . を 確か め て お いて くだ さい 。 (印刷 し た い カ ー ド を 探す と き は 「 検 索 」 
(② 3 5 0 ペー ジ ) を 使う と 便利 で す 。 


開始 NO0. : この カー ド か ら 印 刷 が 始ま り ま す 。 
終了 NO. : この カー ド で 印刷 が 終わ り ま す 。 


@ カー ド を 削除 し た 場合 、 カー NO: が 変わ り ま すか ら 、 検 索 等 で カー ド N 0. を 確か め て か 
ら 指 定 し て くだ さい 。 


さがし た カド を 還 刷 す る 人 


で 青い |「_ を 「 検 索 ] に あわ せ 、 
で 選び ます 。 


散 称 未 寺 定 様 殿 御中 


カー ド 開始 001 終 7N 012 
機 索 し な い す る 


検索 を 「 す る 」 に 指定 する 場合 、 あらかじめ 3 1 2 ペー ジ を 参照 し て 「 検 索 」 
を 行っ て お いて くだ さい 。 印刷 の 対象 に な る の は 「 検 索 」 で 設定 し た 検索 条件 
と 一 致す る カー ド の み で す 。 


「 検 索 を 「 す る 」 に する と 
3 1 2 ペー ジ の 「 検 索 ] で 条件 に あう カー ド を すべ て NO. の 若い カー ド か ら 印 刷 し ます 。 
条件 に あう カー ド が 複数 あり 、 そ の うち の 一 枚 だ け を 印刷 し た い 場合 に は 、「 カ ー ド 」 の 項 
目 で その カー ド の NO. を 指定 し ます 。 


ひど いら 穂 本 テ ー キ テー ・ ハ マー で に 


e 検索 条件 を 何 も 設 定 せ ず に 「 検 索 」 を 「 す る 」 に する と 、「 カ ー ド 」 の 頂 目 の 「 開 始 NO. 」 で 


指定 され た カー ド か ら 印 刷 さ れ ま す 。 


入出 力 機器 の 設定 と 画面 調整 (入出 力 セ レク ト ) 


ブリ ンタ 0 や Y リ ウス を 設定 する 


接続 し て いる マウ ス や プリ ンタ の 種類 を 設定 し ます 。 


IABDeC2 ト 
|ー キー ド マウ ス パッド 


が 伯 ハー 
プリ ンタ ー 選 択 ”PKl  PWI P4OO カタ 1 カン 2 
[SHI FT] 十 [カー ソル ] で 画面 位置 調整 


SHIFT | を 押し な が ら で 画面 の 位置 を 調整 する こと が で きま す 。 


「 入 出力 」 を 選ぶ 


叶 [er * | M 直人 時 覧 記 


蘭 昌 昌 間 昌 キ ボ ポ ボード "マウス パッ ド 
プリ ンタ ー 肖 択 PK1  PWI P40O 光紀 カル タ 22 
[SHIFT] 十 [カー ソル ] で 画面 位置 調整 


@ この 操作 は メイ ン メ ニュ ー、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル すべ て に あり ます 。 
どこ か で 一 度 設定 する と 記憶 され て いま す 。 た だ し 、 本 体 に 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、 
「 終 了 」 の 操作 を せ ず に メイ ン メ ニュ ー 画 面 以外 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 最後 の 設定 内 容 は 記憶 
され て いま せん 。 


項目 設定 の 手順 


入力 機器 を 設定 


KO の < く 9  * 


凍 明 昌明 キ - ボ ー ド マウス パッ ド 
プリ ンタ ー 選 択 ”PKI  PWI P40O 2 ルル | カル 2 
[SHIFT] 十 [カー ソル ] で 画面 位置 調整 


プリ ンタ を 設 
INDe2 ト 
C] て で 還 還 を 本当 * 7 2 症 2E 
0 2 う KO < 時 寺本 拓 | PW PWI PO ル 銘 2 ル タ 2 
エ 1 FT] 十 [ カ ー ソ ル ] で 画面 位置 調整 
の 第 
ーー の 義 定 で よう し いで す が 7 Sv 
実行 es memsmemee= 4 
編集 印刷 アカ 伯 前 次 牙 編集 画面 へ 朽 』 
ア 
ド 
レ 
「 入 力 デ バイ ス 」 ス 
キー ボー ド : キー ボー ド の み を 使う と き 記 
マウ ス 。。 : マ ウス と キー ボー ド を 使う と き (当社 製 FS-JMI-H) の 
パッ ド ・ ジ ョ イ パ ッ ド と キー ボー ド を 使う と き (当社 製 ~FS-JS220,FS-JS222) に 
機 
「 プ リン ター 選択 了 
PK1 :FS 一 PK1 (当社 製 、 推奨 品 、 近 日 発売 ) 人 8 
P W 1 ・FS 一 PW1 (当社 製 ) う 
P400 ・FS 一 P400 (当社 製 ) 


プリ ンタ ー1 : HBP 一 F 1 (SONY 製 ) 
プリ ンタ ー2 : 将来 発売 する 機種 で 使用 し ます 。 


@F S 一 P 4 0 0 で は セッ ター は 使え ませ ん 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


避 Co77ee 7eo た 


[区 1| | 区 2 [区 3 ] の 使い か た 


区 分 に は 半角 の 英 数 字 、 カ タカ ナ が 入力 で きま す が 、 こ こ で は 数 字 だ け を 使っ た コー ド 付 け の 一 例 
を あげ ます 。 


念 性 別 コ ー ド 男 : 01 女 : 02 
念 職 業 コ ー ド 製造 業 : 01 販売 業 : 02 サー ビス 業 :03 学生 :04 
信 お 中 元 、 お 歳暮 送る :01 送ら な い : 02 


も ら っ た : 10 も ら っ て いな い : 20 
念 年 賀 状 、 財 中 見 舞い 年 賀 状 を 送る : 10 寺 中 見 舞い を 送る :02 
信 既 婚 者 コー ド 未婚 :01 既婚 :02 


年 末 や 夏 に は お 歳暮 、 お 中 元 と 年 賀 状 、 暑 中 見 舞い が 重なっ た り し て 誰 に 何 を 送っ た ら ‥… と いう 
と き に 大 い に 力 を 発揮 し ます 。 


(暑中 見 舞い ) 


上 記 の コー ド で は 年 賀 状 も 暑中 見 舞い も 両方 送る 人 は 12 と な り ま す 。 署 中 見 舞 を 送る 人 は 
02 と 12 の 人 で す 。 


350 ペ ー ジ を 参考 に し て 、「 検 索 ] し ます 。 この と き の 条 件 は 区 分 に 「2」 を 入力 し 
ます 。 


次 に 330 ペ ー ジ を 参考 に し て 印刷 し ます 。 こ の と き 「 検 索 」 の 項目 を 「 す る 」 に 合 
わせ る と 、 区 分 が 02 の 人 と 12 の 人 が 順に 印刷 され ます 。 用 紙 を 「 ハ ガキ 」 また は 
「 セ ッ タ ー」 に する と 時 中 見 舞い の 下 名 が 印刷 で きま す 。 


(お 中 元 リ スト ) 


お 中 元 リ スト に は 「 送 る ] と いう 人 と 、「 も ら っ た 」 と いう 人 を リス ト ア ッ プ し ます 。 こ 
の 中 に は 、「 も ら っ て いな いけ れ ど も 送る (21) 」 や 「 送 る か どう か は 決め て いな い が も 
ら っ た (10) 」 と いう 人 も 含ま れ ま す 。 つ まり コー ド に 「 1 」 が 含ま れる 人 を リス ト ア ッ 
プ し ます 。 


暑中 見 舞い と 同じ よう に 312 ペ ー ジ を 参考 に 「 検 索 ] し ます 。 条 件 は 区 分 に 「1] を 
人 力 し ます 。 


印刷 の と ころ で 「 検 索 」 の 項目 を 「 す る 」 に し て 、「 一 覧 表 」 に 印刷 し ます 。 これ 
で リス ト が で きま し た 。 ご これ を 見 て 予算 を 考え た り 、 地 域 別 に 作り 変え た り し て 役 
立て て くだ さい 。 


ここ に 示し た の は ほん の 一 例 に すぎ ませ ん 。 他 に も いろ いろ と 工夫 し て うま く 使 いこ な し て くだ さ 
い 。 


持ち 歩く に は リフ ィ ル を 


以上 の 例 の よう に 区 分 に は いろ いろ な 使い か た が あり ます 。 ビ ジネス マン に と っ て 人 と の つき あい 
は 大 切な も の 。 そ こ で 自分 な り に コー ド 付 けし た カー ド を 分 類 し て 、 流 行 の シス テム 手帳 に 閉じ て 
お け は ば 仕事 の 上 で も 一 段 と 有利 。 以 外 に 役 に た つの が 「 メ モ 」 の 項目 。 そ の 人 の 趣味 や 好き な も の 
な ど を 書い て お く と 、 商談 事 も スム ー ズ に 。 
リフ ィ ル に は 専用 の 用 紙 を お 使い くだ さい 。 


熱転写 式 CFPP931RF 
感熱 式 CFPP931RFS 


ひど いら ン 柄 苑 テ ー キ テー ・ で で に 


AV Label Functions 


第 ご 章 /AV ラ ベル 機能 いろ いろ 


AV ラベ バル 機 能 い ろ い ろ 邊 


AV ラベ ル と は 


こん な こと が で きま す 


@ フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し た ファ イル の 管理 
どん どん 増 逐 て くる ビデ オ テ ー ブ 、 カ セッ ト テ デブ 、 フロ 避 二 
の 
いっ た い 今 、 ど うい う 内 容 の も の が どれ だ け あ る か 、 す ぐに 
わか っ て し まう の が この A V ラ ベル で す 。 
(も ちろ ん 、 そ の 前 に カー ド を 入力 し て くだ さい ね 。) 
AV ラベ ル で は ビデ オラ ベル 、 カ セッ トラ ベル 、 フ ロッ ピー 
ラベ ル の 管理 が で きま す 。 編集 画面 は 下 の と お り で す 。 


(カセ ッ ト ) 


[BEXWITH 5 災 に は 向かい 職業 


PET が 匠 電 
EEEDLXC7 の 2 て 較 


昌 カ 前 火 % 終 7 RG 押 人 削 除 | 
(フロ ッ ピ ー) 
-_  _ 
BIx2nz セ | | 
[6 球 相 
Di nics_ViEs 思 | 


| 


| オレ ンジ 畑 待 っ て る | 
| アバ ー ト 0 人 千 し ます 


匠 印刷 アル 前 次 / 革 了 7 R カ な 採 人 上 


0 = ニュ ヨー ク ・ 珠 | 
11 月 ヨー ロッ パ 清国 


開 還 = = 〈 ぷ | 


- 要 印刷 カ 化 前 次 / 緒 了 か 4 搬 人 


操作 の 流れ 


@ 入力 


まず 入力 が 必要 で す 。A V ラ ベル で は 画面 に つき 1 カー ド で 対応 し て いま す 。 (カセ ッ ト ラ ベル 
の み 、A 面 ・ 面 各 一 画面 で 対応 ) 文字 の 入力 の し か た は ワー プロ と 同じ で す の で 、 第 1 章 を 参照 
の うえ 、 入 力 し て くだ さい 。 ラ ベル の 名 頂 目 の 制限 事 頂 は 3 4 8 ペー ジ 「 頂 目 に 入力 する 」 を ご ら 
ん くだ さい 。「 メ モ 」 欄 な ど コ ピー ライ ター に な っ た つも り で 、 ち ょ っ と 気 の き いた コト バ を 入れ 
て みて は いか が で すか 。 い ろ い ろ 楽 し い 使 いか た を 考え て お お い に 活 用 し て くだ さい 。 


登録 と 保存 


カー ド の 集まり を 「 フ ァイル 」 と いい ます 。 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 する と き は ファ イル 単位 で 
保存 し 、 ひ と つ ひ と つの ファ イル に は 名 前 (ファ イル 名 ) を つけ ます 。 

説明 の 中 で 「 登 録 」 と 「 保 存 ]」 が で て きま す が 、「 登 録 」 は パソ コン 内 の メモ リ と いう 記憶 場所 に 
登録 する こと で 、「 保 存 」 は その 内 容 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する こと で す 。 入力 し て 登録 し た 
カー ド は AV ラベ ル を 終了 し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し まい ます 。 入 力 ・ 修 正 し た カー ド 
(ファ イル ) は 必ず フロ ッ ピー ディ スク に 保存 し て お きま し ょ う 。 


@ 修正 


人 力 し た 文章 を まち が っ た り 、 い ら な いい 文章 を 消し た り 、 新 し く 加え る 部 分 が ある 場合 な ど 、 修 正 
する 必要 が あり ます 。 そ ぞ の 場合 に は 修正 する カー ド の 入っ て いる ファ イル を 呼び 出し て 、 修 正 後に 
同じ ファ イル 名 で 保存 し ます 。 こ の 操作 を 「 フ ァイル の 更新 」 と いい ます 。 別 の ファ イル 名 を つけ 
て 保存 する と ファ イル が も う ひ と つ 作 られ 、 ど ちら が 新しい カー ド か わか り に くく な り ま す 。 で す 
か ら 、 必要 な と き 以 外 は 同じ ファ イル 名 で 保存 し て くだ さい 。 


この 3 つの 操作 の 繰り 返し で カー ド を 管理 し 、 必要 な と き に 印刷 し ます 。 
@ 印刷 


AV ラベ ル で は 自分 だ け の オリ ジ ナ ル ・ ラ ベル が 印刷 で きま す 。 

一 覧 表 (A 4 サイ ズ ) と ビデ オ テ ー プ 用 イン デ ッ クス (品番 : CF-PP9831) 、 オ ー デ ィ オ カセ ッ ト 用 
イン デック ス (品番 : CF-PP992C) 、 3 . 5 インチ フロ ッ ピー ディ スク 用 ラベ ル (品番 : CF-PP984 T) 
の 別売 の 3 種類 の ラベ ル に 印刷 で きま す の で 、 用 途 に 合わ せ て お 選び くだ さい 。 


いら いら 豆 華 ミス < アァ Ei 


AV ラベル の 始め か た 


(メイ ン メ ニュ ー 画 面 ) 


スタ ー ト の し か た 


メイ ン メ ニュ ユ ュー 画面 で 


[6」 に 2 


(AV ラベ ル ) 


ラベ ル の 種類 を 選ぶ 


AV フ ベ ル の 終わ りか た 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 


っ [STOP 


| 得 員 | 。 | 人 
カー ド を 保存 し ます か ? っ 
[実行 ]: は い [生前 : い いえ 
| 
AV ラベ ル を 終了 し ます 
" 実行 


よろ し いで すか ? 
[実行 ] * は い [ 取 削 : い い ぇ 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 に も どり ます 。 


% 4 で [実行 ] の と き は 、 保存 処理 (3 6 4 ページ) の あと 3 へ も どり ます 。 
% 5 で [取消 を 押し て も 編集 画面 に も どり ます 。 


@ [ STOP ]( 終 了 ) は 必ず 行っ て くだ さい 。 終了 を せ ず に 電源 スイ ッ チ を 切る と 学習 辞書 や ユー ザ 
一 辞書 な ど が 消え て し まい ます 。 


oNPS3 人 1 違 


カー ド を 入力 する 


項目 に 入力 する 


| ファ イル 名 :KKOH | カ -RN:0O カ - 陣 :W 


| まで 8 っ た 7 計 5 し た | 


ベル リン 。 間 尋 エリ ス の 旋 像 自 っ て 、| 


| 縮まり 0〈 ベ ルリ ン を 訪ね 6。 | 


| 半 | "=" q 開 還 


| 馬 遇 前 87 BA 昌 カ 前 火 8 了 。 RDG 角 人 | 


タイ トル (全角 、1 2 文字) 、 屋 還 琉 ze:po |R0075mR5O 


日 付 (半角 、 英 数 カナ 、 
1 0 文字 ) 


ソー ス (全角 、 4 文字 
種類 (全角 、 4 文字) 
メモ (全角 、 5 4 文字 ) 


ジャ ン ル (全角 、 4 文字 ) 
サウ ンド (全角 、 6 文字 ) 


本 |【 国 「(( 汗 還 間 モー ド (全角 、 2 文字 ) 
関 Sm aa 


ベル リン gr20 上 We て 、 | | 長 さ (全角 、4 文 字 ) 
| 和 溢 ま りく ベル リン を 訪ね る 。 | 


計 逢 | "= 。 . 関 


| 給 昌 カ 人 前 火 5 二 8 な 折 


※ 文 字 の 入力 方 法 は 、 ワ ー プ ロ と 同じ で す 。 第 1 章 と 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 
(カナ カナ 人 入力) 


(カセ ッ ト の 編集 画面 ) 


[MY FAVORITE SONGS | タイ トル (全角 、1 8 文字 ) 


le 3 ほ 計 天 
人 m_] co] 
IBEXWITH | 引 久 に は 向 か な い 職業 | ジャ ン ル (全角 、5 文 字 ) 
0 | [か WW66 開 和 TRO52 依 | 
た 2 て |ll5EB22 ブ レス 症 || 、, (人 ム 久 、3 文 字 ) 
(半角 、8 文字 ) アート OKUf 凍 79 到 | 証 | ソノ 6 


曲名 (1 行 に つき 、 
| 革 | = = 〇 〈 〇 | か 
全角 、1 0 文字 ) mm 」 
M 人 出力 一 覧 記号 ? 終了 R か な 挿 和 人 龍 # 


(フロ ッ ピ ー の 編集 画面 ) 


イン デック ス (全角 、 1 2 文字 ) 人 55EBRW8W 人 [2 2 


人 lB グ セッ | (半角 、 英 数 カナ 、1 0 文字 ) 
タイ トル (全角 、1 0 文字 一 | 
| 
内 容 (全角 、7 0 文字 ) 本 訴 ニュ テ 束 | 
| 


中 - ゴ 
1 人 出力 一 覧 記号 ?。 終了 R か な 挿 人 削 際 


(カー ソル の 移動 ) 
次 (前 ) の 項目 に 移動 させ る :[ ま た は [VI([A) 
項目 の 中 で の 横 の 移動 

※ カ セッ ト で 、A 面 一 B 面 に 移る に は 、 最初 か が 最後 の 項目 で [| か カー ソル [人] [| を 使い ます 。 
マウ ス 、 ジョ イ パ ッ ド を 使っ て いる と き は 、 BideA BideBI の と ころ に 矢印 の カー ソル を あわ せ て 
トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し ます 。 

項目 の 入力 が 終わ れ ば 、 必ず [F5] (次 ) を 押し て 登録 し ます 。 

@ 全角 の 項目 に 半角 文字 、 半 角 の 項目 に 全角 文字 は どちら も 入力 で きま せん 。 


@ カセ ッ ト の 曲名 の と ころ は 、 1 曲 で 2 行 以上 使っ て も 、 左 側 の 曲 番号 は 消え ませ ん 。 
@ カセ ッ ト の タイ トル は 、 イ ン デ ックス に する と 9 文字 ずつ 2 行 に わか れ ま す 。 


te さる 3 才 TI 牛 


カー ド を 編集 する (編集 ) 


カー ド を さがす (検索 ) 


内 カ 人 前 5 半 


拉 鐘 カル 前 炊 ら 合 了 


@ 表示 され て いる 次 (また は 前 ) の カー ド か ら 検 索 が 始ま り ま す 。 す べ て の カー ド を 対象 に 検索 す 
る と き は 、 あ ら か じ め 1 枚 目 の カー ド を 表示 させ て か ら 行 っ て くだ さい 。 
@ 検索 条件 を 何 も 入 力 し な いで 操作 する と 表示 され て いる カー ド の 次 また は 前 の カー ド が 検索 され 
ます 。 


検索 の 手順 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 


検索 を 選ぶ 
[へ 」 ーーー 
ゆ + 
条件 を 入力 する 画面 が 表示 され る 


条件 に な る 項目 へ 
ー ソ ル を 移動 させ る 
検索 方 向 の 指定 
F4 | 前) 隊 
また は | 衝 
5 
LF5] [に リン 。 エリ 20 っ て 、 | 
検索 方 向 の 指定 
LF4] 
また は で 目的 の カー ド が 表示 され る まで 続け ます 。 
(W) 


※ 条 件 に 一 致す る カー ド が な いと き 「 一 致す る カー ド が あり ませ ん 」 と 表示 され ます 。 
条件 を 変え て 検索 する と き は 、 (条件 ) で 条件 を 入力 し な お し ます 。 


Roots 直 


e 編集 画面 へ 
(修正 ) 


| メモ] “探し だ し た カー ド を 印刷 する 場合 の た め に 、 目的 の カー ド N O. は ひか えて お いて くだ さい 。 
@ [ F4 | (前 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 小さ い ほ うに 、 
[ F5 (次 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 大 きい ほう に 検索 し ます 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
e 検索 条件 で 複数 の 項目 を 入力 し た と き に は 、 す べ て の 検索 条件 を みた す カ ー ド が 表示 され ます 。 
@ スペ ー ス (空白 ) も 有効 で す 。「A B」 を 入力 し て も 「ABC」 は 検索 で きま せん 。 
「AB」 と 入力 し ます 。 


全日 2 和 eeatt5or SerEry: コ ニア リィ GEZC だ ニッ 


カー ド を 複写 する (複写 


指定 し た カー ド を 複写 し て 、 作 成 済 あめ の カー ド の 最後 に 追加 し ます 。 


こ 
叶 便 


よく 似 た 内 容 の カー ド を 入力 する と き 便 利 で す 。 


' 「 編集 」 を 選ぶ 


| 記 2 終了 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


8 


(ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。) 
複写 を 選ぶ 


2 っ 


複写 する カー ド を 表示 する 


補 実行 


カー ド No.001 プ カー ド 数 009 


タル 
[ F1] (Ne.) B 

また は LT _ | 旨 HH1 クー 
am 琴 

遇 F4| ⑧⑱) 只 2 全 昌 CB っ FDL " 実行 


ファ イル 名 : KMKOH | カーNW:OI0 カ ー ト 数 :009 ー 本 呈 問 
FE カー ド NO0. 0 1 0 ノ カ ー ド 数 0 0 9 
時 [55 呈 光路 ] 
74 ITV 99 小 |HiFi 
竹 』 SVHS 明 [T60] モ ド [] 
メモ | 若き 医学 で あっ た 才 隊 外 が 暮らし た 街 


リア 。 エリ 2 計っ て 、| 最後 に 追加 され ます 。 


秋水 まり ゆく ペル リン を 訪ね る 。 


複写 終了 


※ こ の あと 、 項 目 を 修正 し て 新しい カー ド と し て 登録 し ます 。 


※ 4 で [し F1 ] CN o .) で カー ド を 表示 する 場合 


〇 (N 0 .) を 押す 
② 数 字 キ ー で カー ド N 0 . を 入力 する 


③ [実行 ] を 押す 


NNE や で 53 (本 層 


@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
複写 先 の カー ド NO. を 指定 し て カー ド の 間 に 割 り 込 むこ と は で きま せん 。 


カー ド を 消す (削除 ) 


指定 し た カー ド を 消し ます 。 


※ 一 枚 消す と 次 以降 の カー ド N 0. が くり あがり ます 。 


この 機能 の 選び か た 


my 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


削除 の 手順 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
削除 を 選ぶ 


5  。 
削除 する カー ド の 表示 還 記 還 sc jmwmmzmmm 
(NO. ) | 本 [sel 請 222IEH | 
また は CI 計 
また は (前 ) 哨 思 EE 訂 訪 ミーrr 7 実行 
こ 
(W) | rtm 
確認 
削除 | 削 林 し て よろ し いで すか ? 語 
se ee うみ [実行 


炊 パ 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


ひど いら ン 豆 華 ミ ス Nl< ア 人 ト i 


@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 


@ 4 で [ F1 ] (N o.) を 押し た と き は カー ド N O. を 入力 し 、[ 実行 ] を 押す と 表示 され ます .。 


全部 カー ド を 消す ( 全 ナ ー タ 消 ) 


作成 中 の カー ド や 呼び 出し た すべ て の カー ド を 消し ます 。 


ウ 印刷 ア 化 前 次 % 終 


に SS 
除 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


全 デ ー タ 消去 の 手順 


全 デ ー タ を 消去 し ます 
[実行 : はい 


確認 2 


| フ ァイル 名 : | カド Me:00 カ ー ド 数 :000 


全 デ ー タ 消去 を 選ぶ 検 
[へ | 
ベ テ 
し ン ) 

確認 1 


[ 了 削 : い い ぇ 


消 友 し て よろ し いで すか 1 
! 終了 


タル 

時 | 

ッ ス 9 画 | 

柚 長 さ も Fk[ ] 

メモ 

| | 緒 ロ -? 放 人 
ト fs 1 、 | 5aami Top- mg _ og 
信 印刷 人 前 次 5 終了 R か な 挿入 前 際 


L メ モ 


索 
み [実行 
字 [実行 
只 実行 


カー ド が すべ て 消去 され 、 何 も 入力 され て 
いな い N0. 0 0 1 の カー ド が 表示 され ます 。 


@ カセ ッ トラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
@ この 操作 で は 文書 ディ スク 内 の デー タ (カー ド ) は 消去 で きま せん 。 


997 


os で NES コ 違 


カー ド を 修正 する 


修正 の し か た 


| ファ イル 名 : 間 


2 | を き 諾 学 まで あっ た 外 が 革 ら し た 和 


[ベル リン 。 暮 尋 エ リス 0 革 信 造っ て 、 
区 FDLGOD7TOT | 以 り ゆ く ペル リン を 入る 。 


| 給 昌 ケル 前 7 RA 角間 際 | 細 有明 人 前 火 終了  R が な を 搬 人 前 


※ フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し て ある カー ド は 3 6 6 ペー ジ を 参照 し て 先 に 呼び 出し て お きま す 。 


修正 する カー ド を 表示 させ る 


に に 計 | ファ イル 名 : KKOH 
ファ ンク ショ ン 表 示 1 ノ 2 で ーー リン 


F4 | (前 ) 5 還 蘭 
= 修正 し た い カ ー ド を 


表示 させ る パ 5 ar 
、 
(次) at 
ファ ンク ショ ン 表 示 2 ノ 2 で | 馬 昌 ア 介 前 次 87 HB な 角 人 際 | 
修正 する カー ド NO. を 入力 する 人 


UN) 例 ) カー ド NO. 0 0 1 の と き は 


[ 0 [0][ 1 と 和 カ する 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


修正 の 手順 


修正 項目 に カー ソル を 移動 する | | ファ イル 名 :KKOH 人 


ウン テル ・ デ ン ・ リ ン デ ン 
へ 6 |1988711/25 


ーー ^ へ ^ 
ロ 


修正 する 文字 に ファ イル 名 : KKOH 


カー ソル を 移動 する 


my 
K@※@? 


文字 を 入力 する ※ 挿 和信 モード の と き は [ SHIFT ] を 押し な が ら [ INS ] で 上 書 モー ド に し ます 。 


ファ イル 名 : KIKOH 


文字 キー 叶 | ベル リン ・ 秋 の 表情 _ 


へ いし いい へ 


1988/11/25 


他 に も 修正 する 項目 が あれ ば 同様 に し ます 。 


カー ド を 登録 する 
ファ ンク ショ ン 表 示 1 2 で 


( 炊 ) 只 修正 し た カー ド が 登録 され 
次 の カー ド が 表示 され ます 。 


カー ド が すべ て 修正 で きれ ば 、 3 6 4 ペー ジ を 参照 し て 、 フ ロッ ピー ディ スク に 
保存 し ます 。 ディ スク か ら 呼 び 出し て 修正 し た 場合 は 、 
・ 同 じ フ ァイル 名 で 保存 一 修正 し て 保存 し た 内 容 に 書き 替え られ ます 。 
(更新 登録 ) 
・ 別 の 名 前 で 保存 一 内 容 が 修正 され た 別 の ファ イル 。 


NE で PS3 直 ( 居 


@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
@ 文字 の 修正 の し か た は ワー プロ と 同じ で す 。 第 1 章 を 参照 し て くだ さい 。 


記号 を 入力 する (記号 


記紀 や 外 子 を 人 有力 す る 記号 


あら か じ め 登 録 され て いる 特区 外 字 な どの 記号 や 、 ワー プロ で 作っ た 外字 を 人 力 す る 
ら この が 0C 人 きま す 。 


種類 | | 種類 | | 
逢 に = = * a6' 


※ 操 作 の 前 に 入力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


「 記号 」 を 選ぶ 
生計 寺 721: (1: 人 
5 - ] こ ー 
* 
(記号 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


記号 入力 の 手順 


記号 ・ 外 字 の 種類 を 選ぶ 
< ゅ 


入力 する 文字 を 選ぶ 
(前 候補 群 ) 


(前 候補 ) (次 候補 ) 中 


(次 候補 群 ) 


確定 され ます 


撲 | | 
メモ [@_ 


[ ESC で 編集 画面 に も ちどり ます 。 


ss まで NES コ 者 違 


@ 外字 は ワー プロ で 作成 し ます 。 (や 1 7 8 ペー ジ ) 
@ 外字 を カー ド の 中 に 入力 し て も 、 ワ ー プ ロ で 外字 を 修正 する と 、 カ ー ド の 中 の 外字 も 
修正 され ます 。 
e 入力 で きる 記号 は 、 39 2 ペー ジ 「 記 号 一 覧 表 」 を ご らん くだ さい 。 
% 4 で [ SHIFT ) を 押し な が ら [ SELECT ] で 編集 画面 の カー ソル を 動か すこ と が で きま す 。 
た だ し 別 の 項目 へ カー ソル を 動か すこ と は で きま せん 。 


洋 字 の 読み が わか ら な いと き は (AA 


読み の わか ら な い 漢 字 を 区 点 コ ー ド で 呼び 出し て 入力 し ます 。 


※ 操 作 の 前 に 入力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お きま す 。 


「 記 号 」 を 選ぶ 


[CTRL] SF で SD5SP82 だ "| > 
陸 "LM 臣 記号 % 終了 


の 生 200ErT 人 で 折 作 を や め る と き ば [ESGJ 


@ 文字 区 点 コ ー ド 表 は 、 3 9 8 ペー ジー 4 1 1 ペー ジ を ご らん くだ さい 、。 


区 点 入力 の 手順 


5P5 STOP HGN 鑑 寺 =5SEE 
一 覧 記号 ? 終了 R カ 
区 コー ド が 同じ 漢字 が 表示 され ます 。 


いら いら 柄 菩 ミ う Jl< ァ ト ii 


入 | 続 
四 記 り (前 候補 群 ) 
2 更 : 仙 上 目前 侯 科 ) 6 る 62 3 実行 
商学 あこ 7 
き を 区 (次 候補 群 
証 用 で 文字 を 選ぶ 


(ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


回 時 還 連 が ま イ スク を 覗 つ (ファ イル 


カー ド を 保存 する (保存 ) 


登録 され て いる カー ド を ひと つの ファ イル と し て 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 


(ファ イル ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
e 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 
@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
@ ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル を 同じ ファ イル 名 で 保存 し て も 拡張 子 が 違う の 
で 別々 に 保存 され ます 。 


保存 の 手順 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 

保存 処理 を 選ぶ 

KC ゅ + [ 天 生 
ファ イル 名 の 入力 

5 文書 ディ スク を 
| 保 存 ( ビ デカ EE 保存 (ビデ カ 
中 (数字) キー で 中 
4 eS ファ イル 名 を 陸 人 :KIKOH 
人 入力 する 罰 3 
保存 開始 
し ば らく し て 
っ 12 人 | 処遇 げ 本 


編集 印刷 化 前 次 2 


※ こ の 操作 で 保存 し た ファ イル に は 、 自 動 的 に 次 の よう な 拡張 子 (ファ イル 名 の あと に つけ られ た 
3 文字 ファ イル の 区 別 な ど に 使う 。) が つけ られ ます 。 


・ ビ デオ : XX メ XX メメ XX. PC 1 
ファ イル 名 

・ カ セッ ト : X※ メ XX メメ XX. PC 2 
ファ イル 名 

・ フ ロッ ピー : X ベ メ XX メメ XX. PC 3 


et まさ = あ NE つ や コ 川 HOT 牛 


ファ イル 名 
拡張 子 は 付属 の B A S 1 C の ^F | L E S 命 令 * や 「 デ ィ ス クツ ー ル 」 で 見 る こと が で きま す 。 


@ ディ スク 内 に 同じ 名 前 の ファ イル が 保存 され て いる 場合 、「 同 じ フ ァイル 名 が 存在 し て いま す 」 
と 表示 され ます 。 を 押す と 新しい 内 容 に 書き 替え られ 、 [ 取消 」 で ファ イル 名 の 入力 
に も どり ます 。 
@ ファ イル 名 は 8 文字 以内 の 英字 、 数 字 、 カ タカ ナ で 入力 し ます 。 (カタ カナ を 入力 する と き に は 
ロー マ 字 入力 の モー ド を か な 入力 モー ド に し て くだ さい 。) 


カー ド を 呼び 出す (呼出 ) 


ァイル 名 を 指定 し て フロ ッ ピー ディ スク か ら カ ー ド を 呼び 出し ます 。 


| ベル リン 。 明 エリ ス 0 多 人 を 追っ て 、| 
| 棒 ま り 0 く ベ ルリ ン を 訪ね る 。 | 


| 惑 防 アカ 』 前 : RE3 全 _R か な 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


旨 ・ 


| 久 某 印刷 カ 侯 前 


次 2 終了 


lpztx| 


(ファ イル ) 


削 除 処 理 


ディ スク 初期 人 旬 


還 証 “呼出 は すべ て 「 新 規 呼出 」 で す 。「 追 加 呼出 」 は で きま せん 。 
e 呼出 を お こ な うと 、 画 面 上 の カー ド は 消え 、 呼 び 出し た カー ド が 表示 され ます 。 必要 な カー ド は 
必ず 保存 し て お いて くだ さい 、。 


呼出 の 手順 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
|ZZ72 還 還 是 | 


呼出 処理 を 選ぶ 
ご 


ーー 覧 ※ 文 書 デ ィ ス ク を セッ ト す る 


| 1 ビ テオ) 還 時 (ビオ ) | 


ファ イル 名 :[ | 000/000 き [ 実行 ] ファ ル 名 :[ | 0017010 
| 


ACTION 1 ( ) 1989.02.18 
KIKOH (  ) 1988.11.25 
KYOUIKU (  ) 1988.12.03 
ファ イル の 指定 怠 作 編 ) | | 
ファ 7 イル 名 :| | 002/010 ーー 
う ACTION 1 (  ) 1989.02.18 2 実行 
KIKOH ( ) 呈 9806 記 旧 司 25 
KYOUIKU (  ) 1988.12.03 
呼出 終了 
呼び 出さ れ た ファ イル の 


NO. 0 0 1 の カー ド を 表示 


し: 当 


間 ア 人 前 次 。 ま 7 。 HB が 4 人 人 前 


(ファ イル 一 覧 の みか た ) 


SAMPLE 1 ( ) 19 8 9. 0 4. 20 
トレ ーー ーー トレーーーーー」 
ファ イル 名 分 類 名 人 日: 
AV ラベ ル で は 
何 も 入 り ま せん 。 


@ 4 で ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し [ 実行 ] を 押す と その 文字 で 
始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は | ESC ) 
@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 


ひら ひら 柄 業 ミ ul こと Ei 


ティ 人 2 内 の ノ ァ イル を 消す (削除 


文書 ディ スク に 保存 され て いる 不要 な ファ イル を 削除 し ます 。 


ファ イル 」 を 選ぶ 


1 EE 


T 田 | 
ら ] 


Py 


7 
ズル 


うつ 技量 名 生 
(ファ イル ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ] 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 
@ フロ ッ ピー ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 


ファ イル 削除 の 手順 
ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
EZ 


削除 処理 を 選ぶ 
保 存 処 理 


保存 処理 
EE 


ACTION 1 ( 9:809M602 渦 0 
KIKOH 1988.11.25 
KYOUIKU  ( 1988.12.03 


削除 する ファ イル 
を 選ぶ 
ッ テ つ 
う ACTION 1 (  ) 1989.02.18 ュ 実生 
KIKOH ( ) 1988.11.25 
KYOUIKU  ( ) 1988.12.03 


ファ イル 確認 、 削 除 す る 


削 し て も よろ し いで すか 7 
AI 、( 行 ) ゅ 


印刷 アカ 伯 前 次 終了 ACTION 1 ( ) 1989.02.18 
KYOUIKU ( ) 1988.12.03 


[ESC ) で 編集 画面 に ちどり ます 。 


esse* よ NES3 川 ( 牛 


@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 


@ 4 で ファ イル 名 が わか っ て いる 場合 は 、 そ の 名 前 (初め の 何 文 字 か で も 可 ) を 入力 する と 、 ぞ その 
文字 で 始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う と き は ( 科 期 化 


初期 化 (フォ ー マ ッ ト ) を し な いと 、 買 っ た ば か り の ディ スク は 
使え ませ ん 。 

これ は 、 デ ー タ を 保存 する た め の 部 屋 を 、 デ ィ ス ク 内 に 均等 に 
つぐ る 作業 だ と 思っ で くだ さい 。 

(な お 、 ここ で は 9。 5 イン チ で 2 DD と 表示 し じ で ある ディ スタ 
し か 使え ませ ん 。) 

シス テム ディ スク 1 、2 は 絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


軸 赴 : 信 層 
7 


終了 


5 処 理 引 
削 除 処 
5 シン / ie 


っ 


(ファ イル ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 】 


初期 化 の 手順 


ディ スク 初期 化 
処理 を 選ぶ 
MM 実行 
る 
て マ | 
ディ スク を セッ ト 
する ニ 
7 期 化す る ディ スク を ドラ イブ に 挿入 し て ー 
[実行 ) キー を 押し て くだ さい 


(2 DD フォ ー マ ッ ト ) 


| カ 人 | し ば らく お 待ち くだ さい 隔 PNe 
集 且 刷 カ 化 前 次 終了 3 分 | 細 集 印刷 ア 人 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


人 作業 終了 後 も 、 4 の デイ スク 初期 化 の メッ セー ジ は 残り ます 。 
「 処 理 終 了 ] が 消え て いれ ば 、 初 期 化 で き て いま す 。 


人 @ 初 期 化 は 買 つ た ば か り の 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 一 度 だ け お こない ます 。 


RE や で NES う 中 


特に シス テム お よび 文書 ディ スク な ど は 、 内 容 が 失わ れ ま す の で 
絶対 に し な いで くだ さい 。 


@ 「 処 理 終了 ] の メッ セー ジ は 3 秒 ほ ど で 消え ます 。 


@ 4 で 実行 し た あと は 、 処 理 が 終了 する まで 中 断 で きま せん 。 


カー ド の 一 覧 表 を 見 る (一 覧 表 ) 


一 覧 表 の 出 し か た 


登録 され て いる カー ド を 一 覧 表 に し て 画面 に 表示 し ます 。 


誠 フイ ル 名 :KKOH | 太 Ri 


菩 暫 デン ・ リン デン 
| 1989/1/5 旬 疑 了 間 HiFi 
| 002| キタ キツ ネ を さがし て 
| 1989375 芝 多 疑 人 9 章 テレ オ 
003| 和 湯 の 旅 ・ お いし い 町 
| 19971723 院 汰 疑 胸 憶 


| Mu 間 軸 | 」 画 ! 松 了 dt2C 拓 人 | 栓 | 


画面 の 切り ーー 


一 覧 表 の 表示 「 


198811/25 レ 計 g 的 間 HiFi 
キタ キツ ネ を さがし て 


に 2 19893715 レン 紀行 9 の 導 ステ レオ 
秒 湯 の 旅 ・ お いし い 町 


覧 ) | 197|/23 2 旬 絡 的 水 ステ レオ 


No 前面 | 」 画面 ! 訟 7 RA 拓 人 前 


(No. ) : 指定 し た カー ド NO. か ら 表 示し ます 。 
前 画面 ) : 4 枚 分 前 に ずら し ます 。 
(1)  : 1 枚 分 前 に ずら し ます 。 
(!)  : 1 枚 分 次 に ずら し ます 。 
次 画面 ) : 4 枚 分 次 に ずら し ます 。 


中 


替 画 
え 面 
る を 
に 基 
は り 


と ここ 


[ ESC で 編集 画面 に も ちどり ます 。 


※2 で (N 0 .) で カー ド を 表示 する 場合 
① (NO.) を 押す 
② 数 字 キ ー で カー ド N Oo. を 入力 する 


@ を 押す 


@ 一 覧 表 は 必ず N 0 . 0 0 1 か ら 表 示さ れ ま す 。 


@ 一 覧 表 か ら 編 集 画面 に も どっ た と き 、 一 覧 表 の 一 番 上 の カー ド が 表示 され ます 。 


@ [F3] (1) 〔[F4) (!) は [AI [IM| で も 同様 で す 。 


% [ F5 | を 押し て 画面 を 切り 替え る 場合 、 最 終 カー ド は 最 下段 に 表示 され る た め 、 4 枚 分 ずれ な い 


場合 が あり ます 。 


eee さこ あ N ド ES コ 川相 


97J 


印刷 の し か た 


一 覧 表 ラベ ル A ラベ ル B 
開始 NN001 終了 No 001 
し な い の 


M 刷 加 を 選ぶ 


『 っ | 評 昌 前 次 終了 


一 庄 一 覧 表 ラベ ル A 2 ベル B 
| ナド 靖国 Me 
検索 し な い す る 


印刷 の 手順 


項目 を 設定 する 
| へ | 
N_/ 
Ke ペタ き (設定 内 容 は 次 ペー ジ 以 降 を ご らん くだ さい 。 ) 
で 各 頂 目 を 設定 し ます 。 
用 紙 の セッ ト (セッ ト の 方 法 は プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご らん くだ さい 。 ) 
プリ ンタ の 
電源 ラン プ : 点灯 
印字 可 ラ ンプ : 点 条 
を 確認 し ます 。 


シス テム ディ スク 1 


を セッ ト す る 
印刷 開始 

印 ※ リ ボン カセ ッ ト を 交換 する と き 等 に 使い ます 。 四 
思 | 和 押 草 
al [SPACE] ゅ | [ 舌 生 : 印 刷 再 開 っ [実行 ( 
が [取消 ]: 印 刷 中 上 ラ 
人 ペ 
| [取消 ) で 設定 画面 に も と る 
能 
い 
い 
| 弟 用紙 を セッ ト し [ 容 行 ] を 押し て くだ さい ろ 


「 IRIS に 放し い 用 婚 を みう [実行] 
組 集 印刷 カ 伯 前 次 欠 朗 了 本村 " 「 


[ESC で 編集 面 面 に も ちどり ます 。 


@ あら か じ め 入 出力 セレ クト ( 層 3 3 8 ペー ジ ) で 、 接 続 し て いる プリ ンタ を あわ せ て お いて 
くだ さい 


使う 用 紙 を 決め る (型式 ) 


回 回 で 、 印刷 する 形 を 設定 し ます 。 


一 覧 表 ラベ ル A ラベ ル B 


開始 N00| 終了 No001 
し な い 9 る 


・ 一 覧 表 を 印刷 する 場合 
感 替 ロ ー ル 紙 (CF-PP901SR 別売 ) 、 ま た は A 4 サイ ズ の 普通 紙 、 感熱 紙 も 使用 で きま す 。 
用 紙 は 、 プ リン タ 左 端 の 位置 マー ク に 合わ せ 、 上 端 は ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せま す 。 

・ ラ ベル を 印刷 する 場合 
付属 の ラベ ル 、 ま た は 別売 り の ラベ ル (ビデ オ 用 CF-PP983T、 カ セッ ト 用 CF-PP992C、 
フロ ッ ピ ー 用 CF-PP984T) を 使用 し て くだ さい 。 
な お 、F S 一 P 4 0 0 (当社 製 ) を お 使い の か た は 、 標準 の 位置 合わ O せ マー ク よ り 5<6 ミリ 上 
こ 合 わせ て くだ さい 。 


5 一 6 ミリ 
位置 合わ 


[ メ モ ) | メ モ j @ 感熱 ロー ル 紙 を お 使い に な る と き は 、 リ ボン カセ ッ ト を は ず し て 印刷 で きま す 。 
(FS-P400 で は 使え ませ ん 。) 
@ プリ ンタ へ の セッ ト の し か た (用 紙 の 位置 あお わせ) に つい て は お まま 持ち の プリ ンタ の 取扱 説明 書 
を ご らん くだ さい 、。 


(ラベ ル ) 「 
カセ ッ ト イ ン デ ックス フロ ッ ピ ー ラ ベル 


a 時 ae _-、 [BB] 
ID > menbe ーー 畜 半 ロッ ピー ト ーー 
(3 稚 / 剛 週 


RI し ば 漬け 食べ た いと ーー 
S き 部 屋 で 聴く 曲 3  、 グ アッ マラ 


6 月 東京 ・ 訪 喫 _ 
7 月 NECS・NIES 諸 軸 
[L べ ] 1989/4/20 日 付 1989/1/15 LE] 1 0 月 ニュ ー ヨ ー ク ・ 東 京 
ON MK ON 1 1 月 ヨー ロッ パ 巡 回 


. 赤 い 靴 SS . フ ラン チェ スカ の 鐘 日 付 1988/12720 


. オ レン ジ 畑 で 待っ て る 3. 夏服 を 着 た 女 た ち 

. ア パー ト の 鍵 貸し ます 4. 星 空 の ソナ タ 

. 女 に は 向 か な い 職 業 . 1 0 月 は た そ が れ の 国 
. 二 十 歳 の 恋 の 物語 . ト ルコ の 軍楽 
摩天楼 エ クス プレ ス . 新 世界 か ら 

. フ ラン クリ ン の 果実 . シ ョ パン ググ 別れ の 曲 


BE 衣 WITH . 前 奏 曲 


CO ココ ひよ の い ピ ビ 


リッ チル ・7 ソ リッ テッ 
若き 医学 生 で あっ た 森 鳴 外 が 暮らし た 街 
ベル リン 。 舞姫 エリ ス の 残像 を 追っ て 、 


秋 深まり ゆく ベル リン を 訪ね る 。 
日 付 1988/11/25 


EE ge ビデ オ 
SDURCE:TV SDUND:HiFi ラベ ル B ・ 側 面 用 ビデ オ 
ラベ ル A・ 背 面 用 ビーーー ブ 


べ 
(一 策 表 ) ピ ぼぼ す 1 uuRHhHT11IIIIIIII1I5OOO5OO つ 5 ル 
: ウ ン テ ル ・ デ ン ・ リ ン デ ン ジャ ツル : 紀 行 モー ド : 標 準 機 
日 付 1988/11/25 能 
種類 :SVHS 【 メ モ 】 若き 医学 生 で あっ た 礎 隊 外 が 暮らし た 街 い 
長き :T60 ベル リン .。 舞 尋 エ リス の 残像 を 追っ て 、 
SOUND:Hi Fi 秋 深 まり ゆく ベル リン を 訪ね る 。 選 
ee =ー ーー ーー ーー ーー ゞ 
24hk : キ タキ ツネ を さがし て ジ ャ ツル: 紀行 モー ド : 標 準 ろ 
日 付 .1989/3/15 
種類 :VHS 【 メ モ 】 自然 作家 B. V. シャ ンプ ル が 北海 道 に 
長 さき :T60 キャ ンプ 生活 を し た お り の 、 キ ツネ た ち 
SDUND:STEREO と の 心 の 交流 を スケ ッ チ する 。 
91 ト y : 秘 湯 の 旅 ・ お いし い 町 ャ yW: 紀 行 モー ド : 標 準 
日 付 :1987/1/23 
種類 :VHS 【 メ モ 】 温泉 プー ム の 昨今 、 知 る 人 ぞ 知 る 穴場 を 
長き :T120 リポ ー ト 。 その うえ 安く て か わっ て て お 
SUUNI:STEREO いし いも の の お 店 も 盛り 沢山 。 
_*y ル 紀行 モー ド 標準 


背景 を ド 


刷 す る カー ド を 所 する カー ド ) 


で 青い 四国 を 「「 カ ー ド 」 に あわ せ 、 
罰 ] 加 で 開始 また は 終了 カー ド N 0. を 選び 数 字 キ ー で N0. を 入力 し ます 。 


一 覧 表 ラベ ル A ラベ ル B 


カー ド 開始 OO| 終了 No 003 
検 索 し な い す る 


e 開始 カー ド NO. : この カー ド か ら 印 刷 が 始ま り ま す 。 
@e 終了 カー ド NO. : この カー ド で 印刷 が 終わ り ま す 。 


開始 N 0. と 終了 NO. を 同じ に する と 、 そ の カー ド だ けが 印刷 され ます 。 


@ NO. を 指定 し な けれ ば 、 N o . 001 か ら 登録 され て いる すべ て の カー ド が 印刷 され ます 。 


き が し た か ド < を 則 員 する 人 


で 青い を 「 検 索 ] に あわ せ 、 で 選び ます 。 


型式 一覧 表 ラベ ル A ラベ ル B 


カー ド 開 OO| 終 7Ie003 
機 索 し な い す る 


検索 を 「 す る 」 に 指定 する 場合 、 あらかじめ 3 5 0 ペー ジ を 参照 し 、「 検 索 」 を 行 


つう て お いて くだ さい 。 印刷 の 対象 に な る の は 「 検 索 」 で 設定 し た 検索 条件 と 一 致す 
る カー ド の み で す 。 


@ 「 検 索 ] を 「 す る | に する と 


3 1 2 ペー ジ の 「 検 索 ] で 条件 に あう カー ド を すべ て NO. の 若い カー ド か ら 印 刷 し ます 。 
条件 に あう カー ド が 複数 あり 、 そ の うち の 一 枚 だ け を 印刷 し た い 場 合 に は は 、「 カ ー ド | の 項 
目 で その カー ド の NO. を 指定 し ます 。 


いら ひら 配 藤 ミス < ァ ki 


@ 検索 条件 を 何 も 設定 せ ず に 「 検 索 ] を 「 す る 」 に する と 、「 カ ー ド 」 の 頂 目 の 「 開 始 NO0. 」 で 


指定 され た カー ド か ら 印 刷 さ れ ま す 。 


入出 力 機器 の 設定 と 画面 調整 (入出 力 セレ クト ) 


ブリ ンタ 0 株 紀 や マウ 人 を 設定 する 


接続 し て いる マウ ス や プリ ンタ の 種類 を 設 設定 し ます 。 


| カセ レ ッ ト 
%| | 還 請 較 較 妥 キネ ボード マウ 2 パッ ド 
プリ ンタ ー 選 択 PK1  PWI P40O カル 1 カン 2 
し / [SHIF T] 十 [カー ソル ] で 画面 位 置 調整 


この 機能 の 選び か た 


[ CTRL ey RT PTP FE EE - 胡 5ToP_ 
| | 息 記号 2 終了 


Myer2 ト | 
凍 還 還 較 較 昌 | キ - ボ ー ド や マリス パッ ド 
プリ ンタ ー 選 択  K  PWI PO ルル ブル 2 
【SHIFT] [カー ソル ] で 画 折 位置 講 整 


入力 機器 を 設定 


KO く 2 ゅ * 


Ir2 ト | 
キー ボー ド マウ リス パッ ド 


プリ ンタ ー 選 択 ” 了 KI PWI POO ルル 1 カッタ 
[SHI FT] 十 [カー ソル ] で 画面 位置 調整 


プリ ンタ を DEEHZ が 
で きい 還 還 を 臣 入力 デバ イス キー ボー ド マリ ウン > 
(ンコ フリ ンタ RE マ 時 了 KI PWI PO 


[SHIFT] 十 [カー ソル ] で 画面 


この 設定 で よろ し いで すか ? の ー 
し 実行] に う [実行 
| 記号 2? 終了 編集 画面 へ 


[入力 デバ イス 」 


キー ボー ド : キー ボー ド の み を 使う と き 
マウ ス ・ マ ウス と キー ボー ド を 使う と き (当社 製 FS-JM1- 日 ) 


パッ ド : ジョ イ パ ッ ド と キー ボー ド を 使う と き (当社 製 FS-JS220, FS-JS222) 
「 プ リン ター 選択 」 
PK 1 :FS 一 PK1 (当社 製 、 推 奨 品 、 近 日 発売 ) 
P W 1 :FS 一 PW1 (当社 製 ) 
P400 :FS 一 P400 (当社 製 ) 


プリ ンタ ー 1 : HBP 一 F 1 (SONY 製 ) 
プリ ンタ ー 2 : 将来 発売 する 機種 で 使用 し ます 。 


[SHIFT ) を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 画 面 の 位置 が 調整 で きま す 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
@ この 操作 は メイ ン メ ニュ ー、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル すべ て に あり ます < 
どこ か で 一 度 設定 する と 記憶 され て いま す 。 た だ し 本 体 に 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、 
「 終 了 」 の 操作 を せ ず に メイ ン メ ニュ ー 画 面 以 外 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 最後 の 設定 内 容 は 記憶 


され て いま せん 。 
001 


いら ひら 酷 呈 ミ ス l こ アァ Tei 


6 


SaTmple Collections 


第 O 章 / サ ンプ ル 集 


サン フル 集 


EsWe 上 HOD 粘 


けい 線 
中 170 


ペー ジ 


4 倍角 き 166 ペー ジ 
記号 只 92 ペー ジ 太字 較 148 ペー ジ 
白 抜 只 148 ペー ジ 


あの ! 和信 漂 上 盾 』 肝 ェ ッ ク 


「 要領 が いい 」 と 言い 換え る こと も で きる 「 世 渡り 上 手 」。 琶 194 ペ ー 
「 私 は 要領 が 悪く て ・・・」 な ん て 思っ て いる そこ の あな た 、 以 外 と 性 格 の 奥深 くに 「 世 渡 
り 上 手 」 は 潜ん で いる も の で す 、。 
さあ 、 チ ェ ッ ク し て み ま し ょ う ! 鉛筆 は 用 意 し まし た か ? 
チ ェ ッ ク 項 目 
どん な 人 と も 話 を 合わ せる こと が で きる 。 
話題 が 豊富 で ある 。 
「 棚 か ら ば た 餅 」 が いち ば ん 好き な こと わざ で ある 。 
人 ご み を 歩く の が 速い 。 
車 は 持っ て いる が 、 人 に 乗せ て も ら う ほう が 多い 。 
百恵 ちゃ ん より 聖子 ちゃ ん の ほう が 好き だ 。 
「 つ いで に ・・・」 と 言い な が ら 人 に も の を 頼む こと が 多い 。 
小さ い 頃 は ガキ 大 将 の 腰巾着 だ っ た 。 
も の ご と は いき お いで や る も の だ 。 
と に か くし ん どい 思い を せ ず に 一 生 を 送り た いと 思っ て いる 。 
自慢 じゃ な い が 頭 の デキ は いい ほう だ 。 
腰 が 低い と よく 言わ れる 。 
食べ 物 の 好き 嫌い が な い 。 
今 身 に 着け て いる も の の いずれ か は バー ゲン の 戦利 品 で ある 。 
尊敬 する 人 物 の ひと り は 徳川 家康 で ある 。 


1 
2 
う 
4 
5 
6 
の 
8 
9 
由 
1 
1 
1 
1 
1 


人 @ さ て 、 あ な た の 「 世 渡り 上 手 」 度 は ? (YES の 数 で 答え て くだ さい 。) 


・1 て 3 上京 の 人 少し ば か り ガ ンコ 者 。 も っ と 人 に 頼っ て は ? 
・4 て 6 点 の 人 . イマ イチ 世渡り 上 手 。 素質 アリ で す 。 だ いじ ょ うぶ 。 
・7 で 9 点 の 人 ほど は と ど 世 渡り 上 手 。 今 の ペー ス を くず さ な い よう に 。 
・10 一 1 2 点 の 人 な か な か 世渡り 上 手 。 やり手 で す 。 文句 ナシ 。 
・1 3…1 5 点 の 人 た だ の 自分 勝手 。 地道 な 人 生 も また 良い も の で す 。 


いか が で し た か ? これ を も と に 生き 方 を 変え て みて は ?! 


書式 用紙 
胎 
禁則 処理 
文字 間 馬 


行間 司 
左右 穴 日 
上 人 日 


縦 倍角 只 166 4 倍角 叶 166 ペー ジ 半角 叶 162 ペー ジ 


ペー ジ 


御 見 積 書 
64 年 8 月 30 日 
(772 ル 7-M ド 棋 記号 叶 96 べ ー 


下記 の 通り 御 見 積 り 申し 上 げ ま す 。 
新 会 社 
〒559 大 孤 市 住之江 区 浜口 東 2ー 1 2 一 6 
容 06(672)i141 FAX.06(672) 1131 


要 
hp of | 
P 4 リー 


書式 : 用 紙 
肥 
人 則夫 旭 
文字 間 馬 


1 間隔 
た 右 泉 日 
上 下 余 昌 


半 勿 162 


ペー ジ 


esNMSI 人) 直 


書式 : 用 紙 リフ ィ ル 
(議事 録 ) 


書式 : 用 紙 原稿 


和民 ね 犬 


飼い 始め た ば か り の 小犬 が いな く な り ま し た 。 
お 心当たり の か た は 、 ど ん な を 情報 で も 結構 で 
す の で 下記 の ナン バー まで お 願い 致し ます 。 


犬 の 名 前 :「 パ ナ 」 
雑種 、 お す 、 生 後 3 ヶ 月 。 全 体 的 に 茶色 。 
赤 の 首輪 を し て いる 。 顔 が か わい い 。 


谷 123(45) 6789 松下 


ssNNS3 川相 


付 録 


字 や ユー ザー 評 午 を う 便 うに は 


ワー プロ で 作成 し た 外字 や ユー ザー 辞書 は アド レス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル で も 入力 
する こと が で きま す 。 た だ し 使う 場合 に いく つか の 注意 事項 が あり ます 。 


[外字 ] 


1 外字 は ワー プロ で 作成 し 、F S 一 A 1 WX に 登録 し ます 。 (や 196 ペ ー ジ ) 

2 現在 F S 一 A 1 WX に 登録 され て いる 外字 は 、 ワ ー プ ロ の 文書 ファ イル と 同時 に 保存 され ます 。 
( 別 の 文書 ファ イル を 呼び 出す と 、 登 録 さ れ て いる 外字 の 内 容 は 変わ り ま す 。) 

3 アド レス 等 で 使え る 外字 は 、 現 在 F S 一 A 1 WX に 登録 され て いる 外字 で す 。 

4 ワー プロ で 登録 され て いる 外字 を 修正 、 削 除 す る と 、 ア ドレ ス 等 で 使っ た 外字 も 修正 、 削 除 さ 
れ ま す 。 


ワー プロ アド レス ワー プロ アド レス 
「X」 を 作成 し | 終了 | メモ |X 終了 | 「Y」 を 作成 し | 終了 | メモ [|Y 
3/40 に 登録 と 入力 mW | 3/40 に 登録 に 変更 され る 


[ユー ザー 辞書 ] 


1 ユー ザー 辞書 は ワー プロ で 登録 し ます 。 
2 ワー プロ で ユー ザー 辞書 を 初期 化 、 削 除 す る と アド レス 等 で も 使え な く な り ま す 。 
3 ユー ザー 辞書 は ワー プロ の 文書 ファ イル と 同時 に 保存 され ます 。 


アド レス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル で 外字 を 使う と き の ぼ 順 


① アド レス や ネー ムカ ー ド 、AV ラ ベル 用 の 外字 文書 を 作り ます 。 中 身 や 名 前 は 何で も か まい ま 
せん か ら 、 ひ と つの 文書 を 作り ます 。 外字 を 作る 場合 は 、 必 ず こ の 文書 を 呼び 出し て 外字 を 作 


り 、 デ ィ ス ク に 保存 し て お きま す 。 


表 人 LH 
アド レス 、 擬 一 カ ー ド 保存 ーー の 
AV ラベ ル 用 の 外字 を 作成 ァ 人 還 


文書 名 「GA1IJI] 


アド レス 等 で 外字 を 使っ て いる 場合 は 、 ワ ー プ ロ で この 文書 を 呼び 出し ます 。 


1 文字 外字 を 登録 し (外字 パタ ー ン は 何で も よい ) 、 ワ ー プ ロ を 終了 し ます 。 (② と ③ の 操作 
を する こと で 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 用 の 外字 が F S 一 A 1 WX に 登録 され ま 


す 。) 
(〈④ アド レス 等 を 始め ます 。 


章 す | を | 


文書 名 「GA1IJI] 


ーーー 宛 愉し レス ーー 
| 

| ワー プロ を 終了 し | 弥 
| ます 。 mm | 外字 が 使え ます 。 


va me* すく を すま つこ * ま マト が 信 ダ ど だ @ーー ェ デ 
に 
/ C 壮 $e む お % 井 久 *@S 次 胡 〇 欠 @ 〇 へ 金 申 還 人 人 A マ マヤ ※〒 エ ーー1 
! 三 A 奴 半 上 b ゆ すま 1 〇 博 介 [IIIMNMVVWWMWMIKX 的 KNoO 〇 ②③ 
②⑤⑥ の ⑦⑧⑨@⑩【】 吉 全 099⑳⑥⑯ の ⑦ の @⑨0⑩00i 是 Vowiwimix 
メ 畠 5 夫 陣 内 同 側 才 夫 多用 北 多才 孝 


単位 (39) 
gmcemmmkmcWW 可 mWkgus 全 2 人 枝 ま る 銘 た 5 
cm 由 ! ccHzmbse 


学術 (45) 
キー 土 ベ ーー ぐみ 人 色 生 ぐ @.. の キン 上 の V 手 計 る 光 ア o の oe 区 
うつ ここ つり ロロ ハツ ソー 妥 飼 マヨ 


デオ す (11L 旬 ) 
多 夫 一 仙 倫 用 る 因 ⑥ 多 物 欧 人 柄 稚 付 免 ま 正和 作 を 人 @ 実 則 爺 仙 あ 
芝 本 久生 交 人 ム @ 明 克幸 人 る る の 月 B の バタ ツウ み 『 げ も 所 め の 李 ※ ぼ 窒 
ツウ る の ⑨⑳ 〇 6Q@@@6@@ 喘 直 了 原 や 東和 @ 〇 @ ひ の を ラ を や を 全 せ マウ セグ 
N 宮 で o w 交 紀香 欠 友 の や 8 も 8⑤ 文 中 ゅ 立 8⑩3 


欧文 (143) 
ABTAEZHOIKAMNEOIP%TT も XVQo87 ひ を 
ク の し と 入 以 レシ レ ほ の O 婦 の の ひとり の 々 め oABBT 馬 E 世 沙 3 芝 六 K 
旭 MHOIHIPCTVY も XLHmbbIb2IO 名 ga6Brmeexs 


IL 届 KK 旭 MHOTDPDC エ Tb 文代 せ 男 皿 や blbS ら SO 好人 AO 〇 OU きき 8i 


ム 。 < ょ る ンー < と と っ し 導 まい 生ま で の 


※ 上 の 記号 は 印刷 例 で 、 画 面 の 表示 と は 少し 異な り ま す 。 


ご 


えて 
KUI け K 


| が GAl ぎ GIl 

JI 
だ DAI ぢ Dll 
ば PAI び _PII 
| ば BAIO BII 


|] あ XAIO X|l 


0 


きい KYI| き ゅ KYU|I き ぇ KYE| き ょ KYO 

ぎゃ GYAI ぎ ぃ GYII ぎ ゅ GYUI ぎ ぇ GYEI ぎ ょ GYO 
くぅ 

| 


く ぁ QWA|I く ぃ QWI QWU| く ぇ QWE|< ぉ QWO 
Q QO 
KWA KW I KWU KWE KWO 
| ぐ ゎ わ GWAI ぐ い GWII ぐ ぅ GWUI ぐ ぇ GWEI ぐ ぉ GWOI 
| 仙人 SYI | し ゅ SYUI し ぇ ET 8 和 0 
SHA SHI SHU SHE SHO 
じゃ ZYA|I じ ou ZYITIC ゅ ZYU| じ ぇ ZYE|IC ょ s 2ZYO 
JYA JYI JYU JYE り \ 

JA JI JU JO 
ちゃ CHA | ちぃ ちゅ CHU| ち ぇ CHE| ち ょ CHO 
CYA C CYU GYE CYO 
TYA T TYU TYE TYO 


『 
Y 

やや DYA ぢ ぉ DYO 
S つ ぁ 


0 
の 
mm 


(ce 
「T 


| 

| 

| ぢ DYE 
| つ ぁ あぁ TSAI つ O TSI| | っ ぇ TSE| つ ぉ TSOI 
| て や THAI て u THI] て ゅ THUI て ぇ THEI て ょ THOI 
| で や DHA] で Go DHI| で ゅ DHUI で ぇ THE| で ょ THO 
| に や NYAI に Oo NYI] に ゅ NYUI に ぇ NYE| に ょ NYO 
IO ゃ HYAI ひ OO HYIIO ゅ HYUIO ぇ HYEIO ょ HYOI 
IO ゃ BYAI び Go BYIIO ゅ w BYUIO ぇ BYEI び ょ BYO 
I び ゃ PYAI び u PYII び ゅ PYU 
| ふ あ  FAIS ぶ OU Fl| | ぷ ぶ ぇ FE|I ぶ ぉ FOI 
| ふ や FYAI _  I ぶ ゅ FYUI | ふ ょ FYOI 
| み ゃ や MYAI み O MYI| み ゅ MYUI み ぇ MYE] み ょ MYO 
| ryAl ivil rl (ol tvo 

LYA LY | LYU LYE L YO 


ぶ あ VAT ぶ ぃ VI TI ぷぅ う VU | ぶ ぇ VE | ぶ ぉ VO 
( ウ ヴァ) (ヴィ ) ( ヴ ). (の エ 2 (ヴォ ) 


1I ぐ _ GUI げ GEI ご GOI 
lk 


1 づ DUI で DEI ど DO0I 
| ぷ PUI ペ PEI ぽ PO 
| ぷ BUI べ BEI ぽ BO 


| つう XU] え XE| お XOI 
| |] ヶ XKEI _ 


こん な メリ セ ー ジ が 表示 され た と き は 


( 五 十 音 順 ) 


文書 や カー ド が 全く な い 状 態 | 文書 や カー ド を 入力 また は 呼 
で 印刷 し よう と し た び 出 し て か ら 印 刷 し ます 
世 が ある た め 横 使い に で き な い | 口 は 使え ませ ん 


ん 
英文 WP で は 用 紙 横 使い ファ イル は 読め | 英文 ワー プロ モー ド の 状態 で | 日 本 語 ワー プロ の モー ド に 切 
ませ ん 用 紙 横 使 い の 文書 を 呼び 出 そ | り 替 えて か ら 呼 び 出し ます 
うと し た 


定時 、 用 紙 横 使 い を 選ん だ は で きま せん 

同じ ファ イル 名 が 存在 し て いま す 保存 する と き に 同じ ファ イル | 新しい ファ イル に 書き 替え る 
名 で すでに 保存 され て いる と き は [実行 ] 、 デ ィ ス ク 内 の 
ファ イル を 残し て お く 場 合 に 
は [取消 ) を 押し て 中 止 し ます 
シス テム ディ スク に 文書 を 保 | 文書 ディ スク に 保存 し ます 
存 し ポポ うと し た いら な い フ ァイル を 削除 し て 
ディ スク に 空き 領域 が な い 、 | か ら 保存 し 直し ます 

また は 112 個 の ファ イル が す | ディ スク が こわ れ て いる 場合 
で に 保存 され て いる に は 新しい ディ スク に 保存 し 
ディ スク が 壊れ て いる ます 
ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト | ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 解除 
タプ ブ が 書き 込み 禁止 の 状態 に | に し て セッ ト し 、 で 処 
な っ て いる 理 を 続け ます 


区 点 が 間違っ て いま す 区 また は 点 が 入力 され て いな | 398ー411 ペ ー ジ の コー ド 表 を 
いか 、 存 在 し な い 区 点 を 入力 | 参考 に し て 入力 し ます 
し た 


野 線 (けい 線 ) 、 枠 の いずれ か が 保存 | 本 機 で 作成 し た 文書 を ワー コ | 本 機 と ワー コン で は 文章 体系 
され て いま せん ン フ ァイル に 保存 する と き 、 | が 違う た め け い 線 や 枠 で 一 部 
文字 間 け い 線 な ど が 保存 で き | 保存 で き な い も の が あり ます 
な い (けい 線 や 枠 を 省略 し て 保存 
され ます ) 

けい 線 や 枠 の 最大 値 が ちがう 
た め 、 呼 び 出せ な い 場 合 が あ 
り ま す (呼び 出せ る と ころ ま 
で 呼び だ し ます ) 


1 ペー ジ に 114 本 以上 の けい 線 | 1 ペー ジ に 113 本 以内 で けい 線 
を ひこ うと し た を ひき ます 

けい 線 を 削除 する と き に 表示 | けい 線 の ある ペー ジ を 表示 さ 
され た ペー ジ に けい 線 が な い | せ て 削除 し ます 


※ WP ニワ ー プ ロ 
ワー コシ ジニ ウー プロ / パ ソコ シ 


書き 込み エラ ー が 発生 し まし た 


書き 込み 禁止 を 解除 し て くだ さい 


ワー コン で 作成 し た 文書 を 本 
機 に 呼び 出す と き 、 け い 線 や 
枠 が 呼び 出せ な か っ た 


野 線 、 枠 の いずれ か が 呼出 され て いま せ 
ん 


ES 計 和 EN NRNSRRSSSNRSSESKIIS 対 
、 
ド で や 
も 


0 SNE 季 
肢 線 の 一 部 が 呼出 され て いま せん ワー コン で 作成 し た 文書 を 本 | 本 機 と ワー コン で は 文書 体系 
機 に 呼び 出す と き 、 け い 線 な | が 違う た ゆめ けい 線 や 枠 で 一 部 
ど が 呼び 出せ な い 呼び 出せ な いも の が あり ます 。 
1 
記 ペー ジ で 桁 削除 る 


原稿 、 リ フィ ル で は 用 紙 横 使い は で きま | 用 紙 が 原稿 用 紙 、 リ フィ ル 、 縮 | 縦 使い の み で 使用 し ます 
せん 小 リ フィ ル の と き 横 使い を 指 

定 し た 

検索 を 実行 し た 

理 を 選ん だ び ま す 

の 処理 を 選ん だ を 選び ます 


除 
これ 以上 登録 で きま せん 単語 登録 個数 が いっ ぱい に な っ | 単語 登録 で きる 個数 は 最大 90 
た 個 (読み 6 文字 、 表 記 10 文 字 の 場 
合 ) 


シス テム ディ スク は 初期 化 で きま せん | 付属 の シス テム ディ スク を 初 | シス テム ディ スク は 初期 化し 
期 化 し よう と し た な いで くだ さい 

た だ し 、 コ ピー (パッ クア ッ 
プ ) され た シス テム ディ スク 
で は この メッ セージ は 表示 さ 
れず に 初期 化 さ れ て し まい ま 
す の で 注意 し て くだ さい 
「 用 紙 横 使い 」 「 リ フィ ル 」 
の と き に 「 縮 小 」、「 縮 小 リ 
フィ ル 」 の と き に 「 明 朝 体 」 
「 毛 筆 」 は 指定 で きま せん 
書式 を 変更 で き な い 条件 の と | 大 き な 書 式 に 変更 する か 、 け 
き 変更 し よう と し た い 線 、 枠 、 イ ン デ ント を 小さ 


指定 の 書体 に は 変更 で きま せん 
けい 線 、 枠 、 イ ン デ ント が 変 | く 修正 し ます 
更 し よう と し て いる サイ ズ に 


書式 変更 で きま せん 
あわ な い 


図形 梓 は これ 以上 作れ ませ ん すでに 図形 枠 が 存在 し て いる | 図形 枠 は 1 文書 に 1 つ だ けし 
と き に 図形 枠 作 成 を し よう と | か 作成 で きま せん 
し た 


を 設定 し た 

単語 が 見 つか り ま せん 単語 登録 され て いな いと き に | 単語 を 登録 し て か ら 行 いま す 
単語 表示 また は 削除 を し よう と | 
し た 


停止 EU 刷 で きる 行 は 1 買 に つき 1 0 個 ま | 印刷 停止 設定 を 1 ペー ジ に 11 個 | 印刷 停止 設定 は 1 ペー ジ に 10 個 
以内 に し ます 


で で す 以上 設定 し よう と し た 


使え な い 書 体 を 指定 し よう と 
し た 


停止 設定 で きま せん 用 紙 横 使 い の と き 停 止 設 定 を 
し よう と し た ませ ん 
ディ スク を 確か め て くだ さい ディ スク ドラ イブ プ に ディ スク | 初期 化 さ れ た ディ スク を セ 
が セッ ト さ れ て いな い 、 も し く | ト し ます 
は 初期 化 さ れ て いな い 
入力 オー バー ファ イル の 注 怠 文 ヘッ ダ 名 、 | 適切 な 文字 数 で 入力 し ます 
検索 ・ 置 換 文字 の 入力 時 に 文 
字数 が 多 す ぎる 
範囲 の 指定 が 間違っ て いま す 範囲 を 指定 する と き イ ン デ ン | 正しく 和男 囲 を 指定 し ます 
人 較 Fkt221iinii 人 
指定 し た s 
せん 


| 三 し ルコ 
ーー ツ 


P K 1 以外 で は 用 紙 横 使 い 印 刷 は で きま | プリ ンタ ー が 「P K 1 」 「 プ | 252 ペ ー ジ を 参考 に し て 横 使い 
リン ター 2 」 以外 の と き に 横 | の 文書 が 印刷 で きる プリ ンタ 
を 使う か 縦 使 い の 文書 に 作り 
直し ます 


ファ イル が 見 つか り ま せん 指定 され た 名 前 の ファ イル が | 正しい ディ スク に 入れ 替え る 
見 つか ら な い か 、 フ ァイル 名 を 正しく 訂正 
し ます 
追加 で 呼び 出す と き に メモ リー| 別々 に 呼び 出し ます 
こ 空 き が な く な っ た 
文書 が 10 ペ ー ジ 以上 に な っ た | ディ スク に 保存 し 新しい 文書 
に 続き を 入力 し ます 
メモ リー 容量 が 足り ませ ん 文字 入力 や 複写 の と き に メモ 
リー の 容量 が 不足 し た 
登録 し よう と し た は 20 文 字 以内 に し ます 
デ ロ 


使い 文書 を 印刷 し よう と し た 


用 紙 横 使い で は 禁則 で きま せん 用 紙 横 使 いひ の とき に 禁 則 処 理 | 横 使 い の と き 禁 則 処 理 は で き 
を 「 す る 」 に し よう と し た ませ ん 


読み 込み エラ ー が 発生 し まし た 指定 され た ファ イル が 呼び 出 | も う 一 度 や り 直 し て も 同じ で 
せな い あれ ば ディ スク 壊れ て いる 可 
能 性 が あり ます 


横 使 い 書式 で は 英文 に で きま せん 用 紙 横 使 い の と き に 英文 モー ド | 縦 使い に する か 、 日 本 語 ワ 
に し よう と し た プロ で 英文 を 入力 し ます 


リフ ィ ル で は 禁則 で きま せん 「 リ フィ ル 」 「 縮 小 リ フィ ル 」 | リフ ィ ル 、 縮 小 リ フィ ル で は 
の と き 書 式 設定 で 禁則 処理 を | 禁則 処理 は で きま せん 
「 す る 」 に し よう と し た 


枠 が 大 きす ぎ ま す 作成 し た 枠 が 大 きす ぎ た 枠 ( 
縦 に 文字 入力 行 が 2 行 以上 
横 は 書式 の 大 き さ 

が 必要 で 、 左 枠 の と き 枠 の 石 

端 が 禁則 領域 に な る 場合 に は 

枠 が で きま せん 

枠 を 修正 する 場合 に は 桁 修正 

を 選び ます 


枠 が その ペー ジ に すでに ある 
の に 枠 作成 また は 図形 枠 作成 
を 選ん だ 


枠 は 各 頁 に 1 つ で す 


ン 
ン 


作成 時 
1 


メメ ※X の ディ スク を セッ ト し て くだ さい | 図形 用 の ディ スク が セッ ト さ れれ ベベ メメ の ファ イル 名 の 図形 が 
て いな い 保存 され て いる ディ スク を セッ 
ト し て 


文書 ディ スク を セッ ト し て くだ さい 文書 ディ スク が セッ ト さ れ て い パ 文書 ディ スク を セッ ト し て 
な い 


ディ スク に 空き 領域 が な い 新しい 初期 化 さ れ た ディ スク 
に 入れ 替え ます 
読み 込み 、 書 き 込 み エ ラー が 祭 ディ スク が こわ れ て いる 可能 
生 し た 性 が あり ます 
DISK OFF LINE ディ スク が セッ ト さ れ て いな い | 正しい ディ スク を セッ ト し ま 
か 、 フ ォ ー マ ッ ト の ちがう ディ | す 
スク が セッ ト さ れ て いる 
な い す 
ディ スク 内 に 図形 デー タ の ファ を 押し て 操作 を 続け 
イル が ひと つも な い ます 
を 押し ます 
同じ 名 前 の ファ イル が ある が 、 | 更新 する と き は (SPACE 
書き 換え て よい か 中 止 する と き は (SToP ) 


SCANNER_ 1/O ERRORI スキ ャ ナー が 接続 され て いな い 正しく 接続 し 直し ます 


四 
WRITE PROTECTED ディ スク が 書き 込み 禁止 の 状態 ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 解除 
に 


に な っ て いる し ます 


湊 字 コー ド 表 の 見 か た 


漢字 コー ド 表 は J | S (日 本 工業 規格 ) で 定め られ た 日 常 よ く 使う 漢字 を 、 使 用 頻度 に より 第 1 水 
準 、 第 2 水準 に 分 け て 並べ た も の で す 。 

第 1 水準 は 漢字 の 読み の 順に 、 第 2 水準 は 部 首 ご と に まとめ て 並べ られ て いま す 。 こ れ ら の 漢字 に 
は それぞれ コー ド が つけ られ て いて 、1 0 進数 で 表し た 区 点 コ ー ド と 1 6 進数 で 表し た J 1S コ ー 
ド が あり ます 。 


「 引 」 と いう 字 を 例 に 区 点 コ ー ド と J1S コ ー ド の 調べ か た に つい て 説明 し ます 。 


@ 区 点 コ ー ド を 調べ る と き : ワー プロ 等 で 区 点 コ ー ド 入力 を する と き に 使い ます 。 (90 ペ ー ジ ) 
例 ) 
「 引 : 区 点 コ ー ド 1690 


E 芝 28 還 0 1 23456789 4 (CDE Fi01112131415161718191181CHD1EIf 


⑯J1S コ ー ド を 調べ る と き :BASIC 等 で J1S コ ー ド 入力 (GBASIC 入 門 第 5 章 か ん た ん ! 
漢字 モー ド ) を し た り 、 プ ログ ラム で コン トロ ー ル コー ド を 使っ て 
漢字 を 印刷 する と き (⑦ プ リン タ の 取扱 説明 書 ) 等 に 使い ます 。 
例 ) 


「 引 」 :JIS コ ー ド 307A(3060 十 1A=307A) 


に 節 当 | 陣 0 1 2 3 4 5 6789 は B(DE F10111213141516171819 


19Hso20 略 愛 挨 締 英 商 得 悪 所 湖 太 要 圧 間 
3040| 粟 裕 安 庵 投 暗 案 間 鞍 杏 


45 50 55 
以 伊 位 依 借 囲 夷 委 成 尉 條 意 恩 易 椅 為 


151(1D1E]F 
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JIS 第 ] 水準 湊 字 コー ド 表 


に ss 層 9 ッ 全 々 〆 〇 ーー- ノ へ 
Pa 2 () [ ] ) る ) 《》 『」 『』 【】 キー 寺 北 を 
で \ き で だ %# を *@S 食 〇 WO 


65 70 75 
== ぐ > oec…【( 6 


01 05 10 


15 20 25 

0123456789 
35 40 45 50 55 

人 


90 
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7a20| 更 机 進 贅 


ワー ブロ 仕様 


内 
能 | 日 本 語 ワー プロ 、 英 文 ワー プロ 
か な ノロ ー マ 字 入力 、 区 点 コ ー ド 入力 、 記 号 入力 、 前 入力 呼出 機能 
連 文節 変換 (読み 最大 3 2 字 まで ) : MSX-JE (MSX 標 準 日 本 語 処 理 ソ フ 
ト ) 準拠 
J1S 第 1 水準 (2,9 6 5 字 ) 、JIS 第 2 水準 (3,3 88 字 ) 
記号 (5 2 4 字 ) 
基本 語 5 8 , 0 0 0 語 (カタ カナ 辞書 含む ) 、 複 合 語 1 5 0,000 語 以 
1 文書 中 に 最大 4 0 字 
登録 可能 語数 1 4 0 語 (読み 5 字 、 表 記 6 字 の 場合 ) 
16X16 ド ッ ト (標準) 、12X12 ド ッ ト ( 縮 ) 
(通常 

3 1 字 X 8 行 (標準 ) 、4 2 字 X 1 1 行 (縮小 ) 
(画面 分 割 時 ) 
上 側 : 3 1 字 X 3 行 (標準 ) 、4 2 字 X 4 行 (縮小 ) 
下 側 : 3 1 字 X 4 行 (標準 ) 、4 2 字 X 5 行 (縮小 ) 
(ワー プロ ・ 初級 時 ) 

3 1 字 X 4 行 (標準 ) 、4 2 字 X 5 行 (縮小 ) 
スク ロー ル (8 行 ) 、 行 頭 / 行 未 、 文 頭 / 文 末 、 前 頁 ン 次 頁 
上 書 モー ド 、 挿 入 モ ー ド 
全角 、 半 角 、 縦 倍角 、 横 何 角 、 4 倍角 、1 4 倍角 (上 下 添字 ) 
行 印 刷 と 組み 合わ せ た 場 合 最大 2 0 X 2 0 倍角 
強調 ( 白 抜 、 斜体 、 太 字 ) 、 回 転 、 綱 かけ 
複写 (文字 列 、 領 域 、 頁 ) 、 移 動 (文字 列 、 領 域 、 頁 ) 、 削除 (文字 列 
領域 、 頁 ) 、 全 文 削除 、 セ ンタ リン グ 、 石 寄せ 、 左 寄せ 、 検 索 、 置 換 、 
イン デン ト 、 タ ブ 設 定 ノ 解除 、 画 面 分 割 、 枠 、 図 形 枠 (図形 編集 ) 
パタ ー ン 作成 、 直 線 、 反 転 、 回 転 、 裏 返 、 複 写 、 消 去 、 記 号 入力 、 文 字 
入力 、 転 送 、 登 録 
自由 曲線 、 加 角形 、 円 / だ 円 、 削除 、 ル ー ペ 、 不 定形 (拡大 縮小) 複 
写 、 保 存 、 呼 出 、 イ メー ジス キャ ナ 読 込 、 文字 入力 (1 6 、1 2 ドッ ト ) 
けい 線 、 下 線 、 均 等 割付 (英文 ワー プロ ) 
最大 1 0 ペー ジ (パッ クア ッ プ 機能 な し ) 
A4 約 2 0 0 ペー ジ 、1 1 2 ファイ ルプ フロ ッ ピー ディ スク 


商 


第 油 
に 


秋 束 


答 誠 


器 汰 | 計 


・FS 一 4600F、FSー4500、FS-4700F、 
F SーPW 1 の ワー プロ 文書 作成 呼出 可能 

・ エ ー ス ファ イル 、 エ ー ス カル ク 、 エ ー ス グラ フ の デー 人 作成 ン 呼 出 
可能 (CSV 型式 ) 

・ パ ソコ ン 通 信用 文書 、MS 一 DO S 形 式 文書 (テキ スト ) 作成 ン 呼 出 
可能 

B 4 、A4 、B5、 ハ ガキ 、 セ ッ タ ー、 原 稿 用 紙 、 リ フィ ル (5 種 ) 

縮小 リフ ィ ル (5 種 ) 

議事 録 、 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル 、 月 間 ス ケ ジ ュ ー ル 、 チ ェ ッ クリ スト 

フリ ー メ モ (以上 フロ ッ ピー ディ スク 内 ) 


EU 刷 時 設 


(全文 印刷 ) ' 
印刷 開始 頁 、E 出 終了 員 、 印 刷 部 数 

責 付 位置 ( 無 、 左 、 中 、 右 ) 、 開 始 責 番 号 

スム ー ジ ング (あり 、 な し ) 、 書 体 ( 明 朝 体 、 縮 小 、 毛筆 ) 
印刷 方 向 ( 縦 、 横 ) 

ヘッ ダ 名 (全角 2 0 字 以 内 ) 、 ヘ ッ ダ 位置 

( 行 印刷 ) 

文字 サイ ズ 縦 棋 (1 一 1 0 倍 ) 

スム ー ジ ング (あり 、 な し ) 、 書 体 ( 明 朝 、 毛筆 ) 

印刷 方 向 ( 縦 、 横 ) 、 ね らい 打ち (し な い 、 す る ) 

※ _ は FSSR 0 2 3 接続 時 の み 


1〆18 0 


本 上 
カー ド 入 力 可能 枚数 


(AV ラベ ル ) 


| . 生 JNN 四条 語 計 
カー ド 入 力 可能 枚数 
容 
量 


MSX 2 4 ドッ ト 漢 字 プ リン タ (F SーPK1、FS 一 PW1 
FS 一 P4 00、HBPーF 1 等 ) 

MS X 用 マウ ス (F S-JM 1 一 H) 

ジョ イ パ ッ ド (CFS 一 JS220》 

連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド (FS 一 JS222) 

4 8 ドッ ト 毛 筆 書 体 カ ー ト リッ ジ (FSSR023) 


西暦 1980 年 1 月 1 日 一 2079 年 12 月 31 日 
西暦 1900 年 1 月 一 2099 年 12 月 


メモ を 使用 し な い 場 合 276 枚 
メモ を 最大 限 使用 し た 場合 146 枚 
(ネー ムカ ー ド ) 

メモ を 使用 し な い 場 合 2 0 4 枚 
メモ を 最大 限 使用 し た 場合 123 枚 


| (ビデ ォ ラ ベリ 


メモ を 使用 し な い 場 合 5 1 1 枚 
メモ を 最大 限 使用 し た 場合 238 枚 
(カセ ッ トラベル) 

9 7 枚 


(フロ ッ ピー ラベ ル ) 
内 容 を 使用 し な い 場 合 7 2 2 枚 
内 容 を 最大 限 使用 し た 場合 2 06 枚 


別売 り 用 品 一 覧 表 


FS 一 A 1 WX の ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル を お 使い いた だ く 上 で 、 次 の よ 
うな 別売 り 用 品 が あり ます 。 お 買い 上 げ の 際 に は 、 販 売店 に 名 称 と 品番 を 指定 し て くだ さい 。 


(周辺 機器 等) 名 称 品 番 


4 8 ドッ ト 毛 筆 書 体 カ ー ト リッ ジ FSSR028 
MS X 用 マウ ス F き 一 MM1 一 H 


ジョ イ パ ッ ド F な デーJS220 


連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド F な 一 りき 2 <Z% 


MSX 用 2 4 ドッ ト 漢 字 プリ ンタ ( 熟 転写 式 ) FS 一 PK1 近日 発売 


(消耗 品 ) 名 称 品 番 


%。 9 イン チ を DD フロ ッ ピー ディ スク (プラ ンク ) AFーMF2DD11 
(磁気 記録 事業 部 扱い ) 


F SーP K 1 に は 次 の よう な 別売 り 用 品 が 用 意 さ れ て いま す 。 


(消耗 品 ) 名 称 品 番 


B 5 サイ スズ 熱 転写 用 紙 (2 0 0 枚 ) に F 一 PPSS1B 
B 4 サイ スズ 熱転写 用 紙 (2 0 0 枚 ) ら FーPF94SB 


A 4 サイ ズ カ ラー 熱転写 用 紙 CF 一 PP942A 
(ブルー, エロ ー、 ピン ウ み , グリ ー ン が 宮 5 0 覆 ) 
A 4 サイ ス 熟 転写 和紙 (1 0 0 枚 ) 


B 5 サイ ス 熱 転写 和紙 (1 0 0 枚 ) 


CFPP944AW 


ら に ドーPPM62W 


F S 一 P K 1 に は 次 の よう な 別売 り 用 品 が 用 意 さ れ て いま す 。 
(消耗 品 ) 名 称 品 番 
圭 転 写 タ ッ ク シ ー ル (12 枚 フ セ ッ ト X25 セ ッ ト ) CF-PP982T 
| 悪 爵 り フィ ル 用 紙 (6 内 用 2 枚 X50 セ ッ ト ) 昌 CFPP932RFS 
熱転写 リフ ィ ル 用 紙 (6 穴 用 ノ 2 枚 X50 セ ッ ト ) | CFPP931RF 
A 4 サイ ズ 熱 転写 シー ル (10 枚 ) CFPP947AT 
A 4 サイ ズ 熱 転写 透明 シー ル (10 枚 ) ー CFPP948AT ] 
ビデ オォ テー プ 用 イン デック ス CFPP983T 
背面 ラベ ル 12 枚 X3 セ ッ ト 
側面 ラベ ル 10 枚 X3 セ ッ ト | ー」 
オー ディ オカ セッ ト 用 イン デック ス CFPP9 9 2C 
2 枚 X10 セ ッ ト 較 
3 . 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 用 ラベ ル CFPP984T 四 
6 枚 X6 セ ッ ト 
リボ ンカ セッ ト (県 ) 制 CFPR120K 
リボ ンカ セッ ト ( 赤 ) CFPR110R 
リボ ンカ セッ ト ( 青 ) CFP 一 上 胡 110A 
リボ ンカ セッ ト ( 縁 ) ドー 大 1 1 6 
必 咽 付 


※ 消耗 品 等 に つき まし て は お 手持 ちの プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 
※ 感熱 紙 は 、 
・ リ ボン カセ ッ ト が な く て も 印刷 が で きる の で 経済 的 で す 。 
・ 表 と 裏 が あり ます 。 裏 に 印刷 し て も リボ ンカ セッ ト な し で は 印刷 で きま せん 。 
・ 長期 間 の 保存 に は 適し ませ ん 。 変 色 す る こと が あり ます 。 長 期間 の 保存 に は 熱転写 
用 紙 を お 使い くだ さい 。 
.・ こ すっ た り 、 熱 を 加え る と 黒く な り ま す 。 特 に リフ ィ ル を 使用 する と き は 注意 し て 
くだ さい 、。 


機能 さく いん 


AD : アド レス 
AV : AV ラベ ル 


アク も セ サ サ リー ee た な か ・ssr oe ora の 02 
絹 か け パ ーー ドー 152 
一 覧 表 (ADD で の の トーercsn co の 8 
一 覧 表 (AVVD… 上 ーー ドーーーーー372 
RS 
移動 ( 頁 ) * mri 
イメ ー ジス キャ (人形 ャ rv220 
印刷 … coverie 
印刷 CADD・ waswaseasswwressac89 
印 層 0 ニー ニー の ee 
印刷 (GU フィル )… で の ーー 276 
イン デン ト …・‥‥ ド ーー ドーー144 
裏 返 ( 外 字 )・…ーーー・…ーーーーーー184 
円 、 だ 円 (図形 棒 )…・……・・・…・……217 


| 


ーー 税 の 指 下 0) い の ) rwre eee xseor896 
カー ド PO 指 着 (AMO で me ーーm の 8 
カー ド の 修正 (AD) ……・・ よ ーーー…304 
カー ド の 催 選 (AWD・・ で バー mem な 4858 
回 転 (外字 作成 … ぐ msi197 
回 転 .《 柳 遥 ) * く ーー ニー ーーーーーー- 0 
下線 ( 甘 交 ルー の の ーー sa < の 90 
下線 ……… バ ーー ドー ーー ーー 154 
カレ ンダ ーー いい てこ いい 204 
MG 移 久 拓 | samae act の noemweae ae 軸 め 
外部 on an snowvsswaw wa 
人 幸 以 衝 6MOO weansrsn360 
外 末 人 肢 和 ee ee ee sssso ks 17 
画面 分 割 y eeme eeetrcrsscopss174 
ーーー ン …rrtvnmseteseeesraoe 
| ニ リ 10) た くし ド サ ギア ヤン ギ すず 
年 (MW0 ル ん n い (esa smaaasenttsleszarB 
紀 雪 (本 六 ュ ッ ャ rm es wspras steve の BB 
記号 (外字 作成 )・…ー…ーーー… ーー…192 
凍 夫 用 交 ニコ パル ャ e rm se Amwa ry を を smaRpR 遇 
迷人 電 虹 。。。 so we weekr wwees 人 9 
均等 割付 (英文 )・・・…・ーーーー288 
行 印刷 ーーー ドーーーー ーー262 
生 間 間 いて ので の テ tneesseserezssso 抽 
ノ レ点 久礼 (Aor・ る * で em er5 29 人 0 
医療 入 才 (AMUMy < の mn ae snsarzcnarc 作 2 


型式 (EH 刷 )(AD)…………・ 


型式 (HU 刷 )(AV)……・ 
敬称 (AD)・…・・…・ 


けい 線 を 消す ‥・… 


消し ゴム ・‥…… 
検索 (AD) ‥…・…・ 
検索 (AV)… 


0 還 "SMB:SRNS  、  . 旨 較 


削除 (カー DADD ee maroke> 
削除 (カー OM ニーーーー…ー い で 


削除 (ファ イル )… 


削除 (ファ イル )(AD)…・・…… 
削除 (ファ イル )(AV)………・ e 


削除 (文字 列 ) …・ 
削除 (領域 ) ・…・ 
削除 ( 頁 )… 

削除 (全文 )・…… 


削除 (ユー ザー 書 )ー…… 
回 衣 形 (回 形 向 り … ーー 


下 添字 ・ 
穫 体 ‥ 
消去 (外字 )・ …・ 


消去 ( 全 デー タ )(AD)………… 
消去 ( 全 デ ー タ )(AV……・ 


初期 化 …・…・ 
初期 化 (DD)………・ 
初期 化 (AV)・ 


初期 化 ( ユ ー ー ザ ー 導 書 ーー 


時 刻 ・ 日 付設 定 


自由 曲線 (図形 枠 )…………… 
ee . 


スム ー ジ ング ・… 
図形 枠 作成 …・・ 


図形 枠 修正 ・・…‥……ーー… 


制御 スペ ー ス ・ 


SAVE( 図 形 桁 )… ド ーー… 


セン あり シグ :。e wm 


全 デ ーー タタ 消去 (AD) 一 318 
全 デ ー タ タタ 消去 (AV)…‥…・・・… 356 
全文 印刷 …・‥…・・ バ ーーーーー254 
操 1 設定 96 


た 


縦 倍角 …… ド ーーーーーーーーーーー166 
単語 削除 …‥…… ド ーーーーー202 
単語 登録 ・… バ ーー ドーーー198 

語 表 示 ‥‥…・ーーーーーーー200 
停止 設定 ……ー バ ーー ドーーー268 
YJS ヤツ PP シー 価 
電卓 ーー の 2 
登録 (外字 )・ ・ MM 
登録 (ユー ザー 半 )・ "198 
時 計 ーー ーー の 04 


な 


入出 力 セ レク トーーーーー 94 
入出 力 セ レク ト (AD)…・… ド ーーー…ー338 
状 出 カセ レク ト (AV) ーー 380 
ね らい 打ち ・…ーー・ ド ーーーーー…ー266 


層 は ] 


パタ ー ン 作 中)・ "182 
左寄せ ーー ーー136 
表示 モー ド ・ 8 
急 9 が 0nreaiemee0Aeesistoee 
ファ イル (AD) 一 ーー ドーーー…ー320 
ファ イル (AVO)D 一 ーーーー…ー364 
複写 (文字 列 )・…ーーーー バ ーーー116 
複写 (領域 ) り ーーーーー 118 
電信 
複写 (外字 )・‥ 時 
和 写 (図形 律 )… ーーーーーー…220 
太字 ・ * 人 
分 類 名 ・‥ 2 
プリ ンタ に つい ーー に の 52 


編集 (AD)……ーー ド ーー ーー312 
編集 (AVV……ーーーーーー350 
買 付 位 置 ・…‥‥・・・ ド ドー ドー の 257 
保存 (AD) 一 ーーーーーー320 
保存 (AV 一 ーーーー364 


ES 
右寄せ …ー・・・ ト ・ ト ーーーーーー136 
文字 間隔 ・……… バ ーー バー バー113 
文字 問 け い 線 ‥ 昌和 間 朝明 旨 けい 
文字 サイ ズ ・… 6 PND 
サイ ズ (OR) ーー…264 
9 培 は t 折 に ムッ こら 何 0 
文字 入力 (図形 枠 ) 1 227 
文字 入力 方 向 ー ホ ー ホ バト ハー ん ーー ーー ーー 909 
Pi 本 そう 
ユー ザー 辞書 ・…‥…… ド ドド ーー ドー198 
用 紙 方 向 (書式 設定 )・‥‥・・・…・… 110 
横書き (印刷 )……ーーー… 
呼出 (ADD)…ー ド ーー ドド ーーーーーー ーー322 
4 倍角 ーー ドーーーーー 166 


SS 


LOAD (図形 要 ) ……・ーー…ー…224 


較 わ | 


梓 作 成 * re nos sc の (4 
ニー まで すす で を で ギ チン の 


松下 電器 産業 株 式 会 社 情報 機器 部 


〒571 大 阪 府 門真 市 大 字 門真 1006 電話 (0B)908-1151 


DFQF2201ZA 
S1088-0 


| 


Panasomnic 
取扱 い 方 法 


は が き セ ッ タ ー (① は が き を 横長 に し て 印刷 する 場合 は ⑩⑩ 縦長 に し て 印刷 する 


場合 は (⑥)ー@) の 切り こみ に は は が き の 4 す み を 入れ る 。 

は が き の 下 の 方 まで 印刷 を  (② プリ ンタ ー の 紙 押 さえ レバ ー を “解除 "に する 。 
行う 必要 が ある 場合 は (③④ は が き セ ッ タ ー を 裏返し て 左 図 の よう に プリ ンタ ー に 挿入 する 。 
この は が き セ ッ タ ー を ご 使 。④ は が き セ ッ タ ー の 先端 を プリ ンタ ー の 用 紙 出 口 ま で まっ すぐ 挿入 す 
用 くだ さい 。 る 。 
⑮ 紙 押 さえ レバ ー を “ 紙 押 さえ "に する 。 
(⑥ 紙 送り ノ プ を まわ し て 、 は が き セ ッ タ ー の 位置 決め 線 を ペー パー カ 

ッ タ ー の 先端 に 合わ せる 。 


ん 「 ⑲ | 


裏返し て 


横長 時 の は が き の 上 端 | 


画 
画 
画 
ロ 


\ 玉 


補 


ーー き の 上 端 
6 蘭 ⑲ 


義生 を く 補 ー ュ ケー シマ 癌 @※ 時 区 の こい 鏡 閉 を を 環 由季 平 一 す 
"を 馬 呈 忠臣 午 の ー を ぐー ュ ミィ ー シ 鐘 毅 @ 肖 時評 の こい 鹿 を も 随 由 科 時 中 ・ 居 刊 一 す 


瑞 式 人 電 
この 「 は が き セ ッ タ ー」 は 官製 は が き 用 で す 。 葛 


大 き さ 、 厚 さ の 違う も の は 使用 で きま せん 。 DFQE0001ZD 


